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次 独特 の 処方 が 採用 さ 泌 て いま すず 


サン ト = ン と ヵ み イ ィ イィ = ン 酸 合 剤 で は 両 剤 の 含量 が 有効 用 量 
に 達し な いも る の で は 充分 な 効果 は 望め ひま せん 。 

ダイ アス の 配合 比率 一 成人 1 回 量 中 サン ト = ン 0.1g、 ヵ イィ 
= ン 酸 5mg 一 は 長期 間 の 研究 と 使用 経験 て も と づい て 撰 定 
され た きわ め て 効果 の 高い 配合 比率 で す 。 


次 集団 駆虫 に も きわ め て 好適 て すず 


ダ ィ アス は 強力 な 駆 貝 作用 を も つば ぱ ばかり で な く 副作用 の 
心配 が な く 絶食 し た り 特 に 下剤 を か ける 面倒 が な いた め 
殊 に 児童 を 対称 と する 集団 駆虫 に 好適 で す 。 
又 集 団 駆 虫 の た め に は 手 で 直接 錠剤 に 触れ な いで 和食 単 に 
服 錠 用 数 応 分 けち られ る 便利 で 衛生 的 な 防湿 黄色 セ ョ ロフ マ プ アプ 
ン ・ ス トリ ッ プ 包装 が 準備 され て いま す 。 _ 


(包装 ) 5 錠 ・ ャ ョ ファ ン ・ ス トリ ッ プ 包装 300 錠 。 
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昭和 33 年 12 月 (1958)】 


中 山 


卵 の 経 感 に 
(3) 卵 の 附 着 測 定 に つい て 


関す る 研究 


= 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 


まえ が き 


き に 私 (1958) は , 土壌 粒子 に 附 着 し ゃ す 
いと いう 実験 的 観察 の 結果 を 報告 し , 併 を て 実際 問題 を 
考察 する 場合 に は , その 附 着 力 を 計測 し て みる と と が 必 
要 で あろ うと 述べ て お いた 。 こと こと に 改め て , 遇 虫 卵 の 附 
着力 測定 に つい て 論 及 する 所 以 で あぁ る 。 

ある 粒子 が 他 の 物体 に 附 着 する 力 を 直接 測定 する こと 
は 非常 に 困 上 難 で あり , 現在 まだ 適当 な 方 法 が 見 出さ れ て 
お ら な い 。 従 つて 一 般 に は , 物体 に 附 着 し た 粒子 を 遂 断 
力 (Shearing force) に つて 分 離さ せ こと この 力 を 
測定 する こと に ょ り , 間接 的 に 粒子 の 附 着 力 を 知 ろ うと 
する 方 法 が と られ て いる 。 

上 銅 虫 卵 の 附 着 力 測定 に つい て も , と の 方 法 を 採用 する 
ょ りほ か は な い 。 即 ち 一 定 の 毛細 管内 に 映 虫 九 を 附 着 さ 
せ て お き , と の 管内 に 気流 を 通じ て 環 虫 卵 を 飛散 させ , 
その の 飛散 率 と と を も つて の 附 着 力 を 表 
現す る こと に し た 。 以下 私 の 行 つ た 実験 成績 の 大 要 に つ 
いて 述べ て みた い 。 


実験 方 法 


, (1) 装置 に つい て 

第 1 図 に 示し た ょ うな 装置 を 使用 する 。 即 ち 主 要 部 は 
測定 管 , 圧力 計 , 温度 計 , 炭酸 ガス ボン ベ , 蛇 管 より な 
る 。 測定 管 に 半 長 くさ が 10cm で 内 径 が 正しく 3 mm の 毛 
細 ガ ラス 管 を 使用 する 。 を そのため に は 内 径 3 mm と 称す 
る 約 50 本 の 毛細 管 に つき , 水銀 量 に ょ る 測定 か ら 内 径 を 
計算 し て 厳密 に 選ん だ 。 と の 測定 管 は クロ ム 硫 酸 で 清浄 
に し て ょ さく 水 洗 し レ , 燥 し て デシ ケー ター 内 に 保存 し て 


KUNIKO NAKAYAMA: Studies on experimental 
ascariasis infection through respiratory truct. (3) 
On the determination of the adhersion intensity 
of ascaris eggs (Department of Parasitology, Natio- 
nal Institute of Health, Tokyo) 


(昭和 33 年 2 月 14 日 受領 ) 


お く , 温度 計 は 替 電 対 を 使用 する 。 蛇 管 は 水 を 寅 流 し て 
炭 酸 ガ ス の 温度 を 水温 に まで 高め る た め の も の で ある 。 


4. 管 

) 
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第 1 卵 着力 測定 装置 


(2) に つい て 
附 着 力 測 定 に は 不純 物 を 混 え な い 純 粋 な 上 虫 卵 が 多 - 
量 に 必要 と され る 。 と の 目的 に 好適 な 材料 と し て , 私 
(1958) の 方 法 に ょ り 処 理 し た 豚 遇 虫 子宮 内 卵 を 使用 し レ 
た 。 と この も の は 交 便 中 の 人 和銅 虫 卵 に 酷似 し た 形態 と な つ 
て お り , 仔 虫 形成 能力 も 失 つ て いな い 。 を し て すでに 私 
(1958) が 土壌 粒子 に 対す る 附 着実 験 の 結果 か ら 報 告 し 
た と お り , 附 着 力 の 点 に お いて も 中 の 人 同 
じょう に 取り 扱え る の で は な いか と 考え られ る 。 な お 念 
の た め に 中 の 人 も , と これ を 長野 (1954) の 方 
法 に ょ り 採 集 し 対照 の 意味 で 用 いた 。 螺 虫 卵 は 濃 紙 の 上 
に で きる だ け 薄 く 拡 げ , デシ ケー ター 内 で 一 定期 間 保 存 
乾燥 する 。 附 着力 測定 の 共に , 一 部 を 使用 し て 重量 法 に 
ょ り そ の 乾燥 率 を 計 つ て お く 。 デ シ ケ ー タ ー 内 で の 保存 
が 長期 に と な る と 当然 の こと な が ら , 興 虫 卵 は その 仔 虫 形 
成 能力 を 失 つ て くる か ら 注 意 し な けれ ば な ら な い 。 大 体 
10 日 以上 6 ~10% の 湿度 の も と に 保存 する と ほとん ど 全 
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部 の も の が 変性 九 と な る が , 8 日 間 8 ~12% の 湿度 の も 
と に 保存 する と 約 50% の も の が まだ 仔 虫 形成 能力 を も ゃ つ 
て いる 。 実際 問題 と し て は , 仔 虫 形成 能力 を 有 し 感染 可 
能 な 状態 に ある 遇 虫 卵 に つい て , その 附 着 力 を 知る と と 
が 必要 な わけ で ある か ら , と この 意味 に お いて も 乾燥 度 に 
つい て は 充分 慮 慮 を 払わ な けれ ば な ら な い 。 

(83) ビ =ー ル 球 に つい て 


【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 7 巻 ・ 第 6 号 


均 80 ミ クロン, 比重 1.190 で ある 。 生 院 寄生 部 
で , 咽 虫 卵 の 代用 と し て 実験 的 に 経口 投与 する た め に 試 
作 さ れ た も の の 一 部 を 分 与 し て も ら つ た 。 

(4) 測定 の 仕方 に つい て 

デシ ケー ター より 管 と を 出し て で きる だ け 
手早く 解剖 針 の 先 で 遇 虫 卵 を 測定 管内 壁 の 入口 部 より 約 
1 cm の 部 位 に 附 着 させ る 。 この と き 各 虫 卵 を な る べく 


すでに 土壌 附 着実 験 に 使用 し た も の と 同じ で , 直径 平 。 平等 な 状態 に 附 着き させ る とこ と が 望ま し い が , その 手技 
第 1 表 各種 卵 び ビ ル 球 の 飛散 率 に つい て 
測定 附 

p (A 力 力 虫 卵 数 R 

前 た 後 

1.0 9 10 52.6 99.9 ダ イン J/cm? 
22 6 16 72.7% 399.8 

液 37 33 47.1% 99.9 ダ イッ ン /cm? 

B 27/v 24:0 53 品 理 100 0 2.0 19:5. 39 42 51.8% 199.8 

4.0 19.0 20 87 23 64 73.0% 399.8 
19 24 55.8% 99.9 ダ イン [lcm* 
62 53.2 2.0 22 .-65 28 37 56.9% 199.8 
C 30/V 同上 
30 43 58.2% 99.9 ダ イン 

D 1/vVI 同上 

4,.0 20.2 20 46 10 78.2% 

54 17 34 66.6% 99.9 ダ イン [cm* 
25.0 42 7 65.4 2 10 34 80.9% 199.8 

同 

4.0 19.2 22 56 7 49 88.1% 399.8 / 
49 22 22 39 63.9% 99.9 ダ ィ イッ ン l/cm? 
21.0 65 0 66.3 17 46 71.7% 199.9 
F 7/VI 上 
/ % 3.0 16.0 20 59 14 43 75.4% 299.8 
15 59 79.7% 99.9 ダ イン l/cm* 

G % 同上 16 62 83.3% 299.8 
13 69 84.1% 399.8 
18 46 71.8% 99.9 ダ イン /cm* 

95.5 64 11 34 75.5% 199.8 
“ ビニ ニー 

H % を 3.0 20.0 8 36 8 28 77.7% 299.8 

13 63 82.9% 399.8 


( 


2 ) 
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に つい て は 一 応 の を 要する 。 即 ち 測 定 管 に 
附 着 し て これ を 8 cm の 高 さ か ら 木 の 台 上 に 垂直 に 落下 
させ , その 衝撃 に より 測定 管 ら 離 れ 落 ちる 
率 を 凡そ 一 定 に し 得る まで に 練習 し て お く と ょ よい 。 環 虫 
卵 を 測定 管内 壁 に 附 着 させ た ら , 解剖 顕微 鏡 下 で 虫 卵 数 
を 素早 く 計算 する 。 を れ が 済む と 直ちに デシ ケー ター に 
入れ て 2 時 間 保 存 し た の ち に , と これ を 測定 装置 に か け て 
炭 酸 ガス ボン ベ べ ょ より 各種 の 圧力 で 炭 酸 ガ ス 気 流 を 通じ 
る 。 通気 の 時 間 と と も に 遇 虫 卵 の 和 飛散 は 多く な る が , 15 
秒 経 過す る と テ 飛散 すべ き 遇 虫 卵 は すべ て 飛散 し て , それ 
以上 の 飛散 は も は や お こら な く な る 。 よ つて 通気 時 間 は 
15 秒 と する 。 こ と この と き 測 定 管 入 口 部 と 出口 部 の 圧力 差 即 
ち Pressure drop を U 字 管 (A) の 読み か ら , また 通気 
ガス の 温度 を 温度 計 の 読み か ら , いづ れる も 記 載 す る 。 送 
気 量 は Pressure drop が 水銀 柱 に と し て 1cm の と き , 1 
7 の 排気 に 要する 時 間 が 18 秒 と な る 程度 で ある 。 送 気 が 
終る と 測定 管 を 装置 か ら は づ し , 解剖 顕微 鏡 下 に 残存 附 
着せ る 貝 卵 数 を 計算 し , 次 式 に よ つ て 科 散 率 を 求め る 。 


率 = 断 と ょ り 飛 散 し た 虫 数 
部 断 力 を 加え る 前 に 附 着 し て いた 貝 卵 数 


また 断 力 は Pressure drop の 読 か ら 次 式 と に と ょ つて 
与え そら れる 。 
カニ 
y 三 測 定 管 半径 
三 測定 管 の 長 さ 
Pressure drop 
実験 に 使用 し た , 0.102- 0.204 - 和 wt 
cm cm 


0.306 0.408- 4 種 で , と れ を タダ イン に 
算 了 する と 99.9 ダイ ン /cm?, 199.8 タダ イン /cm?, 299.8 ダイ 
ン /cm?, 399.8 ダイ ン /cm? と な る 。 

実験 結果 

上 記 の 方 法 で 4 種類 の 協 断 力 を 使用 し て , それ ぞ れ の 
乾燥 度 の 各 遇 虫 卵 お よび ビニ = ニー ル 球 に つき , その 飛散 率 
を 求め た 結果 を 線 合 し て 示し た の が , 第 一 表 で ある 。 以 
下 こ の 成績 と つい て 説明 し , 若干 の 検討 を 加え て みた 
い 。 

(1) 実験 群 A4 ぉ お よび B を 比較 し て みる と , 区 便 中 の 
人 と 液 処 理 豚 と は 同じ ょ うな 強 さ の 附 
着力 を も つて いる と と が 知ら れる 。 よ つて と の よう な 附 
着力 の 実験 に は , 中 の 人 の 代り に 液 処理 
豚 を 用 いて えな いと 判断 し , 以後 の 実験 に は 
専ら 浸漬 液 処理 豚 使用 する こと に し た 。 の 理 


(3 ) 


由 に つい て は すでに 述べ た と こと ころ で ある 。 

(2) 実験 を 比較 し て る と , の 
燥 率 の 上 昇 と と も に テ 飛散 率 も 高く な る と こと が 知ら れる 。 
実験 群 F と G の 間 で も 同じ こと が いえ る 。 (た ゞ くし BC 
DE 和 群 と FG 群 と で は 測定 時 の 温度 が 相当 に 違う た め 
に , これら を 同一 列 に 並べ て 比較 する こと こと は で き な い 。) 

と の と と を グラ ンマ にょ よ つて 表現 し た の が 第 2 図 で ある 


乾燥 


第 2 の 飛散 率 と の 関係 


こと これ に よる と は , その 乾燥 率 が 50% 下 で は 大 体 
同じ ょ うな 附 着 力 を も つて いる が , 加 燥 率 が 50~602 以 
上 に な る と 次 第 に 附 着 力 を 失い 飛散 し や すく な る 。 (な 
お 乾燥 率 6522 の と き の 実 験 で は , 室内 湿度 も 低 か ふつ つた 
の で その に 入れ な けれ ば な る まい 。) 
の 東 燥 率 が 高まる と その 仔 虫 形成 能力 が 失わ れ て くる こと 
と は すでに 述べ た が , 実地 上 に 必要 な こと は 仔 虫 形成 能 
力 を も つた 卵 の 附 着 乃 至 飛 散 に つい て ある 。 
率 と の 関 ら み る と , 大 部 分 の その 仔 虫 形成 
能力 を 失わ な い 乾 燥 率 502 以 内 で は , 附 着 力 は 大 体 一 定 

し て お り , 大 約 100~ 200 ダ イン の 環 断 力 で 50~602 が 
飛散 され る 程度 で ある と いう こと が で きる 。 こと この グラ フン 
は また 乾燥 率 が 同一 で も が 大 で あれ ば ょ 
り 多 く テ 飛散 され る こと こと を 示し て いる 。 

(3) 実験 BCDE に つい て 断 力 と 卵 飛 散 率 
の 関係 を 示し た の が 第 3 図 で ある 。 こ と これ に よる と 表 断 カ 
の 作用 と と も に 飛散 率 は 急激 に 上 昇 し , 環 断 力 の 強 さ が 
ある 程度 を こえ る と テ 飛散 率 の 増加 は 緩慢 に な つて くる こと 
と が 知ら れる 。 と の 事実 は 遇 虫 九 が その 附 着 力 の 点 で か 

な り 個 体 差 が あぁ ある と と を 物語 る も の で あろ う 。 と この グラ 
フ は また 率 の 高い 虫 低い も の に 較べ て 弱い 
断 力 で も 和 飛散 され や すい こと と を 示し て いる 。 
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第 3 図 力 と 卵 飛散 率 の 関係 


考 


以上 に 述べ た よう な 実験 方 法 お よび 結果 か ら , 遇 虫 九 
の 附 着 力 は , まだ 仔 虫 形成 能力 を 失う に 至ら な い ほ どの 
状態 の と き に は , 大 約 100~200 ダイ ン /cm? の 
力 で その 50 へ ~60% が 飛散 され る 程度 の も の で ある こと と を 
知 り 得 た 。 

と の ょ うに 表現 きれ た 附 着 力 は 実感 的 に 
て くる 。 この と と を 明らか に する た め に , 附 着 力 が 非常 
に 弱い と 思わ れる ビニ =ー ル 球 を 使用 し て 同様 の 実験 を 試 
こ の 績 と を 比較 考察 し て みた 。 実験 に よれ ば 
ビニ ニー ル 球 は 100~200 ダイ ン /cm? の 力 で 70~7522 
の 飛散 率 を 示し , の それ の 25~40%, 平均 約 38 % 
増 と な つて いる 。 と この ビ =ー ル 球 は 比重 1.190 直 径 80 ミ 
クロ ン で ある から, ビニ ニール 球 の 重量 
1.190 一 方 は , 乾燥 率 472 と き に 長径 56 クロ 
ン 短 径 42 ミ クロ ン 比 重 1.015 で あつ た か ら , 率 47% 
の 虫 の 重量 z X59 。 Xx1.015, と の 両者 の 
比 を と る と 

ビニ = ニー ル 球 の 重量 
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即ち ビ =ー ル 球 は 上 銅 虫 九 より 約 6 倍 ほ ど 重 い に も か か ね わ 
ら ず , その 80% を 上 和 廻る 飛散 率 を 示し て いる 。 と この と と 
を 考慮 すれ ば , 処 虫 卵 は ビニ =ー ル 球 よ り も は る か に 附 着 
力 が ある も の と 思わ れる 。 な お 卵 を 浮遊 の まま 
定 管 に 注入 し て と これ を 380*C 埋 卵 器 内 で 著 燥 附 着 さ せ た と 

ヽ 。 即ち 特に と この ょ うな 条件 で 凝固 附 着 さ せ た 場 合 は 

つき ぎ に , 断 は 実際 に は 風力 と し て 与え られ る 。 例 
えば 土壌 粒子 な ど に 附 着 し て いる 遇 虫 卵 は ), どの ぐらい 
の 風 が 吹け ば 飛散 を させ られ る か , と いう と こと に な る か 
ら , 通 断 力 を 風力 に 換算 し て みる と と が 必要 に こなつ て く 
る 。 こ とれ を 理論 式 に と よ ょ り 求め て る と と は 一 応 可 能 で は 
ある が , し か し 内 径 8 mm の 円 管内 流動 の 場合 の みみ 適応 
され る 値 と な り , 管 径 が 異 つ た り , 或いは 平板 に ガス 流 
が 吹き つけ る 場合 に は 他 の 値 と な つて くる の で , と と で 
は 省略 する こと に し た 。 


要 約 


遇 虫 卵 の 附 着 力 を 実験 的 に 測定 し た 結果 , まだ 仔 虫 形 
成 能 力 を 失う に 至ら な い ほ どの 乾燥 状態 に ある は 
100~200 ダイ ン /cm? の 断 力 で その 50~60 飛散 さ 
れる 程度 の 附 着力 を も つて いる と と を 明らか に し た 。 


稿 を 終る た にあたり, 終始 御 指導 と 御 校 闘 を 頂き まし た 
予 研 寄 生 虫 部 長 小宮 壇 士 に 心から の 感謝 を 捧げ ます と 共 
に , 特に 附 着 力 測 定 方 法 に つい て 御 委 篤 な 御 指導 と 御 校 
閲 を 項 き まし た 東京 大 学 工学 部 助教 授 国 井 大 蔵 博士 に 厚 
意 を 表し ます . 


1) 中 山 ク = 子 (1958) : 環 虫 卵 の 経 気道 感染 に 関す る 
研究 (2) 卵 と 粒子 と の 関係 に つい て , 寄生 
学 雑誌 , 7 (5) , 25-28。 一 2) 中 山 ク = 子 (1958) : 豚 映 
虫 卵 膜 を 中 の 人 卵 膜 た に 近似 し た 形 
態 と する た あめ の 処理 法 に つい て , 寄生 虫 学 雑誌 , 
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採集 法 , 衛生 動物 , 4( 特 別 号 ), 15-16. 


Summary 


Experimentally, the adhersion of ascaris eggs was 
revealed to be of such an intensity that approxima- 
tely 50 to 60% of the eggs dried, but still hatchabe, 
are blown off by a shearing force of 100 to 200 dynes. 
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直子 油 の 殺 卵 作用 に 関す る 研究 
(2) 貯 草子 油 の 殺 作用 


国 井 


関東 東山 農業 試験 場 線 虫 研究 室 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 


(昭和 33 年 2 月 24 日 受領 ) 


言 

第 1 報 で 述べ た ど と く , 油 の 作用 は 中 の 
に 対し て は 著しく 低減 する 。 こ れ は , の 
に よ ょ つて ammonia が 発生 し , これ に と も な つて pH が 
上 昇 す る た め , 電子 油 の 殺 卵 作用 が 阻害 され る も の と 思 
われ る 。 

レ か し , 尿 の ammonia 量 あ る い は pH の 変化 と 殺 尋 
作用 の 関係 に つい て の 研究 は ほとん ど み られ な い 。 

そこ と で , 尿 を 貯溜 し た 場合 の ammonia と pH の 変化 
を 測定 し , この 変化 が 章子 油 の 殺 卵 作用 に お よ ょ ば ぼ す 影響 
に つい て 検討 し た 。 

尿 の 貯溜 に よる ammonia お よび pH の 変化 
油 の 作用 が 中 で 著しく 低下 する こと は , 
穴 の 貯溜 に よ つ て ammonia お よび pH が 上 昇 す る た め 
と 思わ れる 。 そ を それ で は , 尿 の ammonia お よび pH の 上 
昇 は , 尿 の 貯溜 と どの よう た な 関係 に ある か と いう と と に 

つい て 検討 を 行 つ た 。 

実験 方 法 : 250ml1 広 ロ ビン に 200ml の 新鮮 尿 (36 歳 
男子 を と り , 一 方 に は ご ルク 栓 を ほど と こし, 他方 は 開 
放 の まま きま, 直射 日 光 の あたら な い 室 内 に 保存 し た 。 

ammonia の 測定 は Kjeldahl 氏 法 に ょ つて 1 週間 毎 
に 行い , pH は 東洋 興 紙 の pH 試験 紙 に より 毎日 一 定時 
間 に 測 定 し た 。 ま た pH 測定 と 同時 に 室温 の 測定 も 毎日 

実験 結果 : 第 1 表 , 第 1 図 は , 尿 の 貯 兆 日 数 と am- 
monia お よび pH の 変化 を , 容器 に コル ク 栓 を し た も の 


YOSHIAKI KUNII: Studies on the ovicidal effect 
of mustard oil. (2) On the relationship between 
the stored urine and the ovicidal effect (Labora- 
tory of Nematology, Kanto-Tosan Agricultural 
Experiment Station, Chiba Prefecture, and the 
National Institute of Health, Tokyo) 


と , 開放 の も の と を 比較 し て 示し た も の で ある 。 

コル ク 燈 を ほど こし た も の で は , 貯溜 日 数 が 増加 する 
と 尿 の ammonia は 上 昇 し て , 0.0526 か ら "日 目 に は 
0.26 %%, 14 日 で 0.40 2, 21 日 で 0.48 と な つた 。 ま た 
pH は , 最初 6.4 の も の が 日 目 に 8.8, 14 日 で 9.2 以 
後 は 平行 で る つた 。 


第 1 表 尿 の 貯溜 と ammonia 3$ ょ び pH の 化 


ュ ク 栓 放 
(C) ammonia pH ammonia tj 
(%) (0 
0 32 0.05 6.4 0.05 6.4 
30 0.26 8.8 0.46 
14 29 0.40 9.2 0.20 8.6 
21 26 0.48 9,2 0.08 8.2 
0.6 
0.2 
0.0 + 
(PH) 
100 
ュ 
g.0 
6.6 
0 2i 
(中 ) 


第 1 図 尿 貯溜 と Ammonia ょ び pH の 
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と と ろ が 開放 の も の で は , ammonia の 上 昇 は 早く , 
7 日 で 0.46% で コル ク 栓 を し た も の の 21 日 ぐら い に あ 
た り , 14 日 で は 0.20 %,。 21 日 で 0.08 と 急激 に 降下 し レ 
下 し て 2 日 目 に は 8.2 と な つた 。 

と の と と ょ より, の ammonia お よび pH は , 
る 容器 に 栓 が ある か , な いか に よ ょ つて , その 変化 が 著 レ 
く つて くる こと が わか つた 。 こ と これ は 肥 料 と し て 
尿 を 使用 する た め に は , それ を 貯溜 する と き に は か な ら 
ず 肥 料 汐 に ふた を し て お か な けれ ば な ら な いと いう こと と 
を 示し て いる 。 

i ammonia の 抑制 

前 記 の 実験 に お いて , 尿 の 貯 溢 に よる ammonia お よ 
ある が , つき を 。 て の うな 
化 に 対し て 草子 油 が 如何 な る 作用 を も つて いる か に つい 
て 検討 し た 。 すなわち , 新鮮 尿 に 電子 油 を 加え て 時 溜 し 
た 場合 の ammonia と pH の 変化 を みた 。 

実験 方 法 : 250ml 広 ロ ビン 3 本 に 200ml の 新鮮 尿 を 
と り , Phenyl 提 子 油 を それ ぞ れ 103 倍 , 10* 倍 に な る ょ 
うに 滴下 し , 他 の 1 つ を 対 周 と し た 。 これら に コル タク 栓 

を ほど こと し て 室内 に 保存 し た 。 

測定 は 前 回 同様 に 行 つ た 。 

実験 結果 : 第 2 表 , 第 2 図 に 示す 通り 。 対照 の 尿 は 前 


第 2 表 章子 油 た に た ょ る ammonia の 抑制 


数 ammonia ammonia _,, ammonia 
pH 


0) 0.03 6.0 0.03 5.8 0.03 5.8 
7 0.15 8.6 0.03 5.8 0.03 5.8 
14 0.36 9.2 0.04 6.0 0.03 5.8 
21 0.06 7.4 0.03 5.8 
28 0.48 9.2 0.13 8.8 0.03 6.6 


回 と 同様 , ammonia が 21 日 に 0.52 22 ま で 上 昇 , 28 日 に 
は 0.48 あ で わ づ か に 降下 し た 。 また , pH は 14 日 で ほ く 
最高 の 9.2 と な り 以 後 平 行 を つづ けた 。 

電子 油 を 加え た も の で は , 10* 倍 の も の は ammonia 
お よび pH と も に その 上 昇 が 緩慢 で 28 日 後に お いて や つ 
と ammonia 0.132%%, pH 8. し た 。 さも で 10 
韻 子 油 を 加え た も の で は , 28 日 後に お いて も ammonia 
は まつ た く 上 区 す る と と な く ,。 pH が 6.6 で わ づ か に 上 
昇 し た の み で あつ た 。 
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第 2 図 た に た ょ る ammonia の 抑制 


以上 , 尿 の ammonia お よび pH の 変化 に お ょ ば ばす 弁 
子 油 の 影 協 を 検討 し た の で ある が , 新鮮 尿 Cammonia 
0.032%2,。 pH 6.0) に 草子 油 を 加え て 貯溜 し た 場合 に 4 
氷 の ammonia お よび pH の 上 昇 は か な り 強 く 抑 制 さ 
る こと こと が わか つた 。 と れ は 草子 油 が 尿 中 urease < の 
を 阻止 し て いる た め , 尿素 の 分 解 が 行わ れ も な いか ら で あ 
ろう と 考え られ る 。 

て そこ と で , 油 の は の 存在 に ょ つて 
低下 する の で ある が , 今回 の 実験 に よれ ば , 新鮮 尿 に あ 
ら か じ め 油 を 加え て お く こ と と に つて , 油 の 
卵 効果 を 高め る こと が 出来 る も の と 考え , と この 点 を 追 完 
じ た 。 


油 は 中 に お いて に 対す る 効果 が 著 
し く 低 下す る 。 こ これ は と くに の ammonia 
び pH の 上 昇 が , 電子 油 の 殺 卵 作用 を 阻止 し た 結果 と 考 
えら れる 。 し か し , 尿 は 新鮮 な 場合 に は 中 性 より いく ぶ 
ん 酸性 側 に あり , で も 栓 を し て 
お く と , それ ほど 急速 に ammonia が 生成 され る わけ で 
は な いら し い 。 ee 電子 油 に は 尿 の ammonia お ょ よ 
び pH の 上 昇 を ある 程度 > お さえ る 力 が ある よう に 考え 
られ る 。 以 上 の よう な 事実 か ら , 電子 油 の 殺 卵 作用 が 尿 
の 貯溜 に よ つ て どの よう に 変化 する か に つい て 検討 し 
た 。 


実験 方 法 : 100ml 円 竹 ビ ン に 60ml づつ の 新鮮 尿 を と 
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り ,。 コルク 栓 を し て 実験 室内 に 保存 し た 。 そし て 毎日 
pH を 測定 し , 任意 な pH に 達し た も の か ら , Kjeldahl 
氏 法 に ょ つて ammonia を 測定 し た 。 と の ammonia 測 
温 器 内 で 日 間 処 理 し た 。 処理 後 , 再び 尿 の ammonia 
お ょ pH を 測定 し て , 処理 を 充分 に 水洗 し た の 
ち 培 養 に 移し た 。 尿 の pH は 6.0, 6.8, "7.4,.8.2, 
8.4。 9.0,。 9.2 の "段階 を と つた 。 

実験 結果 : 第 8 表 , 第 3 図 に 示す ごとく , 氷 の pH が 
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っ た 。 

そこ と で , 新鮮 尿 を た だ ち に 10*“ 倍 濃度 の 章子 油 で 処理 
し て 貯溜 し , ammonia の 発生 ,。 pH の 上 昇 を 抑制 し て 
お いて か ら , と これ に 再び 10* 倍 濃度 の 草子 油 を 加え て そ 
の 用 を 検討 し た 。 

第 4 表 に 示す 通り , 第 1 回 の 油 処理 で は , 貯溜 
数 が 0 の と き 卵 率 が 100 で あり , $8 日 で は 50%, 6 
日 以上 た に な る と まつ た く 作 用 が 認め られ な か つた 。 

と と ろ が , 第 2 回 処理 を 行 つ た 場合 に は , 貯溜 日 数 療 


第 表 の と 油 の 卵 作用 


処 理 前 処 理 後 発 育 状 態 (%) 
PH PH 単細胞 期 多 細 胞 期 期 仔 
0 0.02- "6.0 0.03 6.0 100 0 0 0 0 100 
3 008 °°6.8 0.04 7:2 100 0 0 0 0 100 
6 0.04 7.4 0.05 7.8 100 0: 0 0 0 100 
9 0.05 8.2 0.05 8.2 30 0 0 0 70 30 
12 0.07 8.4 07 Et 10 3 2 5 80 20 
15 0 0 0 0 100 0 
18 0.11 9.2 0.14 9.2 0 0 0 0 100 0 
0.12 
ammonig 処理 前 後 殺 率 
eio qo PH 回 数 日 数 ammonia ammonia (%) 
(%) PH PH 


002 60 { 


0 0.03 6.0 0.03 6.0 100 
3 9:08: 0.03 6.0 
6 0.03 6.0 0.03 6.0 


1 回 


9 0.03 6.0 . 
15 0.04 6.0 0.05 6.8 


24 0.05 6.8 0.06 7.8 


第 3 図 尿 の 貯溜 と 電子 油 の 殺 卵 作用 


6.0, 6.8,。 7.4 の 場合 に は , 草子 油 の 10* 倍 濃度 の も 
の は 1002%2 の 卵 あつ た 。 し か し , の pH が 8.2 
で は その 380 低下 し , pH 9.0 以上 で は まつ 
た く 殺 卵 作 用 が 認め られ な か つた 。 

すなわち , 草子 油 の 10* 倍 濃度 の も の は , 新 鮭 尿 ま た 
は 尿 の 貯溜 期 間 が 短 か く , pH が 中 性 附近 に ある 場合 に 
は , 水中 接触 の 場合 と ほとん ど 同 様 に と, 100 の 卵 率 
が 認め られ る が , 尿 の pH が アル カリ 側 に まで 上 昇 し て 
くる と , その 殺 卵 作用 は ほとん ど な く な る と こと が わか 


24. 


50. 

0 

0 

0 

18 6;2 0.06 7.4 0 
0 

100 

100 


24 日 に な つて も な お 100 を 示し て いる 。 
以上 の よ ょ うに, 最初 の 処理 で ammonia の 発生 。 pH 
の 上 昇 を 抑制 し , 2 回 目 の 処 理 を 行え ば , 完全 な 殺 卵 作 
用 を 期待 出来 る も の と 考え る 。 
し た が つて , 油 を 便 る い は 内 に 使用 す 
る さい に は , 選 尿 が 新鮮 な う ち に あぁ あらかじめ 丼 子 油 を 入 
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れ て お き , 一 定期 間 の の ち 再 び 韻 子 油 を 加え る ょ うに 
れ ば , 中 の 虫 も 完全 に 殺 する こと こと が 出来 る の 
で は な いか と 思わ れる 。 


考 

中 ammonia : 新鮮 の ammonia 濃度 は 0.02~ 
0.05 程 度 で あり , この 尿 の pH は 6.0~ 6.4 位 で 酸性 
側 に ある の が 普通 で ある 。 そ し て 氷 が 貯 汐 さ れ て , 次 第 
に 腐 熟 し は じ め る と , urease の 作用 に ょ つて 尿 中 am- 
monia が 発生 し , pH も 潤 次 上 昇 す る わけ で ある 。 

尿 の ammonia 発生 に お いて は , 温度 条件 に 負う と こと 
ろ が 大 で あり , この ammonia 発生 の た め に 必要 な ur- 
ease の 作用 は , 50°C 前 後 が 適温 で , 温度 の 低下 と と も 
に 作用 が 弱 ま つ て くる 。 こ と の urease peocosicia nie 
湿度 の 限界 に つい て は , 後 の 実験 に な けれ ば な ら な 
い が ,。 20°C あ る い は 15"C 以 下 で は ほ vs ど 作 用 せ ず , し 
た が つて , 尿 中 ammonia は 発生 し な い の で は な いか と 
考え る 。 

さら に , 尿 中 ammonia の 発生 に 影響 を あたえ る 条件 
と し て 空気 と の 接触 を あげ る こと と が 出来 る 。 

と れ は , 氷 を 貯溜 する 時 に 容器 に 栓 を し た 場合 と し な 
い 場 合 で は , その ammonia の 発生 量 に 著しい 差異 が あ 
り ,。 栓 を し な い 場 合 は ammonia が 急速 に 発生 し , その 
減少 も 早く な る と Me を わか つた 。 

また , 容器 の 大 き それ に 入れ た 尿 の 量 と の 関係 
つい て も, 得 られ , 大 き な 器 に 少 
し の 尿 を 入れ て 時 溜 し た 時 に は , ammonia 発生 が 早い 

よう で ある 。 

こと の 点 に つい て 大 場 (1928)〉) は , これ が 尿 の 殺 卵 作用 
に も 影響 する と の べ て いる 。 

尿 中 ammonia の 抑制 : 章子 油 が 尿 中 ammonia の 発 
生 を 抑制 する と いう こと と は , 氷 中 urease の 作用 を 不 活 
性 化す る た めで ある 。 提 子 油 の 10* 倍 ある い は 103 倍 の 濃 
は , urease を 完全 に する わけ で は な く , ある 
期間 中 その 作用 を 不 活性 化し て いる の で , 提 子 油 が 揮発 
し て 効力 が 衰え て くる と urease は 再び 作用 を は じ め , 
ammonia の 発生 を 之 る 。 

貯溜 尿 中 の 作用 : 草子 油 の 作用 は , の 
日 数 が 短 か い 場合 すなわち, 尿 の pH が 酸性 また は 中 
性 に ある と き は , 水中 接触 と ほとん だ ど 同様 の R 作 用 を 
示し て いる 。 し か し ,。 尿 が アル カリ 性 に な る と (と これ は 
後 約 日 油 の 作用 は 低下 する 。 

と れ は 緩衝 液 中 に お ける 結果 と ほぼ 一 致す る よう で を 
る 。 

そこ と で , 新鮮 尿 に 油 10* 倍 濃度 を 加え て す 


る と , 尿 中 ammonia が 発生 し な い の で , 一 定期 間 中 は 


尿 の pH が 新鮮 尿 の と き の ま ま 酸 性 側 に と ど ま つ て い 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 7 巻 ・ 第 6 号 


る 。 しかし, こと の 提 子 油 処 理 尿 に は 殺 卵 作用 が な い 。 

新鮮 尿 に あら か じ め 10* 倍 濃度 の 章子 油 を 加え て お き 
さら に 同 濃度 の 間 子 油 を 加え た 場合 に は , 殺 卵 作用 は 再 
きれ る 。 

要 約 

尿 を 貯溜 し て ammonia の 量 と pH の 変化 を 測定 し レ , 
と の 変化 が 草子 油 の 殺 卵 作用 に お よ ぼ す 影 響 に つい て 実 
験 を 行 つ た 。 

1) 新鮮 尿 は 貯溜 に よ つ て ammonia お よび pH が 
次 上 昇 し , 3 週間 後に は ammonia が 0.5 前 後 , pH 
が 9.2 ぐ らい に な る 。 し か し 貯溜 条件 (温度, 容器 , 量 ) 
に ょ つて ammonia お よび pH の 変化 は 異な る 。 

2) の 貯 さい し て 油 を 加え て お く と , am- 
monia お よび pH の 上 昇 が か な り 抑制 され る 。 こ れ は 
章子 油 に よ ょ つて urease が 不 活性 化す る た めで ある ろう 。 

3) 尿 が 時 汐 され て , その pH が アル カリ 側 に な る と 
章子 油 の 殺 卵 作用 は 低減 する 。 し か し , 新鮮 尿 に あら か 

じ め 提 子 油 を 加え , 一 定期 間 後 さら に 草子 油 を 加え る と 
と の 低減 は み ら れ な い 。 


稿 を 終る た にあたり, 御 指 導 と 御 校 開 を 賜っ つた 農業 技術 
研究 所 川上 行 蔵 博士 , 予防 衛生 研究 所 小宮 義孝 博士 に 深 
《 感謝 の 意 を 表す る . また , 実験 に た あ た つ て 御 援助 を 願 
つた 農業 技術 研究 所 池内 まき 子 技官 た 感謝 する . 
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Summary 


The present investigations were undertaken to 
determine that stored urine might effect upon the 
ovicidal actions of mustard oil. The storage of 
fresh urine made its ammonia and pH increase. 

We can see variations by the stored conditions 
(le. g. temperature, vessel, quantity), however, am- 
monia of urine became about 0.5% and pH is up 
to 9.2 after three weeks. 

The increase of ammonia and pH of stored urine 
are considerably checked cy adding of mustard oil 
to urine,. 

This may be that mustard oil inactivate urease 
of urine. 

The ovicidal actions of mustard oil were decreased 
as urine’ pH resing up. 

The ovicidal action can not be decreased by ad- 
ding of mustard oil after a period of time to the 
preapplicated urine by mustard oil. 
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放射 性 物質 Cobalt-60 妥 射 に ょ る 環 虫 卵 殺 減 に 関す る 研究 
照射 の マッ タス 験 


斎 


慶応 義塾 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 (主任 松林 久吉 教授 ) 
(昭和 33 年 3 月 26 日 受領 ) 


著者 は 先 に , 放射 性 同位 元素 cobalt-60 を 使用 し 映 虫 
卵 の 殺 減 に 関す る 基 磯 実験 を 行 つ て 来 て , その 第 1 報 , 
第 2 報 に お いて は , 単細胞 期 よ り 上 星 期 に 至る 発育 途上 
に ある 環 虫 卵 を 用 いて , cobalt-60 を 照射 し , 主として 夫 
々 の 502% お ょ よび 1002 虫 形成 線量 を 求め , 線 に 
対す る 環 虫 卵 の 発育 時 期 に ょ る 感受 性 の 差 を 比較 し て 報 
告 し た (浅見 ・ 小 林 ・ 頑 藤 , 1955 ; 斎藤 , 1957)。 

今回 は 第 2 報 と 同様 , 各 発 育 時 期 の 遇 虫 卵 に 対し co- 
balt-60 を 照射 し , その 人 後継 続 培 養 に よ ょ つて 形成 され た 仔 
虫 期 卵 お よび 仔 虫 期 に cobalt-60 を 照射 し た 貝 卵 を 使用 
し て マウ ス 感 染 実験 を 行い , その 臓器 内 移行 幼虫 の 有無 
を し レ しらべ , 夫々 の 感染 阻止 線量 を 追求 し , Y 線 に 対す る 
の 単細胞 よ り 虫 期 に 至る 各 に と る 感受 性 
の 差 を 比較 検討 し た 。 


実験 1 各 発 育 時 期 の 虫 劉 に よる 実験 


材料 お よび 実験 方 法 

卵 材料 

虫 卵 材料 は 必殺 場 よ り 得 た 豚 遇 虫 の 新鮮 子宮 内 (下部 
1.5cm) 卵 で , 試料 こと ょ る 差 を 小さ くす る た め , 各 回 と 
も る 夫々 数 十 匹 分 の 材料 を 充分 携 振 温 合 し て 用 いた 。 

2. 照射 前 の 虫 卵 倍 養 

上 記 の 貝 卵 材 料 を 5 % ア ンチ ホル ミン 液 に 40~50 分 間 
潰し , を 除去 し て 後 , 蒸溜 水洗 3 回 行い , 
均一 な 虫 卵 懸 濁 液 と し た も の を 0.52 ホ ホルマリン 加 2 
寒天 平板 上 に 置き , 27~28C 解 卵 器 内 に 収め て 照射 前 に 
培養 を 行 つ た 。 単細胞 前 期 し て つた も の は 照射 
前 の 培養 は 勿論 行わ ず , 照 射 知 の 期間 は 氷室 に 保存 し 
SHOZO SAITO: Observations on the effects of 
irradiation with cobait-60 on the development of 
Ascaris lumbricoides ova IIl. Experimental infe- 
ction in mice with the irradiated larvae (Depart- 
ment of Parasitology, School of Medicine Keio 
University, Tokyo) 


た 。 

3. 7 線 源 

cobalt-60 は 当 医 学部 所 有 の 40 curie の も の を 使用 し レ 
た 。 一 定 の 強 さ の 線 源 より 照射 され る 7 線量 は 照射 時 間 


に 比例 し , 距離 の 2 乗 に 反比例 する こと が わか つて いる 


の で , 実験 に お ける 各線 量 は 線 源 か ら 一 定 距離 , 一 定 了 時 
間 内 に 照射 せら れる 実測 線量 を 基準 と し て 算出 する と と 
に ょ つて 簡単 に 求め る こと が 出来 る 。 

4. 照射 の 方 法 

照射 時 の 卵 期 を 1) 単 細胞 前 期 , 2) 単 細 胸 後期 , 3) 2 
細胞 期 , 4 細胞 期 , 5 実 期 , 6 の 6 期 に 
わけ た 。 各回 と も 照 射 直 前 に ホル マリ ン 如 寒天 平板 上 の 
虫 卵 を 夫々 x ポリ ェ エチ レン 製 小袋 に 移し て , 前 後に 薄く 圧 
平 し た も の を 作り , これ を 被 照射 材料 と し 線 源 に 対し て 
一 定 距離 , 垂直 方 向 に 正しく 設置 し た 。 照射 時 間 は 15 時 
間 (午後 6 時 より 翌朝 9 時 和 〕 に 続 一 し た 。 

尚 対照 九 と し て 被 照射 材料 と 同様 ボ ポリ ェ チ レン 製 小袋 
に 移し た 虫 卵 を 研究 室 に お き 富 温 に 放置 し た 。 

5. 照射 後 の 卵 

照射 を 完了 し た 虫 卵 は 直ちに 研究 室 に も ち 来 り , ポリ 
ェ チ レン 製 小袋 より 再び ホル マリ ン 如 寒天 平板 に 移し て 
(対照 卵 も 同様 う , 27~28"C の 器 に 収め て 培養 を 継続 
。 

6.。 マウ ス へ の 卵 投 与 

12~15g の マウ ス を ェ エー テル 麻酔 の 下 に , 上 記 の 如く 
照射 後継 続 培 養 し 通算 約 35 日 経過 の 虫 卵 約 20,000 個 を 
ビニ = ニー ル 管 で 直接 マウ ス 胃 内 に 注入 し た 。 尚 マ ウス 投与 
直前 に 各線 量 照 射 卵 お ょ び 対 照 卵 を 鏡 検 し て , 仔 虫 形成 
の 有無 お よび その 百分比 を 求め た 。 

7. 臓器 内 移行 幼虫 の 検査 法 

本 検査 に お いて は 福島 らち (1938) の 方 法 に 準じ て 次 の 
如く 行 つ た 。 即ち 虫 卵 投与 後 24 時 間 に , エー テル で マツ 
ス を 殺し , 最も 環 幼 虫 の 移行 する 肝臓 お よび 肺 臓 を 直 ち 


紫 の 研究 た 要 し た 費用 の 一 部 は 厚生 省 科 学研 究 費 に ょ つた . 


(4 3 
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に 摘出 し , 各々 別々 に 小型 シャ ー レ 内 で 鉄 を 以 て 出来 る 
限り 細 切 し て 弱 状 と し , 人 工 腸 液 (炭酸 ツー タダ 4.0 g, 
食塩 1.0g, 重 ソー 1.0 g を 蒸 100cc に 溶解 
し , 使用 に 臨み ペン クレ ア チ ン 0.8 g, 胆汁 培地 0.5cc 
を 加え た も の を 加え て , これ を の 卵 器 に 
24 時 間 お さめ 溶解 せしめ た 。 上 記 の 如く 処置 し た 後 , 肝 
臓 材料 は 水洗 レ つ つ マッ プ に 細目 金網 を 通じ て 
達 沈 せ し め , 上 清 を 除い て これ に 52%% ア ンチ ホル ミン の 
等 量 を 加え , よく 振 て 直ちに 水 を 加え て 人 マッ プ 
を し , 底部 に 集 つ た 沈 心 沈 て 鏡 検 し , 肺 臓 
材料 は 金網 を 通じ て 演 過 する こと な く , 直接 遠 沈 管 に 移 
し , 0.5% ア ンチ ホル ミン を 加え 2 回 遠心 て 鏡 検 
し , 夫々 の 移行 幼 虫 数 を 算出 し た 。 

実験 成績 

1. 単細胞 前 期 卵 : 子宮 より 採取 し た 直後 の 100 単 
細胞 期 あり , と これ を 単細胞 前 期 し て つた 。 
射線 量 は 7,500r~120,000r の 範囲 と し 数 段階 に 分 び 
た 。 第 1 表 は 単細胞 前 期 卵 に 対す る 照射 線量 と 各線 量 昭 
射 の マウ ス 投 与 直 前 の 仔 虫 期 百分比 お ょ マウ ス 
器 内 移行 幼虫 の 検出 数 を 示し た も の で ある 。 とれ に ょ る 
と 80,000r 迄 は 照射 線量 が 増大 する に 従 つ て , 仔 虫 期 
婦 百 分 比 お よび 肝 ・ 肺 内 移行 幼虫 検出 数 は 共に 減少 し て 
居り , 100,000r 照 射 卵 で は 明らか な 変性 像 の 認め られ 
な い 虫 期 マウ ス 投 与 直前 に 6 存在 し て 居 た の 
で ある が , これら は 肝臓 ・ 肺 臓 共 移 行 虫 は 検出 され ず , 更 
に 120,000r 照射 卵 で は 仔 虫 期 卵 百分比 は 0 と な つた 。 
即ち 本 時 期 虫 卵 に お ける 仔 虫 形成 完全 阻止 限界 線量 は 第 
1 報 の 成績 と 略 々 一 致 し て 100,000 r~120,000r 間 に 
あり , マウ ス へ の 感染 完全 阻止 限界 線量 は 80,000r~ 


100,000r 問 に ある と 考え られ る 。 
第 1 表 単細胞 前 期 卵 に 対す る 駒 射 線量 と 
その 臓器 内 移行 幼虫 検出 数 


トド が ) (hr) 分 比 肝 肺 合計 


1 
0 
M2 2 
6 38 

7 61 

8 

9 


12.00 6:5. 415 


3.00x10* 12,9 91 
1.50x10' 18.2 95 
0:75x10* 25.8 96 112 49 161 
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2。 単細胞 後期 卵 : 培養 第 2 日 の 100 み 単細胞 期 卵 で 
あり , これ を 単細胞 後期 と し て 扱っ つた 。 線量 は 
3,800r~120,000r で ある 。 第 2 表 に 示す 如く 本 時 期 
虫 卵 に お いて も 照射 線量 が 増大 する に 従 つて 仔 虫 期 卵 百 
分 比 お よび 肝 ・ 肺 内 移行 幼虫 検出 数 は 共に 減少 し て 居 
り , 60,000r 照射 卵 で は マウ ス 投与 直前 に 仔 虫 期 卵 は 
沿 6 存在 し て 居 つ た の で ある が , これ ら は 肝臓 ・ 肺 臓 
共 移 行 幼虫 は 検出 され ず , 実に 100,000r 照射 卵 で は 仔 
虫 期 偽 百 分 比 は 0 と な つた 。 即ち 本 時 期 虫 卵 に お ける 
仔 虫 形成 完全 限界 線量 は 60,000r~100,000r' 間 に 
あぁ あり, マウ ス へ の 感染 完全 阻止 限界 線量 は 40,000r~ 
60,000r 間 に あ る と 考え られ る 。 


第 2 表 単細胞 後期 に 対す る 線量 と 
その 臓器 内 移行 幼虫 検出 数 
線 源 か 臓器 内 移行 
(em) (br) 分 比 肺 合計 


8 0.38x10: 36.5 95 56 28 84 
9 0 0 96 


3.。 2 細胞 期 卵 : 培養 第 4 日 の 主として 2 細胞 期 卵 
(62%) と その 他 わ づか に 単細胞 期 選 (8 %), 3 細胞 期 
卵 (15%), 4 細胞 期 選 (15%) う の 混合 し た も の を 2 細胞 期 
卵 と し て 扱っ た 。 照射 線量 は 3,800 r~100,000r で あ 
る 。 第 3 表 は その 実験 成績 で ある 。 こ れ に ょ る と 40,000 
r 照射 で は マウ ス 投 時 に 尚 3 虫 期 存在 し て 
いた の で ある が , 肝 臓 ・ 肺 臓 共 に 移行 幼虫 は 検出 され な か 
つた 。 即ち 本 時 期 虫 九 に お ける マウ ス へ の 感染 完全 阻止 
限界 線量 は 前 2 者 より 更に 減少 し 30,000 r~40,000r 間 
に ある と 考え られ る 。 尚 仔 虫 形成 完全 阻止 限界 線量 は 前 
報 の 成績 と 略 々 一 致 し て 40,000 r~60,000r 間 に あぁ つ 

4.。 数 細胞 期 培養 第 6 日 の 数 細胞 期 卵 92。 4 細 
胞 期 2, 3 細胞 期 も の を 数 細胞 期 と し て 
扱い , cobalt-60 照射 を 行 つた 。 照射 線量 は 3,800r~ 
100,000r の 範囲 と し 数 段階 に 分 けた , 第 4 表 に その 実 
験 成績 を 示し た 。 と これ に ょ よ ょ る と 40,000r お よび 30,000 


( 10 ) 


— 
| 
No 
= 


) 


昭和 33 年 12 月 (1958)] 


第 3 表 2 細胞 期 卵 に 対す る 照射 線量 と 
その 内 移行 検出 数 


No. (レン トゲ ン ) 卵 百 - 


1 10.00x10! 
2 6.00 x10* 
8 0 


r で は マウ ス 投与 時 に 夫々 沿 2 26,。 4 の 
期 卵 が 存在 し て いた の で ある が , と これら は 肝臓 ・ 肺 臓 共 
に 移行 幼虫 は 検出 され な か つた 。 即 ち 本 時 期 虫 卵 の マウ 
ス へ の 感染 完全 阻止 限界 線量 は 2 細胞 期 選 の それ ょ り 
更に 減少 し 15,000r~30,000r 間 に あ る と 考え られ る 。 
虫 形成 完全 限界 線量 は 49,000 r~60,000r 間 に 
あや た 


第 4 表 数 細胞 期 卵 に 対す る 照 射線 量 と 
_ そ の 臓器 内 移行 幼虫 検出 数 


線 源 臓器 内 移行 


(レン トゲ ン ) (hr) 分 比 肝 合計 


6.00x10* 
8 0 
5.。 早期 実 期 : 培養 第 8 日 の 早期 実 期 99 


数 細胞 期 卵 1 % の も の を 早期 菜 実 期 卵 と し て 扱い , cob- 

alt-60 照射 を 行 つ た 。 照射 線量 は 3,800 r~60,000r で 
ある 。 第 5 表 に その 実験 成績 を 示し た 。 これ に ょ る と 
3,800r 照射 卵 で は 対照 卵 に と 比 し 肝 ・ 肺 内 移行 幼虫 数 は 
約 半 減 (472%2) し , 7,500r で は 11% 減少 し て 
居り , 更に 15,000r 照射 卵 で は マウ ス 投 与 時 に 尚 212% 
仔 虫 期 九 が 存在 し て いた の で ある が , 肝臓 ・ 肺 臓 共に 移 
行 幼 虫 は 検出 され な か つた 。 即ち 本 時 期 虫 過 の マウ ス へ 
の 感染 完全 阻止 限界 線量 は 7,500 r~15,000r 間 に あ る 
と 考え られ , 前 4 者 の それ ょ り 更 に 減少 を 示し た 。 尚 仔 
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虫 形成 完全 阻止 限界 線量 は 15,000r~30,000r 間 で あ 


第 5 表 早期 期 に 対す る 線量 と 
その 臓器 内 移行 幼虫 検出 数 


(レン トゲ シン) 、 pr) 分 比 職 合計 


4 
7 0 


8 2%6 の も の を と し て 扱っ つた 。 照射 線量 は 7,500 
r~200,000r で ある 。 その 実験 成績 を 第 6 表 に 示 レ 
た 。 と これ に よる と , 200,000r, 150,000r, 100,000r, 
お よび 80,000r 各 照 射 卵 で は 明らか な 変性 像 の 認め ら 
れ な い 仔 虫 期 マウ ス 投 時 に 夫々 6 %, 142%, 28% 
お ょ び 36 2 存在 し て いた の で ある が , これら は 肝臓 ・ 肺 
臓 共 に 移行 幼虫 は 検出 され な か つた 。 これ に 対し 60,000 
r 以下 の 各線 量 照 射 卵 で は , 第 6 表 に 示す 如く , 照射 
線量 が 増大 する に つれ て 臓器 内 移行 幼虫 数 は 減少 し て 
いる が すべ て 検出 され て いる 。 即 ち 本 時 期 虫 卵 の マウ ス 
へ の 感染 完全 阻止 限界 線量 は 60,000 r~80,000r 間 に 
ある と 考え られ , 早期 又 実 期 卵 の それ と 比べ 急激 に 増加 
を 示し た 。 尚 今回 も 第 2 報 の 成績 と 同様 , 200,000r 照 


第 6 表 遇 卵 た 対す る 量 と 
その 臓器 内 移行 功 虫 検出 数 


線 源 か 内 移行 
照射 仔 


ゲ ダン) (pr) 分 比 隊 合計 


(cm) 
1 20.00 Xx 10* 6 0 0 0 
15.00 X10* 0 0 0 
$ 10.00 x 10* 7.0 4 28 0 0 0 
4 8.00 xXx10* 7.9 2 36 0 0 0 
5 6.00x10* 3 1 4 
6 3.00Xx10* 70 15 
9 0 0 0.75 8 
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第 7 表 照射 卵 の 時 期 た ょ る 線量 と 臓器 内 移行 功 虫 検出 率 と の 関係 


概算 線量 線 源 か ら の 時 間 


射 時 の 


No. 

1 20.00x10*‘ 5.0 15 0 
3 10.00x10! 7.0 0 0 
4 8.00x10* 7.9 2 0 
5 6.00 X10! 9.1 3 0 4 
6 4.00 x10! 9 3 0 0 
7 3,00x10* 12.9 33 13 3 0 19 
8 1.50x10* 18.2 ln 53 33 8 3 0 49 
9 0.75x10*! 25.8 ) 88 53 42 15 11 80 
10 0.38x10! 36.5 88 83 60 47 
11 0 メ 0 100 100 100 100 100 100 


( 誕 ) * 此 の 項 の 数 字 は 全て 対照 卵 の 肝 ・ 肺 内 移行 功 虫 検出 数 に 対す る 各線 量 照 射 卵 の 


移行 虫 検出 率 ( ) を 示す . 


射 し て も る 仔 虫 形成 を 完 会 に 阻止 する こと が 出来 ず , マ 
ウス 投与 時 (培養 第 835 日 ) に 6 2 の 仔 虫 期 卵 百分比 を 示 

7。 発育 時 期 に と にょ る 感受 性 の 差 

前 報 に お いて は , cobalt-60 照 射 後 の 仔 虫 形成 率 の 最高 
値 を も つて 発育 時 期 に よる 感受 性 を 比較 し た の で ある 
が , 今回 な 上述 の 各 発 育 時 期 の 実験 成績 より 夫々 対照 卵 
の 移行 幼虫 検出 数 に 対す る 各線 量 照 射 卵 の 移行 幼虫 検出 
率 を 求め , これ を 基準 に し て 夫々 の 感受 性 を 比較 し よう 
と 試み 照射 卵 の 時 期 に ょ る 線量 と 臓器 内 移行 幼虫 検出 
率 と の 関係 を 第 7 表 に 一 括 し た 。 

と れ ょ り 各 発育 時 期 虫 卵 の 感染 完全 阻止 限界 線量 を 比 
べ る と , 単細胞 前 期 は 80,000r~100,000r 間 , 単 細 
胞 後期 40,000 r~60,000r 間 , 2 細胞 期 30,000 r 
~40,000r , 数 細胞 期 15,000r~30,000r 間 , 早 
期 実 期 7,500r~15,000r 間 , 60,000 r 
へ ~80,000r 間 で あり , 早期 又 実 期 ま で は 虫 卵 の 発育 が 
進む に 従い 減少 し , 典 映 期 で は 再び 増加 を 示し た 。 

第 1 図 は 第 7 表 を 基 に し て 照射 線量 と 肝臓 ・ 肺 臓 内 移 
効 虫 検出 率 と の 関係 を 図示 し た も の で あり , 発育 各 時 期 
共 夫 々 略 々 8S 字 状 曲線 を 示し た 。 こと これ ょ り 各 発育 時 期 に 
お ける 夫々 の 50 2 感染 阻止 線量 を 求め る と 次 の 如く な 
つた 。 即ち 単細胞 前 期 卵 は 17,000r, 単細胞 後期 卵 は 
9,500r, 2 細胞 期 6,500r, 数 細胞 期 4,500r 
早期 期 は 3,000r, は 15,000r で ある 
(第 1 図 )。 

第 2 図 は この 50% 感 染 阻 止 線量 と 培養 日 数 と の 関係 を 
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図示 し た も の で ある 。 と れ ょ より cobalt-60 Y 線 に 対す る 
負 虫 卵 の 発育 時 期 に ょ る 感受 性 の 差 を みる と , 単細胞 前 
期 よ り 早 期 径 実 期 ま で は 発育 の 進む に 従い 感受 性 は 徐々 
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に 高まり , 細胞 と 代謝 の 期 と 思わ れる 早期 実 
期 (培養 第 8 日 に お いて 感受 性 は 最高 に 達し , 映 映 期 
に お いて は 感受 性 は 再び 急激 に 低下 を 示し た (第 2 図 )。 


実験 2 仔 虫 期 嘱 に よる 実験 


第 1 報 , 第 2 報 お よび 今回 の 実験 1] に お いて は , 単細胞 
よ り 期 に 至る 各 発 育 時 期 の 虫 の 仔 形成 阻止 線 
量 お よび 感染 阻止 線量 更に 発育 時 期 に よる 感受 性 の 差 に 
つい て 検討 し た が , こと で は 引き 続い て 仔 虫 形成 直後 の 


虫 卵 い は 感染 可能 な 成熟 卵 等 各 期 に 対 し cobalt- 


60 を 照射 し , 実験 1 と 同様 夫々 照射 卵 の マウ ス 感 染 実験 
を 行い , その 臓器 内 移行 幼虫 の 有無 を し ら べ , 主として 
感染 阻止 線量 を 追求 し , 実験 1 の 成績 と 合せ 考え て 7 線 
に 対す る 未熟 卵 と 成熟 卵 と の 感受 性 を 比較 する と 共に , 
前 実験 (実験 1) の 結果 を も 線 合 し て 採取 直後 の 単細胞 
前 期 より 培養 第 45 日 仔 虫 期 に 至る 卵 の 発育 に 
う 感受 性 の 消長 を 検討 し た 。 

材料 お ょ よび 実験 方 法 

虫 材料 は 豚 で あり , その 培養 法 , 源 等 実 
験 1 と 同様 で ある 。 照射 時 の 卵 全 を 1) 培養 第 14 日 , 2) 


培養 第 25 日 , 83) 培養 第 85 日 , 培養 第 45 日 各 仔 虫 期 卵 の 


4 区 分 に し た 。 照 射 時 間 は 40 時 間 (午後 6 時 より 翌々 朝 
午前 9 時 迄 〕 に 統一 し た 。 培養 第 14 日 お よび 25 日 仔 虫 期 
玉 は 照射 後継 続 培 養 し て 夫々 通算 培養 85 日 目 に , 又 培養 
第 35 日 お よび 45 日 仔 虫 期 上 は 夫々 照射 直後 ヒ に マウス へ 経 
投 し , 45 仔 虫 期 に つい て は 照射 後 10 日 目 に 再 
度 マ ウス 感染 実験 を 試み た 。 マ ウス へ の 貝 卵 投与 法 お よ 
び 臓 器 内 移行 幼虫 の 検査 法 は 実験 1 と 同様 で ある 。 
実験 成績 

1. 培養 第 14 日 仔 期 : 本 は 仔 虫 形成 後 間 も な 
いも の で ある が , 仔 虫 形成 率 は 9722 前 後 の も の で ある 。 
第 2 報 お よび 今回 実験 1 の 成績 より Y 線 に 対す る 映 映 期 


" 卵 の 感受 性 は それ 以前 の 細胞 分 裂 の 時 期 よ り 低下 の 傾向 


が 明か に 認め られ た と と か ら , 仔 虫 期 に 入る と 更に 一 層 
の 感受 性 の 低下 が 予想 され た の で , 本 虫 卵 に お ける 照射 
量 は 50.000r~500,000r の や や 大 線量 を 選び , 数 段 
階 に RN け て 照射 し た 。 第 8 表 に その 実験 成績 を 示し た 。 
こと これ に ょ る と 50,000 r, 100,000 r, 200,000 r 各 射 卵 で 
ま 肝 臓 ・ 肺 臓 共 に 移行 幼虫 は 検出 され て 居り , そ の 数 は 照 
射線 量 の 増加 と 共に 減少 を 示し た 。 之 に 対し て 300,000 
r 以上 の 照射 九 で は 肝臓 ・ 肺 臓 共 すべ て 移行 幼虫 は 検出 
され な か つた 。 と これら は 実験 1 と 同様 すべ て マウ ス へ 貝 
卵 投 与 後 24 時 間 の 成績 で ある 。 か くし て 培養 第 14 日 仔 虫 
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の マッ ウス へ の 感染 完全 阻止 限界 線量 は 200,000r~ 
300,000r 間 に あ る と 考え らち られ, の それ と 比べ て 
8 乃至 4 倍 の 増加 を 示し た 。 


第 8 表 第 14 日 仔 虫 期 に 対す る 
線量 と その 臓器 内 移行 幼虫 検出 数 


50x10“ 4.9 40 0 0 0 
2 40x10* 0 0 0 
3 30x10* 6.4 0 0 0 
4 20x10* 8.0 $ 1 4 
10x10* 113 35 13 48 
6 5x10“ 16.0 


2.。 培養 第 25 日 仔 虫 期 卵 : 本 虫 卵 は 培養 第 25 日 即ち 仔 
虫 形成 後 11~ 2 日 を 経過 し た も の で , 感染 能力 を 獲得 し レ 
て 間 も な い と 考え られ る も の で ある 。 そ の 仔 虫 形成 率 は 
98% で ある 。 照射 線量 は 100,000 r~600,000 r の 範囲 に 
し 数 段階 に 分 け て 央 射 し た 。 第 9 表 に その 実験 成績 を 示 
し た 。 これ に ょ る と 500,000r 以下 の 各線 量 照 射 卵 に 
いて は 何れ も 夫々 肝臓 ・ 肺 臓 内 移行 幼虫 は 検出 され た 
が , 600,000r 照射 卵 で は 肝臓 ・ 肺 臓 共 移行 幼虫 は 認め 
られ な か つた 。 即 ち 培 養 第 25 日 仔 虫 期 包 の マッ ス へ の 感 
染 完 全 阻 止 限界 線量 は 500,000 r~600,000r 間 に ある 
と 考え られ 培養 第 14 日 仔 虫 期 嘱 の それ ょ り 急 激 に 増加 を 
示し た 。 


第 9 表 第 25 日 仔 虫 期 対す る 
概算 線量 ら の 検出 数 
Me. (レン トゲ ン ) 離 
(em) (br) 肝 合計 


60x10* 4.5 40 0 0 0 
2 50x10* 4.9 6 
3 40x10* 5.5 18 15 33 
5 20x10* 8.0 69 24 93 
6 10x10* 11.3 91 63 154' 
0 103 76 179 


8. 培養 第 835 日 仔 虫 期 : 本 虫 感染 能力 の 最も 
成 と 思わ れる も の で , 所 調 成 熟 卵 で ある 。 前述 の 通り 央 
射 直後 に マウ ス へ 経口 投与 し た 。 央 射 線量 は 前 者 と 同様 
100,000 r~600,000r で ある 。 第 10 表 は その 実験 成績 


徐々 ; 
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で ある 。 これ に ょ る と 照射 線量 が 増大 する に 従 つ て 肝臓 ッ ウス へ の 感 柴 を 完 会 と 限 止 する と こと は 出来 な か つた 。 更 
・ 肺 臓 内 移行 幼虫 検出 数 は 減少 し 年 ら も , 各線 量 照 射 に 照射 後 10 日 目 の 実 験 に お いて は , 各線 量 照 射 卵 お よび 
卵 の 実験 すべ て に お いて 移行 幼虫 は 検出 され た 。 即ち 対照 卵 共 そ の 移行 効 虫 検出 数 は 照射 直後 の それ ょ り 減 少 
600,000r 照射 卵 に お いて も 尚 肝臓 に 4 令 , 肺 臓 に 3 令 を 示し , 600,000r 照射 卵 に お いて は 肝臓 ・ 肺 臓 共 移 行 
の 移行 幼虫 が 検出 され , マウ ス へ の 感染 を 完全 に 阻止 す 幼虫 は 検出 され な か つた 。 
る こと は 出来 な か つた 。 5。 7 線 に 対す る 遇 虫 卵 の 発育 に 伴う 感受 性 の 消長 
培養 第 14 日 ・25 日 ・85 日 ・45 日 各 仔 虫 期 卵 の 感受 性 を 
照射 線量 と その 臓器 内 移行 幼虫 検出 数 比較 する た め , 実験 + の 場合 と 同様 。 上述 の 各 成 績 より 
概算 線量 ら の 距 検出 数 。 量 射 卵 の 移行 検出 素 を 算出 し , 第 12 表 に 一 
(レシ トゲ ) 、 (hr) こと れ より 各 仔 の 感染 完全 限界 線量 を みて で 行く 


第 10 表 第 35 日 仔 期 た 対す る 


(cm) 
1 60x10: 4.5 40 4 3 7 培養 第 14 日 仔 虫 期 200,000 r~300,000r 間 , 
2 50x10‘ 4.9 養 第 25 日 仔 期 は 500,000 r~600,000r 間 で あり , 
3 40x10* 5.5 31. 18 49 培養 第 35 日 お よび 345 日 仔 虫 期 共に 600,000r 照射 し 
て も 商 感染 を 完全 止 出来 ず その 限界 線 は 追求 出 
来 な か つた 。 商 45 日 仔 虫 期 の 照射 後 10 日 目 マウス へ 
0 = 0 1887175 投与 し た 成績 で は 600,000r 照射 に お いて 移行 幼虫 検出 


率 は 0 と な つた 。 
4. 培養 第 45 日 仔 虫 期 卵 : 本 虫 前 者 と 同様 成 

で あり , 感染 能力 も で ある と 考え られ る 。 射線 

量 は 100,000 r+~600,000r で あり , 前 者 と 同様 で ある 移行 功 虫 検出 素 と の 関係 

但し 本 虫 に お いて は 前 述 の 通り 照射 直後 お ょ 照射 時 の 


表 各 仔 期 卵 の 照射 線量 と 臓器 内 


後 10 日 目 に 夫 マウ ス 感 染 実 験 を 行 つ た 。 その 実験 成績 No. (レン トゲ ン ) 
を 第 11 表 に 示し た 。 この 表 の 臓器 内 移行 幼虫 検出 数 の 項 (em) 第 14 日 25 晶 35 日 45 日 
後 10 日 目 に 夫々 マウス へ 投 し た 成績 で ある 。 即ち 40x10' 5.5 018 28 27(16) 
射 直 後 の 実験 に お いて は 前 者 の 場合 と 同様 , 各線 量 照 射 4 30x10* 6.4 45 37( 4 
すべ て 移行 虫 は 検出 され , 600,000r 照射 に お 5 20x10* 2 52 68 64(60) 
第 11 表 培養 第 45 上 日 仔 虫 期 卵 た に 対す る 8 0 / 0 100100100 100(100) 
( * の 項 の 数 字 は 全て 対照 卵 の 肝 ・ 肺 内 移行 
(cm) (hr) 肝臓 肺 臓 合計 照射 直後 と 照射 後 10 日 目 (括弧 内 ) の 成績 を 併 
5 20x10: 8.0 66(46) 24(18) 90( 64) 共 夫々 ほ 8S 状 曲線 を 示し た 。 こ これ より 各 期 
6 10x10! 11.3 » 107(77) 26(19) 133( 96) に お ける 夫々 の 50% 感 染 阻 止 線量 を 求め る と 次 の 如く な 
7 0 グ 0 257) 141106) た 。 即 ち 第 14 日 仔 期 50,000r, 培養 第 25 
i ( 許 ) * 此 の 項 の 数 字 の うち 括弧 外 の も の は 照射 直 仔 虫 期 敢 は 210,000r, 培養 第 35 日 お よび 45 日 仔 虫 期 卵 
後 , 括弧 内 の も ゃ の は 照射 後 10 日 目 の 成 績 で は 共に 270,000r で ある 。 
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第 3 図 各種 照射 線量 と 臓器 内 移行 幼虫 検出 率 
( 仔 虫 期 卵 ) 


第 4 図 は この 502% 感 染 阻 止 線量 と 培養 日 数 と の 関係 を 
図示 し た も の で あり , 実験 1 に お ける 各 発 育 時 期 の 成績 
る 比較 し て 示し , Y 線 に 対す る 上 銅 虫 卵 の 発育 に 伴う 感受 
性 の 消長 を 図示 し た も の で ある 。 こと これ に ょ よる と 前 述 の 如 
く 培 養 第 8 日 の 早期 又 実 期 に お いて 感受 性 は 最高 を 示 
し , その 前 後 で は 感受 性 は 低下 し て 居り , 殊 に 仔 虫 期 に 
入り 培養 第 25 日 迄 は 急激 に 低下 を 示し , 培養 第 25 日 -85 
日 間 で は や ゃ ゆる や か で は ある が その 感受 性 は 更に 低下 

て , 培養 第 835 日 お よび 45 日 仔 虫 期 虹 に 至り その 感受 性 
は ほ ゞ 同一 に な つて 最も 低下 を 示し た 。 


246810 25 35 
第 4 図 環 虫 卵 の 発育 に 伴う 感受 性 の 消長 
総括 並 に 考 接 


の 成熟 仔 虫 期 動物 に 与え る と 感染 する こと は 
古く か ら 実 証 さ れ て 居り , 又 そ て の 際 動 物 の 消化 管内 で 敵 
化し た 幼虫 は 宿主 体内 で 複雑 な 移行 を 営ん で 始め て 成 
長 し 得る も の で ある と と も Stewart (1916) お よび 吉田 
(1917) 両氏 の 研究 以来 , 内 外 に お いて 多く の 研究 が 行 


(15 ) 
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われ , その 体内 移行 経路 も 明らか に され て いる 。 と の ょ よ 
うな 感染 において, に 仔 虫 が 形成 され て も , 
更 と 一 定 日 数 を 経 な いと 環 虫 卵 は 感染 力 を 有 し な いこ と と 
も 多く の 人 < 々 の 実験 で 明らか で ある (浅田 , 1922 ; 大 場 , 
; 豊田 , 19831 。 更 に 千葉 1936) は 内 虫 の 
感染 能力 に 関す る 詳細 な 研究 を 行い , 培養 後 35-45 日 , 
即ち 仔 虫 形成 後 20 一 80 日 を 経過 し た も の が 最も 感染 能 方 
此 盛 で ある と と を 報告 し て いる 。 

そこ と で 私 は 今回 の cobalt-60 照射 卵 の マウ ス 感 染 実 験 
に お いて は , 央 射 時 の 卵 令 が 培養 後 35 日 に 満た な いも の 
は 照 射 後 も 尚 培養 を 継続 し て 通算 培養 85 日 目 , 又 培 養 第 
85 日 お よび 45 日 仔 虫 期 卵 は 照射 直後 の 最も 感染 能力 の 上 
と 思わ れる 時 期 に マウ ウス へ 経口 投与 し , それ ら の 
虫 の 最も 多数 移行 する 肝臓 お ょ び 肺 臓 を 摘出 し , 両者 の 
移行 幼虫 の 有無 を 検 し , 夫々 の 感染 阻止 線量 を 追求 し た 
次 第 で ある 。 ) 
近年 米国 で は , 同国 民 の 約 35 が 感染 し て いる と いう 
Trichinella_spiralis の 予防 に cobalt-60 の 利用 が 試み ら 
れ て 居り , Gomberg et al. (1953) に ょ る と , 白 筋 
肉 内 の Trichinella の 幼虫 に cobalt-60 を 照射 し て , そ 
の 幼虫 を 将来 完全 に 不妊 に せしめ る 線量 は 15,000r で 
ある と 云い , 又 そ の 幼虫 が 成虫 に な る の を 阻止 する 線量 
は 18,000r で ある と 報告 し て 居り , 更に Gould et al. 
(1953) の 詳細 な 報告 に よる と , cobalt-60 央 射 に よる 
Trichinella spiralis の 予防 は 他 の 方 法 よ り 簡 単 で あり , 
ょ り 効 果 的 で ちあ ちり,。 こと これ まで 知ら れ て いる 衛生 対策 の う 
ち 最 良 の も の で ある と 云う 。 
し か し cobalt-60 照射 に よる に 関す る 
実験 は 殆 ん ど 行 われ て 居 ら ず , その 報告 も 私 た と ちの も の 
以外 に は 見 当ら な い 。 今回 の 実験 1 に お いて , 発育 各 時 
期 の の 感染 完全 阻止 限界 線量 は 単細胞 前 期 
最大 あり, 80,000r~100,000r 間 に あ る と 考 
又 実 験 3 に お ける 培養 第 35 日 お よび 45 日 仔 虫 期 九 で は 
600,000r 照射 し て も ウス へ の 感染 を 完全 す 
る と と は 出来 な か つた 。 Trichinella spiralis の 予防 に は 
前 述 の 如く わ づ か 18,000r で 有効 で ある の に 比べ て , 
上 銅 虫 卵 の 低 抗力 が 如何 に 大 で ある か さと この と と か ら も を も 分 
る と 思う 。 し か し 今回 の 実験 に お いて , マウ ス へ 感染 し 
た と れ ら の 短 幼 虫 が 更に 成熟 し , 生殖 能力 を 有する 成虫 
に まで 達し うる か 否 か に つい て は 不明 で ある 。 
最近 門 多 (1957) は 文 線 お よび cobalt-60 の 比較 的 少 
線量 を に 照射 し , その 発育 に お ょ す 検 対 
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し , 発育 時 期 別 に 見 た 虫 卵 の 障害 度 は 早期 又 実 期 (培養 
5 日 目 〕 が 最大 で ご あり, その 前 後に お いて は 減少 し , 更 
に 期 (培養 15 日 目 単細胞 期 (摘出 直後 の 順 で 
少 を 示し た と 云う 。 又 小林 ら (1958) は 私 た ちの 一 連 の 
cobalt-60 照 射 に よる 螺 虫 卵 殺 減 に 関す る 研究 の 第 3 報 に 
お いて , 私 と は 別個 こし か し 殆 ん ど 期 を ー に し て cobalt 
-60 照射 に 対す る 仔 虫 期 卵 の 抵抗 性 (照射 卵 内 仔 虫 の 運 
動 ・ 形 態 変性 像 お よび マウ ス へ の 感染 ) に つい て 検 対 
し , 未熟 卵 に 比 し 仔 虫 期 卵 の 抵抗 力 は 著しく 大 で あり , 
培 養 第 30 日 仔 虫 期 抵抗 力 は 培養 第 15 日 仔 虫 期 の 
それ と 比べ て 数 倍 の 増強 を 示し た こと と を 報告 し て いる 。 
一 方 文 線 ・ ラ テラ ジウム 線 ・ 紫 外線 等 の 照射 に よる 環 虫 卵 或 
い は 連 虫 卵 の 発育 に お ょ ば ぼ す 影響 に つい て は , 第 2 報 に 
述べ た 如く 古く か ら 行 わん れ て いる (Holthusen,1920; 沢田 
・ 大 木 ,1924 ; Seide, 1925 ; 河合 ,1927 ; Zuppinger, 1928 
ら )。 こ と これら 諸氏 の 発育 時 期 に よる 感受 性 の 差 に つい て 
の 成績 は 必ず し も 一 致し て いな い 。 し か し 邊 らら 仔 虫 期 卵 
に お いて は Holthusen(X 線 ), Seide( 文 線 ・ ラ ジウ ム 線 ) 
並び と Zuppinger ( 文 線 〕) ら の 庄 応 績 は 共に 一 致し て , 
発育 時 期 の 虫 卵 より も その 感受 性 は 低下 の 傾向 を 示し た 
と と を 報告 し て いる 。 

今回 の 実験 に お いて 私 は cobalt-60 照 射 卵 約 2 万 個 を 
マウ ス へ 経口 投与 し た が , この 中 に は 発育 中 途 に 於 ける 
或 ひ は 仔 虫 形成 後に お ける 変性 卵 ・ 死 減 卵 等 が 含有 し て 
いる も の で ある 。 即 ち 実 験 1 に お いて は 照射 後 の 仔 虫 形 
成 卵 の み を と り 出 し た も の で は な く , 又 実 験 32 に お いて 
る 同様 , 変性 卵 ・ 死 減 卵 等 を 含め て 照射 卵 全体 と し て 各 
線量 照射 に ょ よ つ て マウ ス へ の 感染 率 に 如何 な る 差 が ある 
か を みた あぁ の で ある 。 か くし て 貝 卵 投与 後 24 時 間 経 過 の 
マウ ツ ス の 肝臓 ・ 肺 臓 内 移行 幼 虫 数 を 計算 し , その 移行 幼 
虫 検出 率 よ り 求 め た 50%2 並 びに 1002% 感 染 阻 止 線量 を 基 
し て , 7 線 に 対す る 卵 の 発育 に 伴う 感受 性 の 消 
長 を 検討 し た 。 と これ ら の 実験 成績 を 私 は 第 2 報 と 同様 
hit 説 (target 説 ) に 関連 づけ て 考え て みた い 。 

hit 説 王 い は target 説 と 呼ば れる も の は 放射 線 の 生 
物 に 対す る 作用 機構 に 関す る 学説 の 一 つ で , 現在 最も 信 
用 され て いる も の で ある 。 こ と の 説 の 根本 を な す 概 念 は 細 
胞 の 中 に 特に 放射 線 の 感受 性 の 高い 部 分 Ctarget) が あ 
り ,。 この 部 分 を 放射 線 が hit し た 時 の みあ る 変化 が 生 
じ , と れ 以 外 の 部 分 は 放射 線 に 対 し 直接 関係 し な いと 云 
う の で あつ て , 従 つ て と の 現象 は 確率 の 法則 に 支配 され 
て いる (江藤 , 1953)。 

先 づ 実験 1 に お ける 各 発 育 時 期 の 成績 は 第 2 報 と 同 
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様 , 細胞 分 裂 の 最盛 期 と 思わ れる 早期 径 実 期 に その 感受 
性 は 最高 に 達し , その 前 後に お いて 感受 性 は 低下 を 示し 
た 。 この と と は 各 発 育 時 期 に ょ る 仔 虫 形成 率 の 差 が その 
ま ゝ 感染 率 に 表 わ れ た も の と 考え られ る 。 即 ち 第 2 報 に 
述べ た 如く , 幅 虫 の 卵細胞 中 に 一 定数 の 特に 放射 線 感 受 
性 の 高い 部 分 (target) の 存在 を 考え る と , 貝 卵 の 発育 
が 進み 細胞 数 の 増加 と 共に 当然 虫 卵 内 の target 数 も 赤 
増加 し , 従 つ て 虫 卵 内 で 放射 線 が hit する 確率 が 大 と 
な り , 結局 より 少 線量 で 環 虫 卵 に 致命 的 変化 を 起す だ ら 

うと 考え られ , 細胞 分 裂 の 最盛 期 と 思わ れる 早期 又 実 期 
に は 仔 虫 形成 率 は 最も 低下 する と共に, マウス へ の 感染 
率 も 赤 最 低 を 示し た も の で あろ 5 う 。 

更に 虫 の 発育 が 進み に 入る と 今 迄 の 細胞 分 列 
は 完了 し , こと に 又 新 し い 分 化 の 過程 が お こる 。 即 ち 器 
官 形成 の 原 基 CAnlage) が 決定 し , 其 の 後 そ れ ら は 外 か 
ら の 独立 し て 独自 の 発生 運命 を こと に な 
る 。 こ と これら の Anlage の 一 部 が た と え 放射 線 に より hit 
され 変化 が 起 つ て も , も は や 仔 虫 形成 に は 直接 関係 し て 
来 な いも の と 考え る 。 か くし て お ける 形 
成 率 は 著しく 増加 する と 共に マ ャ ウス へ の 感染 率 も 赤 急 激 
に 増大 を 来 し た も の で あろ 5 う 5 。 

次 に 実験 2 に お いて は , 引き 続い て 培養 第 
14 日 ・25 日 ・35 日 仔 虫 期 卵 と 培養 日 数 の 経過 と 共に その 

に 事 り そ を の 感受 性 は ほ ゞ 同一 に な つて , 最も 低下 を 示し レ 

千葉 (1936) は 明 仔 虫 の 発育 の 様態 に つい て 
し , 培養 後 35 一 45 日 を 経過 し た も の が 体長 ・ 体 巾 共 最大 
で ある と 報告 し て いる が , 私 の 行 つ た cobalt-60 に 対す 
る 仔 虫 期 の 卵 令 に 伴う 感染 性 の 消長 が この 卵 毅 内 仔 虫 の 
大 き さ の 消長 に 類似 し た とこ と は 興味 ある と 思わ れる 。 

即ち 映 遇 期 より 更に 発育 が 進み 遂に 仔 虫 が 形成 され , 
器官 形成 の Anlage も 今 迄 より 高度 に 分 化 さ れ て 来る 。 
し か し 培養 第 14 日 仔 虫 期 は 仔 虫 形成 直後 の も の で あ 
り , 更に 25 日 ・85 日 と 培養 日 数 の 経過 と 共に 卵 明 内 仔 虫 
は 発育 を 進め , 遂に 培養 第 35 日 一 45 日 に 至り 卵 最 内 で の 
発育 は 完了 し レ , 所 調 成 熟 卵 と な り ,。 その 仔 虫 は 最も 高度 
に 分 化 さ れ て いる と 考え られ る 。 と の よう に し て 路 毅 内 
の 仔 虫 が 発育 する に 従 つ て ,。 それ ら の Anlage の 一 部 が 
放射 線 に ょ り hit され た 場合 その 致死 的 な 効果 歌い は 感 
染 能 力 へ の 影響 は より 少く な る だ ろう と 考え られ る 。 か 
くし て 仔 虫 期 に お いて は その 卵 令 と 共に 感受 性 は 低下 を 
来 し , 培養 第 35 日 一 45 日 仔 虫 期 九 に お いて その 感受 性 は 
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最高 を 示し た の で あら 5 う 。 

最後 に 照射 後 の 回 復 反 応 の 問題 い は 反対 に その 障害 
が ょ より 進行 的 で ある 場合 等 感受 性 の 差 を 決定 する に 当 つ 
て 色々 複雑 な 問題 が 考え られ た の で , 培養 第 45 日 仔 虫 期 
卵 た つい て 照射 直後 お よび 照射 後 10 日 目 に 夫 メ マウ ス 感 
染 実 験 を 行い , 両者 の 比較 を 試み た 。 第 12 表 に 示す 如く 
300,000r 以下 の 照射 卵 に お いて は 両者 の 移行 幼虫 検出 
率 の 間 に は 大 差 が な く , 400,000r 以上 の 照 射 卵 に お い 
て は 照射 後 10 日 目 の 検 出 率 は や や ゃ 減少 を 示し た 。 この こと 
と は 比較 的 大 線量 の 場合 照射 後 の 障害 は 進行 的 で ある こと 
と を 示し て いる と 思わ れる が , 全体 を 通じ て 両者 の 検出 
率 の 間 に は 大 き な 差 異 は 認め られ な か つた 。 

放射 線 の 生物 学 的 作用 は 非常 に 複雑 ご で ある 上 に , 環 虫 
に 仔 虫 期 生 鑑別 に 良い 方 法 が な いと と は , 
量 の 決定 は 感 受 性 の 差 の 決定 を ょ り 一 層 困 
に し て いる が , 今回 の 実験 に お いて は 一 応 上 述 の 如く 最 
感染 力 盛 な 835 一 45 日 培養 よる マウ ス 染 実 験 を 
行い , 卵 の 感染 線量 を 追求 する と 共に 合 に ょ 
る 感受 性 の 差 を 検討 し て みた 次 第 で ある 。 

一 般 に 同じ 細胞 で も その 細胞 分 裂 能力 , 代謝 能力 お ょ 
び 生 長 の 段階 と 年 令 と に ょ つて , 放射 線 に 対す る 感受 性 
は 異 る と 云わ れ て いる が , 員 虫 卵 の 場合 も 上 述 の よう な 
発育 の 段階 に ょ つて 感受 性 が 異 る こと は 充分 考え られ る 
と 思う 。 

を まで 

cobalt-60 照射 卵 の マウ ス 感 染 実 験 を 行い , 下記 の 結 
を 得 た て う ~(4 は 何れ も マウ ス へ 卵 投与 後 
24 時 間 の 成績 で ある )。 

(1) cobalt-60 射 に よる 発育 各 時 期 の 卵 の 感染 
完全 陽 止 限界 線量 は 次 の 如く で ある 。 

単細胞 前 期 採 取 直 後 ) 80,000r~100,000r 

単細胞 後期 第 2 日 40,000 r~60,000r 

2 細胞 期 培 養 第 4 日 30,000 r~40,000r 

数 細胞 期 養 第 6 日 15,000r~30,000r 問 

早期 実 期 卵 (培養 第 8 日 7,500r~15,000r 間 

(培養 第 10 日 60,000 r~80,000r 問 

(2 cobalt-60 射 に ょ る 発育 各 時 期 の の 50 

感染 阻止 線量 は 次 の 如く で ゃ る 。 

単細胞 前 期 17,000 r, 単細胞 後期 9,500 r, 

2 細胞 期 6,500r, 数 細胞 期 4,500r, 

cobalt-60 射 よる 仔 虫 期 感染 完全 阻止 限 


( 
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界 線 量 は 次 の 如く で ある 。 

培養 第 14 日 仔 虫 期 婦 200,000r~300,000r 間 

培養 第 25 日 仔 虫 期 卵 500,000r~600,000r 間 

培養 第 35 日 お よび 45 日 仔 虫 期 卵 は 共に 600,000 y 照 射 
し て も 尚 感染 を 完全 に 阻止 出来 な か つた 。 

(C4) cobalt-60 照 射 に よる 仔 虫 期 50 感染 止 線 
量 は 次 の 如く で ある 。 

培養 第 14 日 仔 虫 期 恨 50,000r 

培養 第 25 日 仔 虫 期 0 210,000r 

培養 第 35 日 お よび 45 日 仔 虫 期 卵 は 共に 270,000r 

(5) 上 記 (1 う ~(4) の 成績 より の 各 発 育 
時 期 に お ける cobalt-60 y 線 照射 に 抵抗 し て 形成 され た 
虫 の 感染 性 の 消長 か ら 見 た Y 線 に 対す る 感受 
性 は 単細胞 前 期 偽 よ り 発育 が 進む に 従い 徐々 に 高まり , 
細胞 分 烈 の 最盛 期 と 思わ れる 早期 径 実 期 に 最高 に 達し レ , 
その 後 ・ 仔 虫 期 と 卵 信 進む に 従い , 急激 に 低下 
を 来 し , 培養 第 35 一 45 日 仔 虫 期 に お いて その 感受 性 は 最 
も 低下 を 示し た 。 


終り に のぞみ , 御 指導 御 校 を 賜 つ た を 松林 久吉 教 接 , 
浅見 敬三 助教 授 並 に 放射 線 笠山 下 久 尋 助 教授 に 深 基 な る 
謝意 を 表す る . 

本 論 六 の 要 臣 は 昭和 32 年 9 月 第 17 回 日本 寄生 貝 学 会 
東日本 支部 大 会 に 於 いて 発表 し た . : 
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Summary 


In the previous paper the author reported the in- 
hibitory effects of cobalt-60 gamma ray upon the 
further develoment of Ascaris lumbricoides ova in 
various developmental] stages. In the present ex- 
periment, infectivity of the matured larvae, which 
were irradiated in the earlier stages, was examined. 
The methods of the cultivation and irradiation of 
the ova were described in detail in the author’s 
previous papers. The ascaris ova in various de- 
velopmental stages were exposed under the various 
dosis of gamma ray of cobalt-60 for 15 hours. In 
addition to the eggs in the earlier stages, the emb- 
ryonated ova which were incubated for 14, 25, 35 
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and 45 days were irradiated. The ova which de- 
veloped into Jarvae withstanding the irradiation were. 
given into the stomach of the mice by Syringe. 
The mice were autopsied at 24 hours after ad- 
ministration of larvae, and its lungs and livers 
which were cut in fragments by scissors were di- 
gested into the artificial intestinal juice and kept 
in the incubator for 24 hours at 37°C. After the 
incubation the larvae were concentrated by the cen- 
trifugation method and its number was counted. 
The result of the experiments was as follows : 
The complete inhibitory dosis for infection in 
mice with larvae which were irradiated in various. 
developmental stages was indicated below. 


Complete inhibitory _ 

Stages irradiated dosis 
cd (before incu- 80,000—100,000 r 
(incubated for 40,000— 60,000 r 
bicellular 30,000-— 40,000r 
multicellular 15,000— 30,000r 
morular 7,500— 15,000 r 
tadpole 60,000— 80,000 r 
for 200,000—300,000 r 
for 500,000-—-600,000 r 
for 35 more than 600,000 r 


By the results above described, which was indic- 
ated by the infectivity of larvae, it is concluded 
that the sensitivity of the ascaris ova to cobalt-60 
gamma ray increases as its development and shows 
highest one at the morular stage, however, it de- 
creases again in the tadpole and larval stages. Re- 
garding the larval stage, the low sensitivity was 
observed in the one which elapsed long time after 
embryonation, 


で 
| 
1 
| 
( 18 ) 
? 


本 33 年 12 月 (1958)〕 


に た いす る Dichlorophen の 効力 
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奈良 学芸 大 学生 物 学 教室 
(昭和 33 年 3 月 31 卓 受 令 Z) 


者 者 (1957) は 寄生 する 条 虫 を 駆虫 する の に 
Actamer( 一 名 Bishionol) が 卓 効 を 有する と こと と を 発表 し 
た が , 海外 に お いて は Hexachlorophene (G-11), Buty- 
norate (di-n-butyl tin dilaurate) な ど が すぐ れ た 鶏 条 虫 
感 虫薬 と し て あげ られ て いる 。 し か る に こと れ ら の 駅 虫薬 
は 専ら 有 , 方 形 , 短 節 条 , 条 虫 , 漏斗 
状 条 虫 お よび 様 な ど 6 種 の 条 に た いし て の 
看 虫 効力 を 検討 し た も の で , 鶏 条 虫 の 中 で も 被害 が 大 き 
われ て いな い 。 

方 Craige & Kleckner(1946)〉 は 犬 , 猫 に 寄生 する 
の に 初め て Dichlorophen (G-4, 2, 2'-dihy- 
droxy-5, 5-dichlorodipheny1 methane) を 投薬 し て 優秀 
な る 成績 を あげ た の に 引 続 い て Biddis (1950), Lauder 
(1951), ChurehillC1951) な ど に ょ つて も 犬 , 猫 に 寄生 
する 和 に 有効 で ある こと が 実証 され た 。 Ryff, 
Honess & Stoddard (1949), Ryff, Browne, Stoddard 
& Honess (1950), “Price & Hardy (1953), Enjie, Fo- 
ster, Sinclair 皮 Colglazier (1953) な ど に ょ つて 半 の 条 
に 有効 で ある こと と が 明らか に さき され, 更に は 
son (1956) に ょ り 人 間 の 人 条 虫 駆除 に も 有効 で ある こと 
が 明らか に され た 。 

Dichlorophen を 初め て の 駆虫 試験 に 使用 し た 
の は Kerr & Green (1953) で , 試験 の 結果 有 輪 笑 虫 に 
た いす る 駅 虫 効力 は 極め て 低く , 虫 事 は 0 一 25% に す 
ぎ な いと 報告 し た 。 又 Edgar (1956 う は 有 輪 入 虫 の 外 , 漏 
状 , 短 節 条 に と た いし て 虫 試験 を お こなつ た 結 
果 , 漏斗 状 条 虫 の 駆虫 100 あつ た が , 有 和 
の 3 一 54 Kerr & Green 同様 極め て 低 率 
で あり , 短 節 条 虫 と た いし て は 駅 虫 効力 は 0 で ある と と 
を 報 し た 。 

JSAMU SAWADA: Anthelmintic activity of DichIl- 

orophen against the chicken tapeworm, Raillietina 

echinobothrida (Biological Laboratory, Nara Gak- 
ugei University, Nara, Japan) 


か か る 事情 の も と に 著者 は 今回 未だ 駅 虫 試験 の お こ な 
われ た こと と の な い 束 溝 梨 虫 を 材料 に し て , Dichlorophen 
の 効力 を 検討 し た 。 


材料 及び 方 法 


1957 年 10 月 4 日 , 時 化 後 13 日 の ロッ ク ホ ー ン の 雛 10 
5 ず つの 2 群 に わけ , 夫々 の 次 の 方 法 で 一 
16 匹 の 溝 虫 を 餌食 させ た 。 即ち トビ イロ シ 
ワ ア リ の 腹部 を スラ イド グラ ス 上 に お いて カバ ー グ ラス 
を か け , その 上 か ら 腹 部 の 内 臓 が と び 出 さ な い 程度 に 圧 
を 加え て 顕微 錯 下 で 撫 誤 尾 虫 の 感染 の 有無 を 調査 し た 。 
そし て 的 用 尾 虫 の 感染 を 発見 し た ら , その 数 を 数 えて 
後 , 撫 井 尾 虫 を 宿 し た まま の 腹部 を 飯 粒 内 に 入れ て ピン 
セッ ト で 食道 内 へ 挿入 し た 。 

虫 投与 後 23 日 を 経過 し た 10 月 27 日 各 調 
査 し て 節 の 存在 を 確 め , すべ て の が に 
感染 し て いる こと と を 確認 し た 。 11 月 1 日 第 1 次 駆虫 試験 
と し て A 群 5 羽 の 角 の 体重 を 測定 し , プロ キャ 150mg 
(150 mg/kg) の Dichlorophen の pure powder を カプ 
セル に 入れ て 8 時 間 の 絶食 後 第 1 回 を 投薬 し , それ ょ り 
4 日 後に 第 2 回 目 と し て プロ キロ 500mg を 投薬 し た 。 
そし て 7 日後 の 11 月 12 日 , 5 羽 の 雛 を 必殺 し て 小腸 を 切 
し , 寄生 の 有無 を 調査 し た 。 

次 に 第 2 次 駆虫 試験 と し て , 11 月 6 日 ブロ キャ 500mg 
の Dichlorophen を 第 1 次 試験 同様 の 方 法 で 7 日 間 の 間 
隔 を お いて 3 回 連続 投薬 し , 第 3 回 投薬 後 10 日 目 に あ た 
る 11 月 30 日 5 羽 の 雛 を 必殺 し て 小腸 を 切開 し , 寄生 条 虫 
の 有無 を 調査 し た 後 , 第 1 次, 第 2 次 の 駆虫 成績 か ら 


に た いす る Dichlorophen の 虫 効力 を 検討 


た 


試験 成績 


I. 第 1 次 駆虫 試験 
10 月 4 日 10 羽 の 雛 に あたえ た 擬 井 尾 虫 の 数 は 第 1 表 に 
示す と お り で ある 。11 月 1 日 測定 し た A 群 の 角 の 体重 お 
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Table 1. Number of cysticercoids of Raillietma 
echinobothrida administered to each chicken 
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(第 2 表 )。 翌 6 日 早朝 5 羽 の 開 を 調査 し た が 排 洪 虫 体 は 
認め られ な か つた 。 そ を こと で 7 日後 の 12 日 , 5 羽 の 雛 を 層 
殺し て 小腸 内 を 調査 し た と こと ろ 第 4 表 に 示す ご ど ご とく, 20 


Experiment Number of cysticercoids 
ーー58mm の 長 さ を 有する 2 一 7 条 の 再生 虫 の 寄生 を 
2 10 発見 し た 。 
3 16 I『. 第 2 次 試験 
0 11 月 6 日 第 1 回 の 投薬 後 7 日 の 間隔 を お いて 連続 8 
それぞれ の 投 に お ける 5 羽 の 平均 体重 424 g, 
7 10 526E, 642g& つき プロ 500mg の Dichlorophen 
8 "8 を 投薬 し た 。 を それぞれ の 投薬 時 に お ける 各 鶏 の 体重 お 
9 9 ょ び Dichlorophen の 投薬 量 は 第 4 表 に 示す ご ど ご と く で あ 
る 。 第 1 回 投薬 後 の 翌 を 調査 し た と と ころ 7 条 の 
Table 2. The primary experiment for removal of Raillietina echinobothrida 
Et Initial medication Second medication* 
number Body weight of birds Dosage in mg. Body weight of birds Dosage in meg. 
at medication (gm) mg/kg) at medication (gm) 
1 400 60 400 190 
2 350 40 360 190 
300 40 320 190 
4 320 40 350 190 
5 360 50 450 190 


* Second medication was given on the 4 th day after initial medication. 


** Dosage is at the rate of 500 mg/kg for the average body weight (370 gm). 


よび Dichlorophen の 投薬 量 は 第 2 表 の ご と く で ある 。 
投薬 し た 翌日 の 11 月 2 日 午前 8 時 まで に 排 洪 され た 区 を 
つい で 午後 1 時 か ら 5 時 まで の 間 に 排 溢 さ れ た に は 5 

羽 共 少数 の 離脱 pd 点 在 が 認め られ , 続い て 11 月 
8 日 。 4 の 両日 午後 の 観 た 結果 , や は り 少 数 
の 節 が 認め られ た 。 こと で さら に 11 月 5 日 各 の 
体重 測定 後 , 5 羽 の 雛 の 平均 体重 370 g に た いし て 第 1 

回 の 投薬 量 よ り 増量 し た プロ キャロ 500 mg を 投薬 し た 


Table 3. Number of worms at autopsy on 
the 10 th day after the second medication 


Experiment Number of worms. Rate of infection 


numbdr at autopsy* (%) 
50 
5 50 
3 4 25 
4 2 20 
5 64 


* All tapeworms were small regenerated ones. 
(Total length, 20~58 mm) 


体 が 排 洪 され て いた 。 続い て 12 時 より 18 時 まで の 間 に 排 
れ た 調査 し た が , 離脱 片 は 認 め ら な か つ 
た 。 第 2 回 , 第 3 回 の 投薬 後に は 排 港 虫 体 は 全く み ら れ 
ず , 引続き お こなつ た 糞便 の 調査 に お いて も 離脱 片 節 の 
点 在 は 全く 認め られ な か つた 。 
第 3 回 投薬 後 10 日 を 経過 し た 11 月 80 日 5 羽 の 商 を 必殺 
し て 小腸 を 切開 し , 寄生 条 虫 の 有無 を 調査 し た 。 その 結 
果 は 第 5 表 に 示す ご ど ご とく, 条 虫 は 全く 残存 し て いな か つ 
た が 1 一 5 双 の 環 虫 の 寄生 が 認め られ た 。 

考 


(1) う 第 1 次 駆虫 試験 に お いて , 第 1 回 の 投薬 の 翌 博 
(11 月 2 日朝) を 調査 し た 結果 , 頭 節 の な い 5 
虫 体 の 排 江 認め られ た が , 午後 の に は 5 離脱 
考 熟 片 節 の 点 在 が 認め られ , 更に 引続き 11 月 38, 4 日 の 
午後 の 華人 便 に も 離脱 片 節 の 点 在 が 認め られ た 。 か か る 事 
実は プロ キャ ピ 150 mg の Dichlorophen の 投薬 に た いし 
て は その 作用 を 全く 受け な い 条 虫 も ああ つて , 依然 と し て 
老 熟 片 節 を 離脱 し て いる こと と を 物語 つて いる 。 
そこ と で 第 2 回 目 11 月 5 日) の 投薬 に 際 し て は 第 1 回 
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Table 4. The secondary experiment for the removal of Raillietina echinobothrida 


Initial medication Second medication Third medication 


Experiment 
number Body weight Dosage* Body weight Dosage** Body weight Dosage*** 
(gm) in mg. (gm) in mg. (gm) in mg. 
6 460 200 570 260 750 300 
7 430 200 530 260 620 300 
8 310 200 400 260 490 300 
9 440 200 530 260 630 300 
10 480 200 600 260 720 300 


*, ** *** Each dosage is the rate of 500 mgl/kg for the average body weight 


(424 gm, 526 gm, 642 gm) 


Table 5. Number of worms at autopsy on 
the 10 th day after the third medication 


Number of Worms 1,dicated efficacy 


at autopsy against tapeworm 
Tapeworm Ascarid (%) 
6 0 0 100 
J 0 1 100 
8 0 0 100 
9 0 0 100 
10 0 5 100 


投薬 量 の 3 倍 に あたる プロ キ 500mg を し た 。 
そし て 11 月 6 日 の 朝 底 便 を 調査 し た が 排 港 片 節 は 認め ら 
れず , 更に 引続き お こなつ た 3 日間 にわたる 開 便 の 調査 
に お いて る も 老 熟 片 節 の 離脱 は 認め られ な か つた 。 と うし 
た と と か ら プ ロキ r ャ 500mg の 投薬 に お いて は 第 1 回目 
に 投薬 し た Dichlorophen の 作用 を 受け な か つた 成熟 虫 
体 ぁ 第 2 回 目 の Dichlorophen の 作用 を 受け て , 一 部 の 
虫 体 は 頭 節 を も 含め た 全 虫 体 が 鶏 の 小腸 内 で 落 解 され , 
他 の 一 部 の 虫 体 は 頭 節 を 小腸 壁 に 残し て 駐 部 か らち 切断 さ 
れ , 遊離 し た strobila の み が 小 腸 内 で 溶解 され た も の 
と 考え て よい 。 特 に 後者 を 裏 が きす る 事実 と し て 第 2 回 
投薬 後 10 日 間 を 経過 し た 11 月 12 日 5 羽 の 鶏 を 層 殺 し て 小 
腸 由 を 調査 し た と ころ, 第 8 表 に 示す ご ど ご とく 20 一 58 mm 
の 長 さ の 2 一 7 条 の 未成 熟 条 虫 の 寄生 が 認め られ た と と 
で ある 。 

と れ ら の 未成 熟 条 虫 は 著者 が お こなつ た 宿主 体内 に お 
ける 条 の 発育 状態 ( 未 発表 ) か ら 考 えて , 明らか 
に 第 2 回 目 の Dichlorophen の 作用 に ょ り 争 部 か らち 切断 
され て 小腸 壁 に 残 つ た 頭 節 か ら 再 生 し た 小形 の 幼 条 虫 で 
ある 。 

(2) 第 2 次 駆虫 試験 に お ける 第 1 回 の 投薬 の 翌朝 
(11 月 日 ) を 調査 し た , 7 条 の 成熟 の 排 


が 認め られ , 引続き その 日 の 午後 お よび 8 日, 9 日 と 普 
便 調査 を お こなつ た が 離脱 片 節 の 点 在 は 皆無 で ちあ ち つ た 。 
か か る 事実 は 第 1 次 試験 に お ける 第 2 回 目 の 投薬 と 同じ 
く , すべ て の 寄生 条 虫 が Dichlorophen の 作用 を 受け た 
と 解釈 し て さき さしつかえ ない 。 

叉 第 2 回, 第 3 回 投薬 後 は 虫 体 の 排 滋 は 認め られ な か 
つた 。 これ に つい て は 第 1 回 お ょ び 第 2 回 投薬 後 , 第 2 
回 お よび 第 3 回 の 投薬 日 まで それ ぞ れ 7 日 を 経過 し た の 
み で ある か ら , 第 2 回 お よび 第 3 回 の 投薬 時 に 寄生 し て 
いた 貝 体 は 小形 の 未成 熟 再 生 条 虫 で これ ら の 小形 条 虫 
は 大 形 の 成熟 虫 体 に と 比 し て Dichlorophen の 作用 を 受け 
や すく , 鶏 の 小腸 内 で 全 虫 体 が 溶解 し た も の と 考え て よ 
い 。 し か し 第 2 回 目 投 薬 後 間 の 層 殺 は お こと な わな か つた 
の で , 果して 2 回 目 の 投 薬 に ょ つて 落 解 され た か 和 か は : 
不明 で ある が , 第 3 回 投薬 後 5 羽 の 鶏 を 必殺 し て 小腸 店 
を 調査 し た 結果 , 寄生 条 虫 は 皆無 で あつ た と と か ら , 
プロ キャ 500mg の Dichlorophen を 2 回 また は 3 回 連 
続投 薬 す れ ば 条 の 1002 完 全 駆 虫 が 可能 で ある と 
と が 判明 し た 。 

(3) う 有 を 対象 に Dichlorophen を 投薬 し て 
虫 試験 を お こなつ た Kerr & Green(1953) お ょ よび Edgar 
& Teer(1957) の 報告 で は プロ キロ 50 一 800 mg の 投 薬 
で , 0 一 542% の 駆虫 率 を 得 た に すぎ な か つた が , Edgar 
(1956) は プロ キャロ 8 g を 投薬 し て 94 いう 高 率 
を 得 た こと を 報告 し て いる 。 

一 方 本 駆虫 試験 に お いて は , 吸盤 に 多数 の 小 釣 を 備え 
て いる た め 有 輪 条 よ り 虫 因 と 思わ れる 条 を 
対象 に し て 投薬 し た Dichlorophen は プロ キ v 150 一 
500 mg で , Edgar(1956) の 試験 に 比較 すれ 
の 投薬 量 に すぎ な い 。 し た が つて 本 駆虫 試験 に お いて も 
Dichlorophen の 投与 量 を 更に 増量 する な ら ば , ある い は 
1 回 の み の 投 薬 に と ょ つて さら に 高い 駆虫 束 を 得る こと が 
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で きる と 考え られ る 。 

(4 う 第 1 次 , 第 2 次 駆虫 試験 を 通じ て 投薬 後 映 虫 の 
排 江 は 認め られ な か つた 。 又 第 2 次 駆虫 試験 終了 後 5 羽 
の 肌 を 層 殺 し て 小腸 内 を 調査 し た 際 生 きた 貞 虫 の 寄生 が 
見 られ た 。 こう し た こと と か ら Dichlorophen は 環 虫 の 民 
虫 に は 何ら 効力 を 有 し な いと 考え て よい 。 

(5) 第 1 次 お よび 第 2 次 駆虫 試験 に お ける お の お の 
の 投薬 直前 に 測定 し た 体重 か ら 考 える と , プロ キャ 150 
ー500 mg の Dichlorophen は 発育 に た いし て 影 
ば す よ うに は 考え られ な い 。 た プロ キロ 500 
mg の 投薬 の 際 , 時 に 区 便 の 軟化 を 見 る こと が ある が 間 
も な く 回 復 す る 。 本 駆虫 試験 に お いて は Dichlorophen 
の 産卵 束 に お ぉ お ょ ぼ す 影響 に つい て は 検討 する 機会 が な か 
つた が , 今後 これ を 調査 する 必要 が ある 。 


結論 


う 人 為 的 に 条 を 寄生 させ た 10 羽 の ロッ ク ホ 
ー ン を 5 羽 ず つの 2 群 に わけ , A 群 に は 2 回 に わた つて 
プロ キャ 150 一 500 mg の Dichlorophen を 投薬 し , B 
群 に は プロ キャ 500 mg ずつ の Dichlorophen を 7 日 の 
間隔 を お いて 3 回 連続 し て , に たい する 
Dichlorophen の 駆虫 効力 を 検討 し た 。 

(2) う 2 回 連続 投薬 し た A 群 の 妥 は いづ れ も 2 一 7 条 
の 小形 再生 幼 条 虫 を 宿 し て いた が , 3 回 連続 投薬 し た B 
に お いて は は 完 さ れ た 。 

(3) う Dichlorophen は 貴 虫 の 駆虫 に こ に た いし て は 何ら 
効力 を も つて いな か つた 。 

(4) Dichlorophen は の 発育 に 悪影響 を お さ 
な か つた 。 
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Summary 


Ten chickens experimentally infected with Rail- 
lietina echinobothrida were used in testing the an- 
thelmintic activity of dichlorophen (2,2’-dihydroxy 
5,5°-dichlorodiphenyl methane). 

(1) 150 and 500 mg/kg of dichlorophen (pure 
powder) in two doses seven days apart were ad- 
ministered to the five chickens (A group) after the 
starvation for about eight hours before medication, 
and when they were killed after ten days following 
the second medication, 2-7 small immature tape- 
worms, which were cut off at their necks by the 
affect of dichlorophen and regenerated from their 
scoleces which survived in the mucus of the small 
intestinal walls of the chickens, were found in their 
small intestines (Tables 2,3). 

(2) 500 mgl/kg of dichlorophen was administered 
to the five chickens (B group) three times consec- 
utively at the interval of seven days and at pos- 
tmortem examination after ten days following the 
third medication, no tapeworms were found in the 
small intestines, but some ascarids were found 
(Tables 4,5). 

As the result of which, it was found that dichlo- 
rophen had anthelmintic activity for the removal 
of Raillietina echinobothrida from chickens, but not 
for that of Ascaridia galli. 
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の 
大 吸虫 セル カッ ア の Mucoid glands の 形態 に 


千葉 大 学 医 学部 寄生 虫 学 教室 
(昭和 33 年 4 月 7 受領 ) 


は じ め に 


肺 吸虫 セル カリ ア の ぐ “ Mucoid glands ” に 関し て は 
Kruidenier (1953) の ケリ コッ ト 肺 吸虫 CParagonimus 
kellicotti Ward, 1908) セル カリ ア に つい て の 研究 と 著者 
ら (1956) に ょ る ウェ ステ ルマン 肺 吸 虫 CP westermanz 
Kerbert, 1878) の それ と が 報告 され て いる 。 著者 ら の 
観察 に よれ ば , ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 セル カリ ア 内 の 
“ Mucoid glands "の 形態 は Kruidenier の 記載 し た ヶ ケ 
リ ニ コット 肺 吸虫 の それ と は 何れ も 6 対 宛 認 め ら ちら れる 点 で 
は 一 致し て いる が , 細部 の 点 に お いて 2~3 の 差異 が 認め 
られ , “Mucoid glands” に 関し て も 夫々 種 の 特異 性 が 
ある 事 が 確認 され た 。 尚 著者 ちら は こと の *‘Mucoid glands’” 
の 生物 学 的 意義 に つい て も ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 セル カ 
リア に 関す る 限り Kruidenier の 見 解 と は 多少 異な る 意 
見 を 持つ て いる 事 を 明らか に し て お いた が , これ が 種 に 
ょ る 差異 か 否 か は 尚 充分 に は 明らか に し 得 な か つた 。 そ 
と で 今回 は 下 国 に み ら れ る 以上 2 種 の 肺 吸虫 と は 別種 で 
ある 大 平 肺 吸虫 CParagonimus ohirai Miyazaki, 19839) 
セル カリ ア の “Mucoid glands ” に 関し て 観察 を 試み , 
2 ~ 8 の 興味 ある 所 見 を えた の て 報告 する 。 尚 大 平 肺 吸 
虫 の 発育 史 に 関し て は 著者 ら ( 横 川 ら ,。 1958 う は その 第 一 
中 間 宿 主 が 「 ウ スイ ロ オ カチ グ サ 」* (Paludinella devilis 
Gould) で ある 事 を 1957 年 夏 始 め て 明らか に する と 同時 
に , 大 平 肺 吸虫 セル カリ ア の 生鮮 標本 に ょ る 形態 学 的 観 
察 に お いて ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 セル カリ ア と の 差異 を 
明らか に し た の で “ Mucoid glands ” に つい て も 比較 す 
る 事 は 興味 ある 事 と 考え られ る 。 


MUNEO YOKOGAWA & HIROYUKI YOSHIMURA 
Studies on lung-fluke physiology IV. Morphological 
studies on mucoid glands in the cercariae of Para- 
gonimaus ohirai Miyazaki, 1939. (Department of 
Parasitology, School of Medicine, Chiba University, 
Chiba, Japan) 


実験 材料 と 実験 方 法 

大 平 肺 吸虫 セル カリ ア は 静岡 県 下田 町 湊 お よび 吉 佐 美 
で 採集 し た 「 ウ スイ ロロ オカ ゲ グ サ 」 の 自然 感染 の も の お 
ょ び 実 験 室内 で 「 ウ スイ ロ オ カチ グ サ 」 に 大 平 肺 吸虫 の 
ミラ シン ジウム を 感染 させ た も の か ら の 両者 を 用 いた 。 成 
熟 セ ルカ リア は , これ ら 自 然 感染 上 中 或 は 実験 的 に 感染 さ 
せ た を 砕 し , の 娘 レ ァ ょ り 遊 の 状態 で 存 
する も の を 用 い , 未 ルカ リア は 母 レザ デア の 破り 
その 中 か ら 得 ら ちら れ た 種々 の 発育 段階 に ある も の を 用 い 
た 。 大平 肺 吸虫 スタ セル カリ ア は その 第 2 中 間 宿 主 で あ 
る ベン ケイ ガ = お よび クロ ベン ケイ の 肝臓 より 分 離し た 
脱 井 直後 の 幼虫 を 用 いた 。 固定 お よび 染色 法 は 既報 ( 横 
川 ・ 吉 村 , 1956) の 如く で トル イジ ン 青 の メタ クロ マジ 
ー 法 に ょ つた 。 

観察 所 見 

(1) 大 平 肺 吸虫 成熟 セル カリ ア の “Mucoid glands” 
の 形態 : 

中 に 遊離 し て いる セル カリ ア の Mucoid 
glands” は 体 の 中 心 軸 に 略 々 対称 性 に 6 対 が 口 吸盤 の 後 
綴 より 尾部 附 著 部 に 至る 間 に 配 列 し , その 形 も 星 状 或 
は 西洋 型 型 を 呈す る も の が 多い が , 中 に は 可 成 り 不 規 則 
な 塊状 を 呈す る も の も あり , その 大 き さ も 種々 で 個体 差 
が か な り 著 し い 。 最 後 端 部 に みとめ られ る 第 6 対 の “Mu- 
coid gland ” は ウェ ステ ル マ ン 肺 吸虫 の を それと 同様 長 逆 
三角 形 に 近い も の が 多 か つ た が , 第 1 対 の る の は 多く は 
上 下 に 長く 延び た 細長 い 状 く は 西 型 を 他 
対 の も の に 比 し て 導管 の 分 岐 が 可 成 り 分 明 に みとめ られ 
た と は いえ , 主 と し て 口上 前 お よび 側 に 2~3 本 
の 比較 的 太い 導管 が 認め られ る の みみ で 。 ウェ ステ ルマン 
肺 吸虫 の を れ の 如く 多数 の 細 導 管 が 互 に 連絡 レ つ つ 後 緑 


* 本 中 の 同 定 に つい て は , 黒田 徳 米 (1958) は ムシ ャ ヤ ャ で ド 
リカ ワザ ニー ショ ッ リウ parasitologica n. sp. 
Kuroda, 1958) と 新 に 命名 し , カ マザー ニシ ョ ウ ガ イ の 
一 新種 と し た 。 


本 部 研究 は 文部 省 科 学研 究 費 の 一 郭 に ょ つて 行わ れ た . 


と きく に 記し て 謝意 を 表す る 。 
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に 沿 つ て も 分 岐 走行 する と いう が 如き 著 明 な 所 見 は えら 
れ な か つた 。 即 ち 大 平 肺 吸虫 セル カリ ア で は *“ Mucoid 
glands "の 導管 の 発育 は 可 成 り 悪い 様 に 思わ れ た 。 又 
所 調 “ Mucoid-reservoir ” は 口 吸 の 前 は 側 
~4 ヶ ケ (ventral mucoid-reservoir), 体側 部 に 2~3 ケ 
(lateral mucoid-reservoir) め ら れ た の み で , 等 
“ Mucoid-reservoir” に 分 す る 導管 も 著しく い 事 が 
目立つ た 。 第 6 の “Mucoid gland は 腹 吸 の 後方 
一 所 調 Ventral groove の 側 に みとめ られ , その 
は ウェ エス テル マン 肺 吸虫 の それ の 如く 負 歯 状 で 長 逆 三 角 
形 を 量 す る も の が 多く , 一 方 導管 の 分 岐 は 殆 ん ど み と め 
られ な か つた (Fig. 1 の 1 2。 


oral sucker 
stylet 
mucoid glands 
…・ventral sucker 
Ac. ・-*acetabulum 
1. Ventral view of ‘'* Mucoid glands ”’ of the 
mature cercaria 
2. Lateral view of the same one. 
Fig. 1. ‘''Mucoid glands of the cercaria 
of Paragonimus ohirai 
以上 の 所 見 は 凡 て セル カリ ア の 腹 側 面 に お ける も の で 
ある が , 之 等 を 側面 位 か ら み る と , 何れ の 腺 組 織 も 体 の 
中 心 軸 より 前 方 に 位置 し て お り , ウェ ステ ルマン 肺 吸 
虫 の それ と 同一 で あぁ る 事 が 確認 され た (Fg.1 の 32 )。 尚 
Ameel, Kruidenier ら が ケリ コッ ト 肺 吸虫 の 尾 端 部 に み 
と め た “Mucoid strand” 若しくは “Mucoid tether” な 
る も の は 本 セル カリ ア に お いて も ウェ ステ ルマン 肺 吸 虫 
と 同様 に その 存在 は 全く みとめ ら れ な か つた (Fig. 1 お 
ょ び Plate 1.)。 
(2) 未成 熟 セ ルカ リア の “Mucoid glands” の 形態 : 
多数 の 母 レギ デア より 得 た 種々 の 発育 過程 に ある セル カリ 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 7 巻 ・ 第 6 号 


Plate. 1 


"" Mucoid glands ’’ in the mature cercaria 
of Paragonimus ohirat 


アァ 体内 の “ Mucoid glands ” の 形成 概要 を 観察 し た 結果 
は 以下 の 如く で ある 。 即 ち 極 め て 未 問 な セル カリ ア に お 
いて は ウェ ステ ルマン 肺 吸 虫 の 場合 と 全く 同様 に 腺 組織 
の 形成 は 未だ みとめ られ ず , や や 発育 し た と 思わ れる 段 
の も の に お いて は , 小 さい 星 の “Mucoid glands” 
の 原 基 と 考え られ る メタ クロ マジ ー を 量 す る 物質 塊 が 認 
め ら れる の み で あつ た 。 そ の 染色 性 も 粗 絡 で 題 粒 状 で あ 
り , 多く は 腹 吸 磐 の 周辺 部 に 出現 し 始め る も の が 多 か つ 
た 。 更 ち に 発育 し た も の で は 口 吸盤 下部 お よび セル カリ 
ァ アァ の 体 の 後 端 に 近い 部 に る 出現 し は じ め , 太く 上 且 短い 導 
管 が 1~2 本 分 岐 す る 過程 が 追究 され た 。 

(83) 分 泌 相 に お ける セル カリ ア の 観察 : 

“Mucoid glands” の 本 来 の 機能 で ある Mucoid-sub- 
stance の 分 泥 に つい て は 未だ 不明 な 点 が 多い 。 分 泥 相 に 
お ける 所 見 に つい て ぁ も 個体 と ょ る 変異 と 分 泌 期 の 時 期 的 
関係 と 共に 可 成 り 複 雑 で ある 様 に 思わ れる 。 多 く は 口中 
盤 の 周辺 部 お ょ びそ の 内 部 並 に Ventral groove に 集積 
し , 時 に 口 吸盤 両側 部 お ょ よび 腹 吸盤 の 両側 部 に 厚い 集積 
と し て 附 著 し , Kruidenier の 云う 封入 され た (envelop 
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昭和 33 年 12 月 (1958)】 


mental) 状態 で 薄膜 状 に セル カリ アア 体 表面 を 全く 折 う も 
の も 認め られ た 。 

(4) メタ セル カリ ア に お ける 観 祭 : 

脱 雷 直後 に お ける メタ セル カリ ア に つい て 本 染色 を 試 
みた 結果 は ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 の を それ の 場合 と 全く 同 
様 に か か る 腺 組 織 の 存 存 は 全く みとめ えな か つた 。 


考 

さき に 著者 等 は ツウ ツェ ステ ル マ リ ン 肺 吸虫 セル カリ ア 体 
内 の “Mucoid glands'”” の 形態 並 に その 形成 過程 を 観 宗 
し , Kruidenier が ケリ コッ ト 肺 吸虫 セル セカ リア に つい 
て な し た 鈴 祭 成績 と 比較 考察 し た 結果 , 両 種 セ ルカ リア 
の “Mucoid glands”” の 形態 に お いて 2 へ ~3 の 異な る 点 を 
指摘 する と 共に , 本 腺 組 織 の 機能 或 は ぞ の 生物 学 的 な 存 
在 意義 こつ いて 考 し た 。 本 は 肺 吸虫 第 3 の 種類 
と し て 大平 肺 吸虫 セル カリ ア を と りあ ぁ あげ, その “*‘Mucoid 
glands'”” に つい て 観 祭 を 試み た 。 そ の 結果 は 上 人 述 の 様 に 
大 平 肺 吸虫 セル カリ ア に お いて も “Mucoid glands”” の 
数 並 に 配列 状況 等 は ツェ ス テル マン 肺 上 骸 虫 お よび ケリ 
ッ ト 肺 吸虫 の と を とれ と か な り 類 似 し て いる と と が 明らか と 
な つた 。 然し 古 ら 本 吸虫 セル カリ ア に お いて は 前 2 種 の 
も の に 比べ て 本 腺 組 織 の 形態 的 分 化 が 著しく 低い こと と 
が 特徴 で ある 様 に 思わ れる 所 見 を 得 た 。 即ち 個々 の 腺 組 
織 の 形状 は 不正 形 で とみ, ウェ ステ ル マ ン 肺 
或 は ケリ コッ ト 肺 吸虫 の を それ に み ら れ る 様 な 略 々 一 定 し 
た 形状 と 配列 を 示す も の が 拓く , 大 き さ も 種々 で , これ 
ら か ら の 導管 の 分 岐 発育 の 程度 が 著しく 不良 で ある と と 


が 特徴 と さえ 思わ れ た 。 所 調 “Mucoid reservoir”” に つい 


て も その 致 も 其 く , 僅 に 口 吸 盤 周辺 部 と 腹 吸盤 両側 部 の 
みみ に みとめ られ る 程度 で 腺 組 織 の 連絡 , 分 泥 に 関与 する 
と 思 は れる 導管 の 存在 も 不明 の も の が 多 か つ た 。 尚 叉 腺 
組織 より の 導管 は 一 般 に 太く 上 且 短 い 突 起 状 を 量 し 細 導 管 
の 分 岐 は 極め て 螺 く ウェ ステ ル マ ン 肺 吸虫 の それ の 如く 
線 細 な 導管 綱 は 認め られ な か つた 。 発育 過 竹 に お ける 所 
見 は 略 < さ ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 の を れ に 類 以 し 分 泥 相 の 
セル カリ ア の 所 見 も 略 々 同様 で あつ た 。 然 し Kruidenier 
が 注目 し た ケリ ニット 肺 吸虫 セル カリ ア の 尾 端 に みとめ 
た と する “Mucoid tether” 若しくは “Mucoid strand” 
と 称す る も の の 存在 は 全く みとめ られ ず , と の 点 は ウェ 
ステ ルマン 肺 吸虫 の 場合 と 同じ で あぁ あつ た 。 之 を 要する に 
大 平 肺 吸虫 セル カリ ア 内 の “Mucoid glands'” の 形態 は 
略 々 ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 の を それ に 類似 し て は いる が 後 
者 に 比較 し て 形態 的 未 分 化 性 を 示し て いる 事 が 特徴 で あ 
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つた 。 と の 事 は 著者 ちら (横川 他 , 未 発表 ) が 大 平 肺 吸虫 
セル カリ ア の 生鮮 標本 に お ける 形態 学 的 観察 の 結果 , 特 
こそ の 排 洪 系 に お いて ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 セル カリ ア 
の 交 細 胞 が 80 対 みとめ られ る に 反し 本 種 セ ルカ リア で は 
僅か に 10 対 し か 認め られ ず そ の 未 分 化 性 を 指摘 し た と と 
と 一 致し 極め て 興味 ある 点 で ある 。 

“Mucoid glands”” の 機能 で ある “Mucoid substance'” 
の 意義 に つい て は 既に 著者 等 が 考察 し た 様 に , Kruideni- 
er の 人 述べ て いる 如く 外界 の 不利 な 環境 に 対す る 防食 的 
若く は 抗 酵素 的 な 機能 の み に と ど ま ら ず , 更に その 有 
する 生化 学 的 な 役割 を る 無視 出来 な いと 思わ れる 。 尚 本 
種 セ ルカ リア に お いて も , ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 と 同様 
に ケリ コッ ト 肺 吸虫 に み と め ら れ た と する “Mucoid 
tether”” が 認め られ な か つた 。 Kruidenier は ケリ コッ 
ト 肺 吸虫 セル カリ ア が 第 2 中 間 宿 主体 内 移行 に 際 し , そ 
の 外部 か ら 侵入 する 場合 こ に この Mucoid-substance が 役 
立つ も の で あら うと 推 察 し て いる が , 既に 著者 等 の 一 人 
横川 は ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 セル カリ ア は 第 2 中 間 者 主 
体内 に 経口 的 に 侵入 する も の で , 第 2 中 間 宿 主 の 外部 よ 
り は 侵入 が 不可 能 で ある 事 を 実証 し て いる の で , Krui- 
denier の 推論 に は 容易 に 養成 し 難い 。 大 平 肺 吸虫 に お 
いて は 尚 未 だ 第 2 中 間 宿 主 え の 移行 経路 は 明らか に され 
て いな い が , ウェ ステ ルマン 肺 吸 虫 セ ルカ リア に お ける 
と 同様 に “Mucoid tether”' の みとめ られ な か つた 点 等 
か ら も 本 種 肺 吸虫 に お いて も “Mucoid Substace” の 第 
2 中 間 宿 主 感 染 に 際 す る 直接 的 な 意義 は 認め 難い と 思わ 
れる 。 

大 平 肺 吸虫 セル カリ ア の “Mucoid glands”” の 形態 を 
トル イジ ン 青 え メタ クロ マジ ー 法 に ょ つて 観察 し 次 の 如き 
所 見 を えた 。 

(1) 大 平 肺 吸虫 セル カリ ア 内 に は 体 の 中 心 軸 に 対 レ 
て 左右 対称 性 に 6 ヶ 宛 の “Mucoid glands” が 存在 する 
事 が 確認 され た 。 

(2) う 本 肺 吸虫 セル カリ ア の “Mucoid glands'”” の 形 
態 は ウェ ステ ル マ ン 肺 上 骸 虫 セル カリ ア の それ と 類似 し て 
いる 事 が 解 つ た 。 然 し 征 ら 腺 組 織 の 形状 それ に 附属 す 
る 導管 “Mucoid reservoir” の 発達 が 極め て 不良 で 
形態 的 未 分 化 性 を 示し て いる 事 が 特徴 で あつ た 。 

(3) 本 腺 組 織 法 メタ セル カリ ア に に は 存在 せ ず 従 つ て 
セル カリ ア に 特有 な 腺 組 織 で ある 事 を 知 つ た 。 

(4) う Ameel Kruidenier の 指摘 し た セル カリ ア の 尾 
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端 の “Mucoid-tether”” は 見 出す 事 が 出来 ず この 点 に お 
いて も ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 と 同様 に “Mucoid-sub- 
stance'” が 第 2 中 間 宿 主 え の 移行 に 際 し て 直接 的 意義 を 
有 し て いる も の と は 考え 難い 。 

(5) 本 腺 組 織 の 機能 と に つい て も ウェ ステ ルマン 肺 吸 
虫 の を れ と 同様 な 考察 を 行 つ た 。 
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Summary 


The authors (Yakogawa & Yoshimura, 1956) rep- 
orted on the morphology of the mucoid glands of 
the cercariae of Paragonimus westermani in the 
previous paper. 

The same studies on the cercariae of P, ohirai 
were carried out in this experiment, 

Though the Assiminea japonica was determined 
experimentally as one of the first intermediate host 
of P. ohirai by Ogita (1954) the natural infection 
of this snail with P, ohirai has never been found. 

The authors (Yokogawa et al,. 1958) found the 
first natural infection with the cercariae of P, ohirai 
in the other species, Paludinella davilis, in 1957. 

The cercariae of P. ohirai were thus obtained 
easily from the both of the naturally infected and 
experimentally infected snails. Paludinella devilis. 

The fixation and staining were followed in the 
manner described by Kruidenier (1953). 

The results obtained were as follows : 

(1) The six pairs of mucoid glands are distributed 
parallel to the midventral axis of the mature cerc- 
ariae of P, ohirai as those of P. westermani and 
P. kellcott. 

The shape of the gland cells of P. ohirai is much 
more irregular and the developments of the branches 
of the glands ducts and mucoid-reservoirs are much 
lower than those of P. westermani and P, kellicotti. 

(2) The appearance of the glands in the cercariae 
seemed to be closely related with the stages of the 
development of the cercariae. 

(3) Mucoid strands or Mucoid tethers in the 
tail part of the cercariae which were pointed out 
inP kellicotti by Kruidenier were not found in 
this species. 

The authors can not agree with the opinion that 
mucid glands have a function to contact with th 
second intermediate host as mentioned in the prev- 
ious paper. 

(4) Tne authors (Yokogawa et al., 1958) found 
that the flame cell pattern of the cercariae of P, 
ohirai was 2C (1+1+1+1+1) (1 1 1 1 1) 
=20. The authors came to the conclusion that 
the both of Mucoid glands and Excretory system 
of the cercariae of P, ohirai seemed to be undifferen- 
tiated in comparison with thoss of P. westermani, 
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(昭和 33 年 4 月 12 日 受領 ) 

いさ さか 明らか に し た の で 報 
明らか に し た だ の て に s 
Rt 人 体 腸管 寄生 虫 は , 限ら れ た 閉鎖 空間 に 棲 候 し , 且つ 実験 材料 と 検査 方 法 

rs 代 は 必ず 人 体 を 離れ て 生育 する 生活 史 を 持つ の で 生 
mined 学 的 に 極め て 興味 ある 問題 を 蔵 す る 。 それ の な ら 昭和 31 年 2 月 より 6 月 の 間 に , 千葉 県 五井 保健 所 管 訟 
ce , 寄生 の 広 さ , 寄生 濃度 。 虫 体 性 比 お よび 年 齢 組成 等 。 で 捕獲 し た 野犬 28 頭 を 電 殺 し , 直ちに 開腹 , 食道 の 一 部 
und, は , 産卵 量 と 密接 な 関係 を 有 し , ひい て は 感染 源 の 大 小 。 ょ り 肛 門 に 至る 消化 管 を 取り 出し , 前 後 端 を 夫々 結 筑 し 
5 を 左右 する の で , 六 衆 衛生 学 の 見 地 か ら そ の 実態 を 研究 。 て 容器 に 入れ 研究 室 に 持参 し , 解剖 バッ ト 上 に て , 胃 部 
57. する 必要 が 痛感 され る 。 又 寄生 部 位 ,。 虫 体 の 大 いさ , 寄 ag で 順次 切開 し , 精確 に 虫 体 の 採取 を 行 つ た 。 
ge 生態 度 等 の 研究 は , 宿主 へ の 病因 作用 並び に 病害 程度 と 同時 に 小腸 の 長 さ お ょ び 多 虫 体 の 寄生 部 位 を 十二指腸 上 
深い を 有 し , 且つ 駆虫 薬 , 駆虫 方 法 に 欠く と と の 端 よ 犬 は 成 大 を 選び 電 の 前 日 より 飼料 
1 the 来 ぬ 有効 な 基礎 知識 を 提供 する 。 我々 は か か る 見 地 に 立 を 与え ず , 腸管 内 を 邊 庶 に し て 採 虫 に 便 な らし め た 

つて , 犬 虫 (4ncylostoma caninum A.c.。 と 略記 ) の 寄 採 虫 の 都度 直ちに , 虫 体 を 0.92% て 洗 。 
buted 生生 態 に つい て , 基礎 的 な 研究 を 行 つ た 。 元 来 人 体 に 寄 濾紙 に お き , 体 表 ! こ 附 着 し た 水分 等 を 除去 し た 後 , 虫 体 
0 生 す る ツマ ビー= 釣 虫 。 アメ リカ 釣 虫 に つい て , 観察 する とこ が 充分 収 絆 し た 所 で , ノギス を 用 いて 体長 を 測定 し た 。 
| と が 望ま し い が , 人 腸管 を 長 時 間 観 察する 便宜 が per 又 石 崎 式 簡易 微量 計 を 用 いて 体重 を 測定 し た 。 更 に 虫 体 
much の で , 止む な く 犬 腸管 を 用 い 4.c。 の 寄生 々 態 を 観察 を 0.9 2 食塩 水 を 入れ た 硝子 疾 に 一 令 づ ゝ 保存 し , 採 
終 了 後 虫 体 を し て 種 お よび 雌性 器 内 の 
otti. 従来 西 1983, 1936) の , a.c。 に お ける 宿主 の 年 齢 と の 有無 と 成熟 状況 を 観 祭 し た 。 電 和 殺 後 採 虫 開始 に 要 し た 
a 感 当 率 , 寄生 部 位 , 性 比 。 吸血 状態 等 の 研究 , Herrich 時 間 は 2 乃至 15 時 間 で ある 。 採取 時 虫 体 の 大 部 分 は 腸 料 

(1928) の 4.c. 寄生 の 量 的 研究 ,。 山田 ・ 井 上 1934) 膜 面 に 吹 着 , 全部 生存 し て いた 。 本 調査 群 を A 群 と 呼ぶ 。 
the に ょ る 4A.c. の 栄養 物 の 研究 が ある が , 寄生 生態 を 研究 な ほ 了 昭和 830 年 1 月 より 3 月 の 間 に , 同 管 内 で 捕獲 し た 
の 主題 と し た も の は 甚だ その 数 が 少 い 。 最近 の 野犬 を 様 剖検 し 体 を 採取 し た の で , 

口 ・ 山 田 (1956) が 密度 効果 を 中 心 と し て 釣 虫 の 寄生 生 を B 和 群 と 呼び , 二 , 三 の 成績 を 附 し た 。B 群 で は 寄生 部 
4 態 を 取り 上 げ , 町 田 (1957) も 4.c。 の 大 いき 並び に 産 。 位 。 虫 体 の 喘 定 等 を 行わ な か つた 。 
drev- 卵 数 に 密度 効果 を 認め て いる 。 
我々 は 既に 町 田 (1957) が 発表 し た 調査 成績 の 一 部 お 成 
that し て 得 た 釣 は すべ て 4.c。 で , A 群 で は 28 頭 中 
tem logical relations of parasite state of Ancylosiomge 27 可 96.426 の 高 感染 率 を 示し , その 内 25 頭 は 両性 寄生 , 
ren- caninum, especially on the density effect of popu- 

lation (Department of Public Health, School of 1 頭 は 雌 単 独 寄 生 , 1 頭 は 雄 単 独 寄 生 で ご あつ た 。B 群 で 
Medicine, Chiba University) は 47 頭 中 38 頭 80.8 で , 内 25 頭 は 両性 寄生 。 11 頭 が 雌 単 
(27) 
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群 の 寄生 4.c. 数 の 度数 を 比較 の 百 分 に な 
な し て 第 1 図 に 示す 。 平均 A.c. 数 は A 群 28. 6 令 , B 和 群 


11 2 31 5 61 m1 91 101 
20 30 ho 50 60 70 80 90 100 

1 犬 当り 寄生 数 
第 1 図 各 群 別 寄生 虫 数 数 分 布 


独 , 2 頭 が 雄 単 独 寄生 で あつ た 。 
17.1 隻 で, 同一 地方 で 採取 し た 野犬 群 で も 標本 と ょ っ て 
寄生 率 お よび 寄生 濃度 の ば ら つ き が み ら れ た 。 永吉 ら の 
成績 (以下 永吉 群 と 略記 ) を 計算 し て 同 図 に 記入 し て み 
る と , A 群 と 比較 的 類似 の 度数 分 布 を 示し て いる 。 

雌 4.c. 内 の 虫 卵 状況 に と よ ょ つて , 大 有 凡 両 群 の 年 齢 組成 
(Age distribution) を 図示 する と 第 2 図 の 如く , 両 群 と 


A .B 
不 受精 卵 包 蔵 虫 体 ei% 
卵 末 成 虫 体 56% Dur% 


第 2 年 齢 組成 


も 分 包 蔵 虫 は 全体 に 対し て 約 90 で あり , 未熟 
包 蔵 乃 未 形成 虫 は 5 外 を 占め て いた 。 

2.。 寄生 部 位 

大 部 分 の 貝 体 は 粘膜 に 咳 着 し , 体長 の 中 途 又 は 全部 を 
粘膜 面 (粘液 も 含む う に 宰 入 し て いた 。 ee 
等 CUniform) に 分 布 し て いる と は 言い 難い が , 又 塊状 
(Clumped) 分 布 で も な い 。4.c. 数 が 少 eg 小 
腸 の 中 央 部 附近 に 寄生 し て 居り , 多数 に な る と 小腸 全域 
に て 場所 が 拡大 し , 更に ・ 大 腸 ま で 拡 が つ て 
いる 例 が ある 。 
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小腸 を 十二指腸 上 端 より 廻 腸 未 端 ま で 正確 に 8 等 分 
し , 上 部 か ら 順 に 1 乃至 8 まで の 番号 を 附 し て 寄生 部 位 
と し , 4.c. 数 順に 寄生 部 位 を 図示 すれ ば 第 3 図 の 如く 
で ある 。A.c. 数 が 10 食 まで は 寄生 範囲 が 小腸 上 端 より 
数 えて 部 位 3 ・4 ・5 ・6 の 略 小腸 中 央 部 に ある 。2・ 
30 令 以上 の 例 で は 大 体 小腸 全域 に 豆 つて 寄生 し , 中 間 の 
10 乃 至 20 令 の 群 で は , 小腸 中 央 部 より 上 部 又は 下部 に 偏 
つて 寄生 し て いる 。 小腸 の 長 さ と 寄生 数 , 寄生 部 位 と の 
間 に は 一 見 溢 関 が 認め らち られ な い 。 

各 例 毎 の 最高 寄生 部 位 の 度数 分 布 を 掲げ る と 第 4 図 の 
如く で ある 。 同 図 中 に 永吉 群 を 対象 に 描い た 。 A 群 28 例 , 
水 吉 GE し る 例 一 一 
に つい て 集計 し A 群 に お いて は 部 位 4 が 11 例 で 上 類 度 
高く , 部 位 52 
に 最高 を 示す 例 は な く , 略 左右 対称 の 分 布 で ある 。 永吉 
群 は 部 位 4 が 11 例 で 高く や 分 布 型 が 左 へ で 
いる 。A.c。 数 別に 1 ~19 令 , 20 の 二 に 群 別 す 
る と , A 和 群 永吉 群 と も 1 ~19 令 群 が , 分 布 型 は 左 へ 悼み , 
小腸 上 部 に 多数 寄生 部 位 が 偏っ つて いる と と が 伺わ れ た 。 

多数 寄生 例 を 数 例 と り 上 げ て , 1 犬 当 り の 寄生 4A.c. 
数 を 100 と し た 時 の , 部 位 別 寄生 数 百分比 を 第 5 図 に 示 
す 。A 和 群 で は 50 令 以上 寄生 の 5 例 で , No. 128, 129 が 
略 分 布 の 山 が 中 央 , No. 119, 127, 124 で は 分 布 型 が 
左 へ で いる 。 吉 群 で は No.83 が 中 央 No.1 は 左 
へ , No.2, 4 は 右 へ , No.5 は 左右 二 峰 性 を 
示し て いる 。 即 ち 統計 的 に みれ ば , 小腸 中 央 部 に 好適 部 
位 が ある が , 個々 の 例 に お いて 必ず し も 部 位 3 ・4 を 最 
高 と する 山 型 で は な か つた 。 

小腸 以外 の 消化 管 で 発見 され た 4.c. は 第 1 表 に 示し レ 
た 様 に 10 令 あつ た 。No. 108, 111 を 除く 8 例 は 発見 部 
位 に 又は 入 し て いた 。 部 に 4 , 大 腸 ・ 腸 部 
に 4 令 で , 雌雄 に 拘わら な い 。 貝 体 の 大 いさ は 雌雄 共 中 
等 度 以 上 で ある 。 し て 小腸 外 寄 生 例 は 群 中 の 多数 寄生 
例 で 生態 密度 (Specific or ecological density) が 比較 的 
か っ た 。 

83. 4A.c. の 性 比 

全 例 合計 雌雄 数 と つい て 性 比 ( 雌 / 雄 ) を みる と 第 2 表 
の , A 群 で は 1.5, B 群 で は 2.8 で ある 。 
対す る 回 帰 係数 は A 和 群 1.29, B 群 2.42 で あつ た 。 粗 密 度 
(Crude density) A 
で は 密度 が 小 な る 例 で は 性 比 が 大 , 密度 が 増す と 性 比 が 
小 と な つて いる 。B 群 で は むし ろ 和 密度 が 増す と 性 比 が 大 
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第 3 図 大 釣 虫 寄生 分 布 (A 群 ) 
第 1 


( 傍 の 番号 は 犬 番号 ) 
表 


生態 
犬 No. 寄生 銘 虫 数 犬 小 腸 1cm 当り 発 見 部 位 


発見 銘 虫 の 性 及び 大 いき (体重 ・ 体 重 ) 


108 12 0.08 大 腸 内 容 物 中 吸水 し て 膨 懇 大 型 , 虫 卵 (一 ) 
111 6 0.06 電 殺 前 日 の 排 洪 便 中 g 14.0mm 2.1mg 不 受精 卵 ( 二 ) 
121 24 0.09 育 腸 中 央 部 9 7.8mm 0.9mg 分 裂 卵 ( 十 ) 
123 36 0.18 盲腸 中 央 部 $8 7.5mm 0.7mg 

$8 6.2mm 0.4mg 

7.0mm 0.5mg 
124 50 0.31 2 $ 7.0mm 0.6mg 

大 9.1mm 1.0mg 不 受精 卵 ( 十 ) 

? 9.6mm 1.0mg 分 卵 ( 十 ) 
127 74 0.29 8.0mm 1.3mg 分 ( ) 


A 群 の 多数 寄生 例 5 例 につい て 寄生 部 位 別 性 比 を 第 
8 表 に 示し た 。 小腸 を 2 等 分 し て 夫々 の 性 比 を 計算 する 


と , 小腸 前 半 に 高く 後半 に 低い こと は な く , 更に 小腸 4 
等 分 性 比 で も , 変動 店 は 大 きく な る が , 一 定 の 傾向 は 認 
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634 【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 7 巻 ・ 第 6 与 
第 2 表 し 密度 が 0.05 以 下 の 場 合 は 虫 体 が 大 きく , 密度 が 高く な 
a る に つれ て 貝 体 は 小 と な り , 略 恒常 値 を 示す 。 即 ち 和 密度 
TT 5 が ある 程度 大 きく な つて も , 虫 体 の 大 いさ は 或 る 限界 以 
0 A 230 下 に 小さ く な ら な い 。 EPGPF は 前 者 と 趣 を 異 に し 
人 密度 が 小さ い 場 合 は EPGPF は 小さ く , 密度 0.075 
fs 2 3 こ お い て 最高 値 を 示し , 密度 の 増加 と 共に 減少 , 以下 恒 
常 値 を 示し て いる 。 雄 の 大 いさ は 密度 と 関わ りな く 同 一 
(A (8 ) の 値 を と つて 効果 は 見 られ な し 
教 
20 ho 60 80 , 200 20 ho 60 80 100 更に 寄生 密度 の 比較 的 高い 部 位 4 に 寄生 する A.c. の 
fe oi 平均 体重 ・ 体 長 を 雌雄 別に 算出 し , 生態 密度 と の 関係 を 
福 2oPF" 20 見 た の が 第 8 図 で ある 。 計 算 方 法 は 前 と 同じ で ある 。 雌 
oe な ks の 場合 は 体重 ・ 体 長 と も 上 述 の 傾向 と ょ く 合致 し た 密度 
a Pe 効果 を 示し た 。 即ち 生態 密度 の 小 な る 場合 は , 虫 体 が 大 
きく , が 大 に な る に 伴い 体 は 小さ く な り , る 恒 
常 値 を 示す 。 雄 の 場合 は 密度 の 大 小 に 貢 わ りな く 大 体 同 
策 6 図 寄生 多 虫 数 と 性 比 ー ー の 値 を 示し , 密度 効果 が 認め られ な い 。 
第 3 表 多数 寄生 例 た 3# け る 友 小 腸 各 部 位 た に 於 ける 性 比 (A 群 ) 
太 小 腸 四 等 分 各部 位 の 性 比 同左 二 等 分 性 比 
No. 全体 性 比 
1・2 3*4 7・8 1・2・3・4 5・6・7・8 
129 4:9(2.3) 39:42 (1. 1) 40 : 54 a. 0 7:9 (1.3) 43:51 (1.2) 47:63 (1.3) 90:114(1.3) 
119 5: 6 (1.2) 6(1.0 4:3 (0.8) 18:25 (1.4) 10: 9 (0.9) 28:34(1.2) 
124 4: 3 0.8 3: 9 (3.0 3 (1.5) 9:16 (1.8 5:12 (2.4) 14:28(2.0) 
字 は 3 : 内 は 
め ら れ な い 。 特に 部 位 3 ・4 , 5 ・ 6 に 性 比 が 高い と い 5. 寄生 部 位 と 虫 体 の 大 いさ お よび 雌 成 熟 度 
う 現 象 は 見 られ な か つた 。 寄生 密度 が , 虫 体 の 大 小 お よび 産卵 数 に 影響 を お よ ば 
4. 第 度 と 4.c。 の 大 いさ お よび 産卵 数 し て いる と 推定 され た の で , 更に 寄生 部 位 に ょ る 影響 を 
著者 の 1 人 町 田 は , 既に A.c. の 体重 ・ 体 長 お よび 産 。 検討 し て みた 。 各 例 の 小腸 部 位 別 ・ 雌 雑 別 平均 体重 ・ 体 


婦 数 に , 棲息 密度 効果 が 存在 する とこ と を 認め た 。 然し 密 
度 と し て 1 犬 の 寄生 4.c. 数 即ち 粗 密 度 を 用 いた の で , 
今回 は 寄生 4.c. 個体 群 が 実 際 に 棲息 する 有効 な 小腸 の 
長 さ を 浪 定 し て , 単位 長 さ 当り の 個体 数 即ち 生態 密度 を 
算出 し て 密度 効果 を 観察 し た 。 

小腸 1 cm 当り の 4.c. 数 と , 雄 お ょ び 成 就 敗 虫 の 体 
重 ・ 体 長 お よ ょ び 1 雌 当 り 尿 1 g 中 虫 卵 数 (Eggs per gram 
per femal 以下 EPGPF と 略記 , 産卵 数 の 推定 値 と す 
る ) の 関係 を 第 7 図 に 示し た 。 生態 密度 に よ ょ つて 各 例 を 
層 化 し , 層 毎 に 体重 ・ 体 長 ・EPGPEF を 平均 し て 作図 
し た 。 雌 で は 体重 ・ 体 長 は 極め て よく 類似 し た 曲線 を 示 


長 を 算定 し , それ を 用 いて 全 例 の 部 位 別 ・ 雌 雄 別 平均 体 
重 ・ 体 長 を 計算 し て 第 9 図 に 表わし た 。 雌 の 体長 は 部 位 
3838・4・5 が 大 きく , 下部 に な る に 伴い 小さ く な り , 体重 
に お いて も 部 位 4 に 最高 値 , 部 位 7・8 に 至 つ て 著 明 な 
低減 が 見 られ る 。 雄 は 雌 に 比 し , 小腸 下部 寄生 群 の 人 矯 小 
化 の 傾向 は 不明 有 瞭 で ある 。 参考 に 掲げ た 水 吉 群 の 体長 は 
著 明 な 部 位 差 を 示し て いる 。 因みに 永吉 群 は な , 全 4.c. 
を 寄生 部 位 毎 に 層 別 し て 平均 体長 を 算出 し て いる 。 
多数 寄生 例 の 部 位 別 ・ 雌 雄 別 平均 体重 ・ 体 長 を 第 10 
図 に 示し た が , 小腸 下部 寄生 群 の 体重 ・ 体 長 の 矯 小 化 
は No. 129, 128, 127 に 明瞭 で , No. 119, 124 の 如く 
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小腸 1cm 当り の 寄生 数 
第 7 図 生態 犬 の 体重 ・ 体 長 ・ 産 卵 
数 (A 群 ) 


著 明 で な い 例 も 存 し た 。 

性 器 内 包 蔵 に つい て の 観察 所 見 を 寄生 部 位 別 
に 整理 する と 第 4 表 の 如く と な つた 。 貝 卵 包 蔵 の 分 類 は 
下記 の 如く 行 つ た 。 卵細胞 が 分 割 ず に 充満 し て 
いる が , 形態 学 的 に は 成 熟 し て いる 卵 を 仮に 不 受精 卵 
と 呼ん だ 。 雌 単独 寄生 例 で は , 雌 虫 体 が 大 きく と も か か 


m 

A 

6 よ 
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重 
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小腸 1cm 当り 寄生 数 
第 8 図 生態 小腸 第 4 部 位 寄 生 
体重 ・ 体 長 (A 群 ) 


る 貝 卵 が 見 出さ れる 。 形態 的 に 卵 明 が 薄く , 卵細胞 は 充 
満 像 , 卵 形 が 小型 又は 不 整 , 上 記 不 受精 は 明 
に 区 別 され る 卵 を 未熟 婦 と 称し た 。 性 器 内 に 卵 が 存在 せ 
ず , 貝 体 が 発育 不 充 分 で , 一 見 未熟 駿 虫 と 思わ れる 貝 体 
未 形成 と し た 。 未熟 卵 包 蔵 虫 と 未成 虫 を 未熟 
雌 虫 と し た 。 体重 ・ 体 長 は 大 きい が , 体内 臓器 が 黒色 で 
て いて , 性 器 内 に が 認め らち られ が 全 例 中 1 
信 っ つた 。 は と し て 上 記 未 形成 と 区 別 
寄生 の 多少 に と ょ り 三 群 に 層 化 し て みる と , 1~9 令 群 
で は 当然 の こと な が ら 不 受精 卵 包 蔵 雌 虫 の 割合 が 極め て 
高く , 10~19 令 群 で は 他 和 群 よ り 比 較 的 未熟 雌 虫 が 多い 。 
寄生 部 位 は , 1 ~ 9 令 群 で は 不 受精 卵 包 蔵 雌 虫 も , 又 1 例 
の 虫 卵 未 形成 雌 虫 も 小腸 中 央 部 に 寄生 し て いた 。 10~19 
群 で は , 不 受精 包 蔵 お ょ び 未 は 部 位 4 以 
下 に 寄生 し て いた 。20~ 隻 群 で は 不 受精 卵 包 蔵 駿 虫 は 全 
部 位 に 寄生 し 未熟 敗 虫 は 部 位 5 以下 に 寄生 し て いた 。 
下部 寄生 4.c.。 の 侯 小 化 の 現象 は , 未熟 雌 虫 の 下部 寄 
生 に ょ つて , その 一 部 は 説明 され る 。 
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1 2 5 6 
腸 部 位 


3 5 6 7 8 
犬 小 腸 部 位 
9 図 小腸 部 位 別 の 体重 ・ 体長 平均 値 (A 群 ) 


小数 寄生 例 に お ける 不 受精 卵 包 滅 お よび 未熟 雌 虫 は 共 
に 比較 的 虫 体 が 大 型 で あつ た 。 


1。 寄生 率 ・ 寄 生 釣 虫 数 お よ びび 年 齢 組成 

農 村 で ある 五井 保健 所 管内 の 野外 に する 
の 大 多数 が Ac. の 感染 を 受け て いた が , 1 和 宿主 当り 
寄生 数 は 概ね 少数 ご あつ た 。 人 人族 的 に 犬 に 4.c. を 感染 
な し め た 先 人 の 業 忠 を 参考 する と , 寄生 数 数 百 。 王 を 算 
する 場合 が 多い 。 感染 の 機会 を 考慮 に 入れ る 必要 が ある 
が , 自然 感染 犬 で は 免疫 力 が 強く 働い て , 感染 の 巾 に 比 


(.32 


| 
m 
g 
} 
13 
4 
11 
£ 
m 
| m 
| 8 A 
| 
・ 
| | 
| | 
| 
| 
| 


昭和 33 年 12 月 (1958)] 


22 し て 感染 濃度 が 

20| 29 に 止ま つて いる と 推定 

され る 。 寄生 数 の 

16 a 本 界 は 4.c. の 病害 性 か 

ら 制 約 を 受け て いる と 

考え られ る 。 即 ち 厚 

感染 犬 は 比較 的 早く 

g 08 128 し , 生 犬 を 捕獲 て 

調査 し た 場合 は 調査 

a れ と な る と と を 考慮 す 
る 必要 が ある 。 

雌 虫 の 年 齢 組成 を 体内 

12 34 56 "78 虫 卵 の 成熟 度 に ょ つて 

犬 小腸 部 位 層 別 する と , 約 90% は 

分 包 蔵 で , 未 

就 卵 包 蔵 お ょ び 卵 未 形 

成 の 未熟 は 5 2 

外 で あつ た 。 通常 未 

7 雌 虫 の 出現 は , 新 感 染 

a 6 の 存在 を 仮定 させ る 。 

m 5 犬 捕獲 は A 群 が 2~6 

k 月 ,B 群 が 1~38 月 で , 

の 仮定 が 正しけれ ば 冬 

季 に お いて も 新 感 染 が 

kt 僅か な が ら 起 つて いる 

第 10 図 多数 寄生 例 に 見 れる 。A 群 で 

けり る 小腸 部 位 別 の 鋼 虫 体 は 採取 月 日 順に A.c. 


REE 数 が 増加 し て いる が , 


新 感 染 が 始ま つた と する な ら ば , 未熟 雌 虫 出現 率 も 高く 
な る べき と 思わ れ た 。 然るに A・B 和 群 ほ ゞ 同率 で , 採取 
月 日 順に 未熟 虫 出現 率 が 増加 し な か つた 。 一 方 密度 効 
果 に ょ る 発育 の 遅延 と いう と と も 考慮 すべ き と 推 定 さ れ 
る 。 未熟 駿 虫 に つい て は 今後 の 検討 に 修 つ 。 

2. 寄生 部 位 

森下 (1955) は 実験 的 に 4A.c. を 犬 に 感染 させ た 例 で 
は , 雌雄 の 集団 が 1.5~10cm 間隔 に , 数 個 又 は 十 数 個 
小腸 壁 に 吸 閉 し て いる の が 常 で ある と いう 。 我々 の 観 宗 
で は 集合 する 傾向 は 認め られ ず 機 会 的 Crandom) に 分 布 
し て いた 。 避 ち らく 生体 内 で は 寄生 部 位 は 固定 し て いる こと 
と な く 常 に 或 る 範囲 内 で 移動 が 行わ れ て いる と 思わ れ 
る 。 我々 が 断面 的 に 観察 し た 寄生 部 位 は , 寄生 A.c. 数 
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の 増加 に 伴 つ て , 小腸 の 中 央 部 より , 順に 小腸 全域 に 
か つて 棲 候 範 囲 が 拡大 し レ て いた 。 とこ の 現象 は , 宿主 個体 
内 に お いて 寄生 数 が 増加 する 場合 の 4.c. 個体 群 の 生 
長 過 程 を 推測 せしめ て 甚だ 興味 が ある 。 自 由 に 寄生 部 位 
を 選択 出来 る 少数 寄生 の 場合 に , 小腸 中 央 部 に 寄生 し て 
いる の で , と の 部 か ら す つき (Establishment) が 始ま 
る の で あら 5 う 5 。 

水 吉 ら (1956〕 は 全 小 腸 を 8 等 盆 し て , 部 位 8・4 を 
好適 寄生 部 位 と し , 西 (1986) は 小腸 の 中 央 部 に 寄生 数 
が 最も 多い と 述べ た 。 又 両氏 共 多 数 寄生 の 場合 は 寄生 箇 
囲 が 小腸 全域 に 豆 る こと を 観察 し た 。 我々 の 成績 も 全く 
同様 で ある 。 最高 寄生 部 位 の 度数 分 布 図 に よれ ば 部 位 4 
を 最 頻 数 と し , 左右 殆 ん ど 対 和弥 で あつ た 。 

A.c。 に と つて 小腸 全域 は 棲息 可能 の 庫 境 で あり , 更 
に 少数 な が ら 大 腸 ・ 胃 に も 棲息 し て いた 。 小腸 以外 の 異 
所 寄生 報告 例 は , 我国 で も 人 釣 虫 と つい て 福井 (1935), 
平尾 (1938), 石井 1949) 等 が ある 。 森下 (1955 う は 
十二指腸 又は 大 腸 に 寄生 する こと は 稀 で ある と 人 述べ, 庄 
(19386) は 4.c。 に つい て 調査 犬 44 例 中 34 例 に 大 腸 寄 生 , 
26 例 に 盲腸 寄生 を 証明 し た 。 西 の 成 績 を 検討 し て みる 
と , 寄生 4.c. 数 79 ~1354 令 の 実験 的 径 口 感染 犬 30 例 中 
28 例 (9822) に , 又 7 ~213 令 の 自然 感染 犬 14 例 中 6 例 
(4326) に 之 を 認め て いる 。 後者 の 6 例 の 4.c, 数 は , 
28,。 50,。 50, 68, 86, 141 隻 で あつ た 。 即 ち 大 腸 部 寄生 
は 多数 寄生 群 に 話 々 起 つ て いる 。 河野 (195⑦) は 4&4.c. 
に つい て 小腸 外 大 腸 部 寄生 は 異例 的 で ご な いと いう 。 我々 
の 成績 で は 27 例 中 8 例 (112%2) で , 夫々 24, 36, 50 令 寄 
生 で あつ た 。 

胃 部 寄生 例 に つい て は 従来 の 文献 に と 明らか で な い 。 六 
々 の 調査 で は 27 例 中 2 例 (2%) で , 50, パ 4 令 寄生 例 に 
見 出さ れ た 。 体 中 央 大 し て いた の で , 
部 を 棲 和 師 場 所 と し て いた と 考え られ る 。 上 述 の 如く 小腸 
外 寄 生 報 告 例 の 成績 が 区 々 で ある が , 特に と の 場合 は 寄 
生 和 密度 を 規定 し な いと 直ちに 比較 する こと と は 出来 な い 。 

寄生 部 位 の 観察 で は , 宿主 の 死後 観察 まで の 間 に 寄 生 
釣 虫 が 平素 の 生理 的 移動 の 範囲 より 大 きく 移動 せこ と と 
が 必要 で ある 。 我々 は 次 の 諸点 より , 今回 の 成績 で は 移 
動 は あぁ ち つ た と し て も , さして 大 きい と は 考え て いな い 。 
即ち 第 一 に 解剖 時 虫 体 は 生存 レ 大 部 分 は 腸 粘 膜 に 咳 着 宰 
入 し て いた 。 第 二 に 解剖 時 腸 粘 膜 上 を 移動 する 虫 体 は 一 
例 も な か つた 。 第 三 に 4.c.。 は 一 定 温度 域 に 棲息 し て い 
て , 適応 温度 範 田 が 狭く , 運動 が 制限 され て いた と 思わ 
れ た 。 そ の 点 に 就 い て 西 (19883) に ょ れ ば , 生体 外 に と 
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り 出 され た 4.c。 の 運動 は , 環境 温度 に 制約 され , 88~ 
40'C で 活 運動 30C で 緩徐 ,20C で 静止 状態 に な る 
と 云う 。 本 調査 は 気温 20C 以 下 で 行わ れ , 犬 の 死後 直 ち 
に 腸管 を 取り 出し た の で , 4.c. の 外 囲 の 温度 は 必ず 20°C 
以下 に 保 た れ て いた 。 

3。 A.c. の 性 比 

Herrich (1928) は 感染 実験 に お いて A.c。 の 性 比 は 
1.16 で ある と し , 水 吉 ら (1956 う は 自然 感染 犬 に て 1.6, 
西 (1986) は 経口 感染 で 1.14, 自然 感染 犬 で 1.30 と 
べた 。 々 の A 群 は 1.5。 BB 群 2.8 で 永吉 群 の 性 比 に 近 
い 。 この 数 例 の 報告 に よれ ば 自然 感染 犬 に 性 比 が 大 で あ 
る 。 

寄生 密度 と 性 比 の 関係 に つい て , 永吉 ら (1956) は ン ツ 
ビニ = 釣 虫 , 犬 釣 虫 で は 一 宿主 当り の 寄生 数 が 増大 し て も 
性 比 に 変化 は 認め られ な い が , アメ リカ 釣 虫 で は 寄生 数 
1000 隻 以上 の 場合 に 性 比 が 大 と な る と 述べ た 。 又 犬 釣 虫 


・ で は 腸管 内 の 部 位 に ょ つて , 寄生 密度 の 高い 部 位 程 性 


比 が 大 と な る の で , 性 比 に も 密度 効果 が 認め られ る と 云 
う 。 更 に 古く , 西 (1986) は 小腸 部 位 別に 性 比 が 異 る と 
と を 指摘 し , 上 部 に 性 比 大 と な り , 下部 に お いて 1 に 近 
くる と し た 。 

我々 の 成績 で は , 寄生 密度 お よび 寄生 部 位 に こ ょ る 性 比 
の 変化 に 一 定 の 傾向 が 認め 難く , 密度 効果 の 存在 は 明 ら 
か で な か つた 。 今後 観 祭 数 を 増し て 検討 し て 行く べき と 
思わ れる 。 

4.。 和 密度 と 4.c。 の 大 いさ お ょ び 産 卵 数 

生態 学 の 祝 域 で は , 個体 群 の 棲息 密度 の 高低 に に ょ っ 
て ,。 その 属す る 個体 の 形態 お よび 生理 が 強く 影響 され る 
と と が , 各種 の 動物 に つい て 明らか に され つつ ある 。 特 
に 閉鎖 空間 に 棲 息 す る 釣 虫 に と つて は , 密度 の 影響 を 強 
く 受 ける と 思わ れる 。 既に 町 田 (1957) は , 4.c。 に つ 
いて 粗 和 と ・ 体 ・ 体 長 ・ 産 の 間 に 和 密度 効果 


を 認め , 水 吉 ら (1956) は 同じ く A.c。 に つい て 体長 に 


Allee 型 の 密度 効果 を 認め た 。 我々 は 生態 密度 と 体重 ・ 
体長 ・ 産 卵 数 と る の 関係 を みた が , 雌 で は 体重 ・ 体 長 共 に 
秘 度 の 増大 に 伴 つ て , 虫 体 の 人 矯 少 化 が 見 られ , 密度 が 0 
1 以上 に な る と , 貝 体 の 大 いさ は 略 恒常 値 を 示し た 。 氷 
吉 等 の 体長 に 現われ た 密度 効果 は , 最適 密度 の 存する 
Allee 型 で ある が , 六 々 の 成績 で は 最適 密度 の 見 られ な 
い Drosophila 型 に 近似 し た 。 雄 で は 密度 効果 が 明らか 
に 認め られ な か つた 。 

それ に ひき か ええ 産卵 数 は 密度 が まばら すぎ (Under- 
crowding) て も , こみ あい すぎ (Overcrowding) で も 小 
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と な り , 生態 密度 0.75 で 最高 値 を 示し た 。 即ち Allee 
型 に 近似 され る 。 

以上 要する に , 生態 密度 が 小 な る 時 虫 体 の 大 いさ は 充 
分 大 きく 発育 する 。 即 ち 和 密度 は 支援 的 に 働く 。 と ころ が 
虫 体 数 が 少 い の で , 性 比 に 歪み が 生じ た り , 或 は 雌雄 の 
年 齢 組成 の 適当 な 平衡 を 失う こと が 多い の で , まばら す 
ぎ は 産卵 数 に 対し て 制限 要因 と な る と 考え られ る 。 

水 吉 ら (1956 ) う は 又 好 適 寄 生 部 位 に 寄生 する 4.c. の 体 
長 は , その 部 位 の 寄生 密度 の 効果 を 制限 的 に 受け Allee 
型 を 示す と 云う 。 我々 は 一 宿主 当り の 生態 密度 と 部 位 4 
の 寄生 虫 体 の 体重 ・ 体 長 の 関係 を みた 。 雌 で は Droso- 
phila 型 密 度 効 果 が 認め られ , 雄 で は 体重 ・ 体 長 と も 秒 
度 に 関わ りな く 一 定 値 を 示し , 密度 効果 は 明らか で な か 
っ 

5.。 寄生 部 位 と 虫 体 の 大 いさ お ょ び 雌 成熟 度 

寄生 部 位 別 体重 ・ 体 長 を 算出 し て 之 る と , 雌 に お いて 
は 小腸 上 部 , 特に 部 位 8 ・4 に 最高 値 を 示し , 下部 に な 
る に 従い 虫 体 は 小さ く , 雄 で は 部 位 差 が 不明 上 で あつ 
た 。 水 吉 ら (1956) の 部 位 別 体長 は , 部 位 差 が 雌雄 共に 
明瞭 で , 然 る 虫 体 が 大 きい 。 之 は 体長 測定 法 に 差異 が あ 
つた 為 も ある と 考え られ る 。 

我々 の 多数 寄生 例 で は , 下部 寄生 釣 虫 の 公 少 化 が 著 明 
の 場合 と それ 事 著 明 で な い 例 が あつ た 。 

部 位 別 に 雌 体 内 包 蔵 卵 の 成熟 度 を みる と , 未熟 雌 虫 の 
寄生 部 位 が , 密度 小 な る 群 で は 小腸 中 央 部 に も 見 られ , 
密度 大 な る 群 で は 部 位 5 以下 で あつ た 。 未熟 敗 虫 は 新 感 
染 虫 体 で ある と いう 仮定 に 立て ば , 密度 が まばら の 時 に 
は 新 感 染 虫 体 の すみ つき は 小腸 中 央 部 の 好適 寄生 部 位 こ 
始ま る が , 第 度 が 大 と な る に 従い 好適 寄生 部 位 は 先住 
の 釣 虫 と よ つ て 占め られ て いる の で , 比較 的 密度 の 小さ 
い 小 腸 下 部 に と すみ つく の で は な いか と 考え られ る 。 か さく 
し て 棒 候 範囲 が 順に 拡大 し て 行く の で あろ 5 う 。 但し 個体 
群 の 生長 発育 に 関す る この 想定 は , 上 人 述 の 仮定 に 立つ て 
いる の で , 既 述 し た 様 に 密度 効果 の 一 つと し て 上 成熟 の 遅 
延 と いう 現象 が 存在 すれ ば 更に 検討 を 加え る べき で あ 
る 。 

ほ 本 論文 で は , 犬 小腸 に 寄生 する 犬 仙 虫 (Toxocara 
canis) , 人 実 CDipylidium _caninum), マン ソン ン 
頭 条 CD hyllobothrium mansoni), 犬 虫 CTrichuris 
wlpis) の 各種 個体 群 聞 の は た らき あい (Interaction) 
に つい て は 全然 ふれ て いな い が , 4.c, の 寄生 々 態 に お 
よぶ 異種 個体 辞 の 影響 は 無視 出来 な いと 思わ れる 。 

叉 宿主 の 免疫 力 ・ 抵 抗力 等 の 影響 に つい て も 何ら ふれ 
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る こと と が 出来 な か つた 。 

千葉 県 五井 保健 所 管内 で 捕獲 し た 野犬 の , 消化 管 を 解 
凍 し て 寄生 せる 犬 釣 虫 を 採取 し , その 寄生 生態 を 観察 し 
て , 次 の 結果 を 得 た 。 

1. 該 地 区 野犬 の 犬 釣 虫 寄生 率 は , 極め て 高 率 で 9022 
前 後 を 示し た 。 平均 寄 生 虫 数 は 20 令 前 後 の 稀 薄 感染 で あ 
つた 。 虫 の 年 齢 組成 は , 分 列 包 蔵 虫 が 約 90。, 
包 蔵 お よび 未 形成 虫 は 約 5 で あつ た 。 

2. 犬 釣 虫 の 寄生 部 位 は , 寄生 数 が 小 な る 場合 は 小腸 
の 略 中 央 部 に , 寄生 数 が 痢 次 増加 する に 伴 つ て , 小腸 全 
域 に 棲息 範囲 が 拡大 し , 時 に は 大 腸 部 お よび 胃 部 寄生 が 
認め られ た 。 全 例 を 通じ て 最高 寄生 部 位 は , 小腸 8 等 分 
の 部 位 4 で あつ て , 従来 の 報告 と 一 致し た 。 

83. 犬 多 虫 の 性 比 は 1.5 よ り 大 きく , 従来 の 報告 に 比 
べ て や や ゃ 高 か つ た 。 寄生 密度 と 性 比 。 寄生 部 位 と 性 比 の 
問 に は , 夫々 特定 の 関係 は 認め られ な か つた 。 

4。 雌 釣 虫 の 体重 ・ 体 長 に は , 生態 密度 効果 が 認め ら 
れ , その 型 は Drosophila 型 で あつ た 。 に は 生態 
密度 効果 は 認め られ な か つた 。 EPG PF に は Allee 型 
の 密度 効果 が 認め られ た 。 

5.。 好適 寄生 部 位 と し て の 部 位 4 に お ける 雌 釣 虫 の 体 
重 ・ 体 長 も 同様 の Drosophila 型 の 生態 密度 効果 が 見 ら 
れ た 。 同 部 位 の 雄 釣 虫 で は 生態 密度 効果 は 認め られ な か 
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6. 寄生 部 位 別 の 体重 ・ 体 長 を 算出 する と , 雌 釣 虫 で 
は 部 位 4 が 最も 大 きく , 下部 に な る に 従い 虫 体 が 矯 小 と 
な つて いた 。 雄 釣 虫 で は 部 位 差 が 雌 よ り 不明 瞭 で あつ 

7。 未熟 雌 虫 は 少数 寄生 の 場合 は 小腸 中 央 部 に も 発見 
され た が , 密度 が 大 な る 群 で は 部位 5 以下 に 発見 され 
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8. 以上 の 成績 より 閉鎖 空間 に すむ 犬 の 形態 お 
び 生 理 に 明らか な 密度 効果 が 認め られ , 且つ 犬 釣 虫 個体 
群 の 生長 発育 の 型 を 類推 する 手がかり が 得 ら れ た と 思わ 
れる 。 

稿 を 終る に 際 し , 御 指導 御 校閲 を 賜 わ や つた 柳沢 利 喜 雄 
教授 に 深く 感謝 申 上 げ ま す . 又 御 援助 を 賜 わ や つた 五井 保 
所 並び に 当 教 伊 佐 夫 氏 に 感謝 上 ま す . 
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Summary 


Fundadamental studies relating to the population 
of hookworms in their host’s gastro-intestinal tract 
are of interest ecologically and underlie the ap- 
proach to many practical problems such as treatment 
of hookworm disease. Present investigations were 
carried out on dog hookworms, Ancylostoma caninmum 
which were removed from stray dogs caught within 
jirisdiction of Goi Health Center, Chiba Prefecture. 
The results obtained were as follows : 

1) Of 75 dogs examined, 65 (88%) were positive 
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for hookworms in their tracts. Average number 
of worms found in a dog was about 20 individuals. 
Segmented eggs were contained in 90% of all female 
worms collected and unsegmented and no eggs were 
done in 5% of them. 

2) Distribution of the worms in the tract of the 
host was limited to the central part of small in- 
testine when the population density of the worms 
was low whereas it was extended to even the 
stomach and large intestine when the density was 
high. 

3) The effect of ecological density of female 
population upon their body weight and length in 
dog hookworms was similar to that in fruit fly 


【 寄 生 学 雑誌 ・ 第 7 巻 ・ 6 


larvae (Drosophila larvae) and Allee’s principle was 
also true in the case of the effect on the number 
of eggs laid in a gram of feces by a female worm. 
In the males no effect of their density on the body 
weight ane length was recognized. 

4) Out of the means of body weight and length 
of worms collected in various parts of gastro-intes- 
tinal tract, maximum mean was found in the upper 
4th part of the small intestine divided into eight 
portions. Worm bodies found in lower part of the 
intestine became smaller. In the case of high 
population density of hookworms immatured females 
occurred in the lower part of the intestine, 
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ラブ ヂ デ チ ス 類 に よる 尿 線 虫 症 の 集団 発生 例 に つい て 


林 * 佐々 学 * 


伝染 研究 所 寄生 研 究 部 
伝染 病 研究 所 臨床 研究 部 
吉武 
診療 所 
( 昭 稿 33 年 4 月 24 日 受領 ) 


東京 都 の 東北 部 , 荒川 土 堤 に 接し た 低 湿 地帯 で , 1957 
年 の 8 月 か ら 5 月 に か け て , 原 線 虫 症 が 多発 し た 。 発見 
Re 荒川 区 尾久 に 診療 所 を 持つ 吉武 が , を 
る 一 患者 の 尿 沈 湾 に 微小 な 線 虫 体 を 見 出し , ある い は 
フイ ラリ ア か と の 疑 で , 伝 研 寄生 虫 部 ! ii 
始ま る 。 その後 の 調査 で 同様 の 計 7 例 を 
る と と が 出来 た 。 い づれ も Rkabditis に 属す る 一 種 の 線 
の 幼虫 また は 同時 に 尿 中 に 検出 され , 血尿 そ 
の 他 何ら か の 尿 路 炎症 症状 を 呈し , し か も 短い 期間 に か 


な り 限 局 し た 地域 か ら 続 発し , ee oor oa 


を 呈し た 点 で 興味 ある 例 と し て こと と に 概 略 を 報告 する 
沿 Rhabditoidea 上 科 に 属す る , いわ ゆる 自由 生 ? 攻 性 
の 線 虫 類 が , いま まで 人 体 尿 路 系 か ら 見 出さ れ た 事例 は 
外国 で Rhabditis pellio (Schneider, 1866), Diplogaster 
lirata(Schneider, 1866), Turbatrix aceti( Miiller 1783 ), 
Rhabditella axei (Cobbold, 1884) 等 が 報告 され , また 
か つて 大 黒 に より 台 落 で 見 出さ れ , 横川 に より 同定 報告 
され た Diploscapter coronata (Cobb, 1893) の 例 が ある 
が , 日 本 内 地 で は いま だ 報告 が な く , ま た 本 種 Rhkabditis 
は 上 記 の いづ れ と も 異な り , 尿 線 虫 症 の 新 し い 種類 と し 
て 追加 する 次 第 で ある 。 tai 第 17 回 日 本 寄 
上 会 東日本 支部 大 会 で 発表 し た 
* SHIGEO HAYASHI, * MANABU SASA, * RYUKO 
SHIRASAKA, * ATSUNORI TAKATA, **SANSHI 
OTANI, ** KAZUTA FUKAYA, ** YUTAKA, SU- 
GIMOTO & *** YUKI YOSHITAKE: Studies on 
an outbreak of urinary nematodiasis due to Rha- 
bditis sp. (* Department of Parasitology, Institute 
for Infectious Diseases, University of Tokyo. ** 
Department of Clinical Research, Institute for In- 
fectious Diseases, University of Tokyo. *** Yoshi- 
take Clinic, Arakawa-ku, Tokyo) 


本 線 虫 症 の 発生 状況 並び に 躍 体 の 検出 に つい て 


1957 年 の 3 月 上 旬 か ら 5 月 上 旬 に わた つて 発生 し , 大 
部 分 が 前 記 荒 川 区 の 尾久 地帯 に 居住 し , 一 部 隣接 の 北 区 
に わた つて いる 。 組織 的 に 住 尾 の 検査 を 行 つ た わけ で は 
な い の で , 実際 に は 更に 多数 の 感染 者 が あつ た か ぁゃ も 知れ 
な い が が , 我々 の 確認 し た 7 例 に つい て その 概要 を 第 一 表 
こ 示 し た 。 7 例 中 5 例 が 婦人 で , 男 は 2 例 で あつ た 。 年 
齢 は 20 才 の 若い 女性 を 除き , 婦人 は すべ て 中 年 な いし 老 
年 に 導 し た も の ば か り で あつ た が , 2 人 の 男 は いづ れ も を も 
34, 35 才 の 壮年 で あつ た 。 職業 も 特に 本 症 と 関連 が ある 
と は 思え な い 。 発病 時 は 例外 な く 発 熱し (時 に 3839°C を 超 
す 場 合 も あつ た ) 疲労 感 , 悪心 頭 境 , 腰痛 等 の 症状 を 
伴う 場合 が 多い 。 貝 体 検 出 時 の 尿 所 見 は 混濁 , 赤血球 , 
白血球 を 認め , 多く 脱落 上 皮 細 胞 , 円 柱 を 混 じ て いた 。 
血 尿 は 著しい 場合 が あぁ あり, 後に 堅 結 核 の 合併 を 証明 され 
た 症例 No. 1 に お いて は 殆 ん ど 純 粋 の 血液 を 排出 , 又は 
多量 の 血 塊 を 混 じ た 。 残念 な が ら 貝 体 検 出 時 の 尿 の pH 
に 関す る 記録 は な い 。 

合 症 例 と も , 発病 の 初期 に 尿 沈 湾 中 に 線 虫 幼虫 が 見 出 
され た 。 貝 体 は 後述 の 如く 体長 が 314zm か ら .6304 に わ 
に る が , 総 て 幼虫 の 時 期 の も の ば か り で あり , 患者 に ょ 
っ て は その 後 虫 卵 を 排出 し た も の も ある が , 成虫 は 1 鹿 
も 見 出さ れ な か つた 。" 例 中 3 例 は 夫々 翌日 , 3 日 目 , 
12 日 目 に 更に 虫 卵 また は 幼虫 が 再 検出 され , 更に 他 の 1 
例 で は 13 日 目 , 14 日 目 と 合計 3 回 に 夫々 幼虫 が 検出 出来 
た 。 検出 虫 体 数 は 最少 1 隻 か ら 最 も 多く て 7 隻 に 達し レ 
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症例 の 臨床 的 記 勿 
症例 1 O 田 〇 子 20 
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第 1 表 尾久 地区 に 発生 し た 尿 線 虫 症 


1 子 尾久 6 1957, 中 


2 間 O ょ O 北 , 堀 船 な し 1957,4, 中 
3 O>O 〇 尾久 6 な し 1957,4, 上 
4 O 池 ミ O 尾久 6 な し 1957,3, 上 


5 O 蔵 荒川 尾久 6 書籍 販売 1957,5, 上 


6 福 OO 北 区 上 中 里 豆 業 1957,3, 中 


荒川 尾久 6 な し 1957,4, 中 


約 10 年 来訪 川 区 尾久 6 丁目 に 在住 , 生来 著 患 を 見 て い 
な い が , 約 8 年 前 一 過 性 血尿 が あつ な た そう で ある 。 

昭和 32 年 4 月 中 旬 よ り 血 尿 , 下腹 痛 , 腰痛 等 を 訴え , 
貧血 を 指摘 され た 。 4 月 27 日 悪寒 を 訴え て 医師 を 訪れ 血 


氷 中 より 線 虫 効 虫 2 匹 を 発見 され た 。5 月 6 日 の 原 検 査 


で は 虫 を 見 な か つた が , . 8 日 に は 再び 同じ 虫 8 底 を 見 出 

され た , 止血 剤 , 輸血 等 の 治療 を うけ て いた が , その 後 
も 血尿 が 続く の で 13 日 伝 研 附 属 病院 に 入院 し た 。 

入院 時 顔色 が 蒼白 で あり , 胸部 に は 異常 所 見 を 認め な 
か つた が , 上 腹部 触診 ご より 右 腎 と 思わ れる Ballottement 
( 十 ) の 星 痛 を 触れ , 呼吸 時 固定 する 事 が 出来 た 。 血尿 
は 恒 に 閉 明 で , 時 に 血 塊 を 混 じ て いた 。 し か し レ し 尿意 上 類 数 
排尿 痛 は 認め な か つた , 血 庄 174 一 106 mmHg, 血 沈 1 
時 間 47mm, 赤血球 180 万 40 22、 血球 6000。 
液 像 に は 著 変 を 見 な か つた 。 又 胸部 文 線上 , 右 肺 門 リン 
ペ 腺 の 石灰 化 像 を 認め た 。 出血 時 間 7 分 。 凝固 時 間 開 始 
4 分 30 秒 , 終了 15 分 。Rumpel-Leede ( 十 ) 

P SP 試験 で は 15 分 25%, 2 時 間 75%2 を 排 洪 , 正 常 で 
っ た り 勝 腕 の 殆 ん 
出血 を 認め , 右側 尿 管 口 は 10 分 経つ て も Indigo の 排 洪 
を 見 ず , 左側 か ら は 5 分 で 排 洪 が 始ま つた 。 又 , 経 静 脈 
に より , 左側 は 正常 を 見 た が , 右側 は 30 
分 後 も 全く 造影 され な か つた 。 

入院 と 共に , 
核 菌 の 培養 を 行 つ た 。 し か し こ 発見 出来 な か つ 
た 。 夜 間 よ し て 検索 し た 
が , これ も 全く 虫 は 陰性 で あつ 

アド ナ ,。 ルチン , ナラ フチ オニ = ン 人 等 を 使用 し , 輪 血 を 行 


腹痛 


血尿 , , 悪 感 , 発 RE WW Ep+ 27/IV 2( ) 
熱 , 下腹 痛 , 腰痛 8/V 3( 幼 虫 ) 
発熱 , 頭 , 関節 痛 , RH Wi+ 6/V 幼虫 
めまい , 疲労 感 , 気 , 2/IV 
発 腰痛 , 尿 
悪 感 , 発熱 , 悪心 , 10/ 
吐 , 腹痛 , 腰痛, + 11/IV 

= RH, Wt+, + 12/ V 7 (幼虫 ) 

血 Cylt. 8/V 1 ) 


Ep , 


つて 血 の 回 復 を 計り , 輸血 総量 4700cc 赤 487 , 
Hb 90% と な つた 時 , 精密 検査 の 目的 で 泌尿 器 科 に 転 科 
し た 。 後に 到 り , 尿 沈 湾 か ら の 結核 菌 培 養 陽性 の 成績 
を 得 た 。 

症例 2 間 〇 ょ 〇 66 才 

昭和 32 年 4 月 し ば らく 溢 城 県 真 光 郡 に 赴 い た 外 は , 30 
年 6 月 より 北 区 堀 船町 4 丁目 に 在住 , 5 年 前 卵巣 雷 腫 の 
手術 を 受け た 外 , 傾向 等 が ある 。 

4 月 20 日 咽頭 痛 , 関節 痛 を 伴 つ て 89.5°C に 発熱 レー 旦 
下 熱 し た が , 5 月 1 日 88.0°C に 発熱 し た の で 医師 を 訪れ 
た 。2 日 88.5°C, 結節 性 紅 発疹 を 生じ た 。 3 
日 に は 尿 混 を 乳 麻 様 の 外観 を た 由 で あ 
り ,。 そ の 際 軽 度 排 尿 回 数 増加 を 見 た が , 排尿 痛 は な か つ 
た 。 6 日 の 尿 検査 で 線 虫 功 虫 を 発見 され た 。 7 日 夜 耳 課 
血液 濃 共 禁 本 を 作製 し た が フイ ラリ ア 仔 虫 を 発見 し な か 
つた 。 上 ( 士 ), 沈 白 血球 ( で あり , 外 に 
の 卵 と 思わ れる も の が 見 られ た 。 よ つて 5 月 11 日 当 院 に 
入院 し た 。 

入院 時 顔色 や や 蒼白 で あり , 全身 億 人 怠 感 を 訴え た 。 両 
下肢 伸 側 に 硬 結 を 億 つた 5 X 5 mm 乃至 25 X25mm 大 の 
紅斑 を 数 個 宛 認め , 局所 に 商 痛 を 訴え た 。 尚 発赤 を 伴わ 
な いで 硬 結 と 軽い 色素 沈着 の ある 同 大 の 部 分 を 2, 8 ケ 
所 認め る と と が 出来 た 。 尿 は 清 沙 で 蛋白 ( 士 ) う , 沈 湾 に 赤 
血球 及び 白血球 を 僅か 認め た 。 血液 所 見 で は 赤血球 336 
方, Hb 85, 白血球 7500, 血液 像 に は と くに 異常 な く 
血 沈 1 時間 98 mm, 血圧 90~60 mmHg, 抗 ス トレ プ 
トリ ジン 0O 値 1250 単 位 で 強 陽 性 を 示 し た 。 血 清 蛋 白 分 析 - 
で は お よび ッ グロ ブリ ン の 増量 を 認め た 。 P.S.P. 
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試験 で は 15 分 45%, 2 時 間 で 852%2 を 排 溢 し 得 た 。 

アァ アロ ピラ ザル プロ お よび V.B; 注射 に より 紅斑 は 次 第 
に 消 退 し , 6 月 12 日 軽快 退院 し た 。 此 の 例 に つい て も 入 
院 後 展 々 尿 中 の 虫 検索 に つと め た が , すべ て 陰性 に 終っ 
た 。 

症例 3 星 O ッ 〇 

昭和 20 年 より 尾久 6 丁目 に 在住 。4 , 5 年来 疲れ 易く 
831 年 9 月 と くに 脚 だ る く V.B: 15 本 注射 を うけ た と こと が 
ある 。32 年 3 月 31 日 頃 よ り , 疲労 感 , 腰痛 等 
が 起り , 4 月 2 日 37.2°C に 発熱 し 医師 を 訪れ , 乳 摩 尿 排 
洪 を 訴え た 。 その 時 に 心臓 濁音 界 は 左 へ 1.5 横 指 拡大 し レ 
心音 不純 で あつ た 。 同日 検尿 を 行い , 蛋白 (一 ), ウ ロビ 
リフ ゲン て 一) で あつ た が , 沈 湾 より 線 虫 幼虫 を 発見 さ 
れ た 。 6 日 に も 肢 時 が あつ た が , 次 第 に 諸 症 状 軽快 し , 
血圧 130 一 YO mmHg で あり , 尿 所 見 も 異常 な く , 虫 は 
見 られ な く な つた 。 

症例 4 〇 池 ミ 〇 56 才 女 

11 年 来 尾久 6 丁目 に 居住 。 昭和 32 年 3 月 9 日 悪 感 , 路 
気 , 吸 吐 , 腰痛 あり 387.2°C に 発熱 し 医師 を 訪れ , 尿 蛋 白 
( 十 湾 赤 血球 十 , 白血球 ( ) で あつ た 。 翌 3 月 
10 日 朝 87.4C あ り , 混濁 見 , 白 ( と な り , 
沈 湾 より 線 虫 効 虫 を 発見 され た 。 ェ リ ニ コン , アク ロマ イ 
シン 等 の 使用 に より 次 第 に 下 熱 し た が , 13 日 頃 腰 痛 , 全 
身 は 残り , 此 の 時 沈 湾 より 卵 を 発見 し た 。 
8 月 20 日 蛋白 (一 ) と な り , 軽快 治癒 し た 。 

症例 5 〇 岡 〇 蔵 34 才 男 

以前 より 尾久 に 居住 。 書籍 販売 業 。 

昭和 32 年 5 月 2 日 発熱 89.0C, 腰痛 を 訴え て 医師 を 訪 
れ , 尿 蛋 白 (一 ), ウ ロビ リノ ゲン (一) で あつ た 。 4 日 
吸 気 あ り , 8 日 87°C, 腰痛 継続 の た め , ェ リ コン 内 服 お 
ょ び ザ ル グ レ 注射 を 受け た 。 

5 月 10 日 に 到 り 白 ( 土 , 沈 湾 赤 血球 ( , 白血球 
( 十 ), 円 往 ( 十 う , 血圧 120 一 70 mmHg。12 日 に は 自覚 
症状 は 殆 ん ど 無 く な つた が , 尿 蛋白 ( 土 う , 沈 湾 赤血球 
( 土 , 白血球 ( 士 上 細 胞 円 (一 ) の 外 , 
ょ り 線 虫 功 虫 7 匹 を 発見 され た 。 し か し 15 日 に は 尿 蛋 白 
(一 ) と な り , 沈 湾 よ り も 貝 は 発見 され ず , 18 日 に も 尿 
(一 赤 血球 (一 白血球 ( 上 細 胞 ( 十 ) 
で 虫 は 見 られ な か つた 。 

症例 6 福 OO 郎 35 才 男 

昭和 24 年 より 北 区 上 中 里 町 に 居住 。 煎 豆 業 。 満 洲 , 北 
に 従軍 し た と と あり , 昭和 23 年 マラ リヤ に 牧 患 し て 居 


( 39 ) 


り , 叉 長年 表 弱 で ある と の と と で ある 。 

昭和 32 年 3 月 17 日頃 乳 摩 尿 ら ちら し いも の が あつ た が その 
まき 放置 し , 4 月 20 日 頭痛 を 訴え て 医師 を 訪れ た 。 上 
結膜 や や や 各 , 204 一 110 mmHg。 心 失 に 収縮 
期 音 を 聴取 し た 。 尿 白 ( 十 う , 沈 湾 赤血球 ( う , 
血球 ( で あつ た 。 , ネオ フィ リン 和 : 
射 , メト ブロ ミン 等 に ょ より 次 第 に 自覚 症状 は 軽減 
た が , 4 月 25 日 も 尚 , 尿 ( で 沈 より 線 虫 
虫 を 発見 され た 。 5 月 7 日 に る 同様 線 虫 導 虫 3 匹 , 5 月 
8 日 に また 1 匹 が 見 出さ れ , 5 月 10 日 に 到 つ て も 油 尿 令 
白 ( 沈 査 赤血球 う 白血球 ( 十 円 ( で 
あつ た が , 虫 は 見 出さ れ な か つた 。 此 の 日 血圧 140 一 98. 
mmHg で あつ た 。 

以上 6 例 の 内 , 伝 研 附 属 病 院 に 入院 し て 検索 を うけ た 
の は 症例 1 お よび 2 の 2 例 で あつ た が , 此 の 2 例 か ら 入 
院 後 は 終 に 虫 体 も 卵 ち し いも の る も 検出 され ず に 終っ た 。 
臨床 的 に 症例 1 は 腎臓 結核 と 診断 され た 。 当 院 入院 前 
一 過 性 に 虫 を 証明 され た が , 此 の 虫 の 寄生 に ょ つて 長い _ 
間 洪 在 性 で あつ た 尿 路 結核 の 病 像 が , 表面 に 現れ る に 衝 
つた も の と 考え られ る 。 

症例 2 は 結節 性 紅 班 と 診断 され た が , 入院 前 の 貝 発 見 
当時 の 状態 は 少し 異 つ て 居る 様 に 思わ れ た 。 入院 後 は 尿 
混濁 を 見 な か つた が , 入院 前 の 訴え で は 乳 摩 尿 様 の 尿 排 
港 と 共に , 軽度 の 排尿 頻度 の 増加 , 発熱 が あり , 軽い 応 
路 の 炎症 症状 が あつ た 様 で ある 。 

症例 3 で は 軽度 発熱 , 吸気 , 腰痛 等 と 共に , 乳 魔 尿 様 
の 尿 排 港 が あり , 症例 4 お よび 5 に お いて も 略 々 同様 の 
症状 と 共に 乳 魔 尿 様 の 尿 を 出し て 居り , 夫々 より 虫 を 飲 
見 され て いる 。 何 れ も 軽 い 尿 路 の 炎症 を 起 し た も の と 見 

症例 6 に お いて は 臨床 的 に は 高血圧 症 の 病 像 が 先 に 立 . 
つて 居る が , 堅 性 の も の らし い 所 が あり , 慢性 堅 炎 に よ ょ よ 
る 蛋白 尿 中 に 虫 の 寄生 が あつ た も の と 思わ れる 

即ち 症例 お よび 6 に お いて は 路 基礎 の 存在 
が 認め られ る が , 2, 8, 4。 5 の 4 例 に は か > ゝ る 疾患 
無く , 健全 な 尿 路 系 に 虫 の 寄生 が 起 つ た も の と 思わ れ 


る 。 


検出 虫 体 に つい て 


尿 中 に 排出 され た 虫 体 は ), いづ れ ぁ も 幼虫 で , 第 1 図 に 
示す よう な 形態 を 持つ , その 10 フ オル マリ ン 固 定 標本 
に お ける 計測 値 は , 第 2 表 に 示す ご ど ご とく で ある 。 一 見 鎧 
虫 の テラ タブ ヂ チ ス 型 を 思わ せる 形態 を 呈す る が , 口腔 が 良 
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く 発 達し , 長い 点 で 異な る 。 幸い 
虫 1 ホー ル ガ ラ ス で 患者 の 
尿 沈 湾 を 加え て 保存 し , 25C の 映 
卵 器 に 容れ た と と ろ , 4 日 で 雌 成 
虫 と な り , 完熟 し て 子宮 内 に 卵 を 
包 蔵 する に 到 つ た 。 この も の は , 
その 後 , 水 に 移し , 薬用 本 
で 飼育 し た と と ろ 2 日 間 に 卵 69 個 
を 下 し て 死亡 し た 。。 れ より 生 
じ た 次 代 の も の は , 水 と 薬用 酵母 
で 簡単 に 飼育 出来 , 現在 まで 約 1 
年 を 経過 する が 順調 発育 増殖 を 
続け て いる 。 以後 の 虫 体 も 総 て 雌 
筑 1 図 尿 中 に 見 出 虫 の み で あり , 本 種 は 処女 生殖 性 
され た Rhabditis 。 Hermaphroditic で 卵生 に こ ょ り 増 
5p. る 。25°C で は 1 世代 約 4 5 


策 2 表 尾久 地区 人 尿 中 に 見 出さ れ た 線 虫 
計測 値 () 


体 321 352 400 - 630 
体 副 15.2 18 20 20 28.5 
順 頭 長 16 16 18 16.5 
神 経 輪 * 、 
食道 末端 * 4118 - 
原 器 中 央 * 248 
尾 長 57 55 48 67.5 


* 頭 端 より の 距離 を 表わす 

間 で ある 。 

成虫 は , 第 2 図 に 示す 如き 形態 を 有 し レ , その 計測 値 は 
第 3 表 に か か げた 。 体長 0.887~1.035 mm 体 市 0.036 
へ 0.053 mm の 細長 な 虫 体 で , 前 後に 細 ま り , 頭 敵 は 鈍 
和 円 状 に , 尾部 は 長 円 氏 状 を 呈し , 失 に 終る 。 口唇 は 6 個 
あり ,。 各 2 ケ の 小 乳頭 を 有する 。 口腔 は クタ チク ラ が よく 
発達 し て 長 三角 凶 状 , 平均 の 長 さ 0.0196 mm, 食道 は 長 
さき 0.165mm で , 通常 の Rha5ditis の 如く 中 央 膨大 部 が 
著 明 で な い の で , 殆 ん ど 3 部 か ら な る よう に 見 え , 管状 
部 狭 部 , 球 部 に 分 れる 。 従 つ て 食道 は Anguillula 型 
を 量 す る 。 球 部 に は 著 明 な クチ クラ 化 さ れ た 3 つの 弁 を 
備え る 。 排 港 孔 は 後 球 部 の 高 さ で 腹面 に 開く 。 腸 管 は 単 
純 な 管 で , 食道 直後 に 内 膝 の 膨大 部 が あり , 尾 端 に 近く 
直腸 を 形成 し 肛門 に 連なる 。 険 門 は 略 々 体 の 中 央 腹面 
に に, 横 に 細長 い 裂 ヶ 目 と し て 開口 し , 極め て 短い 騰 を 経 
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て , 一 対 の 子宮 が 前 後に 走る 。 
各 子 宮 と も や が て 輸 卵 管 を 経て 
に 続き , 各 は 夫々 一 度 
反転 し て Reflex 型 を 量 す る 。 
各 子 宮内 に は 単細胞 ょ り 幼 虫 形 
成 ま で の 各 発 育 段階 の 卵 が 1 例 
に 並 が , その 数 は 最も 成熟 し レ 
た も の で も 1 時 に 合計 十 数 ケ を 
超え る こと は な い 。 これ ら の 形 
熊 的 特色 か ら , 本 虫 は Rhabd- 
itoidea 上 科 , Rhabditidae 科 , 
Rhabditinae 亜 科 , Rhabditis 
属 に 属す る も の で ある 事 は 明 ら 
か で ある が , 精 し い 形 態 と 種 名 
に つい て は 別に 報告 する 。 

本 虫 が , 尿 が 排出 され て か ら 
検 相 する まで の 間 に ま た は 器物 
を 介し て 混入 し た か どう か の 和 疑 
に 対し て は , 大 部 分 の 尿 が 診 
所 内 で 排尿 後 直 ち に 検 査 され た 
あの で ある と と, へ 〒 類 の 発生 
の 少 い 時 期 で , 少く も 診療 所 内 
第 2 図 Rhabditis sp. で は と これら の 昆虫 を 全く 認め な 
成 難 帳 成虫 か つた と と , 容器 。 そ の 他 の 器 
具 類 は 充分 洗 浴 し た も の を 使用 し た と こと, 同 検査 室 の 水 
首 水 を 婦 回 検査 し て 虫 体 を 認め な か つた と と , 同 検査 室 
ご 同様 に し ら べ て いる 他 の 患者 に つい て 今 ま で 虫 体 を 見 
出し た こと が な いと と 等 か ら ほ ゞ 否定 し 得る よう に 思わ 
れる 。 また 各 症 例 の 諸 症 状 が これ ら 線 虫 の 寄生 に ょ つて 
起 っ つた も の か , 或 は それ ら が 病気 と は 無関係 の 偶発 寄生 
体 で もち つた か は と の 観察 だ け か ら は も ちろ ん 雇 定 し えな 
い 。 し か し 成虫 が 一 度 も 見 出せ な か つた が , 幼虫 また は 
虫 卵 が 見 出さ れ て いる こと と か ら , 成虫 が 尿 路 系 の どこ か 
に 寄生 し , 人 繁殖 し た いう 六 算 が 大 きい 。 よ 上記 の 症例 が 
いづ れる も 本 種 の 寄生 に ょ より 血尿 その 他 伺か し ら の 原 路 系 
炎症 の 像 を 呈し , また は 既存 の 尿 路 疾患 を 増悪 せしめ て 
いる と し た ら 大 い に 注 目 し な けれ ば な ら な い 。 尚 その 後 
更 と 1 例 た ゞ 1 隻 の 幼虫 を 排出 し , それ が 本 種 と 異な る 
ぁ の らし いと と を 知 つ た が , 標本 が 乾燥 破損 し て いた 為 
売 人 温 な 同定 が 出来 な か つた の で , 詳細 を 略す る 。 

本 虫 の 感染 経路 に つい て は , 未だ 全く 不明 で ある が , 
既 述 の 低 湿 地帯 に 割 に 狭い 地域 に 発生 し , 婦人 に 多い 等 
の 点 に 伺か 手がかり が ある も の と 想像 され る 。 た ゞ こと の 
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3 表 計測 値 


Range Mean 
体 長 837——1035 (943) 
体 幅 35.7 一 52.7 (45.3) 
長 16.8— 21.9 (19.6) 
神 経 輪 * 111.0 一 137.7 (126.7) 
陰 483———586 (524.0) 
肛 780——961 (882.0) 
尾 53—— 81 (70.8) 
前 185——254 _(211.0) 
後 卵 174——-204 (183.0) 
前 35—— 64 (54.5) 
後 卵 40—— 49 (44.4) 
94——158 127.0) 
後 」 63——133 (113.0) 


* 5 頭 端 より の 距離 を 表わす 
Measurement formula 
解明 に は , 更に 多数 の 住民 の 検査 と 陣 境 の 調査 を 要する 
も の と 思わ れる 。 現在 まで , この 地帯 の 畑 士 , どぶ 泥 , 
水道 水 等 を 調べ た 範囲 ご は ま だ 本 虫 を 見 出し て いな い 。 

1) 1957 年 東京 都 の 荒川 区 , 北 区 に 発生 し た 7 例 の 尿 
線 虫 症 に つい て 調査 を 行 つ た 。 

2) 患者 は 5 人 の 婦人 と 2 人 の 男性 で , 3 月 上 旬 か ら 
5 月 上 旬 に か け て 発病 し , 発熱 , , 悪心 , 頭痛 , 
腰痛 等 を 訴え た 。 

83) 尿 は 混濁 , 赤 白 血球 , 上 皮 , 円 柱 を 含み , 時 に 閉 
し い 尿 を し た が , いずれ に し て も 何かしら に 
症 が ある こと と を 示し て いた 。 

4) 尿 に いずれ も Rha5ditis に 属す る 一 種 の 線 
虫 の 幼虫 が 検出 され , 時 に 同時 に 虫 九 が 検出 され た 。 2 
日 乃至 10 数 日 に わた つて 見 出さ れ た 例 が あつ た 。 

5) 本 幼虫 を 飼育 し て 成虫 と な し , その 形態 を 記載 し レ 
て Rhabditis に 属す る こと と を 確認 し た 。 

6) 本 虫 は Hermaphroditic で 卵生 に ょ り 増 殆 し , 水 
と 薬用 酵母 で 極め て 容易 に 飼育 が 可能 で ある 。 

終り に 臨み , 本 調査 に 御 協 力 , 御 便宜 を 与え られ た 東 
京都 庁 衛 生 局 予防 部 の 虫 疫 課 , 佐々 木 建 夫 課 長 , 池田 和 
雄 技 師 他 虫 疫 課 の 方 々 及び 荒川 保健 所 志賀 達雄 所 長 は じ 
あぁ 所員 一 同 に 厚く 感謝 の 意 を 捧げ びる. また 文献 た つい て 
御 教 示 を 得 を 阪 大 森下 薫 教授 た 深謝 す る. 
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Summary 


A series of seven human cases of urinary infection 
with Rhabditis sp. were detected within a limitted 
area along the Arakawa River side in the City of 
Tokyo. These patients, involving 5 women and 
2 men, visted a clinic between March and May 
1957, complaining fever, weakness, head-ache and/or 
lumbar-ache etc. 

Results of routine clinical examinations of urine 
showed that turbidity, red blood corpuscles, white 
b. c., epithelial cells and cylinders were chief find- 
ings. Haematuria could be very severe according 
to the conditions of patients,. These findings must 
be considered to suggest some kind of inflammatory 
process existing at the urinary tracts. 

Larvae of a certain rhabditoid nematode were 
found in all cases in the urinary sediments,. In 
three patients the same kind of larvae were detected 
again and in another one case these were found 
even 3 times within 14 days. 

Though ova could sometimes be observed accomp- 
anied with the larvae in the sediments, adults of 
nematode were never encountered. To obtain the 
adult in order to facilitate a definitive identification, 
one larva was reserved and kept with the sediment 
of patient’s urine at 25°C. This one developed in 
four days to a mature female and reproduced next 
generations by hermaphroditic multiplications. The 
Strain is now cultivated mm vitro with water and 
yeast and kept in good condition. 

The morphological examination of adults revealed 
this nematode belonged to a probably new species 
of genus Rhabditis. (The detail description and 
identification will be reported in anothea paper.) 

The infection of the rhabditoid nematode, Rhabd- 
tis sp. was suspected to be the cause of the disease, 
and it was of particular interest that the cases of 
this urinary rhabditiasis occurred like an endemic 
disease within a limitted area in a short period. 
Unfortunately the efforts to trace the source of 
infections were all unsuccessful. 
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中 国産 の 種類 に つい て 


新潟 大 学 医学 部 医 動 物 学 教室 


(昭和 33 年 6 月 2 日 受領 ) 


明治 中 葉 以 降 , 主として 華中 の 揚子江 流 城 に 在留 する 
本 邦人 の 間 に “長江 浮 措 "と 呼ば れる 一 種 の 皮膚 症 が 婦 
発 レ てい た と と は 。, 吾 人 の 記憶 応 新 た な も の が あ 
る 。 本 症 は 遊走 性 の 限局 性 皮膚 主 と し , その 原 
因 に つい て は いろ いろ いわ れ て いた が , 一 般 に 同 地 方 の 
淡水 魚の 生食 後に と 生ずる こと と が 経験 的 と 知ら れ て いた 。 
また か な り 早 く か ら 本 症 に は 特有 た な 進行 性 の 線 状 疹 が 俳 
発する の で , 何 か 小 寄生 虫 が 皮膚 組織 内 を 信行 し て 起 る 
の で な いか と いう 考え が 持た れ て いた (宮尾 ・ 丸 田 ・ 樋 
口 ・ 井 上 ・ 北 村 ( 精 ) ら う 。 ひき つづ き , と の 想定 は 學 
屋 ・ 北 村 ( 包 う ・ 小 宮 (1944 う ちら が 本 症 の 硬 結 部 を 組織 学 
的 に 検索 し て 吾 口 虫 の 幼虫 計 4 匹 を 発見 する こと に ょ 
つて 確証 され る に 至 つ た 。 これ ら の 8 氏 な ら び に 近藤 
(1945) は 更 , 上 海 地 方 の 4 種 の 淡水 魚 か ら 多 数 の 捉 
口 虫 交 虫 を 検出 し て , それ を 本 症 の 病原 虫 と し , その 形 
態 に つい て も 詳し く 記 載 し た 。 そ を し て 宮 口 虫 の 種類 と に つ 
いて は , イン ド , シヤ ム , フィ リッ ピン な ど 南 方 諸 基 域 
の 虫 に つい て の 従来 の 記載 と 異 つ て 全身 に 皮 
の 分 布 を 認め た が , これ は 多分 これ ら の 諸 地 域 の 観察 者 
の 見 落し に ょ る と 考え て , 南方 産 の も の と 同様 に 有 束 害 
口 虫 と 同定 し た 。 

さて 終戦 後 , 九州 方 面 に 吾 口 虫 症 患 者 が 多発 する と 共 
に , その 研究 も 本 邦 学 者 に ょ りさ か ん に 行わ れる よう に 


な つた 。 宮 崎 は 本 邦 産 の 主として 雷魚 に 寄生 する 串 口 虫 
に つい て 詳細 に 形態 を 観察 し , その 皮 和 隷 の 生え 方 は 上 海 


地方 の る の と 全く 同様 で ある が , 頭 球 多 の 各 列 の 数 に 相 
違 を 認め , また 上 海 地 方 の も の が 淡水 魚の 内 臓 特に 肝臓 
に 多く 筋肉 に 極め て 少 い の に 対し て , 本 邦 産 の も の は 航 
に 多く 肝臓 に 非常 と 少な いな どの 生態 上 の 差異 に も 注 
月 し て , 両 地方 産 の も の は 或 は 別種 で は な いか と いう 見 
MASAMITSU OTSURU & SHOZO KATAGIRI: 
Notes on Gnathostoma collected in China (Nemato- 


da: Gnathostomidae) (Department of Medical Zo- 
ology, Niigata University School of Medicine, Japan) 


解 を 持つ に 至 つ た 。 ひ きつ くき 宮崎 は , この と と の 解明 

ある ど と に 中 国産 の の 入手 に 

, 有 お ょ 球 の 成虫 は 得 た の で ある 
が , 幼虫 に つい て は 好機 を 得 な いま ゝ > で あつ た 。 

1957 年 5 月 か ら 6 月 に か け て 大 鶴 は , 中 華 医 学会 の 招 
請 を 受け て 新 中 国 の 各地 を 旅行 し , その 途 次 , 中 国 の 寄 

た 桂 ( 魚 お よび 雷魚 か ら 口 虫 を 採集 し , 
虫 の 寄贈 を 受け て 帰 国 し た 。 今回, それ ら の 材料 を 本 邦 
es と 比較 検 対し て 上 記 の 疑問 に 対し て ある 程度 
か な 解答 が 得 ら れ た の で 。 こ とこ ゝ > に 報告 し て 諸家 の 参考 
たい 。 

中 国 に お ける 顎 口 虫 の 入手 に つい て は , 上 述 の ょ うぅ 
中 国 の 寄生 虫 学 者 の 厚意 に 負う と ころ が 多い の で ある 
が , 特に 上 海 , 武昌 附近 の 淡水 魚の 採集 と その 検査 に 協 
学院 教授 學 永 政教 授 な ら び に 成虫 を 寄贈 し て 頂い た 北京 
協和 医学 院 の 呉 青 委 講 師 に 深謝 する 。 


検査 材料 お よび 方 法 


検査 し た 淡水 魚 は 1957 年 6 月 17 日 ,。 上 海 市 内 の 鮮魚 商 
か ら 購 入 し た ( ) 魚 Smperca chuatsi お よび ぴ 同年 6 
月 28 日 , 武昌 郊外 の 光 業 生産 合作 社 で 購入 し た 雷魚 0 ヵ - 
hcephalus argus て いずれ も 購入 附 近 の 湖沼 で 挿 獲 
され た も の で ある 。 と これら の 淡水 魚の 内 臓 の み を 小さ く 
切り , 2 枚 の 硝子 板 に は さん で 圧 平 し , 遂 過 光線 を 当て 
ルー ペペ を 用 いて 幼虫 を さがし た 。 幼虫 は 頭 部 を 内 件 に し 
て 体 を きき , mm の うす い つ ゝ まれ, 色 は 
全体 と し て 褐色 を 量 す る 。 検出 され た 幼 虫 は 5 % ホ ル マ 
リ ン 液 で 固定 し て 持 帰 つた 。 

成虫 は 北京 の ネコ の 胃 か ら 得 られ た 2 砲 (?1, 81, 
1955 年 6 月 29 日 ) お よび 福州 の ネコ っ の 骨 か ら 得 られ た 1 
匹 (? う で あぁ る 。 


本 研究 は 文部 省 科 学研 究 費 頸 口 虫 研究 班 (代表 者 宮崎 一 郎 教授 ) の 御 援助 に 負う と と ろ が 多い . 


記し て を 表す る . 
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検査 成績 


幼虫 : 淡水 魚の 検査 は 全て 肝臓 の み で , その 成績 は 
第 1 表 の 通り で ある 。 上 海産 桂 魚 5 尾 中 1 尾 か ら 5 匹 の 


Table 1. Result of the examination of the 
livers of fresh-water fishes distributing 
in the basin of the Yangtse for 
Gnathostome larvae 


Name of No No. of 
Habitat fish examined for larvae 
found 
Smniperca 
Shanghai chuatsi 5 1 
( 桂 魚 ) 
Ophicephalus 
Wuhan argus 3 1 
(雷魚 ) 
Total 8 2 6 


* One of five larvae was presented to Institute 
of Parasitology, Academy of Medical Science, 
Shanghai 


虫 , 武昌 産 雷魚 3 尾 中 1 尾 か ら 1 匹 の を 検 
出し た 。 筋 肉 の 検査 は 旅行 中 の 勿 々 の た め 行 え ず , それ 
ぞ で れ 上 海 寄 生 虫 病 研究 所 , 武漢 医学 院 寄生 虫 学 教室 に 
頼 し た の で ある が , 後者 より は 正式 に 雷魚 3 尾 の 筋肉 
て 陰性 の 通知 を 受け た 。 検出 され た 計 6 匹 の 幼虫 の う 
ち , 上 海産 の 1 匹 を 上 海 寄 生 病 研究 所 に 寄贈 し , 他 の 5 
匹 を 5 2 ホル マリ ン に つけ て 持 帰 り , ラク ト フ ェ ノ ー ル 
で 和 遊 明 化し て 形態 を 詳し く 観 察し た 。 特 に 中 国産 の 吾 口 
で 問題 に と な つて いる 頭 球 数 と 表 の 皮 
の 生え て いる 範囲 を 調べ た (第 2 表 , 附図 の 1, 2, 3, 
4)。 

頭 球 多 は いずれ ぁゃ も 4 列 で , 前 の 方 か ら 数 えて 第 HH, WV 
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列 で は 釣 数 が 40 を 越え , 第 エ , TH 列 も 武昌 の 第 1 列 (34 
個 ) を 除い て 40 に 近い か ,。 また は 40 を 越え る 数 で あり , 
し か も 第 エ , HI, HE, MV 列 と 後方 へ ゆく に つれ て 数 を 増 
す 。 釣 の 形 は 各 列 ほ ゞ く 同 大 で , バラ の トゲ 状 を 量 し 。 大 
き さ は 高 さ 約 10 基 約 18X 8 々 で ある 。 皮 体 
の 前 方 凡そ */。 あ た り ま で は 大 きく 鯖 閉 で , それ 以後 は 次 
第 に 幽 徴 に な る が 全 個 体 に お いて 尾 端 まで 確か に 生え て 
いる 。 それ ら の 皮 球 の 数 を 調べ て みる と , 少な い の で 
221, 多 い の で 281 に 達し 平均 248.4 で ある 。 ま た 弟 部 乳 
頭 の 位置 は XI~XIV の 上 反 球 列 の 高 さ に ある 。 

成虫 : 北京 の ネコ っ の か ら の 虫 成虫 2 匹 
3 う お よび 福州 の ネコ っ の 胃 か ら の 成虫 1 匹 C(? う に つい て 
調べ た 成績 は 次 の 通り で ある 。 長 さ は , 北京 の 830 mm 
$28 mm, 福州 の ?21 mm (附図 の 5 う で , 頭 球 多 は 全 
て 8 列 , と この 頭 球 に つぐ 体 部 に は 環状 に 皮 隷 が 生え て お 
り , 体 の 前 方 リ で 続き , 体 の 後方 に は 皮 
な い が が 尾 端 に は また 小さ な 細い 密生 する 。 の 
端 に は 4 対 の 大 乳頭 が あぁ あり, その 内 側 に 3 対 の 小 乳 頭 が 
られ , 排 洪 腔 口 の 後方 に 皮 は げた 部 分 が ある 。 
口 虫 の 成虫 の 種類 の 鑑別 に 必要 な 体 表 の 有 束 部 の 大 部 分 
を 占め る 先端 が 典型 的 と 3 分 歯 し た 個々 の 皮 球 を みる 
と , 両 線 が ほな さく 直線 状 で 外 方 へ の ふく ら み が 少な く , ま 
た 中 央 の 歯 が 両 側 の も の に 比べ て 僅か に 突出 する (附図 
の 6)。 


考 察 


外国 産 の 頼 口上 虫 の 幼虫 の 調査 で は , Chandler(1925 う は 
イン ド 産 の へ ビ の 腸 間 膜 に 幼虫 を 見 出し , 体 の 後半 に 皮 
認め な い が 有 虫 と 考え た 。Prommas & Da- 
engsvang(1933), 次 で Daengsvang & Tansurat(1938) 
も シヤ ム に お いて 実験 淡水魚) お ょ び 自 然 (淡水 魚 , 


Table 2. Measurents of G. spinigerum larvae obtained from the livers of fresh-water 
fishes distributing in the basin of the Yangtse. 


No. of hooklets of each row 
of the head-bulb 


No. of rows of Position of 


Habitat Name of fish larva 


culticular spines cervical 


I III IV on the body papillae 
40 41 42 46 232 xI 
.|mNo. 2 39 39 42 44 221 
Shanghat: | No. 3 37 41 42 47 286 
No. 4 38 38 42 43 232 xIv 
Wuhan Ophicephalus argus No. 1 34 37 40 45 246 XI 
Average 37.6 39.2 41.6 45.0 243.4 XI-XIV 


Length of was 2~3 mm. 
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昭和 33 年 12 月 (1958)〕 


カニ テル) 感染 の を 有 虫 と 考え , 何れ も 体 の 後 
半 に 皮 球 の な いと と を 記し た 。Africa ら (1986) は フィ 
リッ ピン に お いて 38 種 の 淡水 魚 か ら 自 然 感染 の 幼虫 を 得 
て , これ を ネコ に 与え , 実験 的 に 成虫 に し て 有 束 名 口 虫 

と 同定 し , その 幼虫 に つい て は 上 記 の Chandler の も の 
と 大 き さ ぁ も 模造 も 同じ で ある と 述べ た 。 

中 国産 の あ も の に つい て は , 和 駒 屋 ・ 北 村 ( 包 )・ 小 宮 ・ 近 
藤 (1945) は 上 海 市 販 の 淡水 魚 と こと つい て 調査 し , 雷魚 
Ophicephalus argus 53.026, Sniperca chuatsi 20.9 
2, ドン = Mogurnda obscura 33.026, ハゲ ギ ギ Pelte 
obargus fulvidraco 3.0 % に を 検出 し , それ 
ら の 寄生 部 位 に つい て は 従来 の 知見 と 異 つ て 肝臓 に 最も 
多く , 筋肉 に 非常 に と 少 い こと を 認め た 。 ま た , これ ら の 
第 二 中 間 宿 主 か ら 得 られ た 幼虫 の 形態 を 詳し く 観 察し レ , 
全身 に 皮 球 を 認め , イン ド , シヤ ム な どの 幼虫 の 体 後 半 
に 皮 球 が な いと いう の は 見 落し で あろ うと 述べ , 有 球 宮 
口 虫 と 同定 し た 。 同 時 に 上 海 地 方 の ネコ , イヌ に 同 成 虫 
の 自然 感染 を 証明 し て , その 裏づけ と し た 。 

終戦 後 , 本 邦 に お いて 頸 口 虫 の 研究 が さか ん に な る と 
共に , 特に 南 日 本 方 面 の 淡水 魚 に を その 幼虫 が 思い の ほか 
濃厚 に 寄生 し て いる と と が 明らか に な つて きた 。 こ の 宗 
口 虫 に つい て は , その後 , 宮崎 ら の 研究 に ょ つて 発育 史 や 

各 発 育 段 階 の 形態 が 詳細 に 調べ られ , 外国 産 の 吾 口 虫 や 
と の 同定 に 当っ つて 問題 に の は , 宮崎 ら が 述べ て い 
日 本 産 の も の は 諸 察 の 記載 する 南方 産 の も の と 違 つ て 皮 
球体 の 後 端 ま で 明らか に 認め られ る と と , 學 屋 ら の 記 
載 す る 揚子江 流 城 の も の と は 頭 球 多 の 数 が 相違 し , 宿主 
体内 に お ける 主 な 寄生 部 位 が 筋肉 で ある こと な ど が 指摘 
され て いた 。 と れ ら の 点 を めぐ つて , 南方 首 , 特に 中 国 
産 の 幼 虫 と 日 本 産 の も の を 揃え て 実物 に つい て 比較 検 対 
する 機会 の 到来 が 早く か ら 望 まれ て いた の で ある 。 今 
上海 ょ び 武 区 に お いて 検出 され た 虫 の 特徴 
は 前 述 の 通り で ある が , この 中 で 体 表 の 皮 球 に つい て は 
駒 屋 所 見 と 同じ く 体 の 後方 で に な っ つて 
いる が , 尾 端 まで 明らか に 存在 する 。 し か し レ し 頭 球 多 の 数 
に は te られ , ら は 各 列 の の 数 は ほ 3838~ 
43 で , 第 , 第 列 に 比べ て 第 第 の 方 が 概して 
ヽ いと し て いる が , 
に お いて 人 後 の 列 ほど 数 を 増加 し , 第 下 列 (平均 45.0) が 


最も 多く な る 。 
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ひる が えつ て 今回 , 揚子江 流域 で 採集 され た 幼 虫 の 上 
に 極め て よく 一 致す る も の で あり, sae も 形態 の 
上 で 両者 を 区 別 す る 標 微 を 見 出し 得 な い 。 た さく く < 拓 だ な る 
の は 今回 の も の が ら の も の と の 列 の 
配分 に 多少 の 不一致 の み ら れ る こと こと で ある が , と この 点 は 
著者 ら が 観察 に 最も 力 を 入れ て いる の で , 今回 の 測 
歩 が ある の で は な か ろう か 。 以 上 の 諸点 を 続 合 し て 揚 子 
江 流 域 の 淡水 魚 に 寄生 ずる 吾 口 虫 功 虫 は 本 邦 産 の も の と 
同じ く 有 虫 Gnathostoma spinigerum Owen,1836 
の 第 と 同定 され る も の と 確信 する 。 
こ ゝ に 問題 に な る の は , 本 邦 の 幼虫 が 筋肉 に 絶対 多数 
で あぁ る の に 対し て 揚子江 流域 の も の は 肝臓 に 最も 多く 寄 
し て いる と と で ご, と の 度 し た 筋肉 検査 で は 陰性 


で あつ た ょ う で , 駒 屋 ら の 成績 を ある 程度 裏づけ た も の 
と いえ る で あろ 5 う Fo と に 角 , 駒 屋 ら の 詳細 7 な 調査 に ょ り 


揚子江 流域 の も の が 肝臓 を 好適 寄生 部 位 と し て いる と と 
は 動か し が た い 事 実 と 充分 考え られ る 。 こ の 日 本 産 と 中 
国産 の の 寄生 部 位 の 相違 は , 寄生 する 虫 自身 に 
由来 する の で ある か , 第 二 中 間 宿 主 で ある 淡水 魚 に 原因 
を 求め る こと が 出来 る の で ある か , 今後 に 残さ れ た 興味 
が ある と すれ ば , 中 国産 或 な 日 本 産 の どちら か を 基本 種 
と し て 取扱 う の が 適当 で あろ 3 う 。 

( 包 ) う ・ 小 宮 (1945) は , 1935~386 年 に 小宮 が 上 海 地 方 の 
イヌ , ネ ご を 多数 誠 検 し て 保存 し て いた 標本 ゃ 記録 を 再 
検 し て その 部 に 寄生 する 口 が 有 で あぁ る 
と と を 確認 し , また その 寄生 頻度 か ら ネ コ ( 8.926 う が イ 
0.92%%) う ょ り も を も 保 虫 宿主 と し て の 意義 が 
を 述べ た 。 今回 , 寄贈 を 受け た 北京 の ネコ の 胃 か ら の 32 
(?, 福 州 の ネコ の か ら の 1 ($ の 特徴 は 
その 形 な ど 
は 本 邦 に お いて 実験 的 と , また 自然 感染 と し て 得 ち られ た 
虫 の 成虫 に 形態 上 ょ さく る も の で あり , 本 邦 産 
の も の と 同じ く 有 と 同定 され る 。 も と ょ り 少 
の 観察 で ある が と の 成績 か ら も , 中 国 に は 揚子江 流域 に 
限ら ず , , 華南 の か な り 広 い 範 わた つて 有 
口 虫 が 分 布 し て いる と 推測 され る 。 


訪中 の 途 次 , 1957 年 6 月 に 揚子江 流域 の 淡水 魚 ( 桂 魚 , 


( 45 ) 


| 


648 


雷魚 ) の 肝臓 を 調べ , 桂 魚 5 尾 中 1 尾 か ら 5 匹 , 雷魚 3 
尾 中 1 尾 か ら 1 計 6 匹 の 虫 を 採集 し た 。 別 
に 北京 お よび 福州 の ネコ の か ら 得 られ た 虫 成虫 計 
3 匹 (?2,8 1) の 寄贈 も 受け た 。 これ ら の 標本 を 日 本 
産 の 虫 の 成虫 また 屋 ・ 北 村 ( 包 ) ・ 小 宮 ・ 
近藤 (1945) の 長江 流域 産 淡水 魚 に 寄生 する 功 虫 の 記載 
と も 比較 検討 し , 今回 得 ち られ た も の が 確か に 日 本 産 の も 
の と ょ く 一 致し , 有 と 同定 され る と こと を 知 つ 


本 研究 は , 上 記 の 通り 中 国 の 寄生 虫 学者 の 御 協 力 の ほ 
か , 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 小宮 義孝 部 長 に は 種々 
御 助 言 を 頂い た . 記し て 謝意 を 表す る . 
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Summary 


During the journey to new China in June 1957, 
happenly one of the authors (Otsuru, M.) has been 
offered some Gnathostome larvae and adults by the 
Chinese parasitologists kindly. Six encysted larvae, 
in which five were from one of five Simiperca chuatsi 
( 桂 魚 ) caught in the Shanghai district (上 海 地 方 ) 
and the other one was from one of three Ophicephalus 
argus ( 電 魚 ) caught in the Wuhan district (武漢 地方 ), 
were found separately in the livers of the intermed- 
iate hosts. Three adults, in which two (9,%) 
were from the stomachal tumor of cat in Peking 
(北京 ) and the other one (? ) from Foochow (福州 ), 
were offered by Mr. Wu Ching-Li, Lecturer of 
Chinese Union Medical College. 

The larvae measure 2-3 mm in length and head- 
bulbs are provided with four rows; the number of 
hooklets of each row increases backwards as follow : 
first row was 37.6, second 39.2, third 41.6 and 
fourth 45.0 in average. The all over a body of 
the larva is covered with the numerous cuticular 
Spines more than two hundred transverse rows, 
becoming smaller in posterior part. 

The adults measure 21-30 mm in length and 
their head-bulbs are provided with eight rows; the 
cuticular spines extend from immediately behind 
the head-bulbs to the middle junction of the body, 
the posterior half being naked except at the ter- 
minal. The most of spines have linear margines 
and three teeth, which are most useful in differen- 
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a tiation. The latter are of equal length, excepting ever, the abovementioned features of these larvae 
臣 the middle one which is generally somewhat longer brought back to Japan are quite similar to Japanese 
W° than either of the two lateral ones, ones, and the adults also. Therefore the authors 
P As the studies on the causative agent of human think that they are all identified with Gnathostoma 
BR, Gnathostomiasis made good progress after the War spinigerum Owen, 1836. But it is very interesting 
I a problem about the species of Gnathostome biological difference between the Japanese larvae 
38 larvae in the fresh-water fiishes distributing in the and Chinese ones that the latter are chiefly parasitic 
田 basin of the River Yangtse has been discussed in liver, on the other hand the former are almost _ 
調 earnestly among the Japanese paragitologists. How- found in muscles of the fresh-water fishes., 0 
rt 
as Explanation of plate 
8 Fig. 1. Two excysted larvae of G. spimigerum 
obtained from the liver of Stmiperca ch- 
on uatsi 
ed Fig. 2,. The detail of cephalic hooklets of the 
23 larva: high power 
ググ Fig. 3. Frontal view of the head-bulb of the 
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Fig. 5. Female of G. spinigerum obtained from 
the stomachal tumor of cat in Foochow. ! 
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症 の 臨床 的 観察 (3) 


四 塩 化 レン 反復 投与 の 効果 , 並び に 多 二 ・ 
叉 虫薬 に 対す る 抵抗 性 に つい て 


沢 


俊 


国立 横浜 病院 内 科 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 躍 部 
(昭和 33 年 6 月 6 日 受領 ) 


四 塩 化 エ チレ ン に ょ る 釣 虫 駆除 に つい て は , すでに 多 
く の 報 告 が ある 。 特 に 集団 駆虫 時 の 陰 転 率 ( 完 全 駆 虫 率 ) 
や , 臨床 駆虫 時 の 排 虫 状況 , 所 要 投 与 回 数 等 に つい て は 
概ね 明らか に さき され, 現に 最も 有効 的 確 な 駆虫 薬 と し て 広 
く 用 いら れ て いる の で ある が , 反復 投与 し て 徹底 駆虫 を 
行う 共 の 躍 種 ・ 雌 雄 別 の 排 虫 状況 , 殊 に 所 調 薬 物 耐 性 出 
現 の 有無 従 つて 本 剤 の 効果 に 限界 が ある か どう か に 関 
し て は 殆ど ま と ま つ た 論 究 が な い 。 一 方 釣 虫 の 虫 種 に 
ょ つて 駅 虫薬 に 対す る 抵抗 性 が 異な る とこ と も 経験 的 に 知 
られ て いる の で , 今回 は 之 等 の 問題 を 考慮 ヒレ っ つつ, 入院 
鋼 虫 症 患 者 に 比較 的 短期 間 に 四 塩化 ェ チ レン を 反復 投与 
し て 徹底 駆虫 し た 場合 の 各回 排 虫 数 の 変動 を 考察 し , 本 
剤 に 対す る 耐性 出現 の 問題 , 合理 的 な 反復 投与 回 数 及び 
一 般 に 二 ・ 三 駆虫 薬 に 対す る 抵抗 性 に つい て 検討 し た 結 
果 を 報告 し た い 。 


調査 対象 及び 調査 方 法 


対象 は 国立 横浜 病院 内 科 で , 1951 年 以降 に 収容 加療 レ 
た 成人 釣 虫 症 患者 中 , 私 自身 が 濾 便 し て 排 虫 を 確認 し た 
62 例 で あつ て , 四 塩 化 テ ェ チレ ン は テト レン 珠 (黒田 製薬 , 
以下 単に テト レン と 記す ) を 用 いた 。 投与 法 は 従来 最も 
普通 に 行わ れ た 方 法 に 従 つ て , 前 日 夕食 を 紗 食 と し , 午 
後 8 時 に 前 下剤 ( 硫 苦 20~80 g を 200~ 8300cc の 水 剤 と 
し て ) 上 服用 , 当日 朝食 は 絶食 , 午前 8 時 テト レン (特別 な 
事情 の な い 限 り 15 球 , 即ち 4.5 g) 頓 用 , *2 時 間 後 に 後 


TosHIO FUJISAWA: Clinical studies on hook- 
worm disease. (3) The efficacy of succesive admini- 
stration of the tetrachlorethylene, with additional 
reference to the resistance of hookworm against 
some anthelmintics (Yokohama National Hospital, 
Yokohama, and the Department of Parasitology, 
National Institute of Health, Tokyo, Japan) 


下剤 (前 下剤 と ほぼ 同 量 ) 服用 と いう ぅ 手 つ づ き で 行っ た 。 

排 洪 虫 体 採取 の た め の 演 便 は テト レン 服用 後 正 味 24 時 
間 中 の 全 排 便 に つい て 行 つ た が , 大 多数 の 症例 で は 此 
の 期間 中 殆 ん ど 完 全 な 水 様 便 の み を 排 洪 す る の で , 濾 
便 採 虫 は 極め て 容易 で あり 見 逃す お それ は な く , 山田 
(1950), 牛 屋 ら (1950, 1952), 小宮 ら (1954 a) の 見 解 
通り 総 排 由 数 の 90~ 100%% を 捕捉 し 得 た も の と 考え られ 
る 。 採取 釣 虫 体 は 口 器 及 び 尾 部 の 形態 学 的 特徴 に よっ つて 
虫 種 ・ 雄 を し た 。 

此 の 様 に し て 毎回 駆虫 後 の 排 虫 数 を 調べ な が ら , 1 隻 
の 排 虫 を も 見 な く な る 和 包 , 2 へ ~ 8 日 間隔 で 同じ テト レン 
駆虫 法 を 反 人 復 し た 上 , 最終 駆虫 後 少 な く と も 1 週間 以後 
2~38 回 , 日 を か えて 食塩 水 浮 を 行い , 完全 
虫 の 成否 を 決定 し た 。 ; 

銘 虫 の 薬物 に 対す る 抵抗 性 を 検討 する 目的 で 今回 特に 
試み た 実験 の 方 法 に つい て は , その 項目 の 所 で 述べ る 。 


成績 並び に 考 接 


最近 少な く と も 1>~ 2 年 間 に 釣 虫 駆虫 法 を 受け た と と 
が な く , 入院 の 上 テト レン の 反復 投与 に と にょ る 徹底 駆虫 を 
行 つ た 症例 44 例 か ら 得 られ た 釣 虫 は 計 3688 隻 で , 1 症例 
か ら の 排 虫 数 は 1 隻 (アメ リカ 釣 虫 ) か ら 895 隻 (ツジ ビ 
= 釣 虫 398, ア メリ カ 釣 虫 2 う , 684 隻 (ツジ ビ = 釣 虫 2, ア メ 
リカ 釣 虫 682) に 互 つて いる 。 

1. 完全 虫 

44 例 中 , 虫 卵 陰 転 41 例 で , 完全 駆虫 素 は 98.2 で あ 
る 。 乏 は テト レン の 34 回 及び 5 回 の 反復 投与 で 夫々 97.1 
26。 100 の 完全 駆虫 あげ た 屋 ら (1952), 同様 
5 回 迄 の テト レン 反復 投与 で 完全 駆虫 率 100 と いう 栗 
林 ら (1953) の 成績 と 近く , 北山 ちら (1950) の 3 回 駆虫 
で , 692%, 財津 (1954) の 3 回 駆虫 で 64%% (但し 前 検便 
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の 虫 卵 度 別に 細分 する と , 軽 感染 群 で は 1002%, 中 等 感 
染 群 で は 87.52%, 濃厚 感染 群 で は 56.7%), 或いは 小宮 ら 
<1952) の 3 回 駆虫 で 50 % と いう 成績 (何れ も テト レン 
陸 虫 ) に 比 す る と や や 高い が , 此 の 差異 は 主として 外来 
駆虫 や 集団 駆虫 が , か な り の 長 時 日 を お いて の 反復 投与 
で ある に 対し , 入院 駆虫 が 一 般 に 2 へ ~ 3 日 位 の 間隔 で の 
友 復 投与 で や る と こと と, 並び に 前 ・ 後 処置 が 相違 する こと 
等 に よる も の と 想像 され る 。 

2。 各回 の テト レン に よる 排 虫 状況 : 

各回 の テト レン に よる 排 虫 数 を 44 例 に つい て 集計 し て 
第 1 表 に 示す 。 最 初 の テト レン で 全体 の 85.32% が 駆 出さ 
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多 虫 に 対し て 1 回 投与 で 全 貝 数 の 75% と いう 3 Chandler 
(1955) の 数 字 は や や 低 束 で ある が , 同じ く ア メリ カ 鋼 
虫 の 極め て 濃厚 感染 例 の 多数 に , 下剤 を 併用 し な い 相 塩 
化 ニ = チレ ン 反復 投与 を 初め て 試み 々 た Carr (1954) は 第 
1 回 目 に 80 へ ~ 100 を 駅 除 し 得 た 成績 を 示し て お り , 選 
等 を 縮合 する と , 適切 に 投与 され た テト レン は ンジ ン ピ ー=, 
アメ リカ 両 種 釣 虫 に 対し て 総 寄生 虫 数 の 約 802 を 初回 投 
与 で 駆除 する こと が 出来 (小宮 , 1955), 8 ~ 4 回 の 反復 
投与 で 排 虫 を 完了 する も の と 考え られ る 。 
テト レン 出力 : 

今 べた 第 1 の 排 の 総 排 ( 総 寄生 虫 数 に 近 


第 1 表 各回 の テト レン に ょ る 排 虫 数 
第 1 回 第 4 回 第 5 後 
各回 排 数 ( ) 3141 (85.3) 426 (11.6) 107 2.9) 9 (0.2) 0 
計 ( ) 3141 (85.3) 3567 (96.9) 3674 (99.8) 3683 (100.0) 
れ て お り , 第 2 回 以後 は 急速 に 減少 する 。 実際 に は 第 5 似 と 考え る ) 【 こと 対 する 百 條 比 を 仮に 第 1 回 テト レン 駅 出 


回 , 第 6 回 …… と 更に テト レン を 反復 投与 し た 症例 も 多 
い が , 第 5 回 目 以 後 の 駆 虫 で 排 虫 が 認め られ た も の は な 
く ,。 昧 計 欄 に 見 られ る 通り , 多く の 症例 は 8 ~4 回 で 排 

を 完了 し て いる 。 

と の 成績 を 従来 の 同種 調査 成績 と 比較 する と , 主 と し 
て ツマ ビニ = 多 虫 で 1 回 の テト レン 投与 で 総 排 虫 数 の 91.622 
を 駆除 し 得 た と いう ぅ 牛尾 (1950), 同 じ く ツマ ビ = 釣 虫 の テ 
トレ ン 駆 虫 の , 第 1 回 駆虫 で 全体 の 73%2, 第 2 回 目 
で 計 9822, 第 8 回 目 の で の 数 を 駆除 し 得 
た 北山 ちら (1950) の 成績 と ほぼ 一 致し て いる 。 ア メリ カ 


第 3 表 各回 テ 


力 と 見 。 に 総 排 数 か ら 第 1 回 数 を 引い 
た 残り を 近似 的 に 第 1 回 駆虫 後に 残存 し た 虫 数 と 考え , 
之 に 対す る 第 2 回 排 虫 数 の 百分比 を 第 2 回 テト レン 駅 出 


第 2 表 各回 テト レン 駆 出力 (1) 


第 1 回 第 2 回 第 3 回 入 4 回 


各回 駆虫 前 推定 存在 虫 数 3683 542 116 9 
各回 駆虫 時 排 虫 数 3141 426 107 9 
各 回 出 85.3 78:6 92.2 100.0 


トレ ン (2). 


例 数 虫 種 
各回 駆虫 前 推定 存在 数 
41 
各回 駆虫 前 携 定 存 在 虫 数 
各 回 カ 
不 各回 前 推定 存在 
3 各 回 出力 


| 
| 
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第 1 回 第 2 回 第 3 回 4 
2360 439 101 7 
1921 338 94 7 
81.4 77.0 93.1 100.0 
1253 97 15 2 
1156 82 13 2 
92.3 84.5 86.7 100.0 
70 6 
64 6 
91.4 100.0 
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力 と 見 叙 す 。 以 下 同様 に 第 8 回 及び 第 4 回 テト レン 駆 出 
力 を 算出 する (第 2 表 ) 。 之 等 各回 財 出 力 問 に は 推計 学 
的 に 明らか に 有意 差 が 認め られ る が , 回 を 重ね る に 従 つ 
て 駅 出力 が 低下 する と いう 一 貫 し た 傾向 は 認め られ な 
い 。 然 し 乏 等 数 回 の テト レン 駅 虫 で 完全 駆虫 に 達し た も 
の と , 終 に 不 完全 駆虫 に と 止ま つた も の と で は 虫 体 排 洪 の 
模様 が ちがう こと と が 考え られ る し レ し , 又 虫 種 と よ つ て 各回 
違 出力 は 当然 異な る こと も 予想 され る の で , 完全 駆虫 例 
と 不 完全 虫 例 に 群 別 し , 更に 種別 に 力 を 算出 し レ 
た (第 8 表 )。 乏 に よる と ン ツン ビ =, アメ リカ 両 種 釣 虫 と も * 
各回 駆 出力 間 に 潤 次 低下 する 傾向 は や は り 認 め が た い 。 
叉 完全 駆虫 群 と 不 完全 駆虫 群 と を くら べ る と , 後者 は 僅 
か 3 例 し か な く , を それ も ジン ビ = 釣 虫 例 の みな の で , 厳密 な 
比較 考察 に は 適し な い が , 不 完全 駆虫 例 の 方 が 主 し ろ 早 
く 排 を 完了 し て いる 様 に 見 える 。 , 完 と 判 
定 さ れ た 症例 中 に とも, 収 虫 後 虫 数 が 僅少 と な っ つっ たため 
所 調 見 か ふか け の 陰 転 (小宮 ら ,1954 b) を し た も の が 混在 
する 可能 性 も ある 。 従 つて 之 等 数 回 の テト レン 投与 を も 
な お 耐 過 する 抵抗 力 の 強い 釣 虫 が 少数 な が ら 存 在 す る こ 
と は ほぼ 確実 で ある が , その 強い 抵抗 性 を いつ 獲得 する 
か に つい て は 目下 の と と ろ 言 及 す る 十分 な 資料 を 持た な 
い の で , 此処 で は テト レン に ょ つて 除 し 得 た 限り の 多 
虫 に 関し て は , 各回 駅 出力 間 に 回 の 進む に 従 つ て 蘭 減 す 
る と いう 傾向 が 認め らち られ な い 所 か ら , 上 匠 か る 短期 間 に 反 
復 す る テト レン 駆虫 の 場合 と は 虫 体 が 此 の 薬物 に 馴れ る 
と こと に ょ っ つて 生ずる 薬物 耐性 の 出現 を 証する 確か な 事実 
は 見 出し ( 原 , 1948 ; 宮川 1956 う , か な り の 
感染 例 で も 概ね 8 ~ 4 回 の 反復 投与 で ほぼ ば 完全 に 玩 除 し 
ほる 様 で ある と 言う に 止め た い 。 

4。 小 括 : 

以上 , テト レン 反復 投与 に と 於 ける 駅 出力 が 第 1 回目 か 
ら 比 較 的 高く 回 を 重ね る に 従い 減少 そ ず , 8 ~4 回 の 
投与 で -- 応 排 虫 を 完了 し , 且つ 之 に よる 完全 駆虫 率 も か 
な り の 高 率 を 示す 点 を 考え ,。 更に を その間 に 於 ける 感染 量 
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の 急速 な 減少 (小宮 ら , 1953) を る も 考 慮 に 入れ る と , 数 
回 以上 の 本 剤 の 反復 租 与 は 殆 ん ど そ を の 必要 が な いも の と 
言え よう 。 そ の 意味 で , 農村 に 於 ける 集団 駆虫 も 2 へ ~ 8 
回 で 良 か ろ うと いう 柳沢 (1957) の 意見 は 臨床 的 と も 十 
分 首 きる 。 

完全 駆虫 の 達成 は 臨床 駆虫 に 於 て も 治癒 判定 の 規準 の 
最も 大 切な ひと つ で は ある が , その 全部 で は な い 。 駆 虫 
後 た と え 少 数 の 釣 虫 が 克 存 し て も , 松林 ら (1952), 財 津 
(1954) 等 の 指摘 する 通り , 早晩 死 減 する こと も あり 得 
る の で , 貝 卵 陰 転 の み を 目標 に , 患者 の 肉体 的 い は 経 
済 な 負担 を る こと な く テト レン を 強い て 
反復 する こと は 望ま し く な い 。 毎回 の 駆虫 と よる 排 虫 の 
状況 , 或いは 後 検 便 の 虫 卵 数 か ら 残 存 虫 数 を 推定 し つ 
つ , 臨床 症状 の 消長 を 見 と どけ , 要 す れ ば 鉄剤 投与 等 の 
対症 療法 を 行 つ て 治療 日 数 の 短縮 を 図る と こと, 及び 自 後 
の 再 感 染 を 防止 する 上 の 考慮 を 払う と と 等 が 一 層 大 切 で 

5。 釣 虫 の テト レン 其 の 他 二 ・ 三 駆虫 薬 に 対す る 抵抗 
性 : 

ツ ビ =, アメ リカ 両 種 多 虫 が 駆虫 薬 に 対し て 夫々 異な 
る 抵抗 性 を 持つ こと が , 排 虫 率 , 陰 転 率 の 差異 , 或いは 
感染 率 の 推移 等 か ら 論 じ ら れ て いる (Soper, 1926 ; 小 
宮 ら ,1953 ; 松崎 ら ,1954 ; 吉田 ら , 1954 ; 森下 ,1955) 。 
吉田 (1956 う は ジ ビニ = 多 の 被 性 は アメ リカ 虫 の 夫 
の 山崎 (1956) は 同じ くり り 言っ つて いる 。 回 
も テト レン を 反復 投与 する 臨床 駆虫 の 場合 は 前 項 迄 に 述 
べた 通り 。 ツ ビニ =・ ア メリ カ 両 種 釣 虫 で 被 駆除 性 に 大 差 
は な い 様 で ある が , 通例 1 回 投与 を 原則 と する 集団 駆虫 
の 場合 に は 此 の 問題 は 無視 で き な い 。 現 に 第 8 表 で 完全 
江 虫 例 の 第 1 回 駆 出力 を 見 る と , アメ リカ 釣 虫 の 92.8 
に 対し て ビ = 虫 は 81.4 や や 低い 。 こと で 種 
虫 を 更に 雌雄 別 と し て 第 1 回 駅 出力 を 算出 , 比較 する と 
(第 4 表 ), 之 等 駆 出力 間 に は 推計 学 的 な 有意 差 が あぁ あり, ツン 
ビニ = 虫 は 同種 に 対し て も 。 アメ リカ 虫 に 


第 4 表 下 ・ 雄 別 第 回 テト レン 


完全 駆虫 例 (41) 


$ 
駆虫 前 推定 存在 虫 数 1018 1342 
回 時 排 数 912 1009 
第 1 回 出 力 89.6 75.2 


不 完 全 駆 虫 例 (3) 


8 g 
479 774 39 31 
447 709 36 28 
93.3 91.6 90.3 


(50 ) 
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対し て も 駅 出力 《 従 つて 被 駆除 性 ) が 低く , 第 1 回 テト 
レン に 対す る 抵抗 性 の 大 き いと と が 示唆 され る 。 山田 

(1950) も テト レン ・ ヘ へ ノボ ポ デ ヂ 油 併用 療法 で , 総 排 虫 数 
に 対す る 第 1 回 排 虫 数 の 比 が , マビ = 釣 虫 の 場合 雄 の 
56.62% 対し , は 49.42 や や 低 で あつ た と と を 報 
じ て い る 。 ジ ビ =, アメ リカ 種 多 の 雄 同 の 間 に も 
辛うじて (危険 5 有意 差 が あり , アメ リカ 
は 特に テト レン に 対し て 抵抗 が 弱い 様 に 見 える 。 

と の 点 を 更に 追究 する 目的 で , 5 例 の 患者 に 第 1 回 
虫 時 , こと さら 駅 出力 を 低め る た め , テト レン 1.58g, 
或いは 1- ブ ロー ム ・ ナ フト ー (2 (オー ミン ) 1.0 
g&, 又は ヨー ド チ モー ル ( 此 の 薬物 に つい て は 別に 報告 


: 
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し た ) 2.0~ 8.0 g を 用 い , 第 2 回目 以後 ヒ テ トレ ン 4.5 
& を 反復 投与 し て 徹底 駆虫 し て 実験 を 行 つ た (第 5 表 )。 
と よる と 矢 張 り ア メリ カ 虫 の み が 18.72 や や 高 
率 に 駆 出さ れ て お り , 一 見 テト レン 其 の 他 上 記 薬 物 に ょ 
る 第 1 回 駆虫 と 抵抗 が 弱い 様 に 見 える が , アメ リカ 雌 多 
虫 。 マビ = 多 虫 に 対し て 差 は 有意 で な く ,。 此 の 実験 か ら 
は 貝 種 , 雌雄 別 の 抵抗 性 の 差異 は 検証 で き な か つた 。 
一 方 , 外来 で オー ミン , ヨー ド チ モー ル , 或いは テト 
レン 等 を 再三 投与 され , な お 虫 卵 が 残存 し た た め 入 院 
し , テト レン に よる 徹底 駆虫 を 受け た 症例 18 例 に つい て 
入院 駆虫 時 の 排 虫 を 検 し た 成績 を 第 6 表 に 示す 。 そ の 雌 
雄 比 を 見 る と , マビ =, アメ リカ 両 種 釣 虫 と も 当 院 一 般 


第 5 表 第 1 回 駆 出力 を 特に 低 あ た 実験 


年 前 第 1 回 駆虫 時 排 虫 数 第 2 回 目 以後 の 駆虫 に ょ る 排 虫 数 
名 検 ビ ー アメ リカ 虫 ヅ ビー 虫 アメ リカ 多 

便 g $ g $ g 
g 1 2 9 12 
g 7 42 95 149 
を g 1 1 5 4 11 
鈴 O 武 36 11 9 90 
g 3 6 1 158 226 1 395 
計 182 281 44 105 657 

る 7.6 5.4 13.7 6.3 92.4 94.6 86.3 93.7 


前 検便 士 は 直接 標本 18X18mm 全 野中 9 以 内 。 村 は 同じ 10~99 , 掛 は 同じ 
100 ヶ 以上 を 示す . な 3 ぉ 第 6 表 中 ( 十 ) は 飽和 食塩 水 浮 湊 法 の み 貝 卵 陽性 を 示す 。 


第 6 表 外来 駆虫 の の ち 貝 卵 残存 し た 症例 の 入院 駆虫 時 排 貝 数 


年 前 入院 駆虫 に ょ る 排 数 
名 性 検 使用 (g) ビ アメ リカ 

66 9 (+) 47 1 

秋 〇 子 28 (+) 6.5 2 

42 g 57 

18 $ 十 

高 〇 〇 40 + 

増 〇 喜 〇 56 $ 

池 〇 〇 23 

53 


] 
後 
で 
抗 
は 
8% 
に 
3 / 
計 5 13 6 23 | 
比 2.6 3.8 
(51 ) 
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の 平均 (第 4 表 の 数 値 か ら 計 算 す る と , ツメ ビー= 多 虫 1.8, 
アメ リカ 釣 虫 1.6) より 大 きく ,。 特に アメ リカ 多 虫 で は 
約 3.8 を 示し , 雌 釣 虫 が 之 等 薬物 に 対し て 雄 釣 虫 より 抵 
抗 が 強い の で は な いか と 思わ れる 。 

最近 好 井 ら (1957) が 1 例 の タビ = 虫 濃厚 感染 
例 の オー ミン 駅 虫 で , 第 2 回 目 の 駆 虫 で 排除 され た 貝 体 
が , 一 般 に , 第 1 回目 駆虫 の 共 の 排 護 虫 体 に と 比 し 大 きか 
つた こと と か ら , 腸管 内 に 於 ける 寄生 部 位 , 咳 着 状態 等 を 
も 考慮 に 入れ て , 大 形 の 釣 虫 の 方 が オー ミン に 対す る 抵 
抗 が 強い の で は な か ろう か と 想像 し て いる 。 私 も テト レ 
ン 虫 の 排 つい て その な 事実 が ある か か 
を , 目下 貝 体長 と 虫 体 帖 と で 検討 中 で ある 。 排 便 毎 に な 
る べく 速やか に 潤 便 を 行い , 貝 体 を 生理 食塩 水 を 盛 つ た 
シヤ ー レ に 採取 し , 時 を うつ さ ず , 0.5mm 目盛 り の 竹 
製 物 差し で 体長 を 測定 し , 次 で ご ミクロ メー ター を 用 い 10 
倍 の で 虫 体 最大 巾 を 測定 し た 。 ビニ = 
2 例 に つい て の 成績 を 第 7 表 に 示す 。 症例 No. 1 の ツ ビ 
= 雌 釣 虫 で は 体長 に 関し て , 比較 的 大 き な 貝 体 が 第 2 回 
目 の 駆 虫 で 排除 され た と 考え られ る 所 見 で あつ た が , 第 
8 回目 の も の は 必ず し も そう で な く , 叉 雄 釣 虫 で は その 
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関係 が 左 程 明瞭 で な か つた し , 症例 No.2 で は , 第 2 
目 の 排 虫 が 極め て 僅少 で ある が , 何れ も 第 1 回目 の 排 貝 
に 比 し 体長 が 短 か く , 釣 虫 体 の 大 小 と , 駆虫 薬 に 対す る 
抵抗 性 と の 関係 に つい て は まだ 一 義 的 な 結論 に 達し 得 て 
いな い 。 

銘 虫 の 年 齢 も , 無論 ,。 この 抵抗 性 と 関係 が あぁ る も の と 
考え られ る が , 之 に 関す る 研究 は まだ 行わ も れ も て いな い 様 
で ある 。 貝 体長 , 体 巾 等 が 或 る 範囲 内 で は 年 齢 の 一 指標 
と な り 得 る (平川 ら ,。 1958) こと は 常識 的 に も 考え られ 
る の で , 今後 と も 此 の 種 検索 を 続行 し て , 何等 か の 結論 


を 得 た いも の と 軌 う 。 
要 約 


1) 前 ・ 後 下剤 を する テト レン 4.5g& 短 
期間 に 数 回 反復 する 臨床 駆虫 法 の 効果 を , 毎回 の 排 虫 数 
の 変動 に つい て 検討 し た 。 毎 回 推定 存在 虫 迷 の 78.622 以 
上 を 駆除 し 得る 効果 ( 駆 出力 ) が あり , 回 を 重ね て も 駅 
出力 は 減少 せ ず ,。 ツマ ビ =, アメ リカ 両 種 釣 虫 の か な り の 
濃厚 感染 例 で も , 8 ~ 4 回 の 反復 で テト レン に よる 排 由 


を 一 応 完了 する 。 


第 7 表 テト レン 駆虫 時 , 駆虫 回 数 別 虫 体 計測 成績 


症例 No. 1 角 O 義 60 8 


第 1 回 駆虫 第 2 回 
数 33 15 

体長 平 均 (x) 7.45 mm 7.74 mm 
不偏 分 散 (u*) 0.686 0.230 
7.74~ 8.01~ 

信頼 限界 7:46 mm min 

体 幅 平 均 x) 0.42 mm 0.43 mm 
不偏 分 散 (u?) 0.0023 0.0017 
0.44~ 0.45~ 
信頼 限 0.40 mm 0.41 mm 

数 51 20 

体長 平 均 x) 8.07 mm 8.55 mm 
不偏 分 散 (u?) 1.232 0.460 

8.38~ 8.87~ 
信頼 限 (95 ) 7.76 mm 8.27 mm 

体 幅 平 均 (x) 0.59 mm 0.59 mm 
不偏 分 (u*) 0.0011 0.0009 
0.60~ 
信頼 (95%) 0.58 mm 0.58 mm 

推定 感染 持続 期間 1 ヵ月 


備 考 


症例 No. 2 山 〇 17 歳 


第 1 回 第 2 回 


1 31 
10.43 mm 
0.647 


10.73~ 
10.14 mm 


0.45 mm 
0.0012 


0.46~ 
0.44 mm 


31 1 


第 3 回 駆虫 
4.5g 


(7.8 mm) (8.5 ; 8.0 mm) 


(0.43 mm) (0.46 ;0.44 mm) 


. 11.71 mm (10.5 mm) 


12.12~ 
11.30 mm. 


) 0.60 mm (0.61 mm) 


0.55 ; 0.53 mm 
0.0015 

0.61~ 
0.59 mm 


推定 感染 持続 期間 と も 7 


( 52 ) 


| 
| | 
| 
| 
| 
| 


昭和 33 年 12 月 (1958)〕 ・ 


2) こと の 駅 虫 法 を 行 つ た 44 例 で , 完全 駆虫 事 は 98.2 
で あり , と の 観点 か ら も テト レン の 反復 投与 は 概ね 3 ~ 
4 回 で 十分 と 考え られ る 。 少数 な が ら 不 完全 駆虫 例 の あ 
る 所 か ら , テト レン 耐性 を 有する 釣 虫 の 存在 する とこ と は 
確か で ある が , 此 の 薬物 耐性 は 反復 投与 問 に 所 調 馴 れ の 
現象 に ょ っ つて 獲得 され る も の で は な い 様 で ある 。 

8) 貝 種 , 雌雄 別 の 第 1 回 テト レン 駅 出力 の 検討 特 
に 第 1 回 目 駆虫 の 際 , 駆 出力 を 低め た 実験 に 於 ける 同様 
の 観察 , オー ミン , ヨー ド チ モー ル , テト レン 等 を 用 い 
た 外来 駆虫 で 虫 卵 が 陰 転 し な か つた 症例 の 最終 的 入院 駆 
虫 時 の 排 虫 検査 等 の 結果 , 一 般 に 雌 釣 虫 。 特に ツ ビ = 雌 
虫 が 等 薬物 に 対し て 抵抗 が リカ 釣 虫 は 
抵抗 が 弱い 様 で あり , この 事 は 1 回 投薬 を 通例 と する 集 
団 駆虫 の 場合 は 考慮 を 要する も の と 思わ れる 。 

4) 虫 体 の 大 小 と , 薬物 に 対す る 抵抗 性 の 相関 に つい 
て も 検索 中 で ある が , まだ 一 定 の 成績 を 得 て い な い 。 


終り に , 国立 予防 衛 生研 究 所 寄生 虫 部 長 小 宮 義 孝 先 生 
の 御 指導 , 御 校 開 と , 国立 横浜 病院 長野 坂 三枝 先生 な か 
多数 の 欧 生 方 , 同 病 院 研究 検査 科 の 中 橋 勇 次 郎 先 生 , 永 
岡 清子 先生 ほな か 諸兄 御 教示 , 御 協力 。 及び 国立 予防 衛生 
研究 所 寄生 虫 部 の 石崎 達 先生 , 安田 小 子 先生 の 絶え ざる 
御 推 男 が な か つた ら 到 底 第 1 報 以下 の 本 研究 を な し 得 な 
か つた と と を 特に 記し て 感謝 の 心 に た 代え た い . 谷 , 本 報 
要 第 27 回 日 本 寄生 学会 総会 に 報告 し た . 
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Summary 


For the clinical anthelmintic treatment of hook- 
worm disease, 4.5g of Tetrachlorethylene was 


| 
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' administered on sixty two patients in our hospital, 
by means of an successive administration of it at the 
two or three days interval until hookworm ceased 
to be expelled. Results were summarized as follows : 

1) The percentage of the number of hookworms 
expelled by the first dose was 85.3% of the total 
number of hookworms harboured; 96.9% after the 
second; 99.8% after the third; and 100.0% after 
the fourth dose. The rate of the negative for ova 
was 93.2%. 

2) The removal force (the percentage of the 
number of expelled worms to the number of rema- 
ined worms) was above 78.6% at each medication, 
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and it showed no reduction in the later dose. 

3) It seems that the hookworm does not acquire 
the tolerance against Tetrachlorethylene in the 
above-mentioned procedure, therefor, the successive 
administration of this drug, performed three or four 
times, is considered to be satisfactory for even 
considerable intense infection. 

4) Generally speaking from our researches, a 
female worm especially of Ancylostoma duodenale 
is most resistant against such drugs as Tetrachlor- 
ethylene, 1-Bromo-Naphtol ( 2 ) and Iodothymol, but 
a male one especially of Necator americanus has 
poorer resistance, 


. 
. 
( 54 ) 
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症 の 臨床 的 観察 (4) 


4-Iodo-3-methyl-1-hydroxy-6-isopropylbenzene に つい て 


藤 沢 


俊 


国立 横浜 病院 内 科 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
(昭和 33 年 6 月 6 日 受領 ) 


外来 釣 虫 症 患 者 に 投与 する 駆虫 薬 と し て , 私 共 の 病院 
で は 使用 法 の 簡易 性 か ら 従来 お も に 1- ブ ロー ム ・ ナ フ 
トー ル (2 う を 用 いて 来 た が , 最近 ヨー ド チ モー ル を 試 
用 する 機会 を 得 た の で 其 の 成績 を 報告 し た い 。 


使用 
CH: ら (1951) の 系 統 的 な 
究 に と ょ つて 初め て 線 作用 が 


| kt 証 さ れ た 薬物 で , 化学 構造 式 は 左記 
の 通り で ある 。 Mono-iodo-thymol 


或いは 4-Iodo-thymol 等 と 略称 され 
C 5 る (以下 ヨー ド チ モー ル と 記す )。 
3 3 


4-IJodo-3-methyl- 試用 し た の は ヨー ド チ モー ル ・ カ 
1-hydroxy-6-iso=_。 プ セル て 中外 製薬 ) で , 1 カプ セル 
propylbenzene 中 に 本 剤 0.5g& を 合 有 し , 薬物 学 的 
(分 子 量 : 275.9) 一般 性 状 は 第 1 表 の 如く で ある 。 


第 1 表 ョ ー ド チモール (中 外 製薬 ) の 
薬物 学 的 一 般 性 状 


1. 針 状 或いは 結晶 性 粉末 で , 特異 の 臭気 と 僅か に 
及び 刺 性 の 味 を 有 す 。 

2。 光 に ょ り 化 ず 。 

3. 水中 に 投 ず る と 湊 し , を 加熱 する と 
て 油 滴 と な り 水 面 に うか ぶ 。 
融点 65°~68°C 

4。 水 に 難 溶 , アル ュー ル ・ ク ロロ ホル ルム ・ エ ー テ 
ル ・ 水 醍 酸 ・ 精 油 (ベン ヂ デン )・ 脂 肪 油 (オレ ー 
油 ) ・ ア ルカ ヵ 性 (NaOH) た 易 深 

(国立 横浜 病院 研究 検査 科 永岡 清子 ) 


調査 対象 及び 調査 方 法 
対象 は 国立 横浜 病院 で , 1957 年 度 に 取り 扱っ つた 成人 鋼 


TOSHIO FUJISAWA: Clinical studies on hook- 


worm disease. (4) 4-iodo-3-methyl-l-hydroxy-6-iso- 


propylbenzene (Yokohama National Hospital, Yo- 
kohama, and the Department of Parasitology, Na- 
tional Institute of Health, Tokyo, Japan) 


虫 症 患 者 中 の 約 80 名 で , 大 部 分 は 外来 で 観察 し た が , 一 
部 に 副作用 及び 排 虫 状況 等 を 調査 する た め 入 院 さ せ た 症 
例 も ある 。 

先ず 2.0 g の 早 空腹 時 か ら 試 み 。 のち に 記す 通 
り 駆虫 効果 は 余り 強く な い が , 副作用 も 左 程 著 し く な い 
の で , 朱 次 増量 し 且つ 服用 時 刻 も 就寝 前 と し , 8.08g, 
時 に 10.0 g の を 試み た 。 一 部 症例 で 排 を 確か 
め る 必要 か ら 硫 苦 水 を 後 下 剤 と し て 投与 し た 場合 も ある 
が , 概ね 就寝 前 に 前 ・ 後 下剤 を 併用 を ず 服 用 させ , 服用 
前 の 夕食 と 翌朝 々 食 に 飲酒 と 脂肪 の 大 量 の 摂取 と を 禁じ 
た ほか 特に 食餌 の 制限 は 行わ な か つた 。 

駆虫 後 の 効果 判定 の た め の 検 便 は 服薬 後 2~ 4 週 の 問 
に 行う の が 理想 的 と され て いる (小宮 ら , 1954a) が , 
外来 患者 の 場合 , 診療 上 の 都合 か ら 1 ~ 2 週 の の ち に 飽 
和食 塩水 浮 法 で 実施 し , 虫 卵 残存 する 場合 , 再び 本 剤 
を 同 量 或 い は 増量 し て 用 いる か , 又は 他 の 薬物 に 切り 替 
える か は 個々 の 症例 ご と に 臨床 的 な 事情 か ふら きめ た 。 

一 部 症例 に つい て 行 つ た 濾 便 採 虫 は , 本 剤 服用 後 24 時 
間 中 の 排便 を 採取 し て 行 つ た 。 特 に 本 剤 服用 に ょ つて 貝 
卵 陰 転 し な か つた 症例 に 最終 的 に 四 塩 化 ェ チレ ン (テト 
レン ) 駆 虫 を 行う 場合 は 原則 と し て 入院 させ た 上 で , 前 後 
下剤 を 併用 する 方 法 に ょ より, 服薬 後 24 時 間 中 の 排便 に つ 
いて 濾 便 し た の で , 此 の 場合 は その テト レン に よる 排 洪 
虫 体 の 殆 ん ど 100% を 捕捉 し 得 た も の と 考え られ る ( 小 
宮 ら , 1954 b) が , 入院 不能 の 症例 で は , 早朝 来院 させ , 
午前 8 ~9 時 に テト レン を , その 1>~ 2 時間 後 に 後 下 剤 
を 投与 し , 午後 5 時 頃 和 外 来 と と ど め お き , 都合 8~9 
時 間 中 の 排便 を 採取 し た の で 捕捉 虫 迷 は 全体 の 大 凡 85% 
程度 の も の と 考え られ る (藤沢, 1953)。 


成績 並び に 者 接 
1. 完全 虫 率 : 
投与 回 数 , 投与 総量 と も に 症例 ご と に 区 々 な の で , 前 
検便 の 卵 度 を 衛生 検査 指針 (厚生省,。 1955) つて 
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第 上 群 : 飽和 食塩 水 浮 溢 法 の み 陽 性 及び 直接 塗 抹 標 本 18 
x18mm 全 視 野中 9 = 以内 , 22 例 . 

第 : 直接 抹 野中 10~99=, 2 例 . 

第 : 同じ く 100= 以 上 , 2 . 

の 38 群 に 区 分 し て 集計 し た (第 2 表 )。 


第 2 表 ョ ー ド チモール に よる 応 虫 成績 


回 数 総量 g ( ) 数 


4 
5~7 0 6 
8 2f((36.4 2f (63.6) 


十 
w 


2~3 1 2 

1 3 1 
3 7 1 

6 14 1 


計 26 (1~6)(2~22) 8 (30.7) 18 (69.3) 


第 2,。 3 表 の : 前 検便 虫 卵 は 直接 抹 本 
18 メ X18 mm 全 視 野中 9 ヶ 以 内 を 十 , 同 10 ヶ 
~99 ヶ を 植 , 同 100 ヶ 以 上 を 凌 , 飽和 食塩 水 
浮 洗 法 の み 陽 性 を ( 十 ) で 示す . 


外来 患者 が 主 な の で , 貝 卵 度 の 高い 濃厚 感染 例 と 考え 
られ る 第 I, I 群 の 症例 は 少な い が , 本 剤 の み で 完 金 駆 
虫 に 達し た も の は な か つた 。 本 剤 の & み 1 へ ~ 6 回 , 総量 
22 投与 で , 8 群 を 合計 する と 完全 駆虫 は 30. 
26, 軽 感 染 者 か ら 成 る と 推定 され る 貝 卵 度 の 低い 第 工 群 


。 の み に 限 つて る ぁ 36.42 で , 次 の 第 2 頃 の 調査 成績 と 併 さ 


考え て , 本 剤 の 駆虫 効果 は 左 程 強 力 な も の と は 考え に く 
い 。 但 し 貝 卵 度 の 高い 症例 に 8.0~10.0 g の 連 用 を 試み 
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た 症例 が た また ま か け て いる の で , 大 量 を 連用 し た 場合 
の 効果 に 関し て は 断言 を 保留 し た い 。 

以上 の 成績 は 1.5 g 2 日 連用 で 50%, 2.0g 
2 日 連用 で 62.5% の 完全 駆虫 を あげ た と いう 成績 (中 
外 製薬 1957), 或いは 用 量 は 詳 か で な い が 完全 駆虫 率 
56.82% と いう 林 ら (1957 う の 成績 と 比 し 低 率 で ある 。 之 は 
之 等 が 早朝 空腹 時 頓 用 を 2 日 間 っ づけ る と いう 方 法 で あ 
る に 対し , 私 の 方 法 が 就寝 時 頓 用 を 1 ~ 2 週間 隊 で 反復 
し た 例 が 多 か つた と いう ちがい に も よる と 考え られ る 
が , 更に 調査 対象 , 従っ つて 感染 濃度 の 相違 に も ょ る と 想 
像 され る 。 

2. 不 完全 例 に ける 残存 の 調査 : 

本 剤 1~ 8 回 服用 後に 虫 卵 残存 し た 症例 11 例 に つい て 
残存 多 虫 を 調査 する 目的 で て テト レン 駆虫 を 行 つ た (第 8 
表 ) う 。 先 立つ ョ ー ド チモール 駅 虫 に 於 ける 排 虫 数 が 殆 ん 
ど 確 か め ら れ て お ら ず , 又 テト レン 駆虫 も 外来 で 行 つ 
た 場合 が あぁ あり, 且つ 夫 も 必ず し ゃ 完全 駆虫 に 達する 和 テ 
トレ ン を 反復 投与 し て いな い の で 残存 多 虫 の すべ て を 捕 
捉 し た と と に な ら ず , 紫 の 調査 は 不 十 分 で ある が ,。 ジ ツ ビ 
=, アメ リカ 種 と る に か な り の 数 , 1 ~ 回 
の ョ ー ド チモール を 春 過 し て 残存 し 得る こと を うか が い 
知る こと が 出来 る 。 

83. 副作用 : 

林 ら (1951) は 本 剤 は 線 虫 駆除 作用 強力 で ある に 拘ら 
ず , 動物 実験 の 結果 は へ ヘ キ シ ー ル レゾ ル シ ノ ー ル 或いは 
チモール ょ り 下 性 微弱 で , 1.0g 内 服 の 人 体 実 験 で 何等 
の を 見 な か つた と 中 外 製 薬 (1957) の 記す 所 
に ょ る と 1.0~ 83.0g の 内 服 で 極 く 一 部 に 頭 瓶 を 認め た 


第 3 表 不 完全 駆虫 例 に 於 ける 残存 多 虫 の 調査 


a 第 1 回 ョ ー ド 第 2 回 ョ ヨー ド 第 3 回 ョ ー ド < 
1 


| 
{ 


(1958) 〕 
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ョ ー ド チモール の 没 作用 


使用 量 ( 頓 用 ) g 2 3 3.5 4 


+ 0 2 0 0 


の み で あつ た と 云い , (1958) も 障 皆無 と は 
えな い が 何 れ も 一 過 性 で あつ た と 報じ て いる 。 私 は 毎回 
上 服用 時 , 殊 に 増量 投与 の 場合 は 慎重 に , 自覚 的 副作用 の 
ほか 服用 当日 以後 の 出血 傾向 , 着色 尿 の 出現 を 問診 こ ょ 
つて 調査 し , 他 審 的 検査 と し て 一 部 症例 で , 服用 当日 及 
びそ の 翌日 の に つい て 日 ・ ウ ロビ リノ ゲン 
性 試験 , 沈 洗 鏡 検 , 服用 当日 乃至 2 へ 8 日 後 の 心 電 図 , 
ブロ ー ム サル フ ア レ イン 試験 , 血清 高田 反応 を 検 し た 。 

自覚 症 出 現 は 第 4 表 の 通り で , 2.0 へ ~10.0g 由 用, 57 
回 中 約 の 度 で あつ た 。 8.0g の の 2 例 な は 
腹痛 , 各 1 例 , 5.0g の 1 例 , 8.0g 用 の 5 


例 は 何れ る 数 行程 度 の 下 , 腹痛 ・ を 伴う と こと が 


多 か つ た が , 次 回 の 投薬 を 忌避 する ほど 強い も の で は 
な い 。 

叉 上 記 他 覚 的 検査 の 諸 帝 目 に は 異常 病 的 所 見 の 出現 を 
認め な か つた 。 

4.。 虫 以外 に 排 され た 寄生 

偶然 , 濃 便 を 行 つ た 症例 に 於 て , 1 例 か ら 12 隻 の 芝 由 
の 排 を 認め た 。 を の ほか 1 例 か ら 1 令 び 
虫 280 令 の 排 滋 を 認め た が , 乏 は 同時 億 用 の 下剤 の 効果 
か と も 考え られ る 。 


要 約 


約 30 例 の 釣 虫 症 患 者 に 試み た ヨー ド チ モー ル 了 臨床 駆虫 
成績 を 述べ た が , 下記 の 如く に 要約 され る : 

1) 2.0~10.0g を 主として 有 就寝 時 に 前 ・ 後 下剤 を 億 
用 せ ず 幅 用 させ た 。 酒類 及 び 大 量 の 脂肪 を 禁じ た 以外 , 
食事 に 特別 の 制限 を 加え な か つた 。 副作用 と し て 約 142 
に , 腹痛 , 吸気 , 或いは 下痢 が 現われ た が , 何れ も 軽度 
で , 心 ・ 肝 ・ 堅 等 に 著しい 副作用 は な い 様 で ある 。 

2) 1 へ 6 回, 総量 最小 2.0 へ 最高 22.0 g の 投与 で , 
完全 駆虫 来 は 80.7% で , 軽 感染 者 の み に 限 定 し て も 36.4 
2 あっ た 。 

8) 1~3 回 , 総量 3.0~ 8.0g の 投与 の の ち に も , 
か な り の 数 の ツマ ビ =, アメ リカ 両 種 釣 虫 の 残存 する 症例 
が あり 得る こと を 確か め た 。 

4) 以上 の 通り , 本 剤 は 駆虫 効果 は 著しく 強力 と は 云 


(57 ) 


6 Sr 計 ( 
0 5 0 8(14.0) 
4 1 5 2 49 } 


えな い が , 反面 副作用 も 比較 的 少な く , 多 虫 駆除 薬 と し 
て 今後 更に 用 量 , 用 法 等 の 点 で 検討 の 価値 が ある も の と 
考え られ る 。 

紫 の 報告 は 国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 長 小 宮 義 孝 先 
生か ら 薬 物 の 分 与 と 研究 上 の 指示 を 受け て 行 つ た も ゃ の 
で , 同 先 生 の 御 指導 御 校 闘 と , 国立 横浜 病院 長野 坂 三 校 
先生 , 同 内 科 医 長 古城 美 一 先生 ほか 同僚 先生 方 の 御 助 カ 
に 謝意 を 表し ます . 要旨 は 第 27 回 日 本 寄生 虫 学会 総会 


に 報告 し た . 
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Summary 


New anthelmintica, 4-Iodo-3-methyl-l-hydroxy-6- 
isopropylbenzene (Iodothymol) was tried in the treat- 
ment of thirty hookworm disease patients. Results 
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obtained were as follows : 

1) Single dosage of 2.0 to 10.0 g of TIodothymol 
was used internally without purgative before going 
to bed, and in cases of still positive for ova after this 
treatment, the above-mentioned procedure was re- 
peated. As harmful effects, nausea, abdominal pain 
and diarrhoea were complained by one-sevenths of 
all patients, but not so severe. 

2) After the administration of this drug, ranging 
from one to six times with 2.0 to 22.0 g in total 
dosage, 30.7% of all cases were negative for ova, 
and in cases of slight infection it was 36.4%. 

3) After the medication of Iodothymol using one 
to three times, 3.0 to 8.0 g in total, survival of a 
considerable number of hookworm, including of 
Necator americanus, was proved by the expelling 
treatment with Tetrachlorethylene. 


寄 生 学 雑誌 ・ 第 7 巻 ・ 6 号 


追記 : 佐々 ら (1958 : 4 - ヨ ー ド チモール 及び その ピ 
ペラ ゴ ヂ ン 塩 の 駆虫 効果 に 関す る 研究 , 初 報 , 東京 医事 新 
誌 。 75 C9 う , 541~546) う は, 詳細 な 動物 実験 並び に 臨床 
駆虫 及び 600 名 に の ば る 集団 駆虫 で , 副作用 軽微 , 主 と 
し て 1 日 2~3g, 2 へ 3 回 の 本 剤 投与 で 3 週間 後 4~ 
5 割 の 虫 卵 陰 転 率 を あげ , 結論 と し て 本 剤 の 駆虫 効果 が 
遅 効 的 で は ある が 長期 間 持 続 す る も の と 推定 し て いる 。 
之 等 の 点 も 考慮 し て 私 は 今後 更に 本 剤 の 効果 を 検討 し た 
いと 思う 。 


; 
( 58 ) 
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遇 虫 体外 飼育 時 に 於 り 2 代謝 像 の 変化 


(1) -Adenosine triphosphate, Glycogen, Ascorbic acid 量 の 変化 


松 本 


昭和 医科 大 学 医 動物 学 教室 
(昭和 33 年 6 月 17 日 受領 ) 


豚 遇 虫 は その 体制 の 大 きい 事 と 採集 し や すい 事 か ら 多 
く の 人 々 < に ょ つて 研究 され て 来 て いる 。 特 に その 生理 並 
びに 生化 学 的 研究 は Fairbairn, Bueding, Cavier, 小泉 ら 
に ょ っ つて 広範 な 研究 が な され て お り , その 化学 的 組成 と 
代 関し て は 多く の デー タ が 蓄積 され て いる 。 
し 寄生 虫 学 の 基本 的 な 命題 一 体内 寄生 の 意義 , と 宿主 種 
特異 性 一 の 解決 を 示唆 する 様 な デー ター は 極め て 少 い 。 
寄生 の 意義 即ち 寄生 虫 は 何故 特定 宿主 体内 で の み 生 控 可 
能 で ある か と いう 問題 の 解決 は 自由 生活 線 虫 と 寄生 線 虫 
と の 間 の 正確 な 比較 生化 学 的 検討 と に よ つ て の みみ 与え られ 
る も の と 思わ れる 。 併 し 上 銅 虫 の 場合 これ に 対応 すべ き 自 
由 生 活 線 虫 は 実験 に 使用 する こと と が 不可 能 で ある 。 

と の 問題 に 接近 する も う 一 つの 手 掛 り と し て 体外 飼育 
に よ ょ つて その 栄養 条件 を 決定 し よ ょ うと する 試み が 行わ れ 
て 来 て いる 。 通 常 等 調 食塩 水中 で は 環 虫 は 10 一 14 日 間 し 
か 生存 し て いな い 。 (森下 , 1953 : Cavier et al., 1950) 
と の 食塩 水 に 種々 の 物質 を 添加 し て も その 生存 期間 の 延 
長 は ほとん ど 見 られ て いな い 。 併 レア ミノ 酸 を 漆 加 し た 
場合 に 体外 飼育 中 の 舞 虫 の 蛋白 質 の 減少 が 対照 の 食塩 水 
飼育 の も の に 比べ て 少な いと いう 結果 CCavier et al 
1950) う , Ascorbic acid 添加 に ょ り 多 少 の 延命 効果 が 見 ら 
れ た と いう 結果 な ど 示 唆 深い , 二 三 の 報 告 が され て いる 。 
と れ ら 体外 飼育 中 の 上 銅 虫 は 多く 腸 内 細菌 に よ ょ つて 汚染 さ 
れ て いる 為 に その 栄養 条件 の 決定 が 増 々 困難 に され て い 
る 。 近 年 Epps et al. (1950), Bueding & Most (1953) 

ら に よ ょ つて 環 虫 を 無菌 的 と する 方 法 が 考察 され た が 無菌 
貞 虫 (Axenic Ascaris) は 多少 生存 期間 が 長い 様 で ある 。 

我々 は 寄生 の 意義 を 追求 する 一 つの 手 掛 り と し て 体外 


KENICHI SUGIURA & KATSUHIKO 
MATSUMOTO : Metabolic changes in Ascaris ium- 
bricoides var. suum during the culture i vitro (1) 
(Department of Medical Zoology, Showa Medical 
School, Tokyo) 


9 り 出し た 直後 の も の と 比較 し て た 。 こ と これ ら の 定量 的 測 
定 が 直ちに 宿主 体内 で の 代謝 と の 質 的 並び に 量 的 な 相 軸 
を 示す も の と は 考え に くい が , 少く と も 我々 ぐ の 与え た 
外 育 の 条件 が の 如何 な る 代謝 に 一 番 大 きく 致 
死 的 に 作用 し て いる か は 解明 され る も の と 思わ れる 。 で や そ 
し て その 一 代 像 の 変化 か ら の 体外 培養 の より 
良い 条件 を 見 出 そ う と する の が こと の 実験 の 究極 の 目的 と 
する も の で ある 。 

と の 報告 は と これら の 試み の 第 一 報 と し て 高 エ ネル ギー 
化合 物 Adenosine triphosphate (ATP), Glycogen, 
Ascorbic acid 量 の 変化 と に つい て 報告 する 。 


材料 及び 方 法 


材料 は 東京 都 品川 殺 場 に て 採集 し た 雌 の 4.5 
~5 gg の も の を 用 いた 。 貝 体 は 87?C 生 理 的 食塩 水 を 入れ 
た 魔法 びん 中 に 採集 し て 可 及 的 速やか に 持ち 帰 え 9 り 第 一 
回 の 分 析 を 行 つ た 。 体 外 飼育 法 と し て は 0.952 食 塩水 を 
虫 体 一 匹 あ た り 50~60cc を 入れ た 大 型 シ ヤー レ を 用 い 30 
~37?C の 中 に 保存 し た 。 育 液 は 毎日 更新 し た 。 
叉 これ ら の 物質 量 の 変動 に 対す る 細菌 の 繁殖 作用 を 検 
する た め に 特定 の も の は 1cc あたり ペ マ = シ リン 200 単 
位 」。 ストレプト マイ シン 5007Y を 含む 生理 的 食塩 水 を 飼 
育 液 と し て 用 いた 。 通 常 各 シヤ ー レ ょ より 数 匹 づ っ つ を 任意 
に ょ より 出し て 濾紙 で 軽く 拭い 実験 に 供し た 。 

本 実験 に と 用 いた 飼育 条件 で の 上 遇 虫 の 生存 率 は 第 一 表 に 
示す 通り で ある 。 

1 表 
30°C, 0.95 必 食 塩水 中 に 於 け る 短 虫 の 生存 率 


育 日 数 | 0 


生存 率 () | 100 100 100 97 87 80 57 40 32 27 13 


過半 数 の 虫 体 が 一 週間 前 後 で 死亡 する の で 定量 も とこ の 
時 期 で 打 切 っ た 。 
ATP の 測定 は Barth, L.G. & L. Jaeger 法 (1947) 
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に にょ り IN HCI 中 100°C? 分 で 加水 分 解 さ れる エステ 
ル 酸 を Allen 法 (1940) に よ ょ り 定量 し た 。 

Glycogen は Carroll et gl (1956) の Anthrone 法 
に よ ょ より, Ascorbic acid は Evelyn etal. (1988) の 2・6- 
Dichlolophenolindophenol 法 に よ ょ つて 定量 し た 。 総 て 操 
作 は 可 及 的 速 か に 水冷 下 で 行い 上 記 物 質 の 分 解 を 極力 避 
ける 様 に 努め た 。 


1) 貝 体 体 壁 の ATP 測 定 の 結果 を 第 一 図 に 示す 。 数 
体 g 中 に 含ま れる ATP の 分 (Y) で 表 
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Dayse 
Fig. 1 ATP contents in body wall 


わし て ある 。 採集 直後 の 7 分 P 量 は 平均 73.0y/g で あり , 
と これ を ATP 量 に 換算 する と 1.06mg に な り , これ は 
乳 動物 骨 の の 含有 量 に 相当 する も の で ある 。 
体外 飼育 第 一 日 で 64Y, 2 日 56Y, 3 日 60y, と や > 
減少 を 示し これ 以後 は 4 日 42Y, 5 日 44Y, 7 日 40Y, 
8 日 44Y と 約 半量 に 減少 する 。 図 より 見 られ る 様 に AT 
P は 2 段階 の 変化 を た どっ つて 減少 し て 行く 。 即ち 最初 の 
8 日 目 迄 は ほとん ど 採 集 直後 の 値 一 一 恐らく は 宿主 体内 
中 の も の と あま り 違 は な いも の と 思 は れる と 同 程度 
の レベ ル を 保つ が 4 日 以後 に と な る と 急激 に 減少 を 示し て 
以後 は 叉 大 体 一 定 の レベ ル を 保つ 様 に な る 。 
酸化 的 炎 酸 化 を 抑制 する 2-4 Dinitrophenol の M/5000 
0.95 食 塩水 溶液 中 で 採集 直後 の 箇 虫 を 3 時 間 , 24 時 
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間 処 理 し て みた 。A TP 量 は それ ぞ れ 60.2Y,。 58.8Y を 
示し た 。 こ と の 結果 は 飼育 液 中 に 添加 され た 抑制 剤 DN P 
に ょ つて ATP の 形成 が 或 程度 抑 制 さ れ た 事 を 示し て い 
る 。 併 し 駆虫 剤 で ある サン ト ゾ ー ル 0.6mg/cc の 食塩 水 
で 24 時 間 処 理 し た も の は 4 隻 の 平均 値 で 62.4Y を 示し て 
何等 の 変化 を 示さ な か つた 。 

2) Glycogen の 定量 は 体 壁 と 腸管 に つい て 行 つ た 。 
結果 は 組織 1 & 中 に 含ま れる Glycogen 量 を me で 表わし 
た も の で ある (第 二 図 a, b)。 
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Days 
Fig. 2a. Glycogen contents in body wall 


打 集 直後 の 体 壁 腸管 の Glycogen 含量 は それ ぞ れ 平均 
150.93mg, 7.24mg を 示し て Fairbairn & Passey(1957) 
の デー タ と 非常 に 良く i (1940) の も の ょ 
り は 大 分 高い 。 本 研究 で は 陰 門 前 1 cm 位 の 筋肉 層 の 厚 
い 部 分 100mg を と り ,。 と これ に つい て 定量 を 行 つ た が 貝 
体 の 後部 に な る と 筋肉 層 が うす く な り Glycogen 含量 の 
少 い Cuticle 層 の 割合 が 多く な る た め に 新 鯉 重 量 に 対す 
る Glycogen 値 が 低く な る も の と 思わ れる 。 こ と の 様 に 
評 で も その 部 分 に と に よ ょ つて 含量 の 異 る 可能 性 が 考え られ る 
の で 本 研究 で は 常に 陰 門 前 1 cem の 所 より 測定 材料 を 採 
取 し た 。 体 外 飼育 中 に 於 ける Glycogen 量 の 変化 に つい 
て は 先 に von Brand (19837), 鈴木 (1940) う にょ り 報告 さ 
れ て いる が 本 研究 で 得 た 結果 も 大 体 そ を れ ら と 一 致す る 様 
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Fig. 2b. Glycogen contents in intestine 


で ある 。 併 し 体 壁 中 の Glycogen が 時 間 の 経過 と 共に 莉 
減 す る の に 対し て 腸管 の Glycogen は 1 日 目 で 既に り : に 
減少 し 以後 は ほとん ど 減 少 を 示さ な い 。 叉 ペ = シ リン , 
スト レプ トマ イシ ン 塩水 中 で 5 日間 飼育 し た 体 の 
Glycogen 量 は 4 隻 の 平均 で 体 壁 55.5mg 腸 管 0.69 mg, で 
普通 食塩 水 で 飼育 し た も の と ほとん ど 変 らち な い 。 
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Fig. 3 Ascorbic acid in hemolymph 
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8) 体腔 液 中 の Ascorbic acid の 消長 を 第 三 図 と 掲げ 
る 。 体 壁 , 腸管 の Ascorbic acid は 測定 し 得る 程度 に は 
存在 し て いな か つた 。 4 隻 一 8 隻 の 平均 値 は 体腔 液 1 cc 
あたり 採集 直後 44.8Y, 1 日 目 28.1Y, 2 日 目 21.1Y, 
8 日 日 5.9Y, 4 日 目 8.0Y, 6 日 目 11.2Yy で あつ た 。 
先 づ 第 一 日 で 半減 し て 8 日 以後 と な る と リ :~ リ : 量 を 示す 
に 過ぎ な い 。 体 外 飼育 中 の 体腔 液 の 増量 と その 比重 の 減 
少 は 等 調 溶液 を その 飼育 液 と し て 使用 し た 場合 と も 認め 
られ て いる (Rogers, 1954 : 関根 , 1940) 。 
我々 も る 体 腔 液 採取 の 共に は 常に この 事 に 気付 いた 。 即 
ち , 本 研究 で は 尾 端 を 切除 し て 滴下 する 体腔 液 を 集め た 
が 採集 直後 の 虫 体 の も の は 全体 腔 液 の 採集 に 約 5 ~10 分 
位 を 要 し 非常 に 除 々 に 体腔 液 が 滴下 する に 反し て 4 ~ 5 
日 以後 の も の は 1 分 以内 に 滴下 し 終っ つっ て し まう 。 を れ 故 
に , この 体 膝 液 中 の 物質 の 含量 の 表現 に 体腔 液 1 cc あ た 
り の 存在 量 で 表す こと は 必ず し も ゃ 妥当 で ある と は 思わ れ 
な い 。 併 し 人 金 体腔 液 を 正確 に 採取 する こと と は 不可 能 で あ 
り , 体腔 液 の 増量 と 共に その 体重 も 増加 する 為 (von 
Brand, 1941) 虫 体 の 体重 & あ た り 表 現す る の る も 不適 当 と 
思わ れる 。 こ と これ ら の 理由 で 本 研究 で は 敢 て 1 cc あたり の 
含量 で 表現 し た 。 を それ 故に 虫 体 一 匹 あ た り の Ascorbic 
acid 量 の 減少 は 本 研究 で 示さ れ た デー タ ょ り る も る 少 い 様 
に 思わ れる 。 大体 体 腔 液 の 増量 は 4 日 以後 の 虫 体 で 採集 
直後 の る も る の > ゝ 1.3~ 1.6 倍 位 で ある 。 

又 マ ニン シリ ンー スト レプ トマ イシ ン 合 有 食 塩水 中 で 5 
日 間 飼育 し た 虫 体 の 体腔 液 Ascorbic acid 量 は 4 隻 平均 
し て 25.0 Y の 結果 で あつ た 。 こ の 値 は 対照 の 食塩 水中 で 
飼育 し た も の に 比べ て 約 2 倍 高 いも の で ある 。 無菌 興 虫 
が 体外 で 或 程度 長期 と わた つて 飼育 出来 る と 云う 原因 は 
と うい うぅ 所 に 存在 する の か も 知れ な い 。 


考 接 


体外 飼育 中 の 貞 虫 は は じ め の 2>~ 8 日 間 は 活 塗 に 運動 
を 続け る が それ 以後 に な る と 非常 に 緩慢 に な る 。 一 方 A 
TP 量 も 3 日 目 ま で は 高い レベ ル を 保つ が 4 日 目 以 後に 
は 減少 し て いる 。 又 宿主 体内 に 於 ける より も 体外 飼育 液 
中 で の 方 が より 活 浴 な 運動 が 行わ れ も て いる も の と 思わ れ 
る 。 虫 体 に ける 高 エ ネル ギー の ェ ス テル 化 は 多 
く の 研究 者 に よ ょ つて 指摘 され て いる 様 に Glycogen が 
Embden-Meyerhof の 経路 を 経て 分 解 さ れる 間 の 柄 酵 段 
階 及び 酸化 的 焼 酸化 と ょ っ つて 形成 さ れる も の と 思わ れ 
る (Rogers et al.,, 1949 : Bueding, et al., 1951 : Chin 
et al.,, 1954 : Rothbone et al., 1954) 。 体 外 で の 上 銅 虫 の 
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活 浴 な 運動 は 実験 結果 に 示さ れる 様 な 急激 な Glycogen 
の 減少 と な つて 現われ に ATP 量 の 減少 を し レ 

て , その 運動 能力 を 低下 せしめ る も の と 思わ れる 。 
Embden-Myerhof 経路 に ょ つて ADP の 化 が 行わ 
れる 以外 に Phosphagen か ら の 高 エ テ ネ ル ギー 焼 酸 の 転位 
に ょ る 形成 経路 が 存在 する 。 併 し Rogers and Lazarus, 
(1949) 及び Savel (1955) に よる と 環 虫 体 は Phospho- 
creatine, Phosphoarginine な どの phosphagen は ほほ と 
ん ど 含 まれ て いな い 。 と これ 等 の 事実 より 考え 合せ る と 体 
外 中 で も 体 の Embden Myerhof の 解 経路 は 
健全 な 状態 に 保 た を れ て いる も の と 考え られ る 。 本 実験 で 
は 2-4-Dinitrophenol に よっ つて 体 壁 の ATP 量 に は 著 レ 
い 減 少 が 見 られ な か つた 。 と この と と は 本 実験 に 用 いた 
M/5000 の 濃度 が 遇 虫 体 の 酸化 的 酸 化 の 完全 な 抑制 を 
起す に は 低 濃度 で ぁ つ た の か 或 は この 抑制 剤 の 体内 え の 
取入れ と 筋肉 中 え の 拡 散 が 行わ れ な か つた か に よる ゃ も の 
と 思わ れる 。 

P$? 焼 酸 ノ ソー ダ を 用 いた Rogers and Lazarus の 実験 
と よる と こと の 塩 は 体 壁 ょ 9 吸収 され る より も 腸管 より 多 
く 吸 収 さ れる と 報告 され て いる (Bueding, 1953) 。 この 
結果 か ら み れ ば 2・4-Dinitrophenol も 体 り の 
が わずか で あつ た 為 と 考え る 方 が より 妥当 で あろ 5 う 。 

Ascorbic acid は 生体 内 の 酸化 還元 及び 解 糖 作用 に 関 

し て いる も の と 考え られ て いる が , と の 物質 の 貞 虫 体 
内 の 存在 量 は 極め て 少 い 。 叉 銅 虫 組織 中 に Ascorbic 
acid 酸化 酵素 も 未だ 見 出さ れ て いな い 。 又 体 外 飼 育 に 
ょ つて を れ が 急激 に 減少 する 点 よ り 見 れ ば 環 虫 は 体内 で 
と れ を 合成 する と 考え る より も 外部 より の 摂取 に よ つ て 
いる も の と 思わ れる 。Bueding and Charms (1953) と 
Rathbone (1955) に ょ つて に は CytochromeC-Cyto- 
throme oxidase 系 が ほとん ど 存 在 し て いな いと 報告 さ 


れ て いる 。 そ それ 故に で は この 系 の 代り に Ascorbic 


acid の 酸化 系 が 重要 な 酸化 還元 の 役割 を 演じ て いる と 
いう 可能 性 は 充分 に ある 様 に 思わ れる 。 ブ プ ブドウ糖 を 飼育 
液 に 加え て も 生存 期間 の 延長 は 見 られ な い が Ascorbic 
acid を 加え た も の は 延 命 効 果 が ある と いう 知見 は この 見 


" 解 を 静 持 す る も の で ある 。 と の 点 に 関し て は 現在 実験 が 


進行 中 で ある 。 

4 ~ 5 日 間 の 体外 飼育 し た 遇 虫 の ATP, Glycogen, 
Ascorbic acid 量 は 或 一 定 値 を 保ち その 後 は ほとん ど 減 
少 を 示さ な い 。 こ と の 事 は 環 虫 体内 で は この 量 が 生存 可能 
の 最低 濃度 で ある 事 を 示 す る も の と 思わ れる 。 即 ち 採 
集 直 後 の も の の ATP 2:, glycogen '/is, Ascorbic acid 
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リリ : 量 以下 の 濃度 に な る と 咽 虫 は 生存 不能 の 状態 に な 
る も の と 思わ れる 。 事実 我々 が 2.6-Dichlolophenol in. 
dophenol は 補色 せしめ る が 刺 戦 に 対し て 何等 反応 を 示 
さき な た ない 。 虫 体 を 分 析 し た と と こと ろ AT P12Y, 15Y, As. 
corbic acid 量 は 0,0, 1.0,。 及び 8.8 Y で あつ た 。 


1) 体外 飼育 中 の 映 虫 の 代謝 像 の 変動 を 調べ る 第 一 の 
試み と し て 3830~387"C, 0.952 食 塩水 で 飼育 中 の の A 
TP, Glycogen 並び に Ascorbic acid 量 を 経時 的 に 定 
量 し た 。 

9) 銅 虫 体 壁 中 に は 1 & あ た り 100~ 1830mg の AT 
P を 含み これ は 哨 乳 動物 骨格 筋 中 の リ : 量 に 相当 する 。 

3) *ATP 量 は 最初 の 2 ~ 38 日 目 和 直後 の も の 
ょ りゃ > 低い 濃度 を 維持 し て いる が , 以後 は 急激 に 減少 
し て 約 リ り : 量 に な つた 。 

4) Glycogen 量 は 菩 減 し た 。 特 に 腸管 中 の Glycogen 
の 変化 が かつ た 

5) Ascorbic acid は 主として 体腔 液 中 に 存在 し 腸管 
Glycogen と 同様 に 急激 な 減少 を 示し た 。 

6) ペ = シ リン , スト レプ トマ イシ ン を 深 加 し た 飼育 
液 中 で 飼育 し た 環 虫 で は Glycogen は 食塩 水中 で 飼育 レ 
た も の と 変ら な い が Ascorbic acid 量 は や ゝ 高い 濃度 を 
維持 し て いた 。 


稿 を 終る に 臨み 御 指導 御 校 関 を 糞 い を 昭和 医大 医 動物 
教室 森 和 雄 教 授 に 厚く 感謝 致し ます 。 
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Summary 


As an approach to successful culture of intestinal 
parasites, a series of experiments in Ascaris lnm- 
bicoides var. suum have been carried out on the 
metabolic changes occurred in the parasites which 
maintained in normal saline or the saline conta- 
ining penicillin and streptomycine mm vltro. 

First attempt was made on the analyses of Aden- 
osine triphosphate, Glycogen and Ascorbic acid con- 
tents in the Ascaris body wall, intestine and 
hemolymph. The results obtaind was as follows. 

1) Adenosine triphosphate presents in the body 
wall of Ascaris to the extent of 100 to 130 mg per 
cent. It may be comparable to one third or one 
half of the amount found in the mammalian skeletal 


muscles, 
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The amount of Adenosine triphosphate contained 
in the body wall of the parasites was exhibited the 
biphasic changes during the cultivation m vitro. In 
the first phase, within 3 days after the biginning, 
the level of Adenosine etriphosphate remained at a 
relatively high degree, and in the second phase, 
it decreased to a half of the initial level after 4 
days or more. 

Between the activity of the movement of the 
parasite vitro and the content of Adenosine tri- 
phosphate in the body wall. a correlation was 
observed. 

2) Glycogen contents in the body wall decreased 
gradually along the time elapsed m vitro. While 
the remartkable reduction was found in the glycogen 
contents in the intestine. The result obtained is 
good agree with that of von Brand and Suzuki. 

3) Ascorbic acid in hemolymph was also decreased 
markedly within first day mm vitro. And then it 
decreased gradually. 

4) There was no difference in amounts of glycogen 
in the body wall between the parasites maintained 
in normal saline and the parasites in penicillirn- 
streptomycin containing saline. But Ssignificantly 
higher level of ascorbic acid was found in the he- 
molymph of the axenic parasites than in the paras- 
ites contaminated with microorganisms. 
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肝 蜂 症 の 凝集 反応 (Rapid Flocculation Test) に 関す る 研究 
抗原 及び 反応 術 式 に 関す る 考 


市 原 強 市 原 


化学 及 血 消 療 法研 究 所 (所 長 . 竹屋 綱 男 博士 ) 
(昭和 33 年 7 月 11 日 受領 ) 


肝 蜂 症 の 血清 学 的 反応 に 関し て は , 補 体 結合 反応 ) あ 
る い は 沈降 反応 に つい て , 古く か ら 研究 が 行わ れ て き 
た 。 最近 , 肝 蜂 症 以 外 の 他 の 寄生 虫 症 に お いて 若干 試み 
られ 始め た 反応 に , Rapid flocculation test が ある 。 
と れ は 一 種 の 沈降 反応 で あつ て , 著者 等 が と の 反応 に 注 
月 し , 肝 蜂 症 に 対し て 検討 を 試み た の は , 従前 より 研究 
を 行 つ て きた 肝 蜂 症 の 沈降 反応 (市 原 ら , 1956a, b, c) 
と , 何ら か の 関連 性 を も つた 結果 が 得 ら れる か る も 知れ な 
いと 考え た か ら で あ る 。 

表題 に 凝集 反応 と 記し た が , これ は 正式 の 呼称 で は な 
く , 一 部 の 人 々 が 仮称 し て いる も の を , 本 稿 で も 用 いる 
と と に し た 。 こ の 反応 は , 最初 , 梅 妖 に お いて 研究 され 
た も の で ある 。 梅 の 血清 学 的 診断 法 を 簡易 化し , 鋭 
紅 化 し , 更に 迅速 な 判定 を 可能 た し ょ うと し た , Kline 
(1932) の 顕微 鏡 を 用 いた 載せ ガラ ス 沈 降 反 応 が その は 
じ ま り で ある 。 そ の 人 後 , 梅 姓 の 新しい 診断 法 を 確立 する 
目的 で , これ に 対し 多く の 研究 者 に ょ つて 種々 の 改良 
が 加え られ , 現在 , Microflocculation test ある い は ガラ 
ス 板 法 等 と 総称 され て いる 。 と これ ら の 反応 術 式 は いずれ 
る 共通 し て いて , ガラ ス 板 の 上 で 少量 の 血清 と 抗原 と を 
混ぜ て , 短 時 間 内 に 沈降 反応 を 起 さ せ , その 成績 判定 は 
顕微 鏡 下 で 行い , 正確 な 判定 を 期す る も の で ある 。 

本 反応 が 寄生 虫 症 に 応用 され た の は , 比較 的 新しい とこ 
と で , 1944 年 Suessenguth 及び Kline が , 人 及び 豚 の 
旋 毛 虫 症 に 応用 し た の が 初期 の 報告 で る る 。 彼 等 は , 旋 
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毛虫 々 体 の アル カリ 抽出 液 て ユネ レス テリ ン を 感 作 し た も 
の を 抗原 と し て , 反応 を 行 つ た 。 次 に , 1951 年 Bozice- 
vich 等 が 豚 の 旋 毛 虫 症 に 対し て , 虫 体 の 生理 的 食塩 水 抽 
出 液 で ベン トナ イト を 感 作 し た 抗原 を 用 いて 反応 を 試 
みみ , それ ぞ れ , 特異 的 な 成績 を 得 た と 報告 し た 。 我国 で 
は , 1956 年 横川 が 肺 吸虫 々 体 の ベロ ナー ルル 抽 出 液 で ベン 
トナ イト を 感 作 し た 抗原 を 用 いて , 人 の 肺 吸虫 症 に 実施 
し , 該 反応 は ある 程度 虫 体 の 生存 と 関係 が 認め られ , を 
の 補 体 結合 反応 と 極め て ょ く 一 致す る 成績 が 得 ら れ た と 
述べ て いる 。 

著者 等 は , これ を 肝 に 試み る に し , まず 脂質 
抗原 を と りあ げ , 本 抗原 に よる 反応 の 基礎 的 な 条件 に つ 
いて 考察 を 加え た 。 本 報告 で は , 山羊 肝 蜂 症 に つい て の 
知見 を 述べ る 。 


材料 及び 方 法 


1. 供 試 

実験 に は , 当 研 究 所 で 購入 し た 生後 1 年 以上 の 成熟 山 
を 用 い , 更に , 血清 対 し て 離乳 前 の 若 山羊 材料 
を 用 いた 。 . 

2。 抗原 液 の 製法 

抗原 材料 と な る 肝 体 は , 牛 よ り し た 。 ま 
ず , な 肝 体 を 生理 的 食塩 水 で , 次 に 
水 で ょ く 洗 浴 し た 。 と この 魔 砕 材料 を 凍結 乾燥 し て , 30 倍 
量 の 純 ア ルコ ー ル で 380"C, で ? 日 間 抽 出し , 抽出 液 に つい 
て , 2C, 2 日 間 放 置 後 生ずる 沈 淫 を 除去 し て , 上 清 を 
と つた 。 と こと の 脂質 分 画 ( 抗 原 二 うに 精製 コレ ステ リン (C) 
を 加え た も の を , Stock antigen と し た 。 炎 酸 緩 条 液 に 
と の Stock antigen を 10%% に な る よう に 懸 濁 し て , 抗 
原 作 コレ ステ リン 粒子 の 均質 な 浮 を 作り れ 
を Test antigen (以下 簡単 に 抗原 液 と 記す う ) と し て 反応 
に 用 いた 。 抗 原液 は 調製 後 4 時 間 以 内 に 使用 する こと と 
し レ 。 を れ 以 上 経過 し た も の は 用 いな か つた 。 
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反応 術 式 
直径 20mm, 深き 3mm の 丸い 思 も つた ガラ ス 
に 被 検 血 清 を を それぞれ 0.05cc 宛 の せ 。 を それ に 1 cc が リリ 
し た 。 と これ 
を 1 分 間 に 約 120 回 転 の 割合 で 5 分 間 水 平 回 転 し た 。 そ 
し て 弱 拡 大 の 光学 顕微 鏡 下 (50~80 倍 )〉 で , 抗原 粒子 の 
を 観察 し た 。 成績 判定 は , 大 体 緒方 氏 
去 (1954) の 判定 基準 に 従 つ た 。 すなわち , その 成績 は 
子 の 程度 に より 。 , 十 , 一 の 5 
共に 分 け て 記載 し た 。 
実験 成績 
実験 成績 は , 抗原 粒子 形成 及び 反応 実施 の 基礎 的 な 条 
件 に 関す る 考察 を 主として 述べ る 。 
1, 抗原 粒子 形成 の 基礎 的 条件 
a.。 脂質 抗原 と コレ ステ リン 度 の 比 (LL:C の 
比 
反応 に 最も 適し た 抗原 液 を つく る た め に は , 感 作 原 と 


Cholesterin (%) 


Antigen L (x) 


hrea of spontaneous agglutination 


o に 
of antigen ewulsion 


« In eumer ( 25—30°C ) 
me . In winter ( 2—10°C ) 
Fig. 1. Influence of the ratios of lipid antigen 
(antigen L) and cholesterin to produce antigen 


‘emulsion 


感 作 物質 と の 濃度 比 が 大 き な 因 子 と な る 。 著 者 等 は 感 作 
原 に 脂質 分 画 , 感 作 物質 と し て コレ ステ リン を 用 いた の 
で , この し L:C 比 の 関係 を 検討 し て みた 。 すなわち , 
Fig.1 の ょ うに , 抗原 粒子 形成 域 (て エー ニ C) と 不 形 成 域 
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の 他 に 自然 集 域 (CL く C) が れる が , 
形成 域 は 不 形成 域 の 間 に 存 在 し , 実線 で 囲ん だ 範囲 と な 
つた 。 和 粒子 形成 の 最適 比 は , 抗原 の 原液 に つい て , C 
濃度 の 0.4~ 0.9% の 問 に ぁ る こと と が 解 つ た 。 

b. 液 の pH の 影 

Fig. 2 に 抗原 を 原液 と し た 場合 の , 粒子 形成 に 及ぼ 


Cholesterin (%) 
1.0 0.9 0.8 0,7 0.5 0.3 0.2 
7.5 
7.0 
6.5 
6.0 Optimum area 
5.0F 


Fig. 2. Influence of pH to produce 
antigen emulsion 


す pH の 影響 を 示す と , pH 5.5~ 7.0 の 間 に , 実線 で 示 
し た よう な 至 適 城 が 存在 する こと が 解っ つた 。 以 下 の 実 験 
は すべ て 抗原 上 , を 原液 , C を 0.62%, pH を 6.0 と し て 
生 た 。 

2。 反応 条件 の 基礎 的 検 対 

反応 の た め の 血 清 に は 感染 陽性 血清 5 例 , 陰性 血清 5 
例 を それ ぞ れ 用 いた 。 

a. 抗原 の 量 

第 1 表 に , 血清 の 一 定量 に 対し て 抗原 量 を 種々 変化 さ 
せ て 行 つ た 反応 成績 を 示し た 。 血 清 量 は すべ て 0.05cc で , 
抗原 量 は の 8 つ を 組合 せ て 比較 し た 。 抗 
原 量 リリ の 場合 に 比較 し て 反応 が 若干 強 
度 で ある ょ うに 思わ れ な た 

b. 反応 時 間 

血清 : 抗原 液 0.05cc : secc, 回 転 速 度 を 120r. p. 
m. と し て 行っ つた 。 第 2 表 の ょ うに , 反応 時 間 を 2 分 と 

た 場合 と に は, 5 分 ,。 8 分 に 比べ て 明らか に 弱い 反応 が 

られ た 。 
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Influence of antigen doses to reaction 


Infestation 
with 
hepatica* 


Antigen 
doses 
(cec) 


Serum 
dilutions 


137 
163 
177 
19] 
199 


116 
121 
139 
141 
168 
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* Judged by autopsy, egg examination of the feces and 


tables are same 
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gall bladder contents, and the following 


Influence of the time of rotation to reaction 


| with 
F, hepatica* 
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Time of 
8 [reaction 


g (min) 

Serum 

“dilutions 
437 
163 
177 
191 
199 
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c. 回 転 速度 

血清 : 抗原 液 =0.05cc : リリ ss cc, 回 転 時 間 を 5 分 間 と 
し て 行 つ た 。 80 r.p.m. の 場合 は 60r.p.m. 及び 120 r. 
p. m. の 場合 に と 比べ て 若干 弱い 反応 を 示す 傾向 が 認め ら 
れ た 。 

8. 反応 に 及ぼ す 血 清 不 活化 の 影響 

前 述 の 基礎 的 検討 は , すべ て 働 性 血清 に つい て 行 つ た 
も の で ある 。 て そこ と で , 本 反応 に お ける 血清 加 温 の 影響 を 
検討 し て みた 。 第 4 表 に 働 性 血清 の 場合 と 56*°C80 分 間 加 
温 と ょ る 非 働 性 血清 の 両者 の 反応 を 示し た 。 血 清 の 非 働 
性 化 と ょ る 抗体 価 の 変化 に は , 感染 陽性 血清 , 感染 陰性 競 
清 の いずれ に お いて も 殆 ん ど 影 響 が 認め られ な か つた 。 
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4. 肝 蜂 感染 陽性 及び 陰性 血清 と に お ける 反応 様相 

肝 に お いて は , 該 抗 原液 に よる と , 感染 陽性 
及び 陰性 血清 の いずれ に お いて も 反応 が 現われ る が , 両 
血 清 の 抗体 価 と は, どの ょ うな 違い が ある か どう か を 知 
る た め , Box titration を 行 つ て その 反応 様相 を 検討 し 
た 。 稚 式 は 前 述 し た よ ょ うに, 働 性 血清 : 抗原 液 =0.05cc 
: リリ scc に 混ぜ て 120 r.p.m. 5 分 間 回 転 し て 反応 を 行 つ 
た 。 血 清 の 笑 度 を 抗体 価 と し , 抗原 の 粒子 数 を 決定 す 
る C 濃 度 て 2%) を も つて 抗原 価 と し て 表わし た 。 

感染 陽性 清 28 例 , 陰性 血 清 80 例 に つい て の 反応 様相 
を F 所 . 8 に 示し た 。 人 陰性 血清 に お ける 抗体 価 は , 大 体 に 
お いて 最高 の 場合 16 倍 和 存 続 し , 82 倍 で は 消失 する 傾向 
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Table 3. Influence of the rotating speed to reaction 
Speed of 
 §frotation 30 60 
pm.) 
serum 8 16 32 4 04 4 
“diutions 
+ 177 キキ キ キキ キキ 一 せ せ + 
141 
Table 4. Influence of serum inactivation to reaction 
§ § 8 _Serum dilutions 
4 8 258.542 4 8 16.. 128. 2806: 
+ 148 せ せ + + 


が 認め られ た 。 大 部 分 の 感染 陽性 血清 は 32 倍 乃至 128 億 
の 抗体 価 を 示し た が , 若干 の 感染 陽性 語 清 は それ 以上 の 
高い 抗体 価 を 示し た 。 例え ば , No. 129 血 清 の 抗体 価 は 
8192 倍 で あつ た 。NNo.185, No. 145 血清 は 4 倍 乃 至 16 倍 
と いう 低い 抗体 価 を 示し , 本 反応 に お ける 陽性 反応 の 基 
準 を 抗体 価 82 倍 と する な ら ば これ ら の 血清 は 陰性 反応 を 
示し た こと に な る が , 一 応 の 陽性 反応 の 基準 を 抗体 価 32 
倍 以 上 と し た 。 以 上 2 ょ より 4 迄 の 実験 に お いて , 血清 対 
照 と し て 用 いた 幼 若 山羊 血清 に 対す る 反応 は , いずれ も 
全く 認め られ な か つづ つた 。 

5。 山羊 に お ける 肝 蜂 感染 と 反応 成績 の 比較 

上 述 の 実験 の 結果 に ょ より, 一 応 の 術 式 並び に 判定 基準 
が 解 つ た の で , 該 反応 を 成 就 山羊 161 例 に つい て 試み 
た 。 すなわち , 探 血 し て 遠心 分 離 直後 の 働 性 血清 に つい 


て , 疾 集 反応 と 沈降 反応 を 実施 し , “反応 の きめ て ” と 
し て , 後 , 検 し , 胆 肝 検査 (1956) 及び 
次 便 内 肝 到 卵 検査 を 行 つ た 。 尚 , 反応 実施 に 共 し て は , 
毎回 必 ら ず 血 清 対照 を 供 試 し た 。 指 計 161 例 に つい て , 
凝集 反応 に お いて は , “きめ て ” が 陽性 で あつ た も の 29 
例 中 反応 陽性 26 例 , 反応 陰性 3 例 , “きめ て ” が 陰性 で 
あつ た る も の 132 例 中 反応 陽性 4 例 , 反応 陰性 128 例 で , 
反応 適 中 率 の 信頼 区 間 を 求め る と (信頼 区 間 は 以下 すべ 
て 危険 素 5 と する ),72.9~97.8 2 で あり , “きめ て ” 
と 反応 の 一 致し な か つた も の に つい て , 反応 に ょ る 見 輝 
し 及び 見 誤り の 率 を 求め る と , を それぞれ 2.8~27.1%, 
0.8~ 7.42 と な る 。 生 存 虫 体 と 反応 の 関係 は , 虫 体 陽 
性 28 例 中 反応 陽性 21 例 で , 反応 適 中 率 は 71.8~98.92, 反 
応 険 性 2 例 で , 反応 に よ ょ る 見 逃し 率 は 虫 体 陰性 188 例 中 
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Influence of antigen doses to reaction 
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Influemce of the time of rotation to reaction 
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c.。 回 転 速度 

血清 : 抗原 液 =0.05cc : リリ ss cc, 回転 時 間 を 5 分 間 と 
し て 行 つ た 。 80 r.p.m. の 場合 は 60r.p.m. 及び 120 r. 
p. m. の 場合 に 比べ て 若干 弱 い 反 応 を 示す 傾向 が 認め ら 

8. 反応 に 及ぼ す 血 清 不 活化 の 影響 

前 述 の 基礎 的 検討 は , すべ て 働 性 血清 に つい て 行っ つた 
も の で ある 。 そ こと で , 本 反応 に お ける 哲 清 加 温 の 影響 を 
検討 し て みた 。 第 4 表 に 働 性 血清 の 場合 と 56"C80 分 間 加 
温 と ょ る 非 働 性 血清 の 両者 の 反応 を 示し た 。 血 清 の 非 働 
性 化 と ょ る 抗体 価 の 変化 と は , 感染 陽性 血清 , 感染 陰性 庫 
清 の いずれ に お いて る も 殆 ん ど 影 響 が 認め られ な か つた 。 


4.。 肝 蜂 感染 陽性 及び 陰性 血清 に お ける 反応 様相 

肝 正 症 に お いて は , 該 抗原 液 に よる と , 感染 陽性 清 
及び 陰性 血清 の いずれ に お いて も 反応 が 現われ る が が , 両 
吉 清 の 抗体 価 に は, どの よう な 違い が ある か どう か を 知 
る た め , Box titration を 行 つ て その 反応 様相 を 検討 レ 
た 。 術 式 は 前 述 し た ょ うに , 働 性 血清 : 抗原 液 =0.05cc 
: リリ sscc に 混ぜ て 120 r.p.m. 5 分 間 回 転 し て 反応 を 行 つ 
た 。 血清 の 笑 度 を 抗体 価 と し , 抗原 の 粒子 数 を 決定 す 
る C 濃 度 て 2%) を も つて 抗原 価 と し て 表わし た 。 

感染 陽性 血清 28 例 , 陰性 血清 80 例 に つい て の 反応 様相 

を 『F 近 . 8 に 示し た 。 人 陰性 血清 に お ける 抗体 価 は , 大 体 に 
お いて 最高 の 場合 16 続 し 32 倍 ご は 消失 する 
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Table 3. Influence of the rotating speed to reactior 


S of 
gl (rp.m.) 
177 せ + + - せ せ + + + せ せ 
16 + キ ++ ーー + +++ - 
139 ーー 
168 -- - - = 
Table 4. Influence of serum inactivation to reaction 
8 Serum dilutions 
136 せ せ + - - - - せ せ せ + - - - - 
+ 148 せ + + - せ + + 
189 ・ せ せ + + + せ せ + + + + 
146 + ー — -— せ + -— 
169 , せ + - - = せ + - -— 


が 認め られ た 。 大 部 分 の 感染 陽性 血清 は 82 倍 乃至 128 倍 
の 抗体 価 を 示し た が , 若干 の 感染 陽性 清 は それ 以上 の 
高い 抗体 価 を 示し た 。 例え ば , No. 129 血 清 の 抗体 価 は 
8192 倍 で あつ た 。No.135, No. 145 血清 は 4 倍 乃 至 16 倍 
と いう 低い 抗体 価 を 示し , 本 反応 に お ける 陽性 反応 の 基 
浴 を 抗体 価 82 倍 と する な ら ば これ ら の 血清 は 陰性 反応 を 
示し た こと に な る が , 一 応 の 陽性 反応 の 基準 を 抗体 価 32 
倍 以上 と し た 。 以 上 2 ょ り 4 各 の 実験 に お いて , 血清 対 
照 と し て 用 いた 幼 若 山羊 血清 に 対す る 反応 は , いずれ も 
全く 認め られ な か つた 。 

5。 山羊 に お ける 肝 蜂 感染 と 反応 成績 の 比較 

上 述 の 実験 の 結果 に ょ より, 一応 の 術 式 並び に 判定 基 浴 
が 解 つ た の で , 該 反応 を 成熟 山羊 161 例 に つい て 試み 
た 。 すなわち , 採血 し て 遠心 分 離 直 後 の 働 性 血清 に つい 
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て , 妖 集 反応 と 沈降 反応 を 実施 し , “反応 の きめ て ” と 
し て , 必殺 後 , 検 し , 胆 内 肝 卵 検査 (1956) 及び 
便 内 肝 検査 を 行 つ た 。 , 反応 実施 に し て は , 

毎回 必 ら ず 血 清 対 照 を 供 試し た 。 昧 計 161 例 に つい て , 

問 集 反応 に お いて は , “きめ て ” が 陽性 で あぁ つた も の 29 0 
例 中 反応 陽性 26 例 , 反応 陰性 3 例 , “きめ て ” が が 陰性 で _ 
あつ た も の 132 例 中 反応 陽性 4 例 , 反応 陰性 128 例 で , ーー 証 呈 
反応 適 中 率 の 信頼 区 間 を 求め る と (信頼 区 間 は 以下 すべ 
て 危険 5 する ),72.9~97.8 で あり, “きめ て 
と 反応 の 一 致し な か つた も の に つい て , 反応 に ょ る 見 輝 
し 及び 見 誤り の 率 を 求め る と , それぞれ 2.3~27.1%, 
0.8~ 7.42 と な る 。 生 存 虫 体 と 反応 の 関係 は , 虫 体 陽 
性 28 例 中 反応 陽性 21 例 で , 反応 適 中 率 は 71.8~98.9%%, 反 
応 陰 性 2 例 で , 反応 に よる 見 逃し 率 は 虫 体 陰 性 138 例 中 i 
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670 『 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 7 巻 ・ 第 6 号 
Infested sera (23 goat) Noninfested. sera (20 goat) 
Cholesterin (%) Cholesterin 
8 
E 
64F 3 64 
128 | 
256 256 
51 
10 1024 
2048 
409 4096 
819 8192F 
The figures indicate the serum no. 
Fig. 3. Reaction areas for goat sera infested and noninfested with F, hepatica 
Tabel 5. Comparative results of infestation with F. hepatica, precipitation test and * 
rapid flocculation test (RF test) in 161 goats 
No. of goat 16 5 5 2 1 1 1 1 128 
Flukes 十 + ー ー ー + ー 
Precipitation test + + + + 
+ 十 + + ・ ー 


RF test 


+ 
反応 陽性 9 例 で , 反応 不 一 下 素 。 8.1~11.72 と な つた 。 
疾 集 反応 と 沈降 反応 の 関係 に つい て は , 実験 例 が まだ 
少数 例 で あぁ る の で 明言 する とこ と は 出来 な い が , 大 体 に お 
いて 相関 性 が み ら れ る 。 又 , 供 試し た 肝 蜂 陽性 例 が まだ 
少数 で ある が , 肝 蜂 感染 の 程度 は , 凝集 反応 の 程度 と 関 
連 が ある よう に 思わ れ た 。 

6. 他 疾 患 血 清 に 対す る 反応 

人 及び 家 血清 若干 例 に つい て , 本 反 応 を 実施 レ 


た の で , 第 6 表 に 示し た 。 

人 血 消 は , 十二指腸 虫 陽性 5 例 , 梅 姓 陽性 5 例 を 用 
い , 穴 束 血清 は , 寄生 虫 卵 陰性 5 例 を 用 いた 。 人 の 十 二 
指 腸 虫 陽性 血清 は , 全 例 と も 全く 反応 発現 を こみ ず , 人 梅 
毒 陽性 血清 及び 家 束 血清 は 可 成 り の 強 さ の 反応 発現 が 見 
られ た が , いずれ る を も 抗体 価 8 之 で あつ た 。 

考 

Rapid flocculation test すなわち “所 調 凝 集 反 応 ” は 
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Table 6. Reactions with other diseases 
by RF test 


Serum dilutions 


16 32 64 


Kinds of 
diseases 


た 


Human 
(ancylostoma) 


は を すす 

| 
| 
| 


+| 
l 
l 
l 


= 


Healthy rabbit 


術 式 が 簡単 で ある と と, 反応 が 鋭敏 で ある と と 及び 判定 
が 迅速 に 行え る とこ と の 8 者 を 特長 と する 反応 で ある が , 
と れ が 肝 蜂 症 に 対す る 応用 は 未だ 行わ れ て いな い 。 寄生 
虫 症 で は , 人 , 豚 の 狗 毛虫 症 に 対す る 応用 が 最も 初期 の 
報告 で あり , 最近 に 至 つ て , 人 の 肺 吸虫 症 に 試み られ て 
いる 。 

本 反応 で 先ず 重要 な 事柄 は , 均等 な 抗原 粒子 を 含む 抗 
原 懸 濁 液 を 如何 に し て つく る か と いう こと と で ある 。 旋 毛 
虫 症 に み ら れ る 二 つ の 方 法 も 本 質 は 同一 で , 如何 な る 形 
態 を も つた 抗原 液 を 用 い た か と いう 3 点 が 異 る に すぎ な 
い 。 し か し な が ら , 本 反応 は を の 抗原 液 の 性 捧 に ょ つ 
て , 反応 の 鋭 星 度 , 特異 度 が 著しく 左右 され る も の で あ 
る 。 今回 の 実験 成績 を 検討 し て みる と , 著者 等 の , 虫 体 
の アル コー ル 可 溶性 脂質 感 作 コ レス テリ ン 液 を 用 いた 場 
合 , 問題 と すべ き 点 は , 肝 蜂 陽性 血清 の みな ら ず , 陰性 
血清 に も 若干 反応 が 現われ , し か も ,。 と の 場合 , 陽性 及 
び 陰 性 血 清 の 示す 抗体 価 の 差 は , 最少 1 段階 し か 認め ら 
れ な いと いう 点 で あぁ る 。 こ と の 感染 陽性 血清 と 陰性 清 に 
お ける を と れ ぞ れ の 反応 の 本 態 は 何で ある が , 多く の 検 対 
を 要する も の が ある 。 該 抗原 液 に と ょ る 反応 が , 人 血清 の 
十二指腸 貝 陽性 例 で は 抗体 価 0 で , 梅 陽 性 面 清 に は 抗 
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体 価 は 最高 8 を 示し , 家 現 血清 (寄生 虫 卵 険 性 ) に 対し レ 
て を も 最高 8 の 抗体 価 を 示し た と と と 考え あわ せる と , 少 
く と も と の 形式 の 反応 に お いて は , 脂質 抗原 は 寄生 虫 症 
以外 の 何 か あ る 抗体 と , 互い に 関連 性 を 有する の で は な 
いか と 思わ れる 。 

他 寄 生 虫 症 と の 類 属 反 応 に つい て は , これ また 重要 な 
と と で あつ て 必然 的 に 吸収 試験 等 の 方 法 が 考え られ る 。 
未だ 少 で は ある が 人 血清 の 例 に っ つて, 十二指腸 
症 と の 間 に は 類 属 反 応 は 認め られ な い 成 績 が 得 ち られ た 。 
その 他 の 例 に つい て は 現在 追求 中 で ある 。 さ きき に 述べ た 
ょ よ ょ うに, 肝 蜂 感染 の “きめ て ” が 陰性 で あつ た 132 例 中 
4 例 が 陽性 反応 を 示し た が , これ を 見 誤り の 確率 と する 
と , それは, 0.8~ 7.42 と な る 。 こ の 4 例 に お ける 他 
寄生 虫 の 出現 状況 ば, 虫 , 胃 混合 感染 例 8 例 , 胃 
感染 例 1 例 で あり , 反応 共に 陰性 で あつ た 128 例 に ぉ け 
る 他 寄 生 虫 の 出現 頻 度 は , 釣 虫 , 胃 虫 混合 感染 例 68 例 , 
多 虫 感染 例 15 例 , 双 口 吸虫 , 釣 虫 混合 感染 例 4 例 , 置 虫 . 
感染 例 2 例 , いずれ る 検出 され な か つた も の 389 例 で あつ 
た 。 本 反応 の 類 属 反 応 の 問題 に 関し て は , まだ 考慮 すべ 
き と と が 多く , 綿密 な 検討 を 要する も の と 考え られ る 。 

以上 著者 等 が 用 いた 抗原 は , アル コー ルル 可溶性 脂質 分 
画 で あつ て , 更に と この 分 画 を 化学 的 に 精製 する こと に ょ 
つて , 特異 的 反応 の 抗体 価 を 高め , 類 属 反 応 性 を 押え る 
と と が 可能 と な る か も 知れ な い 。 そ の 他 , 若干 の 報告 に 
お いて られ る 色素 に ょ る 抗原 粒子 の 着色 法 を と りあ ぁ げ 
る と と も , 反応 の 判定 を 更に 容易 且つ 正確 に する と と が 
期待 され る 。 又 , 抗原 の 感 作物 質 に , 他 の 微粒 子 , 例え 
ば , カオ リン ,。 ベン トナ イト 等 を と りあ げ る で とも, 一 
つの 試み を な る で あろ う 。 と これ ら の 抗原 液 に 関す る と こと 
ろ の まだ 検討 の 余地 の ある 諸 問 題 , 及び 牛 肝 蜂 症 に お け 
る 問題 と の を れ ぞ れ の 成績 は , 別 報 し た い 。 


要 約 

肝 に お ける Rapid flocculation test 所 調 反 
応 の 可能 性 を 検討 し た 。 上 述 の 成績 を 要約 する と , 次 の 
ょ う で ある 。 

1. 本 反応 を 実施 する に は , 抗原 性 物質 で 感 作 され た 
適当 な 性 状 及 び 数 の 微粒 子 を 含 妙 抗原 時 濁 液 を 得る こと 
が 必要 で ある 。 著 者 等 は 肝 蜂 虫 体 の 脂質 分 画 (CD) で = 
レス テリ ン (C)〕 を 感 作 し て , 抗原 懸 濁 液 を っ つく つた 。 
L と C の 濃度 比 及 び 衝 液 の は , この 液 の 性 状 
に 可 成 り の 影響 を 示し た 。 

2。 抗原 と 血清 の 割合 回転 速度 及び 反応 時 間 等 の 反 
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応 条 件 に ょ り , 反応 は 若干 の 影響 を うけ た 。 

8。 血清 の 働 性 及び 非 働 性 に ょ る 抗体 価 の 変動 は 認め 
られ な か つた 。 

4。 陽性 反応 の 限界 を 抗体 価 82 し て , 肝 
血清 と に つい て 反応 を 実施 し た と と ろ , 可 成 り の 成績 が 得 
られ た 。 

5。 他 疾 患 血清 と の 反応 を 検討 し た と と ろ , 人 梅 陽 
性 血清 及び 寄生 虫 陰性 の 富 血清 に も , 抗体 価 8 之 の 反 
応 が 認め られ た 。 人 十二指腸 貝 陽性 血清 に は , 反応 は 例 
く 認 め ら ちら れ な か つた 。 

i ぉ わり に , 所 長 竹屋 男 綱 先 生 に 敬意 を 表し , 御 指 導 , 
御 校 半 を いた ヾ いた 熊本 大 学 教授 太 反 田 藤 吉 , 岡村 一 郎 
両 先生 に 厚く 御礼 押上 げ ま す . な 所 , 本 研究 に 御 援助 下 
さ つ た 所 員 各 位 に 感謝 いた し ます . 

本 報告 の 要覧 は 第 42 回 日 本 獣医 学会 (昭和 31 年 10 
月 ) に 3 ぉ いて 発表 し た . 
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Summary 


The rapid flocculation test (R F test) is the 
most widely used for the laboratory serodiagnosis 
of syphilis in man, and some bacterial diseases in 
man and animals, Morever, the test has been 
investigated in the field of parasitology of late years. 
We (1954-1956) had studied preciously on the pre- 
cipitation test for facioliasis in recent years. The 
present experiments were put in practice for the 
purpose to investigate if the R F test should be 
able to apply for the laboratory diagnosis of fasc- 
ioliasis. 

Generally speaking, the acquirement of antigen 
emulsion which consist to a suitable number of the 
uniform micro-particles sensitized with the antigen 
material may bring the satisfactory results for this 
test. A satisfactory antigen emulsion was obtained 
by employing the cholesterin crystal which was 
sensitized with lipid antigen. The lipid antigen 
was extracted with absolute ethanol from the lyop- 
hized mature Fasciola hepatica. However, the prep- 
aration of antigen emulsion was influenced consid- 
erably by the ratios and concentrations of lipid 
antigen and cholesterin, and the pH of buffered 
solution. 

The test was carried out according to the techn- 
ique adopted in the Ogata’s glass plate method 
(1954) for syphilis, i. e. 0.05ml of serum or diluted 
serum were pipetted into the circular basin of glass 
slide (20mm. in diameter, 3mm.,. in depth), and 1 
drop (1/60 cc) of antigen emulsion was added to 
each serum. And then the slide was rotated for 5 
min, at a speed of 60-120 rpm on a mechanical 
rotator or on a flat plate rotated by hand,. The 
results ‘were observed immediately on the degree 
of clumping of the sensitized microparticles at a 
magnification of 80Xor 100Xx, The reaction was 
weakly affected by the ratio of antigen and serum, 
the rotating speed, and the time of rotation. 
However, it was scarcely influenced by the inacti- 
vation of serum at 56°C for 30min. 

The reactions for goat sera infested with FE 
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hepatica were as follows: the endpoints of positive 
reaction covered the dilutions of serum in saline rang- 
ing from 1:32 to 1:8192 for 23 sera infested with 
F. hepatica. On the other hand, for 20 noninfested 
sera the endpoint of positive reaction between 1 : 1 
and 1 : 16. These goat sera were not all inactivated. 
The same test was carried out to 5 human sera 


(A) 
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infested with Ancylostoma, 5 human syphilis sera, 
and 5 normal rabbit sera. As a result, all Ancylo- 
stoma positive sera showed the negative reaction, 
but all human syphilis sera and 2 rabbit normal 
sera showed positive at the titer of antibody (1: 8). 

It was considered that the reaction with the titer 
of antibody 1: 32 or above is a specifié one. 
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' 静岡 県 下 に お ける いわ ゆる 野犬 の 寄生 映 虫 
静岡 大 学 教育 学部 保健 教室 
野 政 久 前 川 藤 造 
静岡 県 立 衛生 研究 所 


(昭和 33 年 7 月 15 日 受領 ) 


静岡 県 は 日 本 住 血 吸虫 病 , 肺 吸虫 病 流行 地 と し て 既に 
知ら れ て いた 。 す な わら ち 日 本 住 血 吸 虫 病 は 浮島 沼 を 一 帯 
と し て 大 正 時 代 は 濃厚 な 墓 延 地 で あり , 現在 も な ほ 僅 少 
で は ある が 宮入 由 の 存在 が 認め られ て いる 。 肺 吸虫 は 狩 
野川 沿岸 の 一 帯 。 更に 最近 で は 伊豆 半島 の 南端 に も その 
墓 延 が 知ら れ , それ ら は 以前 と 比較 し て も 減少 し た と は 
考え られ な い 。 さ ら に 肝 吸 虫 病 に つい て は その 充分 な 資 
料 を 見 な い 。 こ と これ ら の 寄生 虫 は 野犬 に も 共通 に 寄生 し て 
いる ゆえ に , 野犬 を 解剖 し て その 寄生 映 虫 を 調査 する と 
と は 極め て 有意 義 で あろ うと 考え られ る 。 す な わ ち それ 
に ょ つて 人 弟 に 共通 な 寄生 蝶 虫 の より 正確 な 分 布 が 判明 
次 に 犬 犬 お よび ある 種 の 条 虫 な ど は いづ 
れる も 犬 の 個 有 寄生 虫 で は ある けれ どる も, 人 体 の 釣 虫 , 凌 
虫 , 条 虫 な ど と きわ め て 近似 の 種類 で ある ゆえ に , それ 
ら の 寄生 虫 の 犬 腸管 内 に お ける 寄生 状態 を 解剖 に ょ つて 
直接 検査 し , それ の 結果 を 人 体 の 場合 に 類推 する こと は 
可能 で あり 且つ 有意 義 な こと で ある 。 更 に 犬 に は 犬 未 状 
虫 , 瓜 実 条 虫 , その た 多く の 重要 な 寄生 虫 の 存在 が 知ら 
れ て お り , 喜 医 学 的 見 地 か ら も を れ ら の 浸 淫 状態 を 適 確 
に 地区 毎 に 把握 する こと は 必要 で ある 。 

近年 Beaver 5(19569 こよ ょ つて 盛ん に Larva migrans 


jmo ITO*, *, KYOZO WATANABE *, MASATERU 
NOGUCHI HISASHI MOCHIZUKI ** & TOoZO 
MAEKAWA +* : An investigation of the helmi- 
nth parasites of dogs in Shizuoka Prefecture. (1) 
General aspect (* Hygiene Laboratory, Faculty of 
Education, Shizuoka University ; ** Shizuoka Pre- 
fectural Hygiene Research Laboratory ; *** Depa- 
rtment of Public Health, Shizuoka Prefectural 
Office) 


の 問題 が 研究 され て いる 。 す な わ ち それ に よる と , 犬 短 
虫 , 犬 釣 虫 な ど が 人 体 に 迷 入 し , 異 所 寄生 し て 種々 の 重 
第 な る 症状 を 起す こと が 知ら れ て いる 。 を れ ゆ め ゆえに 犬 な 
どの 寄生 虫 の 浸 淫 状況 を 調査 し て お く と こと は ,。 また 同時 
に 公衆 衛生 学 上 か ら も 重要 な 問題 で ある 。 

以上 の 諸 観 点 に 立つ て 筆者 らち は, 静岡 県 下 の 19 ヶ 所 の 
保健 所 で 捕獲 えさ れ た 野犬 を 対称 に 合計 192 匹 を 解剖 し , 
を それら の 寄生 映 虫 を 詳細 に 検索 し た 。 本 報 で は 特に , 匠 
が 国 に お ける 野犬 調査 の 研究 礎 を の べ , さら に 本 調査 の 
一 般 的 な 概観 に つい て 報告 する 。 


本 邦 に お ける 野犬 寄生 の 研究 史 要 


本 邦 に お いて 野犬 の 寄生 映 虫 を 全般 的 に 調査 し た 報告 

は 十 数 息 を 見 る に すぎ な い 。 て を それら の うぅ ち 検 便 の み に ょ 
つた 報告 と し て は , 武藤 1920 う , 安藤 ・ 小 堀 (1926), 
能勢 (1989), 山 下 ・ 森 (1953) な ど を あげ る こと と が 出来 
る 。 安藤 ・ 小 堀 (1926) は 岐阜 県 に お いて 36 頭 の 飼育 犬 
を 検便 し , 犬 犬 虫 卵 27, 条 卵 8 
9%, マン ソン 頭 条 虫 卵 11%%, 犬 及び 横川 吸虫 
を を と を れ ぞ れ 1 例 づ > ゝ 認め た ほか に , 更に 人 環 虫 卵 4 例 
(1126) を 報告 し た 。 能勢 (1939) は 東京 に お いて 500 
頭 の 犬 の 検便 を 行 つ て , 主として 犬 と 犬 多 に 
つき , 貝 卵 の 検出 能力 を 検討 し た 。 山下 ・ 森 (1958) は 
北海 道 の 韻 犬 141 頭 を 検便 し て 合計 81.2 に 虫 卵 を 発見 
し , 犬 虫 , 犬 犬 の 寄生 率 と 犬 の 年 齢 と の 関 
係 を 報告 し て いる 。 

一 方 , 犬 の 寄生 虫 を 検便 の み に ょ っ つて 調査 する こと は 
種々 の 都合 上 や むむ を 得 な いこ と で は ある けれ ども , 検便 
成績 と 実際 の 寄生 虫 の 有無 と は 可 成 り 異 な る 結果 を も た 
ら す こと と を 豊田 (1928 う , 吉川 ら (1988) が 強く 指摘 し 
た 。 すなわち 豊田 (1928) は 京都 大阪, 奈良 の 三 府県 
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こま た が つて 3811 頭 の 野犬 を 直接 解剖 し , 更に 同時 に 検 
便 を も 行 つ て 両方 の 成績 を 比較 し た 。 更に 同氏 は 検出 
され た 種々 の 寄生 虫 の 季節 的 関係 を 報告 し た 。 吉川 ら 
(1936) は 神戸 市 の 野犬 150 頭 を , 更に 19838 年 に は 同 地 
区 の 野犬 800 頭 を , 解剖 と 検便 に ょ つて 種々 検索 し , 各 
寄生 虫 の 虫 体 数 , 犬 年 齢 と の 関係 な ど を 詳細 に 報告 し 
た 。 その 後 吉 川 ら (1940) は 既報 に お ける 犬 寄生 吸虫 類 
の 種 名 を 訂正 し て , 前 回 報告 の Echinochasmus perfol- 
atus, Clonorchis sinensis, Metagonimus yokogawai, PI- 
agiorchis muris の 4 種 の 他 に さら に 新しく Echinocha- 
smaus japonicus, Heterophyes nocens, H. continus, Met- 
agonimus ovatus, M. katsuradai, Monorchotrema yoko- 
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gawai Pygidiopsis summus の 7 種 を 追加 し た 。 
専ら 解剖 に と ょ つて 野犬 の 寄生 映 虫 を 調査 し た 報告 に , 

戸 張 (1988 う , 古賀 (1952, 小腸 の み ), 岡部 ら (1952), 
徳 毛 (1954, 小腸 の みう), 岡野 1957) な ど を 見 る 。 戸 張 
(1988) は 東京 の 犬 404 頭 を 解剖 し て 詳細 な 検索 を な し 。, 
犬 の 年 齢 , 季節 と の 関係 , 寄生 虫 体 数 , 寄生 部 位 。 虫 体 
の 性 比 な ど を 比較 検討 し , 更に 犬 興 虫 の 体長 の 計測 を も 
な し た 。 古賀 1952) は 福岡 市 に お いて 400 頭 の 野犬 の 
小腸 を 検索 し , 10 種 の 寄生 虫 を 認め て 報告 し た が , その 
中 に は 狐 中 殆 条 虫 , 拡張 条 虫 ? の 二 種 を 新た に 記録 し て 
いる 。 岡 部 ・ 古 賀 1952) は 同年 佐賀 県 の 犬 365 頭 を 剖 
検 し て 16 種 の 寄生 虫 を 認め て 報告 し た 。 徳 毛 (1954) は 


Table 1. Comparison of infection rate dog of parasites reported by several authors in Japan 


Authors Toyota 


Yoshika- Yoshika- 
wa etal, wa et al, 


Okabe Present 
Tohari Koga Tokumo Okano 


Year 1928 1936 1938 1938 1925 1952 1954 1957 1958 
Locality Kinki Kobe Kobe Tokyo Fukuoka Saga Hiroshima Kyoto Shizuoka 
No. of Dogs 311 150 300 404 400* 365 260* 255 192 
Toxocara canis 42.4 26.7 55.9 16.3 27.4 24.7°** 15.83 6.8 
Ancylostoma caninum 71.4 64.8 78.9 63.3 47.7 52.9 84.9 
Dirofilaria immitis 2.9 29.3 21.4 27.8 36.4 
Gnathostoma spinigerum 0.6 
Spirocerca sanguinolenta 0.8 1.6 
Acanthocephala sp. 0.3 
Schistosoma japonicum 
Clonorchis sinensis 6.2 0.3 0.7 6.3 
Paragonimus westermanii 1.6 5.2 
Echinostoma cinetorchis 1.1 
Echinochasmus perfoliatus 0.3 0.3 
Plagiorchis muris 0.6 
Pygidiopsis summaus 1.0 2.2 10.8 
Heterophyes spp. 8.4 き 1.5 1.6 
Pseudoheterophyes continua_ 1.9 0.5 
(major) 
Dipylidium caninum 64.0 82.8 74.6 37.4 65.8 10.1 52.0 34;5 45.7 
Diphyllobothrium mansoni 5.8 1.3 0.3 0.5_ 4.5 12.5 1.9 1.2 3.6 
Taenia taeniaeformis 18.8 6.8 
Taenia pisiformis 2.0 4.7 0.5 
Taenia hydatigena 0.3 08 
Mesocestoides spp. 0.5 (M. lneatus) 0.5 
(M. litteratusy 
Moniezia expansa 0.3 
Total percentage 98.4 96.7 99.7 95.5 91.8 85.0 77.1 100.0 
Foot note : * examination of only dog intestine 
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** Toxacaris leonina is contained 
*** Metagonimus takahashit is contained 
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呉 地方 の 野犬 260 頭 の 腸管 を 検索 し て ? 種 の 寄生 虫 を 部 
告 し , それ ら と 犬 年 齢 と の 関係 。 虫 体 数 と その 性 比 な ど 
を 検討 し た 。 近 年 岡野 1957) は 京都 市 の 野犬 255 頭 を 
解剖 し て 10 種 類 の 寄生 虫 を 認め , 特に 犬 釣 虫 の 体長 と 寄 
生 部 位 の 関 属 を 詳細 に 検討 し て 報告 し た 。 以上 解剖 に ょ 
る 8 氏 の 成績 の 佐 要 と , 筆者 らち の 今回 の 結果 を あわ せ て 
第 1 表 に 一 覧 表 を か ゝ げた 。 

以上 に の べた 報告 例 は 犬 の 寄生 虫 の 総括 的 考察 の み を 
あげ た も の で ある が , 特定 の 目的 を も つて 或 種 の 寄生 虫 
を 検索 し た 報告 例 は 甚だ 多い 。 即 ち 犬 糸状 虫 の 調査 , 肺 
吸虫 の 調査 , 住 血 吸 虫 マン 頭 条 虫 な ど 
の 如く 多 方 面 に わた る の で ある が , を それら に つい て は 紙 
面 の 都合 上 此処 で は の べ な い 。 


調査 方 法 


県 下 の 19 ヶ 所 の 保健 所 か ら 各 々 10 頭 内 外 の 捕獲 えれ た 
野犬 を 衛生 研究 所 に は と こび, 翌日 電 殺 し , それら の 年 
和久 , 性 別 , 品種 , 産地 , 栄養 状態 な ど を 記録 し た 。 電 殺 
し た の ち , 最初 に 肛門 部 か ら 共 を 圧 出 し て 検便 の 用 に 供 
し た 。 そ の 後 た くち に 解剖 に 附 し , 内 臓 諸 器 官 を 検索 し 
て 寄生 虫 の 有無 を 調査 し た 。 す な わ ち 咽喉 , 食道 , 胃 は 
反転 し て 特に 宮口 虫 に 注意 し , 気管 , 肺 は 細 幼 し て 肺 吸 
虫 に 注意 し , 心臓 及び 近接 血管 は 充分 切開 し て 犬 糸 状 虫 
に 注意 し , 更に 胆 井 , 肝臓 は 細 切 し て 肝 吸 虫 の 発見 に つ 
と め た 。 ま た 腸 間 虹 血 管 を 精査 し て 日 本 住 血 吸虫 の 有無 
を 確 め , 最後 に 十二指腸 , 空腸 , 廻 腸 , 大 盲腸 の 4 部 分 
に 分 けら れ た 部 位 の 腸 内 寄生 虫 を 検 し た 。 腸 内 の 検査 に 
際 し て は , 大 型 販 コ ッ プ の 中 に 水道 水 を 若干 入れ , その 
中 に 各部 位 毎 に 分 けら れ た 腸管 を 入れ て 終 に 切り 開き , 
軽く す > い で か ら そ の 腸管 を と り だ し て 吹 着 虫 体 を 検査 
し た 。 一方, 尿 コ ッ プ 内 の 水 は 糞 な どの 欧 雑 物 を 除去 し レ 
た の ち 数 回 洗 浴 し , 潤 過 し , その 濾液 に つい て は 微小 吸 
虫 類 を , を その 残 湾 に つい て は 大 型 の 蜂 虫 類 を 検 し た 。 

交 便 の 虫 卵 検査 で は AMS III 法 を 用 い , 18X24 mm 
の 硝子 一 枚 の 検査 と に よ つた 。 


調査 成績 概要 


第 1 図 に 静岡 県 下 19 ヶ 所 の 保健 所 の 所 在 位置 を 示し 
た 。1956 年 7 月 か ら 1957 年 7 月 に わた り , 各 保健 所 か ら 
10 頭 内 外 の 野犬 を 集め て 総計 192 頭 を 誠 検 し た 結果 , 寄 
生 映 虫 の 総合 寄生 率 は 100 に 達し , 陰性 の 犬 は 遂に 認 
め ら れ な か つた 。 そ の 内 訳 は 線 虫 類 5 種 , 吸虫 類 4 種 , 
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第 1 図 静岡 県 略図 


打 虫 類 5 種 で , 合計 14 種類 に 及 ん だ (第 1 表 参 照 )。 最 
も 多い の は 犬 銘 虫 で を の 寄生 率 84.9% を 示し , つく さい て 
払 条 虫 45.726, 犬 状 虫 36.426, 犬 81.7226, メタ 
ゴ ニ = ム ス 属 吸虫 28.8 の 如く で あつ た 。 更 に 犬 環 虫 , 肥 
務 は いずれ も 6.82% の 寄生 率 を 示し , つい で 肺 吸虫 
5.226。 マン ソン 頭 条 虫 3.6%。 血色 食道 1.6 
な り , 残り の 8 種 (Taenia pisiformis, Pseudoheteroph- 
‘yes continua major, Mesocestoides ltteratus) は いずれ 
る も 1 例 づ ゝ (< 0.5%) で あぁ つた 。 し た が つて 内 1 種 の み 
の 寄生 虫 に よ つ て 寄生 され て いる 野犬 は 少く , 他 の 大 部 
分 の 野犬 は 2 種類 以上 の 寄生 虫 を も ち , 総 平均 すれ は 1 
頭 の 犬 に つき 2.5 種 類 の 寄生 虫 の 割合 で ある つた 。 そ を それら 
の 重複 寄生 の 様相 と 犬 年 齢 と の 関係 を ば 特に 182 頭 に つ 


. いて 第 2 表 に 示し た 。 お の お の の 種類 の 寄生 虫 が 犬 に 対 


Table 2. Relation between the age and the 
number of cases of double infection 


No. of Number of dogs infected with 
Age of dogs 
dogs examd lsp. 2spp. 3spp. 4spp. 5spp. 6spp. 


lage 43 < 4 16 2 

2 53 es 1 17 6 3 

3 51 7 19 17 5 2 1 
3 26 2 13 9 2 1 

5 3 2 1 

6 4 3 

1 

8 0 

9 1 


Total 182 29 67 60 18 7 1 
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する 年 齢 抵抗 の 様相 が 一 様 で な いか ら , 総計 する と と 自 
体 に 困難 性 は る る が , 第 2 表 を 通 覧 する と , 概して 犬 年 
齢 の 進 ぶ に し た が つて 多く の 種類 の 寄生 虫 を 同時 に 持つ 
傾向 が 認め られ , その 相関 係数 は 十 0.123 で あつ た 。 な お 
重複 寄生 の 場合 の 種類 の 組合 せ を 検討 し た 結果 は , 犬 多 
虫 , 払 実 条 虫 , 犬 糸 状 虫 な どの 寄生 率 の 高い 種類 の 組合 
せ が 最 も 多く , 特定 の 種類 の 寄生 虫 同 志 が お 互い に 括 抗 
的 に 作用 する 事 は 認め られ な か つた 。 と の と と は 豊田 
(1928), 古賀 (1952) その 他 多 く の 報 告 例 と 一 致し て い 
上 述 各種 寄生 虫 の 県 内 に お ける 分 布 状態 を 第 3 表 に 要 
約 し て 掲げ た 。 すなわち 野犬 は それ 程 遠 隔 地 に 移行 し な 
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ど を 調査 し , それ ら と 寄生 虫 と の 関係 を 検討 し た が , と 
と で は 犬 の 種類 と に つい て の み 記 述 し , 年 齢 性 別 な ど に つ 
いて は 各 寄 生 虫 の 種類 毎 に 第 2 報 以下 で の べ る 。 182 頭 
の 犬 は 系 く 雑 犬 で , 純系 は 全く 居 な か つた 。 雑 犬 を 判定 
し 出来 る 限り 系 統 別 に 分 け て みる と , 日 本 犬 系 6 頭 , セパ 
ー ド 系 5 頭 , 芝 犬 系 8 頭 , テリ ア 系 。 セ ツタ ー 系 各々 2 
頭 , ビー グル 系 。 ビー ング ポイ ンタ ー 系 お よび 秋田 犬 系 
が 各々 1 頭 で , 他 の 161 頭 は 李 く 系 統 不 明 の 雑 犬 で ぁ つ 
た 。 て を それら と 寄生 率 と の 関係 を 各種 類 の 寄生 虫 毎 に * 検 
定 を 試み た が , いづ れ に も 有意 の 差 を 認め な か つた 。 す 
な わ ち 或 種 の 寄生 虫 が 特に 或 品種 の 犬 に 寄生 し ゃ すい と 
いう 様 な と こと は 今回 の 資料 か ら 認 め ら れ な か つた 。 


Table 3. Geographical distribution of dog parasites in Shizuoka Prefecture 


No. of dogs examined 10 10 10 10 10 10 9 9 10 10 10 10 10 10 10 10 9 15 10 |192 

Toxocara canis 8 2 1 2 1 1 13 (6.8) 
Ancylostoma caninum 人 9 $5 915 9 |163 (84,9) 
Dirofilaria immitis 71 (36.4) 
Spirocerca sanguinolenta 2 
Paragonimus westermanit 1* 3 10. 
Pseudoheterophyes continua major 1 1 (0.5} 
Taenia taeniaeformis 5 人 1 3 2 13 (6.8) 
Taenia pisiformis 1 1. 
Mesocestoides ltteratus 1 1 . 
Diphyllobothrium mansont | 2 7 (3,6) 


いと 仮定 し て , 各 保健 所 を 県 の 東部 か ら 西 部 に 併 列 し た 
結果 で ある 。 各 地区 毎 の 解剖 犬 数 が 充分 で な い の で 確 た 
る 断定 は 出来 な い が , 2 へ ~ 8 の 認め 得 た 傾向 を あげ る 
と , 犬 凌 虫 は 県 中 部 に 少く , 犬 糸 状 虫 は 伊豆 地方 に 少 い 
と と が 認め られ た 。 肺 吸虫 は 既知 の 流行 地 た る 東部 に 妙 
し ろ 少 く , 反対 に 藤枝 , 島田 , 掛川 , 森 , 磐田 な どの 県 
西部 に 広く 発見 され た が , 此 の と と は 肺 吸虫 病 対 策 上 重 
要 な と と で ある 。 そ を それに 比例 し て 横川 吸虫 も 赤 県 西部 に 
濃厚 に 分 布 し て いる 事 が 認め られ た 。 そ を の た の 寄生 虫 に 
つい て は 特に 著しい 傾向 が 認め られ な か つた が , 詳細 に 
つい て は 第 2 報 以下 に の べ る 。 

182 頭 の 野犬 に つい て は 特に 犬 の 種類 年齢 , 性 別 な 


* No worm but the egg was observed 


頭 の 野犬 に つこ いて は 特に 誠 と 同時 に AMS 
に ょ る 検便 を 行 つ た が , お も な る 寄生 虫 に つい て 湖 検 結 
果 と 検便 結果 を 比較 し て 第 4 表 に 掲げ た 。 豊田 (1928), 
吉川 ら (1988) の 指摘 せる 如く , 両者 の 成績 は 常に 一 致 
せ ず , 貝 卵 陽性 率 が 解 結果 り 高 い の が 犬 犬 
虫 。 肺 吸虫 , 横川 吸虫 な ど に 見 られ , 反対 の 場合 が , 犬 
, 肥 虫 な ど に 見 られ た 。 し, に 検討 し て 
みる と , 虫 卵 の 疑 険 性 ( 虫 体 十 , 虫 卵 一 ) 例 を 疑 陽性 ( 虫 
体 一 , 虫 卵 二 う 例 が 相殺 し て 最後 の 結果 が 近似 的 で あり , 
実際 に こ 虫 体 陽性 例 と 虫 卵 陽性 例 が 一 致す る と こと が 割合 に 
少 い 結果 が 認め られ た 。 に の は マン 条 
虫 , 犬 , 犬 虫 な ど で あ つた 。 それ ら の 体 な ど 
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Table 4. Comparison between the result of autopsy and that of fecal examination 
(Number of dogs examined is 173) 


0 | No. of positive No. of positive Details 
ova_pos. ova_ neg. ova_ pos. 
Toxocara canis 12 (6.9) 15 (8.7) 7 5 8 
Ancylostoma caninum 144 (83.2) 130_ (75.2) 127 17 3 
Trichuris vulpis 56 (32.4) 70 (40.5) 44 12 26 
Paragonimus westermanit 8 (4.6) 10 (5.8) 8 0 2 
Metagonimus spp. 40 (23.1) 51 (29.5) 3 14 
Taenia taeniaeformis 4 (2.3) 4 9 0 
Dipylidium caninum 83 (48.0) 0 0 83 0 
Dipyllobothrium mansont 6 {3:5) 6 ($,5) 1 5 
と の 関係 に つい て は 第 2 報 以 下 で の へ べ , 此処 で は 厩 略 だ が 寄生 し て 居 な い に も 拘ら ちず 虫 卵 が 陽性 に じ な る 例 が 相当 


け に と ® め る 。 
な ほ , 各 寄 生 虫 の 虫 体 数 , 性 
性 別 と の 関係 , 季節 的 関係 な ど 


る 


性 比 。 寄 生 部 位 。 犬 の 年 齢 
『 は 総 べ て 第 2 報 以下 に の 


考 


静岡 県 に お いて 野犬 の 寄生 貝 調査 が 実施 され た の は 本 

報 が 最初 で あり , し か も 総合 寄生 率 が 100 を 示し た の 
も 最初 で あら う 。 勿論 第 1 表 に 示し た 如く 諸家 の 報告 も 
902% を 前 後 す る 結果 で あり , 総じて 犬 の 寄生 虫 の 医 延 状 
況 は 非常 に 高い こと が れる と みて 
も 県 下 の 野 犬 は 一 般 に 高 率 の も の が 多く , 特に 犬 釣 虫 , 
犬 糸 状 虫 な ど が 高 率 を 示し て いる 。 

他方 , 日 本 住 血 吸 虫 は , 沼津 , 吉原 地区 が 浮島 沼 を 控 
えて いる の で 或いは 検出 で きる も の と 期待 し た が 遂に 認 
め ら れ な か つた 。 ま た 住民 の 虫 卵 検査 で は 往時 に 僅少 な 
が ら 肝 吸虫 卵 が 証明 され て いた が , 今回 の 192 頭 の 野犬 

か ら は 発見 され な か な つた 。 すなわち と の は 現 
在 で は 非常 に と 稀 に な つて いる も の と 考え られ る 。 を それ と 
は 反対 に , 肺 吸虫 が 意外 に 広範 囲 と , 且つ 可 成 り 高 率 に 
検出 され た こと と は 注目 に 価 す る も の で , そ を の 予防 対策 の 
急務 な る こと と は 明らか で あろ う 。 静 岡 県 の 肺 吸虫 の 分 布 
に 関し て は , 棒 原 郡 地 方 の 高木 (1926), 狩野 川沿 岸 の 高 
亀 ら (1942), 南 伊豆 地方 の 横川 ら (1957) の 諸 報 告 を み 
る の で ある が , を れ ら を 再 確認 し て さら に 詳細 な 分 布 調 
査 が 望ま きれ る ゆえ ん で ある 。 

虫 卵 検査 の 所 見 と 解剖 に と よる 所 見 の くい 違い は 予想 以 
上 に 大 きい 。 貝 体 が 寄生 し て 居 て も 貝 卵 が 発見 で き な い 
原因 に つい て は 今 迄 に も いろ いろ な 理論 的 根拠 が あたえ 
られ て いる が , ' 今回 の 調査 と ょ る と , を ず し ろ 反 対 に 虫 体 


に ある 。 に 犬 犬 虫 。 ャ マン ソン 裂 頭 条 な ど が 
で ある 。 に は 産卵 後 母 虫 が 死 減 消 失 し て , 
の みみ 残る 場合 が 考え られ る が , 多く の 場合 は 一 過 性 の 貝 
卵 の 混入 に ょ る の で あろ うか 。 それ を 裏書 きす る 例 と し レ 
て , 犬 の 検便 の 報告 例 (安藤 ら , 1926 : 宮川 , 1927 : 豊 
田 , 1928) に は 人 卵 , 人 虫 な と が 記録 され 
て お り , 筆者 ら も 人 虫 卵 若 し く は 豚 と 思わ れる 
も の を 2 例 ( 後 報 参照 ) 検出 し て いる 。 勿 論 こ れ で 総 へ 
て 解釈 が で きる と も 思わ れず , と これ に 関し て は 今後 の 研 
究 が 望ま れる 。 


要 約 


1, 1956 年 7 月 か ら 1957 年 7 月 に わた り , 静岡 県 下 19 
ケ所 の 保 婦 所 か ら 合 計 192 頭 の 野犬 を 集め て 寄生 映 虫 の 
検索 を 実施 し た 。 

2。 192 頭 の 解剖 所 見 に よる と 総合 寄生 率 は 100 に 

圭 し , 寄生 映 虫 の 種類 は 14 種 に 及 ん だ 。 ま た 各 頭 の 犬 は 
平均 2.5, 最 高 6 種類 の 重複 寄生 を うけ て いた 。 

3, E の 関係 が 


認め らち られ な か つた 。 

4. る 寄生 虫 は 犬 , 条 犬 状 虫 な ど 
re , 殊 に 肺 吸虫 が 県 西部 の 方 に と かなり 広池 に 認 
め ら れ た 。 


5. 178 頭 の 野犬 で は 特に 虫 卵 検査 も あわ な て 実施 し レ 
,。 その 所 見 と 解剖 所 見 と の 差異 は 注目 に 価 す る 

6. 現在 迄 の 我国 に お ける 野犬 調査 の 主 な る も a 
的 考察 を 行 つ た 。 


本 研究 を な す に あたり , 野犬 の 運搬 , 解剖 な どの 労 を 
と られ を 県 衛生 部 , 各 保 健 所 の 係員 の 多く の 方 々 に 更 心 
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か ら 詩 意 を 捧げ る . 殊 に 衛生 研究 所 の 村上 正博 技師 , 河 
野 技師 , 山田 技師 , 及び 静岡 大 学 学 生 の 各位 に 
対し 厚く 御礼 上 げ 人 の 鑑定 の 労 を と られ 
良 学 芸大 学 の 沢田 勇 助教 授 に 深謝 の 意 を 捧げ る . 

本 研究 の 一 部 は 1957 年 日 本 寄生 虫 学会 第 26 回 総会 で 
発表 し た . 
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Summary 


Parasitic helminth of 192 dogs in Shizuoka Pre- 
fecture was examined by autopsy in the period 
from 1956 to 1957. The general feature of this in- 
vestigation with the review of such reports by early 
Japanese investigators was presented in this paper. 
All dogs autopsied were exclusively parasitized with 
one or six species of helminth, which were composed 
of five species of nematodes, four species of trem- 
atodes and five species of cestodes. The highest 
infection rate was 84.9% of Ancylostoma caninum, 
which was followed by 45.7% of Dipylidium canimnum, 


36.4% of Dirofilaria immitis, 31.7% of Trichuris _ 


vulpis, 23.3% of Metagonimus spp., and so on. It 
was noticed that remarkable high infection rate of 
Paragonimus westermanti among the dogs was reveal- 
ed. The other few species were as follow ; Toxocara 


"canis, Spirocerca sanguinolenta, Pseudoheterophyes co- 


ntinua major, Taenia taeniaef ormis, Taenia pisiformis, 
Mesocestoides litteratus, and Diphyllobothrium mansoni., 
Special comparison between the result of autopsy 
and that of fecal examination was also carried on 
with its brief discussion about 173 dogs. The details 
of each parasites are now in press in the following 
paper of this series. 
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内 に 現われ た 様 物体 に つい て 


小 山 
国立 予防 衛生 研究 所 寄生 貝 部 


(昭和 33 年 7 月 15 日 受領 ) 


部 の 長径 47~70 径 35~42 管状 を 除 
いた 全体 の 長径 70~94 gw, 短 径 55~60 , 管状 ピ 部 の 長 さ 

昭和 81 年 春 , 東京 鉄道 病院 で 健康 男子 (当時 55 歳 , 海 120~ 140, 幅 2~8g, 毅 面 か ら み た 厚 さ は 8g, 被 
外 江 航 前 の 健康 診断 の 族 来 院 し た も の で , 特別 の 異状 を 膜 外層 は 無色 で , 他 部 は すべ て 微 淡 黄 色 で ある 。 
認め な か つた 。) の 検便 の 共 , 不明 構造 物 を 認め た の で 
調査 し て ほし いと の 依頼 が あり , 観察 の 結果 極め て 理 潤 
に 類似 し た 物体 で ある こと が わか つた 。 

一 般 に 区 中 に 胞子 , 花粉 , 毅 動植物 体 の 組織 
片 等 の 混入 し て いる と と は , 常に 経験 する と と ろ で あみ 
り , 変質 , 変形 の 激しい 場合 に は , 寄生 虫 の 卵 や 仔 虫 , 
時 に は 親 虫 と きま き ぎら わし いこ と と が ある 。 

実際 に この ょ うな 報告 と し て , 貝 卵 様 異物 に つき 熊谷 
(1915) 及び 仔 虫 様 物 体 に つき 尾 持 (1955) ら が ある 。 

し か る に 今回 発見 し た 様 物体 は , 普通 の で み 
る 以外 の 別 の 特徴 も も ち , 動植物 関係 の 多く の 専門 家 を 
類 わ せ た が , 今 も つて 理 菩 で ある と 断定 出来 る まで に 至 
つて いな い 。 

現在 更に 追求 すべ く 専 門 穴 に 依頼 し て ある の で , 一 応 
理 藻 様 物体 の 名 の も と に , 観察 結果 を 記し て 後日 の 研究 
の 資 と する 。 


病院 側 に 残 つ て いた の は , バル サム 貼 封 の プレ パラ ー 
ト 一 枚 だ け で あつ た 。 


従 つ て 理 酸 質 の 証明 等 の テス ト は 出来 ず , 専ら 錯 検 に Figs. 1-2. Diatom-like bodies found in 

ょ っ つて 観察 を 行 つ た 。 human faeces 

と の プレ パラ ー ト か ら , 斑 藻 様 物 体 を 8 個体 発見 し た Fig. 3. Diatoms found in alimentary 
が , いずれ も 玉 藻 様 部 と その 周囲 の 被膜 及び 管状 部 か ら canal of Comicula leana 
な る 析 円 形体 で ある (第 1, 2 図 )。 Fig. 4. Diatoms found in alimentary 

被膜 は 2 層 か ら な り , 内 層 か ら 管 状 部 が 外層 を 貫通 し canal of Plecoglossus altivelis 
て 約 14~15 本 外出 し て いる 。 理 藻 様 部 の 光沢 は , 圭 藻 の それ に 極め て 良く 似 て い 
る 。 

YOSHITAKA KOMIYA & TSUTOMU KOYAMA: 
様 部 に は , 溝 中 軸 区 , 中 心 区 , 横 条 
(Department of Parasitology, National Institute 線 等 に 類似 の も の が あり , 叉 内 部 に 油 滴 状 の 細胞 質 様 物 
of Health, Tokyo) 質 が ある 。 
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以上 は すべ て 衣 面 観 で ある 。 

被膜 及び 管状 部 は , 区 便 内 で も 形態 を 完全 に 保持 し て 
いる の で , キチ ン 又 は セル ロー ズ の 如き 強 摘 な 物質 より 
な る も の と 察 せ られ る 。 

以上 の 特徴 に より , 理 薄 の 感じ が 強く , これ が も し 笠 
藻 と する と , Cocconeis 属 の も の に 形態 , 大 ミ 等 酷似 し , 
し か る 同一 視野 内 に や や こと これ ょ り も 小型 で ある が , 附属 
物 の な い 通 常 の Cocconess 類似 の 理 藻 が 少数 み ら れ た 。 


考 察 


の 同定 に は 造 が 最も 重要 視 さ れる が , と の 
様 物体 で は ほぼ 完全 に 特長 を 備え て いる 。 

又 動 植物 体 の 各 組 織 , 花粉 , 胞子 等 で , 縦 溝 ,。 中 還 
区 , 中 心 区 , 条 線 等 の 如き 構造 に 酷似 し た 
造 を も つも の は , ほとん ど 知 られ て いな い 。 

更に 附属 物 が 他 の 動物 の 器官 , 例え ば 消化 管 の 一 部 で 
ある と いう よう な と こと と る も, 38 個体 の どれ も が , 毅 面 か ら 
の 厚み 8u と いう よう な 平板 状 構造 で ある と と , 附属 物 
と 理 藻 様 部 と の 結合 が 極め て 密 で ある と こと, 附属 物 が キ 
チン 様 の 強 失 な 物質 か ら な る と と 等 の 諸事 実 か ら 考 え に 

上 述 の 諸点 より , と の 不明 構造 物 は , 性 状 不明 の 附属 
物 を も つた 下 藻 と いう 可能 性 が 強い 。 

て が 経口 的 とり入れ られ, 中 に 現われ る 
可能 性 は 甚だ 多く , 先ず 魚類 で , 松井 (1988) が 鯛 の 消 
化 管 内 容 物 を 調べ て , 理 藻 を 認め て お り , 中 村 (1952) 
が オイ カワ の 食性 を 調べ て 同じ く 理 藻 を あぁ あげ て いる よう 
に , 一 般 に 理 藻 は 魚類 の 餌料 と な る わけ で ある か ちら, そ 
の 消化 管 中 に 球 藻 を 見 出す こと は あたり まえ で , 魚 を 食 
せ ば 人 体内 に 理 藻 を と り 入 れる 可能 性 が 出 て くる 。 

叉 類 と し て は , 田 ら (1989) が 人 天然 と し 
て を 記載 し , 熊谷 (1915) が 人 の 中 に 卵 様 
物 を 発見 し て 。 下 注 類 で は な いか と 想像 し , ハマ グリ を 
食し た 事実 か ら ,。 ハ マグ リ と 共に 人 体 消化 器 系 内 に 入 つ 
た も の で は な いか と 考察 し て いる 。 

の 虫 卵 様 異物 は , 所 の 図 及 び 記述 か ら ほ ぼ 
と 考え て よい よう で , 中 心 球 藻 族 の うち , 特に Coscino- 
discus 属 や Biddulphia 属 の も の と 想像 され る 。 

か く て 魚類 と 同様 に 貝類 を 食し て も , 圭 藻 の 人 体内 に 
入る 可能 性 は ちる わけ で ある が , 消化 管 中 の みな ら ず , 
そ を それら の 表面 に 附 着 し て いる も 考 な けれ ば 
な ら な い 。 


我国 で は 海藻 類 を 食す る こと が 多い の で , と これ に 附 着 - 
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し た 千 藻 を 人 体内 に と とり 込む こと も 考え られ , 事実 加藤 
(1955) は アサ クサ ノリ の 附 着 理 藻 を 報告 し て いる 。 

更に 飲料 水 か ら 理 藻 が 体内 に 入る こと も 推定 され る 
が , これ に つい て 神徳 (1925) は , 上 水道 の 生物 学 的 研 
究 よ り , 沈 池 及び 濾過 池 の 理 藻 と し て 十 種 内 外 , 堀尾 
(19836 a,b) は , 上 水 油 過 に お いて 形成 され る 演 膜 中 の 
幸 藻 を 十 数 種 あ げ て いる 。 

富永 ら (1939) も が 過 水中 に 出現 する 可能 性 
あり と 言及 し て いる 。 

その 他 に は , 友永 ら (1956) が , 雨水 。 土 , 水 , 鐘 
乳 洞 内 の 水 , 黄 鹿 , 雪 , 大 気 中 , 井戸 等 に 理 藻 が 分 布 
し , 屋外 無蓋 の 井戸 で は 著しく 多く , 3800cc 中 最高 約 2 
万 個 と 記し て いる 。 

我々 の 調査 し た 魚 具 類 の 腸管 内 , 海藻 の 表面 飲料 水 
中 , 土壌 中 等 に も 理 藻 を 見 出し て いる の で , 自然 界 に お 
ける 和 圭 藻 の 分 布 は , 予想 外 に 広範 囲 と わた つて お り , 人 
体内 に 入り 込む 機会 は 極め て 多い と 考え られ る 。 

さき さて, と こと で 問題 の 不明 構造 物 を 仮り に 圭 藻 と すれ 
ば , 造 , 大 き さ と も に 状 族 中 の Cocconess 属 


. の も の に 酷似 し て いる 。 


我々 の 調査 し た アユ , シジミ , ワカ メ 等 に 通常 の Co- 
cconeis に 類似 の も の を 認め て いる と と と , 堀尾 (1986b) 
が 上 過 行 程 に お ける 膜 中 の と し て Cocconeis 
の 出現 を 報じ て お り , 殆 田 らち ら (1989) は , 人 錠 の 天然 餌料 
と し て Cocconeis を 発見 し て いる 等 の こと か ら , 元 来 
Cocconeis 属 の 圭 藻 が 体内 に 入る 可能 性 は 十分 に ある (第 
8,4 図 )。 

叉 不明 構造 物 を 認め た と 同一 視野 内 に , 前 者 より 小型 
で ある が , 附属 物 の な い 通 常 の Cocconeis 類似 の 斑 藻 を 
少数 発見 し て いる の で , 問題 の 物体 は , 上 述 の 如き 経路 
に ょ っ つて 人 体内 と に 入 つた Cocconess 属 の 圭 藻 と いう 考え 
が 更に 強く な る 。 

結局 この 不明 構造 物 は , 前 述 の いずれ か の 経路 に ょ つ 
て , 偶然 体内 に と り 込 まれ た 和 藻 で あろ うと 推察 され る 
が , と こと に 問題 と な る の は , と の 様 な 被膜 及び 管状 部 を 
も つた 下 薄 が 未だ 報告 され て いな いと いう こと と で , 生物 
学 及び 水産 学 の 専門 家 迷 氏 を 類 わ せ た け れ ど 現在 未 解 決 
の 状態 で ある 。 

Cocconeis の 様 な 理 藻 の 或 る 種 で は , 未だ 知ら れ て は 
いな い が , 生活 史上 の 一 時 期 に か よう な 附属 物 を も つも 
の か , 或 は も と も と こと の 様 な 構造 を も つた 未だ 報告 の な 


い 斑 藻 で は な いか と 想像 し て いる 。 
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最後 に , 被 検 者 が 健康 体 で あぁ あつ て 何等 の 異状 も 示さ な 
か つた 点 か ら , と の 物体 に は 病原 性 な く , 叉 仮り に こと れ 
が 下 藻 で ある と し て る も, 病原 理 藻 は 知ら れ て い な い の 
で , 保健 上 は ほとん ど 問題 に た なら な いも の と 考え て い 


° 


健康 男子 の 検便 の 共に 出現 し た 不明 構造 物 を 観察 し た 
結果 , 羽 状 理 渡 族 の Cocconets に 極め て 類似 し た 物体 で 
ある と と が わか つた が , 通常 の 理 藻 で は み ら れ な い 様 な 
被膜 及び 管状 部 も 備え て お り , と の 様 な 構造 を も つた 笠 
藻 が 未だ 報告 さん れん れ て いな い の で , 植物 学 上 及び 水産 学 上 
興味 ある 問題 で ある と 思わ れる 。 


稿 を 終る た にあたり, 特に 理 藻 の 同定 その 他 に つき 御 世 
話 に な つた 横浜 市 立 大 学 文 理 学部 の 福島 壇 助 教授 に 深謝 
し , 種々 御 指導 を 賜 わ つ た 三重 県 立 大 学 水産 学部 の 赤塚 
孝三 教授 , 伊藤 隆 助 教授 , 岩井 寿夫 氏 , 埼玉 短期 大 学 の 
小久保 清治 教授 , 法政 大 学生 物 研究 麟 の 阿部 徹 教 授 及 び 
研究 宣 員 各位 , 東京 教育 大 学 理学 部 の 印 東 弘 玄 教 授 , 中 
島 雅 男 博士 , 山口 大 学 教育 学部 の 星 出 兵 馬 教授 , 東京 都 
水道 局 境 浄水 場 の 小島 貞男 氏 に 心から な る 謝意 を 表し ま 
論 の 要覧 は 第 16 回 日 本 寄生 学会 東日本 支部 
大 会 に た 報告 し た . 
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Summary 


We found three diatom-like bodies in a faecal 
preparation of healthy man. Each one of them is 
ellipsoidal and has a raphe, an axial area, a central 
area, and many striaes (Figs. 1, 2). And it is 
constructed from three parts which are diatom-like 
portion, surrounding coat, and tube-like portion. 

The diatom-like portion is 47-704 in length, 
35-42n in width and resembles Cocconeis (Diatom : 
Pennales) closely. 

The whole body except the tube-like portion is 
70-94p in length, 55-604 in width, and about 8g 
thick in valve view. The tube-like portion is 
120-140 gp in length and 2-34 in width. 

The surrounding coat consists of two layers, one 
is outer layer, another is inner layer from which 
about 14-15 tubes passed through the outer layer 
stretch out. 

The outer layer of surrounding coat is colourless, 
and the rest are pale yellow. 

It is usually thought that diatoms are ingested in 
the human bodies by taking fish, shell-fish, seawe- 
eds, drinking water, and others (Figs. 3,4). 

Since ordinary diatoms have not such peculiar 
coat and tube appendages, the true character of 
above-mentioned body is unknown. 

We consider that this uncertain body may be 
new species of diatom, or may be such structure 
as appears in a certain stage of the unknown life 
cycle of some diatoms. 


| 
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ミヤ ャ イリ ガイ の に 対す る 抵抗 性 


小 孝 


橋 本 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
(昭和 33 年 7 月 17 日 受領 ) 


日 本 住 血 吸 虫 の 中 間 宿 主 ミ ヤ イ リガ ザイ (Oncomelania 
zosophora) の 撲滅 に 関し て は 古く か ら 種々 研究 され , 各 
種 薬 剤 に よっ つて か な り 殺 中 効果 を あげ て いる よう で ある 
が , 未だ 絶 減 に は 到達 し て いな い 。 現今 ミヤ イリ ガイ の 
撲 減 に 関し て 一 部 で は 畑作 転換 と 云う こと も 考え られ て 
お り , この 畑作 転換 が 経済 的 に 実施 する こと が で きる た な 
ら ば , その 撲 減 に 対し て 一 層 の 成果 を あげ うる も の と 思 
度 の 乾燥 状態 に は 堪え うる 。 そ の 乾燥 状態 下 に お ける 生 
存 日 数 の 観察 と し て は Cort(1919), 山内 で 1919) う , 杉浦 
(1931), 川 本 (1954) の それ が ある 。 し か し こと れ ら の 報 
告 は 生存 日 数 の み の 観 察 に すぎ ず , 山内 の 水分 消失 状態 
と 死亡 率 の 関係 に つい て の 記載 は な い 。 ま た 乾燥 に 対す 
る 雌雄 の 抵抗 力 の 差 に つい て も 不明 で ある 。 を こと で 筆者 
ら は 自然 に 棲息 し て いる ミヤ イリ ガイ を 乾燥 状態 で 室温 
に 数 ヶ月 間 放 置 し , 上 襲 内 の 水分 が どの 程度 消失 すれ ば , 
どの 程度 の 死亡 素 を 星 す る か , 雌雄 で 抵抗 力 と に 差 が ある 
か , また 夏期 に お ける 上 貝 と 冬期 に お ける 上 由 で は 抵抗 力 の 
差 が ある か , に つい て 若干 の 基礎 実験 を 行なっ つた の で こと 
と に 報告 する 。 


実験 材料 及び 方 法 


夏期 実験 た 供し た 中 は 昭和 82 年 8 月 8 日 山梨 県 北巨摩 
郡 双 葉 町 塩崎 金岡 地 で コン タク リー ト 道 片側 の 
ら 採 集 し た 。 冬期 の それ は 昭和 32 年 10 月 28 日 同 県 西 人 代 
郡 三 珠 町 舗 花 の 水田 地帯 か ふら 採 集 し た 。 使 用 し た 貝 は 採 
集 後 何れ る も 10 日 以内 の も の で ある 。 ま づ 上 貝 を 蒸溜 水 で よ 
洗い, に 附 着 し て いる 砂 土 や を 除去 し , これ 
YOSHITAKA KOMIYA & IsAO. HASHIMOTO : 
The survival Oncomelania nosophora under the 
dried condition and their water loss (Department 
of Parasitology, National Institute of Health, To- 
kyo) 


を 蒸溜 水 中 に 投じ , 歩行 運動 し て いる も の を 濾紙 上 に 
載せ , 毅 外 か ら の Penis 透視 法 * にょ っ つて 雌雄 を 鑑別 し 
た 。 雌雄 を 区 別 し た 10cm 知覚 計 で の を 計測 
し , 大 型 (て へ 9 mm), 中 型 (5 mm), 小型 
(8~5mm) に 分 け て 1 群 を 300~ 500 個 と し た 。 但 
し 小型 は 器 の 未成 の た めか , Penis 法 に よ 
る 雌雄 鑑別 は 不可 能 で あつ た 。 乾燥 実験 開始 に 際 し て は 
上 に 載せ る 。 測 紙上 で は 一 是 「 へ タ 」 を 閉じ る が , 間 も 
な く 上 # 行 運動 を 始め , 約 8 時 間 経過 する 「 へ タタ 」 を 一 巻き 
の 約 リ > まで 引き 込め 再び 外界 に 出さ な く な る 。 すなわち 
と の 状態 で 1 群 の 総 上 数 を 年 量 し て シヤ ー レ に 移し 。 上 貝 
が 重 貫 し な い ょ うに 1 列 に 並べ て 実験 室内 に 120~ 130 
な 。 湿 度 は 実験 開始 し て か ら 亡 

が 100% に 達する まで の 上 最高 最低 平均 温度 , 平均 温度 , 
平均 相対 と し て 記録 し た 。 

検査 は 10 日 間隔 に 行 な つ た 。 各 回 検査 毎 に 1 群 の 総 具 
数 を 年 量 し , 1 群 か ら 任意 に 20~40 個 取り 出し て 蒸溜 水 
中 に 投じ , 8 ~ 4 日 間 観 察し て 生死 の 判定 を 行なっ つた 。 
の 水分 消失 率 は 1 個 当 り の 平均 で ある 。 上 毅 除 
外し た 水分 消失 率 と は 最終 回 と 中 殻 を 圧 砕 し て , 上 躍 毅 と 
乾燥 され た 軟体 部 と に 分 け , 乾燥 重量 より 算出 し た 数 値 


で ある 。 
実験 成績 
1. 夏期 て 8 月 10 日 ~12 月 9 日 に お ける 成績 (第 1 
) 


この 期間 は 最高 最低 平均 気温 は 2#C~20"C, 平均 気温 
21'C, 平均 比 あつ 。 

a。 大 型 上 只 ( 総 貞 数 350 個 , 各回 検査 上 数 30 個 , 平均 
重量 32.4mg) は 乾燥 後 10 日 で 上 明 内 水分 消失 率 が 8.0 22 
(上 量 を 除外 し た 水分 消失 率 は 17.4 カッ コ 内 
同様 で 3.3% の 死亡 認め , 20 日 後 で は 水分 消失 率 


* Penis 法 に ょ る 雌雄 は 90~94 の 的 中 
を 有する .。 と れ に 関し て は 後日 詳報 の 予定 で ある . 
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8 月 10 日 一 12 朋 9 日 


第 1 図 葛 燥 (夏期 ) た ょ る ヤ イ リガ イ の 
水分 消失 率 と 死亡 率 の 関係 


12.8 5 (26.826) で 死亡 率 6.726, 51 日 後 で は 水分 消失 
率 22.5% (49.0%) で 死亡 率 63.822 を 示し , 100 日 後 で 
水分 消失 率 が 40.126 (87.226) を 示し た と き 100% の 
亡 率 を 認め た 。 

b. 中 型 貞 ( 総 上 数 500 個 , 各回 検査 員数 45 個 , 平均 重 
量 22.7mg) は 大 型 員 ょ り 20 日 間 早 く 乾 燥 後 80 日 で 100 
26 の 死亡 率 を 呈し た 。 すなわち 乾燥 後 20 日 で は 水分 消失 
率 18.295 (27.82%6) で 死亡 率 11.1%, 51 日 後 で は 水分 消 
失 率 88.622 (68.59%6) で 死亡 率 77.826 を 示し , 80 日 後 で 
水分 が 39.622 (88.822) 消失 し た と き 100 錠 の 死亡 率 を 
認め た 。 但 し 本 実験 の 830 日 と 40 日 の 成績 は 事故 の た め 観 
宗 で き な か つた 。 

2.。 冬期 (11 月 1 日 ~ 翌 年 8 月 10 日 ) に お ける 成績 

と の 期間 の 最高 最低 平均 気温 は 14C~10"C, 平均 気温 
18"C, 平均 比 60 で あつ た 。 

別 の 成績 (第 2 図 ) 

a. 大 型 貞 ( 総 貞 数 535 個 , 各回 検査 員数 37 個 , 平均 
重量 26.7mg) は 乾燥 後 11 日 で は 死亡 は 認め ら れ な か つ 
た が , 21 日 後 か ら そ れ が 認め られ た 。 死亡 率 は 毅 内 水分 
の 消失 に 伴 な い 乾 燥 後 830 日 か ら 上 昇 し 始め , 40 日 後 か 
ら 著 明 に 上 昇 し て 102 日 後 で 10022 に 達する 。 すなわち 
乾燥 後 40 日 で は 水分 消失 率 25.1 (4.52%) で 死亡 率 
16.226, 49 日 後 で は 水分 消失 率 30.02 (56.72%) で 死亡 
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第 2 図 ( ) た ょ る ミヤ ャ イリ ガイ の 水分 
失 率 と 死亡 率 の 関係 

率 27.022,。 60 日 後 で は 水分 消失 率 84.12 (64.52%) で 死 
亡 率 48.6%, 102 日 後 で 水分 が 48.1% (81.62%) 消失 し 
た と & き 1002 の 死亡 率 を 量 し た 。 

b. 中 型 員 ( 総 上 数 612 個 , 各回 検査 員数 43 個 , 平均 
重量 19.2mg) に お いて は 乾燥 後 11 日 か ら 死 亡 す る も の 
を 認め , 大 型 貞 より 11 日 間 早 く 91 日 後 で 100% の 死亡 率 
を 示し た 。 すなわち 乾燥 後 11 日 で は 水分 消失 率 10.9 % 
(20.2%%) で 7 2 の 死亡 率 を 認め , 49 日 後 で は 水分 消 
失 率 85.9 2 (66.8 %) で 率 41.9 日 後 で 水分 
が 44.82% (87.2%6) 消失 し た と き 100 死亡 率 を し 
{Co 

c. 小型 上 員 ( 総 上 数 314 個 , 各回 検査 員数 22 個 , 平均 
重量 9 mg) で は 乾燥 後 11 日 で 18.6 2 の 死亡 率 を 認め , 
21 旦 後 か ら そ れ は 急激 に 上 昇 し て , 49 日 後 で は 81.8, 
60 日 後 で は 100% の 死亡 率 を 量 し た 。 小 型 貞 は 大 型 貞 に 
比 し て 乾燥 に 対す る 抵抗 力 は 弱い ょ う で ある 。 但し 小型 
は 上 乾燥 され た 軟体 部 と に 分 離す る こと 技術 的 
こき わ め て 困難 な の で , 上 貝 毅 を 除外 し た 水分 消失 率 は 算 

B. 上 性 別 と の 関係 

a. 大 型 上 員 の 雌 ( 総 上 数 820 個 , 各回 検査 中 数 22 個 , 
平均 重量 28.8 mg) 及び 雄 ( 総 貞 数 215 個 , 各回 検査 具 
数 15 個 , 平均 重量 28.7mg) の 成績 は 第 8 図 の 通り で ある 。. 
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第 3 図 葛 燥 (冬期 ) た ょ る ミヤ イリ ガイ の 水 
分 消失 率 と 死亡 率 の 関係 


商 貞 の 死亡 率 は 乾燥 後 40 日 で は 22.822, 49 日 後 で は 31.8 
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1002% で あつ た 。 つ まり は 乾燥 後 40 日 ~49 日 で は 
由 よ り 11~16 2 の 高い 死亡 素 を 示し て いる が , 49 日 後 で 
は 殆 ん ど 両 者 の を れ が 一 致し て いた 。 死亡 曲線 は 乾燥 後 
60 日 か ら は 60 日 前 に 比べ て 逆 の 傾向 を 示し , "9 日 後 で は 
は 雌 より 約 の 高い 死亡 を 示し , より 
内 の 方 が 乾燥 に ょ る 生存 日 数 は 長い よう で ある 。 こ と の 場 
合 の 水分 消失 率 は 雌 共 に 殆 ん ど 同 様 な 傾向 を 示し た 。 

b. 中 型 員 の 雌 ( 総 貞 数 832 個 , 各回 検査 員数 23 個 , 
平均 重量 20.4 mg) 及び 雄 ( 総 上 数 20 個 , 平均 重量 17.8 
mg) の 成績 は 第 4 図 の 通り で ある 。 束 燥 後 30 日 まで は 
両者 共 約 15% の 死亡 率 を 量 し た が , 80 日 以後 は や ゃ 異な 
つた 傾向 を 示す ょ う で ある 。 す な わ ち 雌 由 は 乾燥 後 40 日 
で 30.426, 60 日 後 で 60.926, 91 日 後 で 100% の 死亡 率 を 
た 。 乾燥 後 40 日 で 402%, 60 日 後 で 752%2, 70 日 
後 で 100% の 死亡 率 を 認め た 。 と の 場合 の 両者 聞 に お け 
る 水分 消失 率 の 差 は 殆 ん ど 認 め ら れ な いよ ょ よう で ある 。 

c.。 中 型 員 以上 の 上 苺 ( 総 貞 数 625 個 , 各回 検査 中 数 45 
個 , 平均 重量 24.6mg) と 雄 ( 総 上 数 495 個 , 各回 検査 
中 数 35 個 , 平均 重量 20.3 mg) と を 総合 比較 し て 見 る と 
第 5 図 の 如く で ある 。 加 燥 後 80 日 まで は 両者 共 15 錠 以内 


26,。 60 日 後 で は 50.02%2, "79 日 後 で は 81.826,。 102 日 後 で 


温 ぴ ー14C 13C 
平 温 60% 
11 月 1 日 一 司 年 3 月 10 日 


第 4 図 (冬期 ) た に た ょ る ミヤ ャ イリ ガイ の 水分 
消失 率 と 死亡 率 の 関係 
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第 5 図 乾燥 (冬期 ) に ょ る ミヤ ャ イリ ガイ の 水分 
消失 率 と 死亡 率 の 関係 


の 死亡 率 を 示し , 80 日 か ら "70 日 まで は 両者 間 に 若 干 の 差 
が 認め られ る が , は 79 日 後 で , は 102 日 後 で 
100 の 死亡 を 示し , り 具 の 方 が 乾燥 に る 
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生存 日 数 は 多少 長い よう で ある 。 こ と の 場合 の 両者 聞 に お 
ける 水分 消失 率 の 差 は 殆 ん ど 認 め ら れ な い ょ う で ある 。 
論 
1) 毅 長 別 の 乾燥 に 対す る 抵抗 力 の 強 さ : これ は 大 体 
に お いて 大 型 上 員 > 中 型 貞 > 小型 員 と いう 順序 で あつ た 。 
502% 死 亡 時 の 生存 日 数 は 大 型 貞 は 60 日 で ぁ つ て, 小型 中 
は 30 日 と 40 日 の 中 間 を 示し , 両者 間 に 約 25 日 間 の 差 が あ 
つた 。502 死 亡 時 の 水分 消失 率 は 大 型 貞 は 835%, 小型 中 
は 8522 と 40% の 中 間 で あつ た 。 こ と の 場 合 両者 の 水分 消失 
率 に は その 間 大 差 な さそ る そう で ある が , 生存 日 数 は 小型 内 
は 大 型 より は る か に い 。 こ これ は 上 の 
に つい て る 考慮 に いれ な けれ ば な ら な い が , 小型 員 は 大 
型 具 よ り そ を の 1 個 当 り の 平均 重量 が 17.7mg も 小さ く , 
前 者 は 後者 より 水分 含有 絶対 量 が いち じ る し く 少 な いも 
の と 推定 され る 。 と の と と か らし て , 平均 重 量 の 小さ い 
程 の 水分 消失 早い た め , 小型 は 大 型 より 乾燥 
に 対す る 抵抗 力 は 弱い の で あろ うと 考え られ る 。 か つて 
小宮 ・ 安 比 岡 (1954) の 実験 結果 か ら 見 て も , また 自然 
界 に お ける ミヤ イリ ガイ の 棲息 状態 の 観察 結果 か らし て 
も 大 型 員 に 比 し て 小型 貞 の それ ( 稚 具 ) は 水棲 性 の よう 
に 見 られ る が , と この と と は 本 実験 の 結果 か らし て る も 容易 

に 首 し うる 。 

ミヤ イリ ガイ の 乾燥 状態 下 に お ける 死亡 の 原因 に 関し 
て は , 食 不能 の た め に お ちい る と いう 可能 性 も 
一 応 考え られ な けれ ば な ら な い だ ろ うだ が , 川本 (1954 
が 乾燥 状態 下 の 由 を 一 定期 間 後 水中 に 投じ , 生き て いる 
と と を 確 め た 後 再び 乾燥 状態 に し , 何等 餌 を 与え ず し て 
と れ を 繰返し て , 夏期 に お いて 126 日 以上 生き る と 報告 
し て いる こと と と 双 合 し て みる に , を の 死亡 は 一 次 的 に は 。, 
その 代謝 機能 と の 関連 に お いて 水分 消失 が も つと も 大 き 
な 影響 を 与え て いる も の と 考え て 濾 衣 えな いで あろ 3 う 。 


2) 夏期 と 冬期 に お ける 乾燥 に 対す る 抵抗 力 の 差 : とこ 
れ に つい て は 第 6。 7 図 を 比較 参照 され た い 。 (とこ の 場合 
の 平均 気温 は 夏期 で は 21'C・ 冬 期 で は 18"C, 平均 比 湿 は 
夏期 で は 772・ 人 冬期 で は 602%%) すなわち 大 型 貞 の 100% 
死亡 時 の 生存 日 数 は , 夏期 冬期 と る 乾燥 後 100 日 で あつ 
て , と この 点 両 者 の を れ は 一 致し て いる が , 50 死亡 時 の 
を れ は 夏 期 に お いて は 40 日 と 50 日 の 中 間 を 示し て いる の 
に , 冬期 で は 60 日 と な つて いる 。 こ の 場合 の 50 迷 死亡 時 
の 水分 消失 率 は 夏期 で 222%2・ 冬 期 で は 834 を 示し , 100 
2 死亡 時 の を それ は 前 者 で 402%・ 後 者 で は 442 を 示し た 。 
中 型 貞 の 50% 時 の 死亡 時 の 生存 日 数 は 夏期 で は 30 日 と 40 
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日 の 中 間 ・ 人 冬期 で は 50 日 と 60 日 の 中 間 を 示し , 1002 死 
亡 時 の を それ は 前 者 で 80 日 ・ 後 者 で は 90 日 で あつ た 。 こ と の 
場合 の 502 死 亡 時 の 水分 消失 率 は 夏期 で は 20 と 262% の 
中 間 ・ 人 冬期 で は 8622 と 40% の 中 間 を 示し , 1002% 和 死亡 時 
の そ を れ は 前 者 で 412・ 後 者 で は 45 で あつ た 。 
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以上 の 如く 大 型 員 及び 中 型 貞 の 生存 日 迷 は 50%, 100 
2 死亡 時 の 何れ に お いて ゃ も 夏期 に お ける 方 が 冬期 に お け 
る より 短 か い の で ある が , 一 方 その 水分 消失 率 は 却 つ て 
夏期 に お ける ょ より 人 冬期 に お ける 方 が 。 ゃ や 大 きい 傾向 が 
看 取 さ れ た 。 と これ ら の 差 に つい て は , 人 冬期 と 夏期 に 実験 
し た 上 貝 の 採集 個所 が 異 る こと ゝ 及び その 1 個 当 り の 平均 
重量 が 同一 で な いと こと も 一 応 考慮 に 価 す る も の の , な し 
ろ こ と これ は 上 貝 自 体 の 代謝 機能 が 両 期 に と に お ける 差異 に 起因 し レ 
て いる の で は な いか と 考え た 方 が 良さ そう で ある 。 す な 
わ ち ミヤ イリ ガイ は 一 般 に 冬季 で は 冬眠 状態 に ある を 常 
と する と 云わ れ て お り , か か る 状態 下 に お いて は その 代 
謝 機 能 が いち じ る し く 緩 朝 に 行わ れる 一 方 夏期 高温 下 で 
は 上 次 状態 下 に 比 し て 上 躍 自体 の 代謝 機能 の 増大 が 予想 さ 
れる か ら で あ る 。 : 

3) 乾燥 に よる 雌雄 の 抵抗 力 の 差 : 乾燥 後 80 日 まで は 
和 両者 と も 大 差 な い 死 亡 率 (15 以 内 ) を 示す が , 380 日 以 
後 か ら そ れ は 両者 と る 著 明 に 上 昇 し , と り わ け 巡 上 中 の 方 
が 短 時 日 の 間 (79 日後) に 100% の 死亡 率 を 量 す る に い 
た る 。 云い か えれ ば は に 比 し て 乾燥 に 対す る 抵 
抗力 は や や 強い ょ う で ある 。 

4) 乾燥 に ょ る の 水分 消失 : これ は 乾燥 後 80~40 
日 で は 比較 的 速 か で 25 へ ~802%2 の 下降 を 示し て いる が , とこ 
の 期間 の 死亡 率 は 202% 以 内 を 待 和食 し て いる 。 し か る に 乾 
燥 後 40~50 日 以後 は 水分 消失 率 は 比較 的 緩慢 に な る が , 
一 方 死亡 率 は 80~835% を 示す 辺り か ら 著 し く 上 昇 し 始め 
る 。 て そし て 加 燥 後 60 日 (水分 消失 率 85~40%) ご ろか ら 


は 水分 消失 率 は 殆 ん ど 一 定 に な る が , 中 の 1002 死 亡 時 


に は 大 型 貞 (乾燥 後 102 日 ) う で は 水分 消失 率 48, 中 型 上 中 
(C91 日後 ) で は 水分 消失 率 45%, 小型 上 員 (60 日 後 ) で は 
水分 消失 率 48 を 量 す る 。 乾燥 後 80~40 日 まで の 水分 消 
失 率 が 比較 的 いち じ る し い 人 下降 を 示す こと か ら 考 えて み 
る と , これ は 藤内 の 上 貝 体内 以外 に 約 20~25% の 水分 が 含 
有 さ れ て お り , これ が きま づ 蒸発 する こと に ょ りり , か か る 
速 か な 水分 消失 が 招来 され る の で あろ うと 推定 され る 。 
か くし て その 水分 が 消失 する 期間 は 比較 的 低い 死亡 率 が 
示さ れ て いる も の と 考え る こと が 可能 で ある 。 一 方 また 
水分 消失 率 20~25% (乾燥 後 80~40 日 ) か ら 水 分 消失 率 
の 上 昇 の 曲線 の 緩慢 に な る ご ど ごろ から 上 貝 の 死亡 率 曲 線 は 上 
始め る 事実 は この どろ か ら の 軟体 内 水分 の 消 
失 が いち じ る し く な る た め , 貝 体 が 速 か に 死亡 し つつ あ 
る も の で あろ うと 解釈 する こと が で きる 。 


要 約 

1) 乾燥 に ょ る 死亡 率 は 乾燥 後 40 日 まで は 約 20% 以 内 
に 止 つ て いる が , 乾燥 後 40 日 か ら は 著 明 な 上 昇 を 現 わ 
し , 小型 貞 は 60 日 で 中 型 上 及び 大 型 員 は 80~ 100 日 後 で 
お の お の 100 の 死亡 率 を 示す 。 

2) 衣 内 貯溜 水 を も 含め た 水分 消失 率 は 乾燥 後 80 日 ま 
で は 比較 的 著しい 下降 を 示し , 30~40 日 後 か ら ゃ そ や 緩慢 
に な り , 60 日 以後 か ら は 殆 ん ど 一 定 の 価 を 示す ょ う で あ 
る 。 水分 消失 率 が 85~40 に 達する と 殆 ん ど 100% の 内 
が 死亡 する 点 か らち 見 る と , 一 般 的 に 云 つ て 835~40% の 水 
分 消失 は 貝 に と つて は 致命 的 で ある よう に 考え られ る 。 

8) 大 型 貞 は 夏期 及び 冬期 と お いて 共に , より 小型 の 
内 に 比較 し て 乾燥 に 対し て 抵抗 性 が 強い ょ う で ある 。 と こと 
れ は お そら く は 両者 の 水分 消失 量 の 差 に よる も の で あろ 
う 。 すなわち 毅 長 別に 乾燥 に ょ る 抵抗 力 の 強 さ を 示せ ば 
大 型 > 中 型 > 小型 の 順序 と な つた 。 

4) 乾燥 に 対す る 抵抗 力 は 冬期 に お ける 方 が 夏期 に お 
ける ょ り も 強い よう で ある 。 こ の 差 は お そら く 両 期 に お 
ける 代謝 機能 の 差異 に 起因 し て いる ょ うに 考え られ る 。 

5) 雌雄 の 乾燥 に 対す る 抵抗 力 の 差 は 乾燥 後 80 日 か ら 
"0 日 まで は 雌雄 間 に 僅 か の 差 が 認め られ る ょ う で ある 
が , また 1002 死 亡 時 で は 両者 間 に 約 20 日 間 の 差 が 認め 
られ る こと と か ら み る と , 雌 貞 は 雄 員 より も 乾燥 に 対す る 
抵抗 力 が や ゃ や ゃ 大 きい ょ う で ある 。 


実験 材料 の 採集 た 種々 御 便宜 を 与え られ た 山梨 県 立 医 
学研 究 所 杉浦 三郎 博士 , 飯島 利彦 技師 及び 各位 に 深謝 の 
意 を 表す る . 

本 論文 の 要 引 は 昭和 33 年 第 27 回 日 本 寄生 虫 学会 総会 
に 3 いて 発表 し た 。 

追記 : 第 1 図 の 50 日 数 は 51 と 訂正 
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Summary 


‘To know the relation of the survival of Oncome- 
lania nosophora and its water loss under the dried 
condition several experiments were carried out and 
the results are smmarized as follows. 

l. The death rate of snails under the dried 
condition was not so prominent up to the 40th day 
after the exposure but increased rather rapidly after 
then and 100% death can be attained after 60 days 
with the youngest, after 80-100 days with younger 
and the aduit, 

2. The water loss of the snail after the exposure 
to dryness achieved rather rapidly up to 30 days 
after the exposure but afterwards it was lost rather 
slowly and 60 days after practically no loss of 
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water was recognizable. From that time the mor- 
tality of snails increased rapidly and attained very 
soon up to 100%. Roughly speaking about 49% 
water loss appeared to be vital for the survival of 
snails. 

3. As compared to the adult, younger snails 
showed rather less resistance to dryness. Such 
a difference is considered to originate chiefly to the 
difference of the water loss from them. 

4. Snails showed rather less resistance to dryn- 
ess in smmer than in winter, the cause of which 
is cosidered chiefly due to the difference of meta- 
bolism in both season. 

5. Male appeared to show rather less resistance 
to dryness than female. 


る 
x 
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の 非 有 体内 に ける 発育 
に 関す る 実験 的 研究 (第 4 報 ) 


佐 古 田 


新 


大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 (部 長 森下 攻 教 授 ) 


(昭和 33 年 7 月 23 日 受領 ) 
特 載 


前 言 


寄生 現象 に 於 ける 宿主 , 寄生 虫 間 に 見 られ る 特異 関係 
の 本 態 に つい て は , 多く の 関心 が 寄せ られ , か つこ と これ に 関 
連 し た 実験 的 研究 が 数 多く 行わ れ て いる に 拘ら ちず, 未だ 
充分 な 解明 が な され て いな い 。 著 者 も 赤 こ の 問題 に 関心 
を も ち , その 解明 の 一 方 法 と し て 一 定 の 処置 を 加え た 所 
詩 非 固有 宿主 に 於 ける 感染 の 状況 を 知る た め の 一 連 の 研 
究 を 続け て 来 た 。 こ と の 研究 に 用 いた 寄生 虫 は 人 釣 虫 ( ツ 
ビニ = 釣 虫 一 以下 A.d. と 略称 する ) で あり , を の 非 固 
有 宿 主として は 家 琵 を 選び , これ に 人 ・ 山 羊 及び 犬 の 赤 
血球 を 夫々 頻 回 静 注 する こと に 依る 処置 を 施し , これ に 
A.d. の 完熟 仔 虫 を 経口 的 又 は 経 皮 的 に 感染 を し 

た 。 そ の 何れ の 場合 に 於 て も , 発見 され る 仔 虫 数 及び そ 
の 生存 時 間 は , 対照 無 処置 家 束 に 於 ける より 明らか に 

る こと と を 明らか に し た 。 こ の 場 合 の 宿主 動物 へ の 影 箇 方 
法 は 恐らく , 異種 動物 の 血球 静 注 が 一 定 の 機 序 に より 家 
先天 的 抵抗 性 を 減 し め る こと と に ある べく , その 
作用 は 赤血球 の 種類 と より 異な り , 犬 の も の に 於 て 最も 
著 明 で ある こと と を 知 つ た 。 然 る に 上 述 の 処置 が 察 悪 に 於 
ける A.d. の 感染 に 一 定 の 好適 な 状態 を 持ち 来たし た 
と は 云え , を れ は 主として 対 に 比 し 見 出さ れる 仔 虫 数 
の 多い と と > ゝ その 生存 時 間 の 延長 に あぁ つて, それら が 腸 
内 に 寄生 し 成長 する 点 に つい て は 殆ど 云う べき も の な 
く , 只 人 血球 注入 の 場合 に 辛うじて 少数 の 虫 体 が 第 4 期 
幼虫 に 達し , 原始 口 概 を 形成 し た に 過ぎ な い 。 

非 固有 宿主 と あつ て は , 当該 寄生 虫 の 感染 を 拒否 する 
た め の 先 天 的 抵抗 性 の 存在 する こと は 充分 考え られ る 所 


ARATA SAKODA:: Experimental studies on the 
development of hookworms in unsuitable hosts 
(4) (Department of Parasitology, Research In- 
stitute for Microbial Diseases, Osaka University) 
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で ある が , その 本 態 乃 至 作 用 機 序 に つい て は 元 よ ょ り 明 ら 
か で な い 。 し か し それ に は 侵入 後 の 寄生 虫 を 攻撃 し て 殺 
減 す る 階 杉 と , その 正常 な Metabolism を 阻害 し て そ 
れ 以 後 の 発育 を 拒否 する 階 杉 と が ある と 考え る の は 一 応 
常識 的 な 所 で あろ う 。 只 こと これら は 別々 の 作用 に 依る か , 
共通 な 基盤 の 上 に 立つ 作用 に 依る か は 簡単 に 断 ぜ られ な 
い 。 し か し 何れ に し て る も 侵入 虫 体 が 夫々 の 部 位 で 直接 攻 
遇 を 受け る と と を 排除 する こと が 感染 成立 へ の 最初 の 必 
要 条 件 で ある 竹 で ある 。 著 者 の 今 迄 行 つ て 来 た 実 験 で は 
専ら この 方 向 に 進ん で 来 た も の と 信ずる 。 然 る に 今日 各 
の 結果 で は , 仔 虫 の 腸 内 に 見 出さ れる も の が 少な く , 大 
部 分 は その 他 の 部 位 に 見 出さ れ た に 止ま る 。 こ と これ は 先天 
的 抵抗 性 を 低下 せしめ る た め の 処 置 と し て , 異種 動物 の 
赤血球 の 注入 が 有効 と は 云え , 尚 充分 な 作用 力 を も た な 
いこ と と に 因 る の で は な か ろう か 。 若 し 更に を の 強力 な 作 
用 を 有する 方 法 を 用 いる な ら ば , 腸 内 に 見 出さ れる 仔 虫 
も 多く な り , 更に 発育 の 進ん だ も の も 得 ら れる の で は な 
か ろう か 。 と こと の よう な 考え か ら 著 者 は 血液 と は 作用 方 法 
を 異 に し , 且つ 特殊 な 細胞 に 対し 強力 な 作用 を も つと 云 
われ る Nitrogen-Mustard 及び Cortisone を 用 いて 本 
実験 を 行う こと を 企 て た の で ある 。 

Nitrogen-Mustard の 作用 は 文 線 に 類似 し , Cortisone 
と 共に 一 般 に 抗体 産生 を 阻止 し , 白血球 の 喰 菌 作用 を 低 
下 を せしめ る こと と が 云わ れ て いる 。 殊 に Cortisone に つい 
て は , 近 来 Trichinella spiralis, Nippostrongylks mu- 
ris, Schistosoma japonicum 等 の 感染 を 増強 する と 云う 
報告 が ある の で , 本 実験 の 目的 と に これ ら の 薬剤 を 用 いる 
と と は 極め て 興味 ある こと と 考え る 。 そ の 結果 は 商 必 ら 
ず し も 充分 満足 する 所 迄 は 行か な か つた が , 生 見 る べき 
成果 を 得 た の で 以下 報告 する 。 
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Nitrogen-Mustard を 反復 静 注 し た 家 各 人 
) 虫 を 経 的 に せ し め る 実験 


1 実験 方 法 

家 可 は 体重 約 2 kg の 群 ( 以 下 A 群 と 称す ) 5 羽 と 体重 
約 1 kg の 群 (以下 B 群 と 称す ) 5 羽 に 夫々 対応 する 対照 
各 5 羽 (以下 A' 群 と 称す ) 及び 8 羽 (以下 B' 群 と 称す ) 
に 分 け , 仔 虫 は 宇佐 美 氏 炭 末 法 で 7 日間 培養 し た A.d. 
完熟 仔 虫 を 用 いた 。 Nitrogen-Mustard は 日 本 薬 化 学 株 
式 会 社 の 製品 で Nitrogen-Mustard A. {tris (8-chloro- 
ethyl) amine hydrochloride} (以下 N-M. と 略す ) を 使 
用 し た 。 

A 和 群 に 対し て は , pro. kg 1.0 mg, B 群 に 対し て は , 
pro. kg 5.0 mg の N-M. を 夫々 4 ~? 日 間隔 を 以 て 反 
復 静 注 し , A 群 に ちあ つて は 白血球 の 減少 を 見 , B 群 に あ 
つて は 同時 に 泊 巴 球 の 減少 著 明 で , 僧 好 酸 球 と の 比率 逆 
転 す る に 及 ん で , 約 5,000 隻 の 仔 虫 を ピペット を 以 て 経 
口 的 に 投与 し た 。 投 与 後 夫々 第 15・18・20・28 及 び 25 日 
目 に 心臓 宰 刺 に ょ つて 採血 肝 機 能 検査 に 供し , 同時 に 必 
殺し て 各 臓 器 ょ り 仔 虫 を 苔 集 の 上 観察 し た 。 こ と これ ら の 手 
技 は 従来 と 同様 で ある 。 

2 実験 成績 
(1) 家 状態 . 

N-M. の 静 注 を 反復 する こと に ょ り , A 和 群 に 於 て は 白 
策 球 の 減少 を 来 し , 終始 この 状態 を 維持 し た が , 湊 巴 球 
は 僅 に 減少 を 見 る 程度 で 偽 好 酸 球 と の 比率 は , 層 殺 当日 
に 至 つ て 薄く 逆転 を 示し た も の 4 例 で , 1 例 は 遂に 逆転 
し な か つた 。B 群 に あつ て は 全 例 終始 白血球 の 減少 及び 
泊 巴 球 ・ 偽 好 酸 球 の 比率 逆転 を 量 し た 。 肝 機能 に 於 て も , 
A 和 群 で は 高田 ・ グ ロス 反応 共に 陰性 で , その 障 術 を 血清 
ょ り 判 定 し 得 ず , B 群 に あつ て は 例 例 両 反 応 共に 陽性 を 
し , 肉眼 的 に とも 高度 の 障 認め 得 た 。 し か し A・B 
両 群 の 実験 全 例 に 於 て 赤血球 数 ・ 血 色素 量 に は 殆 ん ど 変 
化 な く 著 し い は 認め られ な か つた 。 A“B' 群 で 
は 勿論 上 述 の 変化 は 認め られ な か つた 。 

(2) 仔 虫 の 状況 

次 に 仔 虫 の 感染 の 状態 を 観察 する と , 第 15 日 目 に 於 
て , A 和 群 で は 肺 ・ 気 管 ・ 食 道 よ り 夫 18・75・9 隻 , B 
群 で は 肺 ・ 気 管 ・ 食 道 よ り 夫 々 3 ・ 260・15 令 の 仔 虫 を 
得 た が , その 他 の 臓器 より は 認め ず , 第 18 日 目 で は , A 和 群 
で は , 肺 ・ 気 管 ・ 食 道 及び 胃 内 容 よ り 夫 々 10・81・ 6 令 
及び 1 隻 , B 群 で は 肺 ・ 気 管 ・ 食 道 よ り 夫 々 4 ・55・ 8 

を , 第 20 日 目 で は A 群 で は 肺 ・ 肝 ・ 心 ・ 胃 内 容 ょ り 夫 
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々 8・1・1・8 隻 , B 群 で は 肺 ・ 気 管 ・ 食 道 ・ 胃 より 
夫々 .8 ・85・20・ 38 隻 を 得 た が , 第 28 日 目 に 至 つ て A 和 群 
で は 何れ の 臓器 より も 仔 虫 を 検出 し 得 な か つた が , B 和 群 
で は 尚 気管 ・ 食 道 ・ 軒 より 夫々 46・4 ・1 隻 の 仔 虫 を 認 
め , 第 25 日 目 に 於 て も A 和 群 で は 仔 虫 を 認め ず , B 群 で は 
肺 ・ 気 管 ・ 食 道 よ り 夫 々 2 ・40・ 6 隻 の 仔 虫 を 得 た 。 以 
上 の 如く A・BB 両 群 の 聞 に 検出 仔 虫 数 の 相違 を 来 し た こ 

は , N-M. の 注射 量 の 差 に よる 家 加 へ の 影響 の 差異 に 
基く も の と 考え られ る が , いずれ に し て る も 実験 群 で は 相 
当 多 数 の 仔 虫 が 見 出さ れ た 。 と れ ら の 実験 例 に 対し て , 
対 例 に ちあ つて は 仔 虫 の 見 出さ れ た も の は 造 か に 少く , 
A' 群 で は 第 15 日 目 に 心 よ り 1 隻 の み , 第 18 日 目 気管 ・ 小 
腸 ま より 夫 々 4 ・1 令 : 第 20 日 目 気管 より 2 隻 を 得 た が , 
第 28 日 目 ・ 第 25 日 目 で は 仔 虫 を 認め 得 ず , B' 群 で は 第 15 
日 ・ 第 20 日 ・ 第 25 日 の 8 例 で ある が 夫々 気管 ・ 食 道 よ り 
3・6 隻 , 気管 より 2 隻 , 気管 < り 2 隻 の 仔 虫 を 得 た に 
過ぎ ず , 検出 仔 虫 数 が 全 例 を 通じ て 極め て 少数 で あぁ つた 
点 実験 群 と の 間 に 明 ら か に 相違 が 認め られ た 。 

し か し な が ら , 仔 虫 の 発育 の 点 に 就 い て 観る と 。, 実験 
対照 全 例 に 於 て 共に 著 明 な 発育 は 認め られ ず , 原始 口 松 
を 有する 所 調 第 4 期 幼虫 は 全然 発見 され な か つた 。 

3 考 

N-M. は 細胞 毒 と し て 作用 し , 抗体 産生 ・ 白 血球 喰 菌 
作用 を 減 旨 させ る 薬剤 と し て 知ら れ て 馬 おり, 赤血球 以上 
に 先天 的 感染 抵抗 性 を 低下 させ し め 得 る も の と 一 応 考え ら 
れる の で こと の 実験 を 行 つ た が , 結果 は 成績 と 示す 様 に 対 
照 と の 問 に は 明らか に 相違 あり , 家 麹 の 先天 的 抵抗 を 或 
る 程度 減 只 せ し め た も の と 考え られ る が , 仔 虫 の 発育 を 
促進 せしめ る 所 和 包 は 行か な か つた 。 と の 点 赤血球 注入 の 
場合 と 殆 ん ど 類 似 の る も の で あり , 仔 虫 の 発育 臓器 た る 小 
腸 に 仔 虫 が 全く 認め られ な か つた と と は N-M. が 寧ろ 赤 
血球 の 場合 ほど 有利 に 作用 し な か つた と せ ね ば な ら 央 。 

し か し , 検出 仔 虫 数 より し て 実験 群 と 対照 群 と の 間 に こ 
明らか な 差異 を 認め た こと は , 仔 虫 の 生存 に と つ て と の 
処置 が よ ょ り 有利 な 条件 を も た らし た と こと と を 物語 り , 同 
じ く 実験 群 に 於 て も , 多量 の N-M. 注射 と ょ り 偽 好 酸 球 
と 巴 球 の 比率 逆転 し , 高度 の 泊 巴 球 減少 状態 を 呈し た 
B 群 の 方 が , 注射 NM. が 少量 で か か る 現象 が 軽度 で あ 
つた A 和 群 よ り も 有利 な 結果 を 示し た と 云え る 。 こ と この こと と 
は 泊 巴 組 戴 が ょ り 強 く 害 され る こと こと に より 抗体 産生 力 が 
著しく 阻止 され 自然 抵抗 を 強く 低下 せしめ た 為 と 想像 さ 
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第 1 表 Nitrogen-Mustard 1.0 mg 注射 家 (A 群 ) 血液 所 見 及び 有 機能 検査 


(1958)] 


好 好 酸 好 塩 基 単 高田 グロ ロス 
0 2 260 万 6800 51 
6 " 52 46 0 0 2 275 3300 51 (—) (一 ) 第 15 日 
0 2 万 4500 
3 
5 (一 ) (一) 第 18 
0 0 320 万 11000 
0 2 340 万 5300 57 
5 54 0 0 345 2300 55 (—) (一 ) 日 
22 72 0 0 6 300 万 7000 54% 
5 号 3 30 65 0 0 5 300 4600 55 
4 
6 (一 ) (一) 第 25 日 
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第 2 表 Nitrogen-Mustard 5.0mg 注射 家 兎 群 (B 群 ) 血液 所 見 及び 肝 機 能 検 査 
好 酸 好 塩 基 単 高田 グロ ロス 
28 2 0 0 0 255 万 6500 54%  (—) (~) 
1 5.0mg 24 74 0 0 2 250 5000 53 
1 与 2 51 47 0 0 2 260 3500 53 
3 7 52 46 0 0 2 260 3300 54 
4 54 44 0 0 2 270 3000 55 
5 7 56 44 0 0 0 250 3100 50 ( 土 ) ( 十 ) 第 15 日 
20 70 0 260 9400 53%  (—) 
1 5.0mg 26 68 0 0 6 255 8000 54 
2 Ml 49 45 0 0 6 260 4000 55 
2 3 50 44 0 0 6 265 3600 55 
4 Mn 54 40 0 0 6 270 3100 53 
5 / 55 39 0 0 6 260 2700 54 
6 58 36 0 0 6 250 2300 52 (+) ( 日 
30 64 0 0 6 240 5800 52%  (—) 
1 50mg 32 64 0 0 4 235 4800 53 
2 2) 50 46 0 0 4 250 3800 54 
3 号 3 / 50 45 0: 0 5 250 3500 50 
4 50 44 0 0 6 260 3200 52 
5 7 53 41 0 0 6 260 3000 51 
6 /, 55 39 0 0 6 250 2900 50 ( 二 ) ( 十 ) 第 20 日 
58 38 2 0 2 245 万 6400 53%  (—) (ow) 
1 5.0mg 56 40 2 0 る 250 6000 54 
2 2 59 37 0 2 260 3600 53 
4 与 3 7 58 38 0 2 270 3000 54 
4 2 59 37 2 0 2 290 3100 51 
5 / 58 38 2 0 2 270 3000 53 
6 ” 62 34 2 0 2 250 3100 53 ( 十 ) ( 十 ) 第 23 日 
18 80 0 0 2 260 万 6300 54%  (—) (=) 
1 5:0mg 26 68 0 0 6 260 5900 56 
る 49 45 0 0 6 250 3300 53 
5 3 49 46 0 0 5 270 3000 54 
4 2 54 41 0 0 5 260 2900 55 
5 / 56 37 0 0 230 3000 52 
6 Mn 57 38 0 0 5 270 2900 54 
7 Ml 57 36 0 0 7 260 3000 53 (+) ( 十 ) 第 25 日 
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第 3 表 Nitrogen-Mustard 注射 家 群 に 対す る 対照 例 所 見 及び 機 能 


対照 群 番号 検査 期 赤血球 白血球 血色 素 ーー 必殺 
好 酸 巴 好 酸 塩 基 単 グロ ロス 
1 号 投与 前 22 74 2 0 2 300 万 7900 53% 
居 殺 時 20 76 2 0 2 290 8000 53 (—) (一 ) 第 15 日 
2 号 投与 前 26 68 2 0 4 270 9100 50 
必殺 時 30 60:-:* 2 0 8 280 8700 52 (—) (一 ) 第 18 日 
投与 前 24 72 2 0 2 310 8600 55 
居 殺 時 "26 70 2 0 2 300 8700 54 (—) (一 ) 第 20 日 
4 号 投与 前 32 66 0 0 2 320 6100 56 
居 殺 時 30 67 0 0 3 310 6000 53 (—) (一 ) 第 23 日 
5 考 投与 前 30 66 | 0 2 280 7400 54 
居 殺 時 32 64 2 0 2 290 7600 52 (—) (一 ) 第 25 日 
1 前 28 63 2 0 7 280 9600 56% 
"必殺 時 30 60 2 0 8 280 10000 55 (—) (一 ) 第 15 日 
投与 前 38 52 0 300 12000 60 
時 36 60 0 270 13000 56 (—) (一 ) 20 日 
3 号 投与 前 39 58 0 0 3 290 10000 
7 必殺 時 38 59 0 0 3 300 12000 56 (—) (一 ) 第 25 日 
第 4 表 Nitrogen-Mustard 注射 家 及び 対照 家 検出 数 
臓 別 
群 家 番号 属 日 計 総計 
肝 心 肺 気 食道 胃 小 
1 与 第 15 日 18 75 9 102 
2 弓 第 18 日 10 31 6 1 48 
A 3 与 第 20 日 1 1 3 8 13 163 
4 号 第 23 日 0 
5 第 25 日 0 
1 与 第 15 日 3 260 15 278 
2 号 第 18 日 4 55 8 67 
B 3 号 第 20 日 3 85 20 3 111 555 
4 号 第 23 日 46 4 1 51 
5 号 第 25 日 2 40 6 48 
1 号 第 15 日 1 1 
2 号 第 18 日 4 1 5 
X 3 号 第 20 日 2 2 8 
4 号 第 23 日 0 
5 第 25 日 0 
1 号 第 15 日 3 6 9 
B’ 2 号 第 20 日 2 2 | 13 
3 号 第 25 日 2 2 


Cortisone を 皮下 注射 し た 人 釣 虫 ( 

ピ ニ 釣 虫 ) 完 虫 を 経 的 に 感染 せ し あめ る 実験 
前 述 の 如く N-M. を 家 兎 に 静 注 し た 実験 で は 必 ら ず し 
も 期待 に 副 う 成果 が 得 ら れ な か つた 。 て そこ と で 抗体 形成 の 
抑制 , 白血球 喰 菌 作用 の 低下 等 の 作用 は N-M. に 類する 
と こと ころ が ある が , 薬理 学 的 構 機 作 を 異 に する ホル モン 剤 
で あり , か も 局所 防 機転 を 障 する 作用 が ある と 
せら れる Cortisone を 使用 し て みた 。 又 従来 家 融 を 使用 


(発育 な し ) 


し て 来 た の で ある が , 彼 験 動物 の 種類 と にょ つて る も 先天 的 
抵抗 性 に 強弱 の 差 が ある と と が 考え られ る し , た と え 健 : 
外 的 な る の で ある と は 云え 無 処 置 の 感染 実験 で 第 4 期 玩 
育 仔 虫 を 認め た 報告 に は 白 削 が 多い 様 で ある 。 従 つて 本 . 
実験 で は 著者 も 赤 白 削 を 用 いる と と と し た 。 

1 実験 方 法 

動物 は 体重 120~ 140g の 白 薬剤 は メル ク 社 
ー ト ン (17-oxy-11-dehydro corticosteron acetate), 仔 - 
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り 1 週間 培養 


は 同一 患者 の 宇佐 美 氏 未 法 に ょ 
で 得 た A. d. 完 熱 仔 虫 を 使用 し た 。 
を 以 っ て 1.0cc 中 10.0mg 含有 する 如く た 
Cortisone を 毎日 1.0mg, 5.0mg 及び 10.0mg 宛 夫 々 
白 潮 皮 下 に 注射 し , 注射 開始 後 第 .4 日 に 仔 虫 約 5,000 令 
を ピ ペ ツ ト を 以 て 経口 的 に 直接 胃 内 に 注入 , 仔 虫 投与 後 
一 定 間 に 臓器 中 ょ り 虫 を し た 。 仔 
李 集 検索 の 法 は 従前 の 如く で あり , 実験 例 に 対し 夫々 対 
央 を と つた こと と は 勿論 で ある 。 

2 実験 成績 

Cortisone 大 量 注 射 に よる 障 の 為 か 実験 途上 で 
る も の 多く , 実験 対象 と な し 得 た も の は 弁 死 直後 の も の 
を 含め て 1.0 mg 注射 群 (以下 A 群 と 称す ) 5 尾 , 5.0 
m 可 注射 群 (以下 B 群 と 称す ) 4 尾 , 10.0 mg 注射 群 ( 以 
下 C 群 と 称す ) 8 尾 及 び 対 照 群 (以下 KK 群 と 称す う 5 尾 
の 計 17 尾 で ある 。 

注射 群 で は 各 群 と も 注射 開始 後 約 1 週間 は 急激 に 体重 
の 増加 を 来 す が , 次 いで 商 次 消耗 し , 期間 の 長短 は ある 
が る も の が 多い 。 た 白 多く 鼻孔 より 出血 
内 臓 で は 肺 に 肉眼 的 に 出血 が 明らか で あつ た 。 

実験 群 の 生存 白骨 , 全身 し く 弱 し , 生気 極め て 
阻害 され て いた 。 

血液 所 見 を 観る と 第 5 表 に 示す 通り で , 赤血球 数 ・ 白 
血球 数 ・ 血 色素 量 は いずれ る も 実験 群 と 対照 群 の 間 に 
差異 が 認め られ な か つた 。 と これ は 白 削 と あつ て は それ ら 
の 動揺 範 大 で ご ある の が 常 な る も 知れ な い 。 し か 
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し 白血球 像 で は , 注射 群 と つて は の 例 で 
の 減少 , 中 性 の 増加 が 著しく , 且 つ 注 射 量 の 多 
い ほ ど そ の 傾向 が 生 大 の 様 で ある 。 又 好 酸 球 は 注射 群 全 
例 に 認め ず , と れ は Cortisone の 影響 と し て 当然 で あ 
ろう が , 対照 群 に 於 て も 僅 に 1 例 に 認め た に 過ぎ な い 。 
次 に 小腸 の 組織 像 を 観る と , 肉眼 的 に は 腸 壁 が 極め て 
薄 で 殆 ん ど 出来 る に なり, 弾力 性 も 減退 し て 
り , 注射 量 の 差 に と に よる 相違 は 肉眼 的 に は 認め 難い が , 
微 鏡 的 に 観る と , 引 毛 上 皮 に は 余り 変化 が 認め られ な い 
が , 固有 ・ 粘 下 組 筋 層 に 縮 の 傾向 が あり , 
粘膜 下層 と な り , 球 ・ 単 球 等 の が 少な 
く , 注射 量 の 多い ほど その 傾向 が 大 の 様 で あぁ つた 。 
(2) 仔 虫 の 状況 
先ず 検出 仔 虫 数 を 見 る と , 第 6 表 の 如く , 仔 虫 投与 後 
第 て 日 A 群 で は 肺 ・ 気 管 ・ 小 腸 ・ 大 腸 及 びそ を その他 の 臓器 
et 筋肉 ・ 骨 を 除く ) より 夫々 46・ 299・20・4 及 
14 令 計 888 隻 , B 群 で て は 62・ 221・65・31 及 び 53 集 計 
432 隻 。 C 群 で は 174・ 334・66・31 及び 71 隻 計 676 
, 群 で は 30・ 202・ 4・2 及び 6 計 244 隻 を , 
第 12 日 A 群 で は 夫々 25・95・0・0 及び 9 令 計 129 隻 , 
B 群 で は 167・0・69 及 び 60 計 1087 , で 
は 8・24・0・0 及び 0 隻 計 82 隻 , 第 14 日 A 群 で は 夫々 
19・ 198・0・0 及 び 3 令 計 215 隻 , B 群 で は 98・ 149 
・96・238 及 び 21 計 887 隻 , 群 で は 1 ・29・0・0 及 
び 1 令 計 81 隻 , 第 18 日 A 群 で は 夫々 6 ・34・1・0 及 び 


第 5 表 Cortisone 注射 白 び 対 照 の 血液 所 見 


( 仔 投 ) 中 性 嗜好 巴 酸 好 塩 基 
A 56 43 0 0 F 578 万 5400 83% 
B 54 38 0 0 8 556 5400 70 
c 84 12 0 0 4 535 6400 69 
K 34 64 0 0 2 610 4500 74 
/ A 34 64 0 0 2 530 5900 70 
第 12 日 B 56 43 0 0 1 700 4500 80 
詳 42 56 0 0 2 820 3500 80 
A 52 38 0 2 8 530 8600 73 
第 14 日 | B 72 20 っ 0 8 4 4000 80 
K 24 66 8 0 2 605 11900 77 
A 50 48 0 0 2 740 6200 90 
B 64 28 0 0 8 565 7500 65 
70 0 0 8 561 6400 
K 32 66 0 0 2 550 6500 75 


(備考 A は 1.0mg, B は 5.0mg, C は 10.0 mg 毎日 注射 , 氏 は 対照 以下 の 表 同 じ ) 
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3 隻 計 44 隻 , C 群 で は 114・ 160・28・38 及び 20 隻 計 
860 隻 , 下 群 で は 2・21・0・1 及び 3 隻 計 27 隻 , 第 20 
日 A 群 で は 夫々 0・1・1・1 及 び 38 令 計 6 隻 , B 群 で 
は 42・97・24・12 及 び 8 隻 計 178 隻 , C 群 で は 204・72 
・63・62 及 び 27 隻 計 428 隻 で あつ た 。 然 る に K 群 で は 0 
・2・0・0 及 び 1 令 計 8 隻 と な つて お り , Cortisone 
注射 群 は 常に 対照 群 よ り 造 か に 多く の 仔 虫 を 検出 し て お 
り ,。 耐 か も 1 回 注射 量 の 多い ほど 発見 仔 虫 数 の 多い 傾向 
が 認め られ る 。 且つ 又 腸 管内 ょ り の 仔 虫 が B・C 群 で は 
相当 数 認め られ た に 反し , A 及び K 群 で は 極め て 少な か 
つた こと と は 次 に 述べ る 発育 仔 虫 と 関連 し て 重要 な 意義 が 
ある も の と 考え られ る 。 
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得 , 以上 合計 55 隻 ( 対 総 投 与 仔 虫 数 0.16 2, 対 検出 仔 虫 
数 1.57 2, 対 腸管 検出 仔 虫 26) の 発育 を 検 
出し 得 た 。 こ と これ ら 発 育 仔 虫 の 状況 は 第 7 表 に 示す 通り で 
ある 。 

同じ く Cortisone 注射 白 球 で あり な が ら , A 群 に は 飲 
育 仔 虫 を 認め ず , B・C 和 群 に 於 て の み 発 育 が 進め られ た 
点 よ り し て , 仔 虫 を 発育 せしめ る 為 に 必要 な Cortisone 
の 最低 量 は 1 回 量 1.0~ 5.0mg の 聞こ に ある も の と 解せ ら 
れる 。 

3 考 

。 従来 著者 が 進め て 来 た 実験 及び 本 文 前 項 の 実験 た に 於 
て , 暴 種 動物 血液 及び N-M. の 注射 は A.d. 仔 虫 の 感 


第 表 Cortisone 注射 及び 対照 検出 数 


別 
肺 気 小腸 大 他 
A 46 299 20 14 383 (7.66) 0 
B 62 221 65 31 53 432 (8.64) 0 
G 174 334 66 31 71 676 (13.52) 6 (小腸 4, 大 腸 2 ) 
K 30 202 4 6 244 (4.88) 0 
A 25 95 0 0 9 129 (2.58) 0 
第 12 日 . B 741 167 0 69 60 1037 (20.74) 2 (大 腸 2 ) 
K 8 24 0 0 0 32 (0.64) 0 
( A 19 193 0 0 3 215 (4.30) 0 
第 14 日 B 98 149 96 23 21 387 (7.74) 4 (小腸 4) 
l K 1 29 0 0 1 31 (0.62) 0 
A 6 34 1 0 3 44 (0.88) 0 
第 18 日 | Cc 114 160 28 38 20 360 (7.20) 9 (小腸 8, 大 腸 1 ) 
K 2 21 0 1 3 27 (0.54) 0 
A 0 1 1 1 3 6 (0.12) | 選 
築 20 日 B 42 97 24 12 3 178 (3.56) 10 (小腸 8 , 大 腸 2 ) 
「 204 72 63 62 27 428 (8.56) 24 (小腸 17, 大 腸 7 ) 
K 0 2 0 0 1 3 (0.06) Q 


次 に 仔 虫 の 発育 の 状態 を 観察 する と , A 及び K 群 より 
得 た 仔 虫 に は 特に 著しい 発育 は 認め られ な か つた が , B 
及び C 和 群 の 仔 虫 の 中 腸管 より 得 た も の の 中 に は 明らか に 
第 4 期 幼 虫 ま で 発育 し て , 原始 口 杏 の 形成 と 共に 雌雄 を 
判別 し 得る も の が 多く , 更に 進ん で 第 5 期 幼 虫 と 思 し い 
も の 38 隻 を 認め た と と は 注目 され る 。 即 ち B 群 で は 第 12 
日 大 腸 よ り 2 隻 の 発育 仔 虫 を 得 , 中 1 隻 は 第 5 期 幼 虫 で 
あり , 第 14 日 小腸 より 4 隻 , 第 20 日 小腸 より 8 令 , 大 腸 
ょ り 2 令 の 第 4 期 幼 虫 を 得 た 。C 和 群 で は 第 7 日 小腸 より 
4 隻 , 大 腸 よ り 2 隻 , 第 18 日 小腸 より 8 隻 , 大 腸 よ ょ り 1 
隻 の 第 4 期 幼 虫 を 得 , 更に 第 20 日 小腸 ょ り 17 隻 中 1 隻 第 
5 期 幼虫 大腸 よ り 7 隻 中 1 隻 第 5 期 幼 虫 の 発育 幼虫 を 


染 に 対し , 確 に 非 固 有 宿 主 の 先天 的 抵抗 性 を 減弱 せ し レ 
め , 対 に 比 し 仔 虫 の 体内 生存 期間 を 延長 せしめ , か つ 
その 数 を 優越 な し め る 効果 を 認め た 。 し か し 発育 を 促進 
せしめ る 場合 は 極め て 稀少 で る つた 。 と こと れ は 如何 な る 理 
由 に 因 る も の で あろ うか 。 多 仔 虫 が 小腸 内 で 発育 する も 
の で ある 以上 小腸 内 に 滞 溜 し な けれ ば 発育 の 機会 を 得 ら 
れ な いこ と と は 当然 で ぁ る の で , この 目的 を 達せ ん と し 
て , 先 に 仔 虫 の 投与 方 法 を 経 皮 的 に 変え て 或 る 程度 小腸 
内 停滞 仔 虫 数 を 高め る 成果 を 挙げ 得 た の で ある が , 士 か 
も 発育 の 著しく 進ん だ 仔 虫 は 得 ら れ な か つた (第 8 報 )。 
即ち 異種 動物 血液 注射 に よる 処置 で は 家 兎 に 於 て も ち 来 
た し 得る 先天 的 感染 抵抗 性 の 低下 に 限度 が あり , 小腸 に 
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第 7 表 (1) Crtisone 注射 白 恨 群 よ り 検 出さ れ た 発育 仔 虫 状況 
・ 部 位 
1.2455 0.0347 0.2274 0.0217 
| 1.0722 0.0325 0.2058 0.0173 
小 腸 
| 1.0807 00306 0:1950 0:0173 
0.9964 0.0217 0.1841 0.0162 9 
[ 1.0833 0.0324 0.2166 0.0217 $ 
大 l 0.0249 
1.0072 0.0271 0.1949 0.0217 
2.2635 0.1137 0.3444 0.0563 ? 5 期 ) 
第 12 日 B 大 
1.2671 0.0433 0.2978 0.0325 
0.0542 0.2166 0.0260 
| 1.1155 0.0433 0.2274 0:0249 $ 
第 14 日 B 小 0.0162 
| 1.1047 0.0455 0.2166 0.0271 で 9 » 
0.9206 0.0380 0.1408 0.0217 ? 
1.2346 0.0542 0.2437 0.0368 8 
1.0833 0.0433 0.2328 0.0325 $ 
1.0833 0.0433 0.2166 0.0292 
1.0289 0.0368 0.2166 0.0249 
18 日 0.0325 
第 0.9097 0.0336 0.2058 0.0217 
0.8881 0.0347 0.1733 0.0217 
C 0.8881 0.0227 0.1733 0.0173 4 
0.8664 0.0217 0.1733 0.0173 
腸 0.9747 0.0325 0.1950 0.0217 $ 
1.4404 0.0758 0.2924 0.0347 
1.4187 0.0379 0.2816 0.0379 
1.3213 0.0606 0.3032 0.0347 
| 1.2346 0.0509 0.2816 0.0325 
小 腸 0.0325 
| 1.1480 0.0542 0.2491 0.0227 
| 1.0613 0.0325 0.2274 0.0217 0.0282 8 
| 0.0271 
1.0613 0.0325 0.2274 0.0217 0.0271 9 
. . 
\ 0.9747 0.0325 0.2058 0.0271 


る 
も 
: 
=. 
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第 7 表 (2) Crtisone 注射 白 恨 群 より 検出 され た 発育 仔 貝 状況 


位 
体 幅 食道 長 食道 幅 
| 1.2455 0.0347 0.2491 0.0271 
大 | 0.0347 
1.1696 0.0325 0.2383 0.0249 0.0347 
(2.3176 0.0740 0.3466 0.0401 89.0379 8 (第 5 期 
| 
| 0.0325 
|1.6245 0.0747 0.3357 0.0347 
| 1.5704 0.0736 0.3141 0.0325 
|1.3429 0.0726 0.3141 0.0336 0.0325 $ 
第 20 日 | 0.0303 
1.1480 0.0968 0.2383 0.0217 0.0308 
. 
| 1.1372 0.0238 0.2491 0.0195 
| 1.0722 0.0303 0.2058 0.0173 8 
| 10090 0.0314 0.2166 0.0195 $ 
小腸 1.0072 0.0292 0.1949 0.0173 9 ? 
| 0.0227 
|0.9747 0.0325 0.2058 0.0217 6.0227 8 
|0.9422 0.0227 0.2166 0.0195 8.0217 
|0.8881 0.0195 0.2491 0.0141 
0.8339 0.0217 0.1625 0.0173 ? 
|0.8122 00173 0.1733 00173 ? 
c 0.7798 0.0314 0.1841 0.0217 ? 
| 0.0162 
|0.7256 0.0249 0.0845 0O.0152 0.0162 ? 
| 
\ 0.7256 0.0195 0.1408 0.0130 8 ? 
1.9027 0.0758 0.3249 0.0466 (第 5 ) 
1.7870 0.0758 0.3574 0.0440 
1.6462 0.0650 0.3249 0.0438 0.0325 9 
大 腸 (1.5389 0.0650 0.3032 
0.0303 
1.4187 0.0650 0.2924 0.0433 9.0303 
0.0358 
1.3213 0.0736 0.2708 0.0357- 0.0358 
0.0271 
1.1005 0.0542 0:0847 0.0271 $ 


於 て 発育 を 進め る 所 まで も ち 来 た を す と こと は 容易 で な いも 
の と 考え られ た 。 そ を こと で 今回 は 更に 強力 な 該 作用 あり と 
思考 され る N-M. を 注射 する こと に 依り 血液 所 見 等 より 


抗体 産生 力 の 低下 を 来たし て いる と 思わ れる 家 束 に A.d. 
仔 虫 を 感染 せしめ る に , それ に 対す る 抵抗 性 の 或 る 程度 
の 減弱 を 証明 し 得 た が , 小腸 停滞 仔 虫 皆無 と 云う 期待 に 
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反し た 結果 で あり , 叉 見 出さ れ た 仔 虫 に も 赤 当 然 な が ら 
発育 の 進ん だ も の は な か つた 。 と の よう な 点 か ら 仔 虫 の 
発育 を 進め ん が た め に は , 宿主 動物 の 全身 的 抵抗 性 を ょ よ 
り 著 し く 低 下さ しめ, 一 旦 各 臓 器 内 に 移行 し た も の を 可 
及 的 多く 小腸 に 所 到達 そし め る と と が 必要 で ある と 考え 
られ る 。 一 方 等 し く 非 固有 宿主 で あつ て も 動物 の 種類 に 
ょ つて その 抵抗 性 に 強弱 の 相違 が ある と と は 想像 に 難く 
な い 。 

か か る 見 地 か ら 本 実験 で Cortisone と 白 削 を 用 いた 
と と は 実験 成績 か ら 見 て 当 を 得 た も の で あつ た と 考え ら 
れる 。 即 ち 血 液 所 見 より し て 洲 巴 球 の 減少 著しく 抗体 産 
生 力 が 阻害 され た こと と を 想像 され る と 同時 に , 小腸 の 所 
見 より し て 小腸 に 於 ける 局所 防 谷 機転 が 綱 さ れ た と と 
が 予想 され , を それ ら が 相 人 つて 腸管 内 に 復帰 し か つ 停 滞 
する 仔 虫 を 多く し 同時 に 発育 を も 促進 し 得 た 大 な る 要因 
と な つた も の と 考え られ る 。 

験 成績 より し て Cortisone 注射 と 対照 と の 間 
選 著 し い 検 出 仔 虫 数 の 相違 が ある こと は , Cortisone 注 
ょ り 先天 的 抵抗 性 が 著しく せしめ られ た 
も の で あり , 注射 群 の 間 で も 差 の ある と と は , 1 回 注射 
量 の 多い ほど その 程度 の 大 きい こと と を 物語 つて いる 。 更 
に 発育 仔 虫 の 検出 に 差 の 認め られ た 点 よ ょ り , 仔 虫 の 発育 
を 促進 さす し め 得 る 状態 に も ち 来たす た め に は Cortisone 
の 1 回 注射 量 を 5.0 mg 以上 と する こと と が 確実 で あり , 
少く と も 1.0mg ょ り も 多量 を 要する も の と 思わ れる 。 

尚 腸管 より 得 た 仔 虫 数 と 発育 仔 虫 数 と が 平行 し て いな 
い が , 発育 可能 の 条件 下 に あつ て も 必ず し も 全 仔 虫 が 発 
育 す る も の で は な いこ と と は , 程度 の 差 と こそ あれ 固有 宿主 
に あつ て る も 見 られ る と と ろ で 当然 の こと で あろ う 。 又 大 
腸 内 ょ り 発 育 仔 虫 を 見 た こと は , 小腸 に 旋 来 容 育 し た 仔 
虫 が 移動 或 は 排出 され る 途上 に あつ た も の と 思わ れる 
が ,。 こと の 点 矢 張り 非 固 有 宿 主として 止 き を 得 な い 所 で あ 
ろう 。 

第 に 角 B・C 群 の 腸管 より 検出 し た 仔 虫 総数 610 令 ( 小 
腸 342 隻 , 大 腸 268 隻 ) 中 55 隻 (小腸 41 令 一 11.992%,: 
大 腸 14 令 一 5.22%) の 発育 仔 虫 を 認め た こと こと は 注目 され 
て ょ よい 。 こ の 成績 は 従来 の 家 麹 に 於 ける 場合 に 比 し 格段 
の 差 が あり , その 処置 法 が 異 る こと に も 因 る が 実験 動物 
の 種類 の 差 を も 無視 し 得 な いで あろ う 。 

し か し な が ら , 本 実験 に 於 て 第 4 期 幼 虫 を 多数 認め , 
極 く 少数 の 第 5 期 と 思 し い を さき さえ 見 られ ら , 
完全 に 母 虫 と な し 得 な か つた 点 よ り , Cortisone に ょ る 
白 削 の A.d. 仔 虫 に 対す る 先天 的 感染 抵抗 性 低下 に 件 
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い 釣 効 虫 の 発育 を 進め 得る 程度 に も 限度 が あり , か ゝ る 
法 の み を 以 て し て は 固有 宿主 と 同様 の 条件 に お く こ と と に 
は 尚 閉 し い 隔 り が ある と せ ね ば な ら ぬ 。 

し か し 御 ら , 本 釣 虫 の 発育 に 元 来 好適 な 条件 を 備え て 
いな い 非 固有 宿主 た る 白 削 に 於 て , 本 処置 依り 著しく 
発育 し た も の を 多数 得 られ た こと と 結 , 非 固 有 宿 主 の 先天 
的 抵抗 性 が 或 る 程度 人 工 的 に 減 鐘 せ し め 得 る こと を 実証 
し 得 た も の と し て 興味 ある も の と 考え られ , 双 こ の 実験 
が 和 宿主, 寄生 虫 特異 関係 の 本 態 解明 に 何ら か の 寄与 を な 
し 得 た こと に な れ ば 幸 で ある 。 


及び 結論 


N-M. を 反復 静 注 し た 家 琵 並 に Cortisone を 毎日 皮下 

注射 し た 夫々 人 多 (A.d.) 完 就 仔 虫 を 経口 投与 
し て , 家 及び 白 状態 に 虫 の 感染 状況 を 観察 レ 
た 。 N-M. 注射 の 場合 は 無 処置 の 場合 と 相違 する 結果 を 
ほら れ た が その 程度 は 低く , Cortisone 注射 の 場合 に は 
相当 見 る べき 成果 を 挙げ 得 た 。 

(A) N.M. を 反復 静 注 し た 家 麹 の 場合 

1.。 N-M. を 静 注 する こと に 依り , 著しい 泊 巴 球 減 少 
を 起 さ せる 為 に は , 生 大 量 を 反復 注射 する か ,。 大 量 を 一 
時 に 注射 する を 要 し , 大 量 注射 の 場合 で も , 赤血球 数 で 
血色 素 量 に は 殆 ん ど 変 化 を 示さ な い 。 

2。 N-M. 大 量 注射 に 依り , 家 は 肝 障 来 す 

8. 処置 穴 兎 体内 に 於 て は 仔 虫 の 生存 条件 が 有利 と な 
る 。 即 ち 対 照 に 比 し , 実験 群 で は 多数 の 仔 虫 が 各種 臓器 
か ら 見 出さ れ た 。 し レ しかし, 小腸 内 に は 仔 虫 を 認め な か つ 
た 。 沿 と れ ら の 仔 虫 に は 進ん だ 発育 を 示し た も の は な 
い 。 

(B) Cortisone を 毎日 皮下 注射 し た 場合 

1.。 白 削 と あつ て は , 赤血球 数 ・ 血 色素 量 に は 対照 と 
の 間 に 差 異 が 認め 難く , 殆 ん ど 変 化 が な い が , 港 巴 球 の 
減少 , 中 性 噌 好 白 血球 の 増加 が 著しく , 注射 量 の 多い 話 
ど そ の 傾向 が 大 で ある 。 

2. 小腸 の 組織 的 変化 は , 肉眼 的 に は 壁 が 極め て 章 薄 
と な り , 弾力 性 と に し く れ 易 い 。 鏡 的 に は 毛 
有 層 ・ 粘 下 組 織 ・ 筋 層 共 に 縮 傾向 が あぁ あり, 殊 に 
球 の 洲 出 が 少 い 。 

8.。 本 剤 の 注射 は の 内 生存 条件 を 著しく 有 
利 に し , 腸管 に 見 られ る も の 多く , 且つ 一 定 の 発育 を 示 
す 仔 虫 が 相当 数 認め られ た と と は 注目 に 値する 。 即 ち 白 
削 の A.d. 仔 虫 に 対す る 先天 的 感染 抵抗 性 を 本 処置 に よ 
り 相 当 著 し く 減 画 せしめ 得 た も の と 考え る 。 
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和 33 年 12 月 (1958)] 


稿 を 終る に 臨み , 終始 御 指導 を 賜わり , 校 閣 を 系 うし 


た 森下 教授 に 深 基 の 謝意 を 表す る . 


の 要旨 昭和 27 年 4 月 第 21 回 日 本 寄生 学 


会 総会 及び 昭和 32 年 11 月 日 本 寄生 虫 学会 西日本 支部 第 
13 回 大 会 に 於 て 発表 し た . 
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(1925) : 十二指腸 及 え トロ ロン ロイ デス ・ ス テル コ 
ラリ ス の 発育 史 に 関す る 研究 (1) (2) (3) (4). 東京 
医事 新 誌 , (2418), 971-977 ; (2425) , 1336-1340 ; 
(3439) , 2022-2028 ; (2456), 327-337. 一 65) 横川 
定 (1928) : 犬 十 二 指 腸 貝 経 膚 的 並 に 経 日 感染 に 関す 
る 比較 研究 . 日 本 病理 学会 々 誌 , 17 年 218-224. 一 
66) 矢野 保夫 (1950) : Nitrogen-Mustard に つい て . 
モジ ダンテ ラ ピ ビー, 3 (9,10), 18-21. 一 67) 柳原 省 一 
郎 (1951) : Nitrogen-Mustard の 喰 菌 作 用 並 に Opso-…- 
nin 作用 に 対す る 影響 . 日 本 血液 学会 雑誌 ,。 14 (4),。 
297. 
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Summary 


In the previous papers the author reported the 
results of experiments attempting to infect human 
hookworm larvae (Ancylostoma duodenale) to rab- 
bits treated with red blood cells of various animals 
such as man, sheep, and dog. Throughout the 
experiments, in animals thus thus treated the larvae 
were found always more in number and longer 
than in control, and furthermore, this feature was 
most notable in the cases treated with dog red 
blood cells. However, the larvae in the fourth stage 
of development were found only seldom in the in- 
testine of animals. 

The present paper deals with experiments in which 
the author applied nitrogen-mustard and cortisone, 
with the purpose.to interfer the natural resistance of 
animals against infection of human hookworm larvae, 
expecting remarkable development of the latter, and 
the results are as follows. 

A. Results in rabbits which received repeated 
intravenous injection of nitrogen-mustard., 

1) Repeated injection of small amount or a single 
injection of a large quantity of the drug causes in 
animals conspicious decrease of lymphocytes, where- 
as there is seen no change in number of red blood 
cells and haemoglobin content even when a large 
quantity is used. 

2) The injection of a large quantity of the drug 
causes functional impediment of liver of animals. 

3) In animals treated with this drug, more larvae 
were found in various organs than in control alth- 
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ough no larva did show remarkable development, 
and furthermore, the intestine remained free of 
worms, 

B. Results in rats which received daily subcut- 
aneous injection of cortisone., 

1) While in animals injected with the drug, there 
is seen no notabie change in number of red blood 
cells and haemoglobin content, the decrease of 
lymphocytes and the increase of neutrophils in 
number become prominent corresponding with amo- 
unt of the drug used. 

2) Macroscopically, the intestinal wall of animals 
is thin with low elasticity, and microscopically, a 
tendeney of atrophy of villous, mucous and muscular 
layers of that organ is observed. 

3) In experimental animals the larvae were found 
not only more in total number than in control, but 
also many worms showing considerable development 
were detected in intestine, including even those 
which, although not many, are probably in the fifth 
stage of development. 

C. Genearl consideration. 

From the results of present as well as previous 
experiments it might be concluded that in so-called 
unsuitable hosts of certain parasites, the natural 
resistance against infection of the latter can be 
interfered artificially at least in some degree, and 
in cases treated with drug such as cortisone, the 
animals are much rendered capable to be easily 
infected even by strange parasites, allowing their 
marked development, as seen in present experiment, 
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附図 説明 


(1) 対照 仔 投与 後 20 日 

(2) Cort. 1.0 mg 注射 白 恨 第 20 日 小腸 . 
(3) Cort. 5.0 mg 注射 折 20 日 小 

(4) Cort. 10.0 mg 注射 白 恨 第 20 日 小 勝 
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附図 横 説 明 (1) Cort. 10.0 mg 注射 白 恨 の 第 20 日 小腸 ょ り 得 た 第 5 期 幼 虫 8 
3 上 尾 部 
(4) Cort. 10.0 mg 注射 白 恨 の 第 20 日 大 腸 ょ り 得 を 第 5 期 幼 虫 ? 
及び 第 3 期 仔 虫 と の 比較 
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ビ ニ 虫 Amcylostoma duodenale 及び アメ リカ 
Necator americanus の 感染 経路 に 関す る 研究 " 
ーー 人 体感 験 に よる 成績 一 


幸雄 中 西 靖 三谷 和 
京都 府立 医科 大 学 動 物 学 教 (主任 小林 時 師 ) 


(昭和 33 年 8 月 7 日 受領 ) 


釣 虫 の 感染 経路 に 関し て は 内 外 に 多く の 報告 が あり を そ 
の 歴史 的 考察 は 横川 ・ 森 下 共 著 「 人 体 寄生 虫 学 」 第 二 秘 
に くわ し く 述 べら れ て いる が , 釣 虫 の 経口 経 皮 両 感染 経 
路 に 関す る 古い 報告 に と 於 て は ツ ビ =, アメ リカ いずれ の 
種 に つい て ゞ ある か 判然 と し な いも の が 多く , 現在 の 知 
見 で は 釣 虫 の 感染 経路 を 論ずる に あたり こと これら は 参考 に 
供する 程度 に 止め ざる を 得 な い 。 又 釣 虫 感染 経路 の 究明 
に 関し 動物 実験 の 成績 を 多く 見 る が 宿主 固有 性 の 濃い 本 
課題 に 共 し 非 固 有 宿 主 に 於 ける 成績 を 以 て は 決定 的 な 結 
論 を 得難い 。 即ち ビ = 多 (以下 と 略す は 経 
口 ・ 経 皮 い ずれ の 経路 で 人 体 に 侵入 し た 際 成 虫 に 管 発 育 
し 得る か ,。 及び アメ リカ 釣 虫 (以下 N.a. と 略す ) は 経 
口 ・ 経 皮 い ずれ の で 人 体 に 侵入 し た 成 虫 に 育 
し 得る か の 問題 を 解明 する に は や ゃ は り 固 有 宿 主 で ある 人 
体 を 用 い 感 染 実 験 を 行わ ね ば 明確 に な し 難い 。 

現在 迄 に 4.@ 及び MN.a. 両 種 釣 虫 を 区 別して 考察 レ 
之 を 人 体 に 感染 せしめ て 感染 経路 の 問題 を 論じ た 主要 な 
文献 を ず る こと, 先ず に 関し , LeichtensternC1886) 
Grassi (1887), Pieri (1902) (以上 横川 ・ 森 下 著 書 に ょ 
る ), 大場 (1929 , 上 田 (1943), 川嶋 (1950) は 4.@. 
仔 虫 を 経口 的 に 人 体 に 与え 成虫 に 各 発育 する 事 を 認め 
た 。 一 方 Looss(1911), 南 崎 (1928) う , Kendrick (1984), 


YUKIO YOSHIDA, YASUO NAKANISHI & WAGO 
MITANI: Experimental studies on the infection 
modes of Ancylostoma duodenale and Necator ame- 
ricanus to the definitive host (Department of Me- 
dical Zoology, Kyoto Prefectural University of 
Medicine) 


漆 (1937) ら は 4.d. 仔 虫 を 経 皮 的 に 人 体 に 侵入 せ そし 
め 感 染 が 成立 する 事 を 認め た 。AV.g. に 関し て は Aust- 
regesilo, De Menezes (1903-4), Claude A. Smith 
(1904) て (以上 横川 ・ 森 下 著 書 に よる ), 南 崎 (1928), 
河西 (1982) ら は 経 皮 感染 の 成立 する 事 を 認め た が , 経 
口 感染 につい て は 大 場 (1929) は 感染 が 成立 し た 事 を 報 

じ た が Kendrick (1984) は 成立 し な か つた 事 を 報告 し 
た 。 横川 定 並 びと その 一 門 (1925~1952) は 本 課題 に つ 
いて 精細 な 研究 を 行い , 4.94。 は 主として 経口 , NM.a. は 
主として 経 皮 を 以 て 感染 する も の で あろ うと 結論 し た が 
すべ て 動物 実験 か ら の 推論 で あり 人 体 に 於 ける 結果 は 不 
明 で ある 。 山下 (1956) は 4 例 の 人 体 に 4.@ 及び N.a. 
の 経口 並び に 経 皮 感染 を 行い , 4. る は 経口 感染 が 主 道 
で あり , MN.a. は 経口 感染 が 成立 し な か つた 事 を 報告 し 
て いる が , 少数 例 で 精細 は 不明 で ある と 述べ て いる 。 叉 
最近 千葉 大 学 公 衆 衛生 学 教室 に 於 て 同様 の 感染 実験 が 行 
われ て いる が 精細 な 点 は 不明 で ある 。 

以上 の 如く 現在 迄 の 知見 に と にょ れ ば A.d@, N.a. 両 種 負 
虫 は 各々 経口 ・ 経 皮 い ずれ の 経路 に より 侵入 し て も 成虫 
に 所 発育 し うる と 云う 結果 で ある が , 実験 者 の 多く が 経 
口 感 染 の み 或 は 経 皮 感 染 の み を 実施 し , 各 釣 虫 種 の 同じ 
感染 源 を 人 体 に 経口 ・ 経 皮 両 道 で 侵入 せしめ , 成虫 数 を 
比較 し て 感染 主 道 を 論じ た も の は 少 い 。 

一 方 大 平 洋 戦争 後 我国 に 於 て 釣 虫 の 疫学 的 調査 が 広く 
且 精 細 に 行わ れ , 現在 両 種 釣 虫 の 分 布 と 濃度 の ほ く 全 競 
が 知ら れ , 且 そ の 感染 経路 に つい て も 疫学 面 より 考察 が 
な され て いる 。 そ の 論点 は 主として 多 虫 の 年 齢 別 寄 生 率 
で あり , 農村 の 如何 な る 集団 を 検査 し て も 多 虫 寄生 率 は 


* 本 研究 は 昭和 31 年 鹿 文 部 省 科学 研究 費 助 成 研究 補助 人 金 に 依り 行 つ た . 


(102 ) 


- 
感 
は 
‘ た に 


昭和 33 年 12 月 (1958)】 


幼少 児 に 低く , 年 齢 の 増加 と 共に 増す 傾向 に あり, 之 は 
の 人 分 布地 域 で も 観察 され る 。 (1955 一 
1958) は 成人 に 寄生 率 が 高い の は 農耕 作業 に 関係 が ある 
と の 前 提 の 下 に 4.@ も 経 皮 感染 が 主 道 で ある と 主張 
し , 水野 (1956) も 同様 疫学 面 ょ より 考察 し 4.@ の 経 皮 
感染 主 道 を 重視 し て いる 。 又 佐々 ら (1958) は 4.d., MN. 
2. 両 種 多 虫 の 感染 経路 に は 本 質 的 な 差 は な いと 推論 し レ 
て いる 。 一 方 小宮 ら (1956) は 坊 国 の 多数 の 研究 者 の 
デー ター を まとめ , 年 少 者 と 成人 と の 釣 虫 寄生 率 の 比率 
が 4.g. 優 占 地区 と N.a. 優 占 地区 と で 異 つ た 値 を 示す 
事 を 指摘 し , 両 種 の 感染 経路 に は 差 が ある の で は な いか 
と 推論 た 。 楠 (1950), 永吉 (1954) ら は 宮崎 県 に 
て 多数 の 駆 出 虫 体 を 分 類 し , NV.g. が 圧倒 的 に 多い の は 
感染 容易 な 経 皮 感染 を 主 と す る か ら で あ り , 4.@ が 少 い 
の は 感染 困難 な 経口 感染 を 主 と す る か ら で あ る と 述べ , 
又 NM.a. が 女性 に 多い の は 皮膚 が 柔 い 為 経 皮 感 染 し 易い 
の で は な いか と る も る 考え, 又 都 市 に は 4.2. が 多く , 農村 
に は MN.a. が 多い 事 は 前 者 は 経口 , 後者 は 経 皮 を 主 道 と 
し て 感染 する 事 を 示す と 述べ て いる 。 

以上 の 如く 4.@, NM.a. 両 種 釣 虫 の 感染 経路 に 関し て 
は 実験 的 に も 又 疫 学 的 と も 諸説 の ある 所 で , 我々 は 更に 
基礎 的 な 人 体感 染 実験 が 必要 で ある と 考え 昭和 81 年 11 月 
か ら 約 1 ヶ年 半 に 豆 る 間 に 19 名 の 男女 青年 に 依頼 し て 以 
下 の 感 染 実 験 を 行 つ た 。 


材料 並び に 方 法 


1. 被 検 者 

釣 虫 を 実験 的 に 感染 せしめ た 被 検 者 は 京都 市 内 に 下宿 
生活 或 は 寮生 活 を 営む 学生 (男子 11 名 , 女子 8 名) で 実 
験 開始 前 いずれ も 多 虫 卵 陰性 者 の み で ある 。 各 彼 検 者 の 
精細 に つい て は 各 頂 目下 で 述べ る 。 

2。 感染 源 

京都 市 近郊 農村 に 於 て 検出 し た 多 虫 保有 者 或 は 実験 的 
に 感染 せしめ た 人 の 葵 便 を 濾紙 培養 或 は 土壌 中 培養 を 行 
つて 得 た 被 を 感染 と し た 。 虫 は 培養 開始 後 
々 な る 日 数 の も の を 用 い , 叉 活 泌 に 運動 し て いる も の の 
みみ を 使用 し た 。 仔 虫 の 培養 日 数 , 被 検 者 へ の 配分 法 及 び 
感染 方 法 等 は 各 項 目下 に 精 述 する 。 

3。 検査 並び に 駆虫 

釣 虫 仔 虫 感染 後 は 努め て 頻 回 検便 を 行 つ た 。 そ を の 方 法 
は 毎回 塗 抹 , 浮 培養 の 三 法 を し , 卵 陽 転 後 
は 四 塩 化 エ チレ ン 5.4g ( 後 下 剤 と し て 硫 苦 25 g 併用 ) 
に ょ る 駆虫 を 行い , 48 時 間 以 内 の 排 虫 を 濃 便 に ょ り 採 集 
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検査 し た 。 然 る 後 2 週間 後に 後 検 便 を 行い 、 か くし て 下 
卵 が 陰 転 する 各 駆虫 と 採 虫 を 反復 し 総 寄生 虫 数 を 確か め 
た 。 

症状 並び に 治療 

A.d, N.a. 両 種 釣 虫 仔 虫 投与 に と ょ る 各 例 の 臨床 症状 , 

細 に 検討 し 別に 報告 する 予定 で あり , 今回 は 若菜 病 及 

酸 球 の 最高 値 を 表示 する に 止め た 。 

5.。 観察 期間 

釣 虫 仔 虫 感染 後 短い 群 で 約 4 ヶ月 , 長い 群 で 約 1 ヶ年 
の 間 観 察 を 続け た 。 


成 績 


第 1 群 . 4.d., 経口 感染 群 (第 1 表 , 第 3 表 参 照 ) 

感染 源 並 びと 感染 方 法 : 第 1 例 か ら 第 5 例 迄 5 名 の 人 
体 に 4.. 被 虫 を 水 と 共に せしめ , 後 直ちに 
腔 を 洗 浴 する 目的 で 数 回 水 を 急激 に 忠 下 せしめ た 。 そ の 
感染 源 は 第 1 表 に 示す 如く の 5 例 の 内 卵 よ 
り 培 養 し た も の で , その 配分 は 同 表 の 如く , 被 検 者 は 少 


Table 1. Distribution of infective larvae to 
Group I (A. duodenale, oral infection) and 
Group Il-a (A. duodenale, cutaneous infe- 
ction). Infective larvae were obtained by 
filter paper cultivation of feces of hookworm 


carrier A-E. 
Source of Group Il-a 
infective Oral i Cutaneous infection 
larvae (period (period of cultivation) 
—— Case I, infection 
A: 
Case VI, lst infection 
(10 days) 
Case I, 2nd infection 
(9 days) 
B Case IV, lst infection 
(10 days) 


Case VII, lst infection 
(10 days) 

Case VI, 2nd infection 

(14 days) 


(25 days) 
Case V, lst infection 
(25 days) 
Case VIII, lst infection 


(31 days) 


Case II, lst infection 


E ——— Case I, 2nd infection 
(10 days) 


Case VII, 2nd infection 
(25 days) 
Case III, lst infection 
D (31 days) 
Case IX, lst infection 
| | 
(43 days) 
Case V, 2nd infection 
(43 days) 
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と も は 他 の 感染 方 法 即ち 経度 に 用 いた と 同じ 
oo woo 源 の 仔 を 投与 され て いる 。 
に 8 被 検 者 : 第 エ MV 例 は 男子 , 第 『, V 例 は 女子 で 
。 | | | | ある 。 第 V 例 は 5 年 前 釣 虫 に 感染 せる 事 を 知り 駆虫 を 行 
| | | つて いる が 他 の 4 例 は 現在 に 感染 し た 事 を 知ら な 
| | | | いと 云う 。 叉 実験 開始 前 の 検査 で は 釣 陰性 で 
| | | あつ た 。 
SS | 第 . 安 〇 陽 〇 , 28 歳 , 男子 
| | | 昭和 81 年 11 月 1 日, 4.@ 虫 80 (培養 後 7 日 目 
4 を 既 述 の 方 法 で 嘆 下 せしめ た 。 そ を その後 同年 12 月 8 日 に 更 
| 仔 虫 20 令 後 9 日 目 を せしめ た 。 本 
例 は と の 経口 感染 に つて 強度 の 若菜 病 症状 を 発し, 
| SCortisone に ょ り 治 た が その 成績 は に 報告 し た 。 
wd a 8 ーー 0 3 仔 虫 試食 後 表 示 の 如く 検便 を 実施 し た 所 , 初 感染 後 43 晶 
+ に 少数 の 釣 卵 を 認め , 次 で 54 日 目 か らち か な り 多 数 の 
S| TR + を 認め た の で 虫 を 開始 し た 。 表示 の 如く 長期 に ne 
6 回 の 要 し て や つと 性 に 至 つ た 。 総 排出 
| 下さ し め , その 後 同年 1 月 22 日 に 更に 4.d 仔 15 
8 +| 隻 (培養 後 10 日 目 を せしめ た 。 本 例 は 仔 試食 後 
| 18 +8 1 | | る 。 本 例 も 4 回 の 駆虫 を 反復 し 虫 卵 陰 性 と 至 つ た 。 総 た 。 
IS +e | 出 は 20 集 8 ?12 で 成就 は 74.72% 検 
1 1 8 と 高 率 で あつ た 。 即 
第 . 山 〇 雅 〇 , 19 歳 , 女子 10 
1 mm ) を 既 の 方 法 で 下さ しめ た 。 本 例 は その 後 か な り 性 
1 | 1 1 1 8g 強度 の 若菜 病 状 を 発し Cortisone に より 治療 を 行 つた 
1 が その 精細 に つい て は し た の で 省略 する 。 本 は 1. 
62 日 日 に 初め て 転 し , 状 ょ つて も 多 
| 8 § | 数 の 仔 虫 を 生じ た の で 感染 後 8 目 に 第 1 回 の は 21 
| た 。 本 例 に 経口 せしめ た 釣 は 第 1 表 に 示す 如く 
al ら か に を 混ぜ ざる も の で あり , 本 例 は 不幸 に も 以 
| 日 前 ょ り MW.a. を 保有 し て を つた も の と 考え られ る 。 若 し 
D な る が 混 じ 口 感染 が 成立 し た も の と 考え 
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すれ ば , 第 1 表 ょ より 明 ら か な 如く 第 『T 例 , 第 V 例 に も 感 
の 可能 性 が あぁ あり, 更に 第 , 第 の 経 皮 感染 に 
て 容易 に 感染 が 成立 し た は ず で あろ う が こ と これら に 於 て は 
後述 する 如く MN.a. を 寄生 し め て いな か つた 。 唯 検査 
期間 中 N.g. に 由来 する 仔 虫 が 培養 法 で 検出 され な か つ 
た の は 雌 の み 2 隻 の 放出 現し な か つた の は 当然 征 ら , 貝 
卵 が 検出 され な か つた の は 不 受精 卵 の 為 , 或 は 虫 齢 等 の 
原因 の 僅少 で あり 検査 れ こなつ た も の と 考え 
られ る 。 

本 例 は 4.@ に 関し て は 計 8 回 の 駆虫 の 結果 17 隻 (8 
7 隻 , 10 隻 ) の 成虫 を 得 て 虫 卵 険 性 と な つた 。 感 染 成 
率 は 29.8 な る 。 

第 了 MV 例 . 松 〇 健 〇 , 28 歳 , 男子 

昭和 31 年 12 月 4 日 。 4.d@ 被 虫 152 (培養 後 10 
日 を せしめ た 。 本 例 の 若菜 病 症 状 及 び Cortiso- 
ne に ょ る 治療 成績 と つい て は 既報 し た の で 略す る 。 仔 
虫 試食 後 87 日 目 迄 は 表示 の 如く 第 回 検便 を 行 つ た が 虫 卵 
念 性 で ご その後 検査 が 不能 で あつ た が 162 日 目 の 検便 に よ 
り 多 数 の 正 卵 を 認め た 。 即 ち 本 例 は 正確 な 虫 卵 陽 転 の 時 
期 が 明らか で な い が 88 日 ~ 162 日 の 間 に 存 在 す る 。 本 例 
は 4 回 の に より 成虫 計 42 令 (る 18 隻 , %24 隻 ) 
を 得 て 卵 性 と な つた 。 感 成 は 27.6 な る 。 

第 V 例 . 松 〇 寿 〇 子 , 19 歳 , 女子 

昭和 31 年 12 月 21 日 。 被 78 令 (培養 後 25 日 
目 を せしめ 更に 昭和 82 年 1 月 12 日 , 4.@ 被 
虫 28 隻 (培養 後 43 日 目 〕 を 忠 下 せしめ た 。 本 例 も 若菜 病 
症状 を 発し た が 軽度 で あつ た の で 特に 治療 を 行わ な か つ 
た 。 仔 貝 試食 後 104 日 目 和 示 回 検便 を 実施 し た が 貝 卵 を 
検出 そ ず , その 後 144 日 月 に 陽 転 し て いる の を 認め た 。 
即ち 本 例 る も 虫 卵 陽 転 の 時 期 が 正確 に は わか ら な か つた が 
105~ 144 日 の 間 に 存 在 す る 。 本 例 は 3 回 の 反復 太 虫 に 
ょ り 4.g. 成虫 計 22 隻 (る 11 隻 , ?11 隻 ) を 得 て 虫 卵 険 
性 と な つた 。 感 染 成 就 素 は 21.72 で ある 。 

小 括 

1. 4.@ 被 要 仔 虫 を 人 体 に 経口 投与 する 時 は 容易 に 
感染 が 成立 し 仔 虫 は 成虫 に 稀 発 育 す る 。 そ を の 感染 成就 率 
は 21.72%2~74.72 で か な り 個 人 差 が 見 られ た 。 

2.。 仔 虫 投与 後 , 釣 虫 卵 陽 転 迄 の 期間 は か な り ば ら つ 
き , 早い も の で 48 日 , 62 日 で あつ た が 遅い も の で は 88 
日 96 日 。 105 日 以上 を 要 し た 。 

4.d. 被 仔 虫 は 培養 開始 後 早 いも の で 日, 
いも の で 43 日 を 経た も の を 用 いた が いずれ も 感染 可能 と 
考え られ る 。 
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Table 3. Ancylostoma duodenale. cutaneous infection (Group II-a) 


Results of feces examination, treatment and evacuated worms 
(Numbers of upper line show days after the lst infection) 


F.1234363738394146535455565859616267 70 73 77 113 172 184 
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4.。 本 実験 群 の 駆虫 ( 各 例 , 四 塩 化 エ ェ チ レン , 5.48g, 
硫 苦 25 g 使用 ) は 野外 に 於 て 我々 が 経験 し た 駆虫 に 比較 
し て 頻 回 反復 を 要 し た 。 感 染 後 比較 的 短 時 日 内 の 青 壮年 
期 に 該当 する 釣 成虫 は 駆虫 され 難い の で は な いか と 考え 
る 。 
第 . 4.d@ 経 皮 感染 
第 『-a 群 (第 1 表 , 第 3 表 参 照 ) 
感染 源 並 びに 感染 方 法 : この 第 IT -a 群 は 前 述 の 経口 感 
染 群 と 平行 し て 実験 を 行 つ た も の で 感染 源 の 配分 は 第 1 
表 に 示し た 如く 少く と も 1 回 は 経口 感染 と 用 いた 感染 源 
を 使用 し て いる 。 経 皮 感染 の 方 法 は 一 定数 の 仔 虫 を 少量 
の 水滴 と 共に 両 腕 前 有 壇 内面 の 皮膚 上 に 置き 約 1 時 間 を 
要 し て 水 が 全 く 乾 燥 する 様 に し た 。 乾 燥 後 は 更に 水滴 を 
置き 該 部 を 剃刀 で 丁寧 に 剃り 検 鏡 し て 残存 仔 虫 数 を 正確 
に 数 え 真 の 侵入 数 を 算出 記録 し た 。 
: 第 U, 例 は 第 取 例 は 女子 で あ 
。 人 金 例 共 現 在 迄 釣 虫 に 感染 し た 既 応 礎 な く , 実験 開始 
第 例 . 東 〇 28 歳 , 男子 
昭和 31 年 11 月 21 日, 既 述 の 方 法 に より 被 
80 隻 を 経 皮 接 触 せ し め , 29 令 が 侵入 し , 後 該 部 に 中 等 度 
の 皮膚 信 を 生じ た 。 次 で 同年 12 月 8 日 。 更に 65 隻 接触 せ 
し め 21 令 が 侵入 し た , 即ち 2 回 の 接触 に ょ り 計 50 令 が 侵 
入 し た と 考え られ る 。 其 の 後 表示 の 如く 172 日 間 に 下 り 
頻 回 の 検便 を 行 つ た が 虫 卵 陽 転 せ ず , 187 日 目 に 駆虫 を 
Table 4. Distribution of infective larvae to 
Group II-b and Group Il-c (4. duodenals, 
cutaneous!} infection). Infective larvae used 
in Group II-b were obtained by filter paper 
cultivation of feces of hookworm carrier 


F-l, but in Group Il-c were fobtained by 
cultivation of feces D, E in farm mud 


9 of Cutaneous infection 
Cperiod of cultivation) 


Case  X, lst infection (7 days) 


on ys 
2 
Case XII 
Case XxX, 3rd infection ( 7 days, 
Group II-b Ge 
Case XIL 
Case 4th infection da 
se 
Case X, 5th infection (13 days) 
| ーー Case XL C 
Case 
D XII, lst infection days) 
Group II-c ECase XIV 23 days) 


2nd infection days) 


Notes ; Infective larvae used in Group II-b were obtained by filter 
paper cultivation of feces of hookworm carrier F-I but in Group 
Il-c were obtained by cultivation of feces D, E in farm mud 
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he Ist infection) 


Table 5. Ancylostoma duodenale, cutaneous infection (Group II-b) 
nt and evacuated worms 


Numbers of upper line show days after t 


i of feces examination, treatme 


F. 14223643485464748196110 118 126 139 147 165 193 216 232 
F. 1422364348545969748292103113139 155 158 193 216 219 


F. 14223843485460677483 97 103 117 126 155 193 217 219 
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実施 し た が 全く 排 虫 は 認め られ な か つた 。 

第 . 井 O 〇 , 28 歳 , 男子 

昭和 年 12 月 8 日 , 既 述 の 方 法 に ょ り 被 
154 隻 を 経 皮 接 触 せ し め 内 92 隻 が 侵入 し , 次 で 同年 12 月 
21 日 更に 180 令 接触 せしめ て 106 隻 が 侵入 し た 。 即 ち 計 
198 令 が 侵入 し た も の と 推定 され る 。 本 例 は 皮膚 炎 を 生 
じ な か つた 。 其 の 後 表 示 の 如く 頻 回 検便 を 行っ た が 貝 卵 
陽 転 も ず , 175 日 目 の 駆 虫 と に ょ つて を も 全く 排 虫 は 認め ら 
れ な か つた 。 8 

第 . 北 〇 〇 , 21 歳 , 女子 

昭和 81 年 12 月 27 日 及び 昭和 82 年 1 月 22 日 の 2 回 既 述 の 
方 法 で 4.d. 仔 虫 を 経 皮 接触 せしめ , 侵入 数 は 各回 126 
隻 , 78 令 計 204 隻 で あつ た 。 本 例 も 仔 虫 侵入 部 位 に 軽度 
の 皮 冒 炎 を 生じ た が 其 の 後 の 検便 の 結果 , 虫 卵 は 陽 転 せ 
ず 上 且 初 感染 後 158 日 目 に 駆虫 を 行 つ た が 排 虫 は 全く 認め 
られ な か つた 。 

第 例 . 〇 〇 , 20 歳 , 女子 

昭和 81 年 12 月 27 日 及び 昭和 82 年 1 月 24 日 の 2 回 , 既 述 
の 方 法 に ょ り 4.@. 仔 虫 を 経 皮 接 触 せ し め た 。 侵 入 仔 虫 
迷 は 各回 107,96 隻 計 208 隻 で あつ た 。 本 例 は 仔 虫 侵入 部 
位 に こ に かなり 強度 の 皮膚 信 を 発し 特選 第 1 回 感染 時 に 強 か 
つた , 又 本 例 は 中 等 度 の 若菜 病 症状 を も 併発 し た 。 検便 
は 初 感染 後 189 日 目 和 続 けた が 貝 卵 陽 転 せ ず , 158 日 目 
に 駆虫 を 行 つ た が 全く 排 虫 を 認め な か つた 。 

第 T-b 群 (第 4 表 , 第 5 表 参 照 ) 

感染 源 並 びと 感染 方 法 : 既 述 の 第 エ 群 (4.@ 経口 感 
染 ) 及び 第 T-a 群 (4.@ 経 皮 感 染 ) か ら 得 た 成績 は ;, 
4.d. は 同じ 感染 源 を 用 いて る も 経口 感染 に 比 し 経 皮 感染 
の 際 は 成虫 に 迄 発育 し 難い 事 が 考え られ た の で 更に 之 の 
を 追 た 。 本 群 に は 色々 異 つ た 感染 源 か ら 得 た 
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仔 虫 を 区 回 皮膚 に 接触 せしめ る 事 に ょ り 感 染 が 成立 する 
か 否 か を 観察 し た , 即ち 8 名 の 女子 を 選び (第 X 例 ~ 竣 
例 ), 第 4 表 に 示す 如く FF~ I な る 4 例 の 感染 源 か ら 得 た 
仔 を 各 例 共 毎 回 50 令 づ ゝ 両 腕前 面 に 接触 せしめ , 
之 を 1 週間 を き に 5 回 反復 し た 。 

被 検 者 :・ 8 名 共 女 子 で 既 述 第 『, TE, V, WE, 取 例 と 
同じ 寮 で 共同 生活 を 営む 。 全 例 共 現在 迄 釣 虫 に 感染 し た 
既 応 歴 な く , 実験 開始 前 の 検便 で 釣 虫 卵 を 認め な い 。 

第 X 例 . 森 〇 令 〇 , 19 歳 , 女子 

昭和 8382 年 5 月 10 日 18 日, 25 日 , 6 月 1 日 , 8 日 に 各 
50 隻 づ ゝ の 4.@ 被 虫 を 両 腕前 面 に 経 皮 接触 せ 
し め た 。 侵入 数 は 各回 43, 21, 84, 831, 22 令 計 151 隻 で 
あつ た 。 本 例 は 第 4 回 感染 時 に 仔 虫 侵入 局所 に 皮膚 人 を 
発し た 。 第 5 表 に 示す 如く 初 感染 後 216 日 間 に 豆 り 頻 左 
検便 を 行 つ た が 釣 虫 卵 陽 転 せ ず , 282 日 目 に 駆虫 を 行 つ 
た が 全く 排 虫 を みな か つた 。 

第 . 中 芳 〇 , 19 歳 , 女子 

本 例 の 感染 月 日 及び 接触 仔 虫 迷 は 第 X 例 と 全く 同一 で 
ある 。 侵入 虫 数 は 各回 27, 45, 21, 15 隻 計 
147 隻 で あつ た 。 表 示 の 如く 初 感染 後 216 日 間 の 検便 成 
績 は 陰性 を つく さけ , 219 日 目 に 駆虫 を 実施 し た が 排 虫 を 
認め な か つた 。 

第 . , 19 歳 , 女子 

感染 月 日 及び 接触 仔 虫 数 共に 第 X, 刀 例 と 全く 同一 で 
ある 。 膚 侵入 仔 虫 は 各回 30, 48。28, 12, 18 隻 計 
131 隻 で あつ た 。 本 例 は 第 2 回 感染 後 , 仔 虫 侵入 部 位 に 
皮膚 炎 を 生じ た 。 検便 は 初 感染 後 217 日 目 反復 
た が 釣 虫 卵 は 出現 せ ず , 219 日 目 に 駆虫 を 行 つ た が 本 條 
全く 排 を みな か つ 


Table 6. Ancylostoma duodenale, cutaneous infection (Group II-c) 


Ca Number of Results of feces examination, treatment Symptoms Eosin Ben" 
i and evacuated worms (Numbers of upper Bad phile 
larvae line show days after the lst infection) titis 

etc. 
lst infection, F. 19254147549295 102 109 116 5 0 
68 
xIV lst infection, F. 1425 3855 118 129 136 + ~~ 6 0 
24:2nd infec- 
$8, 23 tion, 9 ea 0 


Notes: F. Results of feces examination before infection. T. Treatment,. 
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第 WF-c 群 , (第 4 表 , 第 6 表 参 照 ) 

感染 源 並 び こ 感染 方 法 : 既 述 の 結果 か ら 4.d. は 経 皮 
感染 時 極め て 成虫 に 所 発育 し 難い 事 が 考え られ た が 併 し 
使用 し た 4.@. 仔 虫 は すべ て 普 便 の 濾紙 培養 か ら 得 た も 
の で ある 。 我 々 は 仔 虫 の 条件 を 更に 自然 の 状態 に 近づけ 
る 為 , は 中 で た た 4.g. 仔 虫 を 使用 す 


る 事 に た 。 即ち 約 300 g の 畑 土壌 を 予め 数 回 ベー ル マ 
ン 装 置 に と に かけ, 自由 生活 線 虫 を 出来 る だ け 多 数 除去 し た 


が 土壌 内 の 種々 の 要素 を 考え 加熱 する 事 は さ し ひ か え 
た 。 こ とこ の 土壌 を 大 型 シ ャ ー レ に 入れ , を そ と へ 第 了 【 例 て 4. 
4@. 経口 感染 成立 者 ) の 区 便 を 泥 状 に し た も の を 注 加 し , 
28C で 培養 を 行い , 28 日 後 及 び 29 日 後に この 土壌 か ら べ 
ー ル マン 装置 で 虫 を 分 離し , 自由 生活 線 虫 と に 
鑑別 し て 実験 た 供し た 。 経 皮 感 染 の 方 法 は , 第 I『-a, 第 

群 と 全く で ある 。 

被 検 者 : 2 名 の 男子 (第 XT 例 , 第 XIV 例 〉 で 現在 
迄 釣 虫 に 感染 せる 既 応 な く , 又 実 験 開始 前 も 釣 虫 卵 陰性 
で あつ た 

例 . 広 〇 , 24 歳 男子 

昭和 年 10 月 18 日 , 上 記 の 方 法 で 得 た 4.@ 
90 隻 を 前 肝 内 面 に 接触 せしめ, 残留 仔 虫 22 令 を 得 て 68 隻 
が 侵入 し た も の と 考え られ た 。 当 日 より 侵入 局所 に 皮膚 
炎 を 発し 仔 虫 の 侵入 を 裏付け た が 其 の 後 検便 結果 は 第 6 
表示 す 如 く 感 染 後 116 日 目 和 釣 虫 卵 陽 転 せ ず , 136 日 
に を 行 つ た が 人 く 排 を 認め な か つた 。 

第 XIV 例 . 羽 〇 靖 〇 , 28 歳 , 男子 

昭和 82 年 10 月 19 日 に 上 述 の 方 法 で 得 た 4.@ 被 電 仔 虫 

122 隻 を 前 面 に 接触 せしめ 24 隻 が 侵入 し , 10 月 
24 日 , 31 隻 を 接触 せしめ 9 隻 が 侵入 し た も の と 考え られ 
た 。 第 1 回 感染 後に 中 等 度 の 皮 証人 炎 が 発現 し た が 検便 結 
果 は 表示 の 如く 初 感染 後 129 日 目 各 陰性 で , 136 日 目 に 
駆虫 を 行 つ た が 本 例 も 排 虫 が みち られ な か つた 。 

小 

細 oR! こと 用 いた の と 同じ 感染 源 か ら 得 た 4.d. 
被 電 仔 虫 を 4 例 の 人 体 に 経 皮 侵入 せしめ た 所 38 例 に 
盲 炎 を 生じ , 仔 虫 の 皮 内 侵入 を 裏付け た が 其 の 後 158~ 

187 日 間 の 観察 の 結果 , 全 例 共 釣 虫 卵 陽 転 せ ず 又 駆 虫 に 


認め な か っ た 。 


つて も 排 を 
2.。 次 で 3 例 の 人 体 に 4.9. 仔 虫 を 毎回 50 令 づ ゝ 5 中 

反復 経 皮 接 触 せ せしめ た 所 , 2 例 に 皮膚 炎 を 生じ た が , 其 

219~ 232 日 間 の 観察 の 結果 全 例 共 釣 虫 卵 陽 転 せ 

$ 排 虫 を 認め な か つた 。 

て 得 た 被 


に ょ っ つて 
3。 更に 畑 土 中 で 
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を 2 例 の 人 体 に 経 皮 接 触 せ し め た 所 , 両 例 共 皮膚 炎 を 生 
じ た が 感染 後 136 日 間 観 察 の 結果 , 虫 卵 陽 転 せ ず 又 駆 虫 
に ょ つて る も 排 虫 を 認め な か つた 。 

4。 以上 の 結果 は 4.@ 仔 虫 が 人 体 皮 膚 に 接触 する 時 
皮膚 内 に 侵入 する 事 は ほ く 確 実 で ある が , その 後 成 虫 に 
和 発 育 し 難い 様 で ある 。 

第 陸 群 , N.g. 経口 感染 群 (第 7 表 , 第 8 表 参 照 ) 

既 述 の 如く 14 名 の 人 体 を 用 い 4.@ の 感染 経路 に 関す 
る 実験 を 行 つ た が , 我 ぐ は これ と 比較 の 旋 N.gz。 に つい 
て 同様 の 感染 実験 を 行 つ た 。 本 項 に 於 て は 2 例 ( 第 XV, 
第 XVI 例 ) に 就 て 経口 感染 の 成績 を 述べ る 。 

感染 並 びに 感染 方 法 : 感染 源 は な る NV.g. 寄生 者 
か ら 得 た 雌 成 虫 を 培養 し て 得 た も の で , 同じ 感染 源 か ら 
の 仔 虫 を 後述 の 経 皮 感染 に も 用 いた 。 その 配 介 並 びに 4 
fata は 第 7 表 に 示す 通り で ある 。 感 染 方 法 は 一 定数 

の 仔 虫 を ゲラ チン カプ セル に 入れ 一 気 に 忠 下 せ し め た 。 

者 : 男子 2 名 で 両 例 共 現在 迄 に 感染 し た 応 
魔 な く , 実験 開始 前 の 検査 で も 釣 虫 卵 陰 性 で あつ た 。 

Table 7. Distribution of infective larvae to 
Group III (N. americanus, oral infection) & 
Group IV (N, americanus, cutaneous infec- 


tion). Infective larvae were cultured from 
eggs in uterus of female worms of N, ameri- 


canuts, 
Source of Group I Group IV 
infective Oral infection Cu infectijon 
larvae (period of cultivation) (period of cultivation) 
Case XV, lst infection 
(8 days) 
Case XVI, 1& infection 
(9 days) 
Case XVII, lst infection 
days) 
Case XVIII, 1st infection 
(8 days) 
Case XIX, lst infection 
J (9 days) 
NN Case XV, 2nd infection 


(22 days) 
Case XVI, 2nd infection 
(24 days) 
Case XVII, 2nd infection 


ys) 
Case XVIII, 2nd infection 


第 XV 例 . 藤 〇 栄 〇 , 22 歳 , 男子 

昭和 32 年 5 月 9 日 , NV.a, 被 虫 102 を , 更に 同 
年 5 月 22 日 。 99 隻 ( 計 201 隻 ) を 蝶 下 そ せしめ た 。 其 の 後 
可 等 臨 閑 症状 な く 経 過 し た 。 検便 成績 は 第 8 表 に 示す 如 
く 初 感染 後 244 日 目 各 色 回 実施 し た が 虫 卵 陽 転 せ ず 
259 日 月 の 駆虫 に ょ よ つて も ぁ も 排 虫 は 認め られ な か つた 。 

第 XVI 例 . 中 〇 公 〇 , 28 歳 , 男子 

昭和 年 5 月 9 日 , NM.a. 被 146 隻 を , 更に 5 


(25 days) 
Case XIX, 2nd‘infection 
(23 days) 
(108 ) 
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月 22 日 88 隻 ( 計 284 隻 ) を 既 述 の 方 法 で 忠 下 せしめ た 。 
前 例 と 同様 何等 臨床 症状 な く 検 便 成績 は 波 示 の 如く 貝 卵 
陽 転 せ ず , 初 感染 後 263 日 目 に 駆虫 を 行 つ た が 全く 排 虫 
は み ら れ な か つた 。 

第 MV 群 , N.g. 経 皮 感染 群 (第 7 表 , 第 9 表 参 照 ) 

感染 源 並 びに 感染 方 法 : 第 TT 群 に 用 いた の と 同じ 感染 
源 か ら 得 た NV.g. 被 概 仔 虫 を 8 名 の 人 体 に 経 皮 侵入 せ し 
め た 。 仔 虫 の 配分 及び 培養 期間 は 第 て 表 に 示す 通り で あ 
る 。 又 感染 方 法 は 第 HT 群 (4.@ 経 皮 感染 ) の 場合 と 人 金 

く 同 じ で ある 。 

被 検 者 : 8 名 の 男子 で 全 例 共 現 在 迄 釣 虫 に 感染 し た 既 
応 歴 な く , 実験 開始 前 の 検査 に 於 て 釣 虫 卵 陰 性 で あつ 
た 。 

第 XVII 例 . 大 O 正 〇 , 22 歳 , 男子 

昭和 32 年 5 月 9 日 , NV.a. 仔 虫 102 令 両 腕前 面 
に 接触 せしめ その 内 71 隻 が 侵入 し た 。 其 の 後 短 時 間 内 に 
侵入 局所 に 皮膚 炎 を 発し た が 数 日 後に は 消 堆 し た 。 次 で 
同年 5 月 22 日 更に 111 隻 を 接触 せしめ 81 隻 侵入 し た が 今 
回 は 侵入 部 位 に と かなり 強い 皮膚 炎 を 発し 18 日 を 要 し て 治 
泊 し た 。 本 例 は 初 感染 後 94 日 目 に 初め て 虫 卵 が 陽 転 し た 
・ が 卵 数 少く , 時 に 検出 され な い 事 も る あつ た 。 叉 培養 法 で 
仔 虫 が 出現 せ ず 不 受精 卵 を 思わ させ た が 果して 初 感染 後 
834 日 目 の 駆虫 に より NW.g. 雌 成 虫 1 隻 を 検出 し た 。 感 
成 就 は 0.66 低 率 で や つた 。 

第 XVII 例 . 小 〇 道 O, 22 歳 , 男子 

昭和 82 年 5 月 9 日 ,NNV.g. 仔 虫 152 令 を 接触 せしめ 105 
隻 が 侵入 し , 更に 同年 5 月 25 日 102 令 を 接触 せしめ 51 隻 
が 侵入 し た ( 計 156 隻 ) 。 初 感染 後に 中 等 度 の 皮膚 炎 を 
生じ た が 約 2 週間 で 消 鶴 し た 。 検 便 成 績 は 表示 の 如く 
225 日 間 陰 性 で あつ た が , 244 日 目 の 駆 虫 に より MN.a. 
炊 成虫 1 隻 の 排 虫 を みた 。 感 染 成 就 率 は 0.64 で ある 。 

第 XIX 例 . 佐 〇 有 〇 , 24 歳 , 男子 

昭和 32 年 5 月 9 日 , NV.a. 仔 虫 50 令 を 接触 せしめ 残存 
任 虫 な く 50 令 共 侵 入 し た も の と 考え られ , 次 で 同年 5 月 
22 日 。22 隻 接触 せしめ 8 令 が 侵入 し , 更に 5 月 24 日 , 8 
隻 接触 せしめ 80 令 が 侵入 し た も の と 考え られ た ( 計 88 
隻 )。 本 例 は 感染 後 皮 膚 炎 を 発せ ず , 又 第 9 表 に 示す 如 
く 釣 虫 卵 陽 転 せ ず , 初 感染 後 259 日 目 に 実施 し た 駆虫 に 
ょ つて も 排 虫 を 認め な か つた 。 本 例 は NM.a. 経 皮 感染 が 
不 成 功 に 終っ つた も の と 考え られ る 。 

小 括 

同じ 感染 源 か ら 得 た N.a. 被 井 仔 虫 を 2 例 の 人 体 に 経 

口 , 8 例 の 人 体 に 経 皮 侵入 せしめ た 所 , 経口 感染 群 で は 
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成虫 を 生 ぜ ず , 経 皮 感染 群 で は 2 例 に 成虫 を 生じ た 。 と 
の 事 は NN.g. が 経 皮 的 に 侵入 し た 共感 染 が 成立 し 易い 事 
を 示す も の と 考え られ る 。 


考 


4.@ の 感染 経路 に 就 て は Leichtensternm に ょ り 経 
口 路 で ある 事 が 証明 され Looss も 之 を 認め た が 其 の 
後 Looss の 経 皮 牙 の 証明 が 行わ れ て 以来 経口 共 が 軽視 
され た と 横川 ら (1925~1952) は 主張 し 多数 の 動物 実験 
を 行い , 4.@ 及び 犬 多 虫 は 経口 ・ 経 皮 共 に 感染 可能 で 
ある が 経口 が 常 道 で あり, MW.ga. は 経 皮 が 常 道 で ある と 
主張 し た 。 併 し 征 ら その 4A.d@ に 関す る 実験 は すべ て 非 
固有 宿主 た る 動物 を 用 いた も の で 勿論 成虫 に 所 発育 し た 
る ぁゃ の は な くさく, 主として 体内 移行 の 問題 に 論点 が 置か れ て 
いる 。 又 犬 に 犬 釣 虫 を 経口 , 経 皮 両 路 で 与え 経口 の 場合 
の 方 が 成虫 数 の 多い 実験 成績 は ある が 4.d@ の 人 体 に 於 
ける 結果 は 明らか で な い 。 大場 (1929) は 7 例 の 人 体 に 
4.d. 仔 虫 を 経口 投与 し , い ずれ る も 貝 卵 が 陽 転 し 駆虫 を 行 
つて いる , 又 1 例 に 4.@ の 経 皮 感染 を 行 つ て いる が 感 
染 が 成立 し た か 否 か は 明記 され て いな い 。 上 田 (1948) 
は 5 例 の 人 体 に 4.@. 仔 虫 を 経口 投与 し 全 例 に 感染 が 成 
立 し た 事 を 認め た 。 (1957〕 る 8 例 の 卵 陰性 
者 に 4.@ 仔 虫 を 経口 投与 し 全 例 に 感染 が 成立 し た 事 を 
認め て いる 。 以 上 に ょ り 4.@ 仔 虫 が 経口 的 に 侵入 し た 
場合 感染 が 成立 し 成虫 を 生ずる 事 は 最早 や 疑う べく も な 
い が , いずれ る も 経口 感染 の み を 行い 経 皮 感染 と 比較 し た 
成績 で て は な い 。 又 駆虫 に つい て も 貝 卵 が 陰 転 する 和 駆 虫 
を 反復 し た 確証 に と ば し く 感 染 成 就 率 に 関し て は 明らか 
で な い 。 我 ぐ は こ れ ら の 諸点 を 明らか に する 為 実 験 を 行 
い 5 例 の 人 体 に 4.@. 仔 虫 を 経口 投与 し 全 例 に 感染 が 成 
立 す る 事 を 認め , 且 虫 卵 が 陰 転 する 各 駆 虫 を 反復 し , 経 
口 感染 時 に お ける 感染 成就 率 を 観察 し , 合わ せ て 経 皮 感 
染 群 と 比較 検討 し た 。 

A.d の 経 皮 感染 に 関し て は Looss 以来 か な り の 観察 
が ある が 南 崎 (1928 う は 自然 の 畑 で 自体 に 感染 実験 を 行い 
4.d, N.a. 両 種 が 感染 し た 事 を 報じ , Kendrick(1934) 
は イン ド に 於 て 20 名 の 囚人 に 4.g@ 仔 虫 の 経 皮 感染 を 行 
い 全 例 に 虫 卵 を 認め た 。 又 染 (1987) は 8 名 の 人 体 に 
A.d. 仔 虫 を 経 皮 感染 せしめ 全 例 に 成虫 を 生じ その 感染 
成就 率 各 852%%, 26.626, 26.5% 示し た 。 山下 (1956) 
は 4 名 の 人 体 を 用 い , 4.@, NV.a. 両 種 を 経口 , 経 皮 両 道 
で 侵入 を せしめ, MN.ga. は 経口 感染 せ ず , A4.d4 は 両道 ある 
も 経口 が 主 道 の 様 に 思わ れる が 数 例 で は 充分 な 事 が 云え 
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な いと 結論 し て いる 。 我々 は 以上 の 業績 を 参考 に レ つ ゝ 
先ず 経口 感染 が 成立 し た と 同じ 感染 源 か ら 得 た 4.@. 仔 
虫 を 4 例 の 人 体 に 経 皮 侵 入 さ し め , 次 で 各種 感染 源 よ り 
得 た 4.@ 仔 虫 を 8 例 に 各々 5 回 宛 反復 経 皮 侵入 を し 
め , 更に 2 例 に 土壌 中 で 培養 し た 仔 虫 を 経 皮 侵入 せしめ 
計 9 例 に 26 回 の 経 皮 侵入 を 試み た が いずれ も 感染 が 成立 

し な か つた 。 併 し 征 ら と に れ ら 9 例 中 7 例 た は 仔 虫 侵入 部 
位 に 特有 の 皮膚 炎 を 発し 4.@ 仔 虫 が 皮膚 内 に 侵入 する 
事 は ほ さ 確実 で あろ うこ 考え る 。 か つて Pieri (1902) 
が Looss の 4.g. 経 皮 感染 実験 に 対し , 之 は 単に 仔 虫 
が 皮 財 宰 入 の 可能 な る を 教 う る の み に て , 未だ 同 虫 の 皮 
膚 感染 を 教 う る も の に 非 ず と 反論 し た の を 想起 する 。 億 
し は 今回 我々 の 得 た 実験 結果 か ら の 経 皮 
感染 を 全く 否定 する 事 は 出来 な いと 考え る , 自然 界 に は 
まだ まだ 多く の 不明 の 要因 が 存在 する で あろ うか ら で あ 
る 。 併 し 4.4 は 経口 感染 に 比較 し て 経 皮 感染 は は る か 
に 成立 し 難い も の で ある と 考え る 。 

次 に NN.a. の 固有 宿主 た る 人 体 へ の 感染 経路 に 関し て 
は 南 崎 (1928) が 自体 で 経 皮 感 染 の 成立 し た 事 を 報告 
し , 河西 (1982) は 3 名 に 経 皮 感染 が 成立 し その 感染 成 
は 8.4~ 9.7 ある 事 を 示し た の 経口 感 
梁 に つい て は 大 場 (1929) は 4 名 に 仔 虫 を 経口 投与 し 検 
便 或 は 培養 で 感染 の 成立 し て いる 事 を 報告 し た が Ken- 
drick (1984) は 5 例 の NN.a. 人 体 経口 感染 の 結果 感染 が 
成立 し な か つた 事 を 報告 し , 又 山 下 (1956) は Wa. を 
1 名 に 経口 。 他 の 1 名 に 経 皮 侵入 せしめ た 所 前 者 に は 成 
虫 を 生 ぜ ず , 後者 に 成虫 を 生じ た 事 を 報告 し た 。 我々 も 
4.d と 比較 の 旋 NLa. に つい て も 経口 ・ 経 皮 両 堅 で 仔 虫 
を 投与 し た 所 , 経 皮 感染 に 於 て は 38 例 中 2 例 に 成虫 を 生 
し , 経口 感染 に 於 て は 2 例 中 2 例 共 成虫 を 生じ な か つ 
た 。 和 六 ぐ は N.a. は 殆ど 経口 感染 は 成立 せ ず 専ら 経 皮 感 
染 の みみ 成立 する も の と 考え る 。 


我々 は 4.d., N.g. 両 種 釣 虫 仔 虫 が 各々 経口 , 経 皮 い 
ずれ の 経路 で 固有 宿主 た る 人 体 に 侵入 し た 時 感染 が 成立 
し , 成虫 を 生ずる か に つき 19 名 の 男女 青年 に 依頼 し 昭和 
831 年 10 月 か ら 昭 和 33 年 4 月 に 豆 る 期間 に 人 体感 染 実 験 を 
行 つ た 。 そ の 結果 4.@ 仔 虫 が 経口 的 に 侵入 し た 共 は 容 
名 に 感染 が 成立 し 高 率 に 成虫 に 乱発 育 す る に 反し , 皮膚 
に 4.g. 仔 虫 が 接触 し た 場合 は 仔 虫 は 皮膚 内 に 侵入 は す 
る が 成虫 に 各 発育 する も の が な か つた 。 我 ぐ は こ れ ら の 
結果 より 4.d. の 経 皮 感染 を 全く 否定 する も の で は な い 
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が 経口 感染 に 比較 し は る か に 成虫 に 迄 発育 し 難い も の で 
ある と 考え る 。 を し て 自然 累 に 於 ける 感染 喉 も 経口 臨 が 
主 道 で あぁ ろう と 推定 する 。 

ー 方 NM.z. に 関す る 結果 は 従来 の 知見 に ほ さ 一 致し 経 
皮 感 染 が 主 道 で あぁ る と 考え る 。 : 


た に 当り 御 指 導 , 御 校 頂い た 小林 晴 治郎 先生 に 
深謝 する . 叉 釣 虫 の 感染 を 快 よ く 許 し 長期 間 の 観察 に 協 
力 さ れ を た 19 名 の 被 検 者 の 方 々 た に 心から 感謝 する . 

本 論 の は 昭和 32 年 4 月 第 26 回 日 本 寄生 学 
会 総会 ) 昭和 32 年 11 月 同学 会 第 13 回 西日本 大 会 及 び 
昭和 33 年 5 月 第 27 回 同学 会 総会 に 於 て 発表 し た . 
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Summary 


The problem of infection modes of A. duodenale 
and N, americanus has been studied by many 
workers as Leichtenstern (1886), Grassi (1887), 
Pieri (1902), Looss (1911), Ooba (1927), Minamizaki 
(1928), Kawanishi (1932), Kendrick (1934), Ueda 
(1943), Yokogawa (1925-1952), Yamashita (1956), 
Kawashima (1957) etc., but only a few comparative 
studies on the suitable infection routes of both 
species of hookworm to the human body have been 
reported. The authors desired to make clear these 
problems and attempted to transmit infestation to 
the nineteen volunteers who were hookworm nega- 
tive. Larvae of A. duodenale were used in fourteen 
cases and those of N., americanus in five cases orally 
or cutaneously. The results were as follows. 

1) A. duodenale, oral infection (See Table 1 and 
2). Five volunteers (Group I, Case No. I-V) were 
administered orally with 100, 27, 57, 152 and 101 
ancylostome larvae respectively. In all cases, eos- 
inophilia and laryngo-pulmonary symptoms occured 
and hookworm ova first appeared in their stools 
43-162 days after the first infection. And the 
numbers of adult worms recovered from them 
by the treatment were 45, 20, 17, 40 and 22 resp- 
ectively. 
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2) A. duodenale, cutaneous infection (See Table 
l, 3, 4, 5, and 6). Nine volunteers were used for 
this experiment. Four cases of them (Group II-a, 
Case No. VI-IX) were infected cutaneously with 50, 
194, 204 and 203 larvae which were obtained from 
the same sources as used in Group I and cultured by 
means of filter paper method. In other three cases 
of them (Group II-b, Case No. X-XII), the cutaneous 
infection were repeated five times. The larvae 
were also obtained by egg cultivation using filter 
paper method. The total numbers of larvae pene- 
trated through the skin were 151, 147 and 131 
respectively. The other two cases of them (Group 
II-c, Case No. XIII-XIV) were infected through the 
skin with 68 and 33 larvae which were obtained by 
egg cultivation in farm mud instead of filter paper 
cultivation. 

In these cases of cutaneous infections of 
ancylostome larvae, it was no doubt that these 
larvae penetrated through the skin, judging from 
the fact that almost of volunteers suffered from 
miliar papel dermatitis of the skin exposed to the 
larvae. But it was revealed no evidence that any 
of these larvae ever reached maturity by repeated 
feces examinations and by the treatment carried 
out finally. 

N., americanus, oral infection (See Table 7 and 
8). two volunteers (Group IIL Case No. XV-XVI) 
were orally administered with 201 and 234 necator 
larvae in gelatine capsule. 

Afterward, they did not show any sign of cli- 
nical symptoms. Repeated feces examination reve- 
aled no evidence that any of these larvae ever 
reached maturity. 

4) N. americanus, cutaneous infection (See Table 
7 and 9). Three volunteers (Group IV, Case No. 
XVII-XIX) were infected with 81, 156 and 88 neca- 
tor larvae through the skin. Two cases of them 
suffered from miliar papel dermatitis and eosin- 
ophilia, and thereafter they evacuated adult worms 
of N, americanus by treatment. 

These results shown above prove that the 4. 
duodenale can easily reach maturity when its larvae 
invaded by oral route, but it is difficult to reach 
maturity when its larvae invaded by cutaneous 
route to the definitive host. On the other hand, it 
is considered that N, americanus infects mainly by 
cutaneous route to the definitive host,. 
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関す る 研究 


(1) 自然 要因 び 社 会 要因 が 多 分 布 に 及ぼ す 影 つい て 


岡山 大 学 医学 部 第 一 内 科 教 室 (主任 小坂 淳 夫 教授 ) 
(昭和 33 年 8 月 28 日 ) 


特 別 


人 寄生 の 釣 虫 は ), まれ に 寄生 する Ancylostoma mala- 
yanum を 合 め れ ば , Ancylostoma braziliense, Ancylost- 
oma duodenale (以下 A.d. と 略 ) お よび Necator ame- 
icamus (以下 N.a. と 略 ) の 4 種 が ある が , 本 邦 に は 4. 
4 と MN.a. の 両 種 が 分 布 し て いる 。 4.d と MN.a. は , 
一 見 , 形態 , 寄生 部 位 。 症状 な ど が 近似 し て いる か の 如 
く で ある が , 詳細 に 比較 すれ だ ば, 体 構造 の 相違 を 除い て 
も, 生物 学 的 性 状 に 次 の よう な 多数 の 相違 が ある 。 


掲 


を 可 及 的 詳細 に 行い , 何故 この ょ うな 現象 を 呈す る か に 
つい て 多角 的 に 追究 すれ ば , 今後 釣 虫 の 予防 ・ 撲 波 に 大 
い に 役 立つ こと に な ろう 3。 

著者 は 宮崎 県 北諸県 郡山 之 口 材 と お いて , 多 虫 の 感染 
状態 を 調査 し , 併せ て 疲 学 相 に 関す る 自然 要因 お ょ び 社 
会 要因 の 両面 に つい て 検討 し , いさ さか 興味 ある 知見 を 
得 た の で 報告 する 。 

調査 方 法 
(1) 調査 地 の 人 口 ・ 位 置 ・ 面 積 ・ 地 勢 
第 1 図 に 示す ょ うに 宮崎 県 北諸県 郡山 錠 口 村 は 東経 


仔 虫 時 代 : て イ ) 自然 陣 境 に 対す る 抵抗 性 (pH, 温 
度 。 湿度 。 日 光 , 薬品 な どう) 4.@ 大 , N.a. 小 . (rm) 
感染 経路 4.@ 経口 ・ 経 皮 , (その 主 道 性 に つい て は 異 
説 が あり ,。 一 致し た 見 解 に 達し て いな い 。) NV.ga. 経 皮 主 
道 , 経口 従 。 

成虫 時 代 : 病害 性 4. : NN.a. は 約 5 : 1 。 (C=) 
虫薬 に 対す る 抵抗 性 4. 大 , N.g. 小 。 (ホホ 産卵 量 
4.2. 大 , N.g. 小 。 (へ ) 限 界 寄 生 数 4.d@ 小 , NW.a. 大 。 

本 邦 に お ける の 疫学 調査 を する と , 地域 に よ 
つて 感染 率 , 感染 測度 に 著しい 差 が みみ られ, か つ 4.d, 
NM.a. の 分 布 も 1 種 が 独占 し て いた り , 両 種 が 混在 し た 
り , さま ざま な 様相 を 量 し , と ころ に よ ょ っ つて は 比較 的 狭 
い 地 域内 で さえ 両 種 が モザ イク 状 に 交錯 し た り , 著しい 


131 度 9 分 17 秒 , 北緯 81 度 40 分,。 都城 市 の 東北 に 位置 


有 者 で あろ うと 推定 され て いる 今日 , 病害 性 の 著しく 異 
な る 4.g. と NN.a. の 何れ が どれ だ け の 濃度 で , その 地 
域 に 分 布 し て いる か を 明らか に する と こと と は 六 軍 衛 生 上 重 
要 な こと で ある 。 限 ちら れ た 地域 内 で あつ て も 疫学 的 調査 


TORU SHISHINE: Studies on the distribution of 
hookworm. (1) Effects of natural and social factors 
on the distribution of hookworm (Department of 
Internal Medicine, School of Medicine, Okayama 
University) 第 1 
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し , 霧島 山麓 か ら 都 城北 地 の 東 北部 を 占め , 大 体 
形 を な し , 面積 97 km?, 人 口 8775 名 の 農業 を 主 と し 枯 薬 
その 他 を 副業 と する 村 で ある 。 本 調査 で は , 当 村 を 平坦 
(高度 140~ 160m), 丘陵 地 (高度 160~ 180m), 山 
地 (高度 200m 以 上 ) の 38 地形 に 分 けた 。 すなわち 第 2 
図 に 見 る ょ うに 下 富 吉 , 向原 , 山 町 , 前 方 , 川内 は 大 体 


一 200m 等 高 線 180m 等 高 線 
srs 160m 等 高 線 
第 2 

平地 に 属し , 乗 原 , 中 原 , 正 近 , 田原 , , 
田 , は 丘陵 に 属 レ , 野上 は 丘陵 か ら 山 地 に か 散在 
し , 青井 岳 は 山地 に 属す る 。 

(2) 検便 法 

検査 は すべ て 飽和 食塩 水 浮 溢 法 ( 比 重 1,210 以上 ) う で 実 
施し た 。 すなわち 試験 管 に 可 検 便 の 頭 大 を 。 こ 
れ に 2 倍 の 食塩 水 を 加え て よく 携 拝 し , さら に 管 口 に あ 
ふれ る 位 静 か に 駒込 ピペット で 注 加 し 1 ~1.5 時 間 放 置 
し , 浮 洲 液 の 表面 に 18 メ X18mm の デッキ グラ ス を 接着 さ 
せ ,。 これ を オブ ェクト グラ ス に の せ て 筐 検 し た 。 

(8) 駆虫 法 

釣 虫 保有 者 は 各部 落 ご と に あつ め , 前 日 夕食 を 禁止 
せ , 硫 マ (大 人 25 g, 中 学生 20 &, 小学 生 15g) を 400 
cc。 以上 の 多量 の 水 と 共に 投与 。 っ つづ いて 貝 体 被 衝 の 粘 
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液 を と か す 目 的 で 重 性 そ グ ネ シ ヤ 各 1 用 さ 
せ た 。 当 日 は 早朝 か ら 再 び 重 各 1 を 用 させ 
た 後 大 人 は ネ トール 8 球 と テト レン 8 球 , 15 以下 
は テト レン 年 齢 球 を 2 回 に 分 服 さ せ , その 後 2 時 間 を 経 
過 し , 硫 マ (大 人 80 g, 中 学生 20 g, 小学 生 15 &〕 を 多量 
の 水 と 共に 投与 し た 。 採 虫 法 と し て は 各自 に 洗面 器 を 渡 
し , 服薬 か ら の 排便 を 24 時 間 後 ま で 採取 させ , 各々 の 便 
に つい て は 入念 に 濾 便 し , 各 人 ご と に 小型 びん に ぁ つ 
め , 後日 4.& と MN.a. と に 分 類 し た 。 

(4) 算定 陽性 者 数 の 求め 方 

要因 ご と に 4.@ み , NN.a. 両 種 釣 虫 の 感染 状態 を 検討 す 
る 場合 , は じ め に 釣 虫 保有 者 全員 に 4.d み , NN.ga. の 何れ 
が が 寄生 し て いる か を 明白 に し な いと , 排 虫 者 数 か ら 感 染 
と 必 ら ず 未 排 虫 者 の 出現 は ぁ り 得る し , これ を 全員 , 塔 
養 に よる 調査 を 同一 時 期 に 実施 する の pe ei gi 
と で 釣 虫 保有 者 全員 が , 4.@, NW.a. 何れ の 保有 者 で あ 
る か を 推定 すべ く , 排 虫 者 数 (検査 陽性 数 〉 か ら 逆 算 レ 
て 算定 陽性 者 数 を 求め た 。 すなわち 4.d また は MN.a. 
陽性 数 陽性 者 数 十 虫 陽性 者 数 X 


虫 者 また は MN.a. 虫 者 数 


排 者 虫 者 数 
た 。 多 虫 陽性 者 数 に 比 し , 排 貝 者 数 (検査 陽性 数 ) の 極 


め て 少な い 項 目 が 生じ た が , 年 齢 別 , 部 落 別 , 職業 別 , 耕 
作 面 積 別に 分 析 し , 各々 の 合計 を 一 致す る よう に し て 逆 
和 覧 し た の で 大 体 正 確 な 数 字 が 求め られ た ぁ の と 考え る 。 


成 
(1) 地区 別 感染 状態 

A) 全 村 の 年 齢 別 感 染 状 態 : 
山 村 の 虫 撲 減 を 企図 し , 可 及 的 全員 に の 提 
出 を 要望 し た に も か か わら ず , 半数 (4085 名 ) が 応じ た 
こ に すぎ な か つた 。 検査 の 結果 は 釣 虫 陽性 者 数 1787 名 , 
42.5% で , つづ いて 集団 駆虫 を 行う と , 参加 者 は 1857 名 
と な り , 内 10838 名 76.1 2 に 排 虫 を 多 た 。 個人 別に 採取 
し た 者 は 941 名 , 内 4.@ 単独 排 虫 者 は 8340 名 。 NW.a. 単 
独 排 虫 者 は 175 名 , 混 合 排 虫 者 は 426 名 で , 当 村 は 4.@ 
保有 者 が 多い 。 年 齢 別 感染 状態 を 通 覧 する と , 15 歳 未満 
の 小児 期 は 20~802% の 低 率 で ある が , 16 歳 頃 か ら 急 激 に 
高まり , 成人 期 は な る と NN.a. と の 感 
染 関 係 を 比較 する と , 感染 率 は 86~40, 51~55, 61~65 
歳 の 8 年 齢 層 を 除け ば は 各 年 齢 層 で 4.d 保有 者 が 多い 。 
平均 排 虫 数 は 0~ 5 歳 で は 4.4 が 多い が , 6 ~20 歳 で 
は NM.a. が わ づ か に 多く , 21~25 歳 で は 殆 ん ど 変 ら ず , 
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33 年 12 月 (1958)】 717 
表 全 村 居住 民 の 年 釣 虫 感 染 

0~ 5 235 54. . 23.0 28-(. 
6~10 1139 347.- 89:5 277 (140) 22.6 431 175 (91) 15.4 443 4.8 
11~15 1041 291 20.9 231 (142) 22.2 555 3,9 152 (92) 14.6 510 和仁 
16~20 147 955.4 60 (29) 40.8 251 8.7 51 (25) 34.0 248 9.9 
21~25 180 6. 79 (40) 43.9 329 8.2 63 (33) 35.0 497 7.9 
26~30 186 148 -63.4 102 (50) 54.8 396 7.9 77 (37) 41.4 - 1129 < 30.4 
:31~35 191 120 62.8 117 (60) 61.3 489 8.2 86 (49) 45.0,:- 1272.: 
36~40 189 8 62.4 88 (54) 46.6 377 7.0 90 (55) 47.6 1124 20.4 
41~45 174 102 (59) 58.6 649 17°8 94 (54) 
46~50 187 125. 66.8 107 (68) 72.2 559 8.2 77 (51) 41.2 970 18.6 
51~55 142 95. 08.3 78 (47) 54.9 377 8.5 69 (41) 54.2 629 14.3 
56~60 108 69 63.8 60(37) 55.6 222 6.0 51 (32) 47.2 484 15.2 
61~65 81 44 54.8- 32(17) 39.5 185 10.9 36 (19) 44.4 
66~70 40 21 (11) 52;5 80 20 (11) 50.0 
71~ 45 る 25 (9) 55.6 21 2.3 22 (8) 48.8 106.. 14:3 
計 4085 1407 (766) 34.4 4936 6.4 1091 (601) 26.7 10196 17.0 


26 か ら 高 齢 層 ま で は 然 が 多い 。 すなわち 15 
未満 の 小児 期 は 4.@ 22.2 % の 8.5 匹 に 対し て N.a. 
14.726, 6.5 匹 と な り , 感染 率 で は 4. が 高く 排 虫 数 
で は が 多い 。16 上 の 成人 期 で も 52.1% 
8.2 匹 に 対し て , MN.a. 44.126, 16.4 匹 と な り , 感染 素 
で は A.d@ が 高く 。 排 虫 数 で は NM.a.。 が 多い 。 

B) 地区 別 感 染 状 態 : 

部 落 別 に 感染 状態 を 比較 する と 第 2 表 の 如く で ある 。 
率 は 最高 が 乗 52.0%, 最低 は の 388.8 , 同 
じ 村 と いえ ども 部 落 に ょ つて 著しい 民 淡 が み ら れ る 。 

の 感染 率 は , 最も 高く 43.2 つい で 野 
上 の 39.9 , 向原 の 87.4 %, 正 近 の 36.8 , 下 富 吉 の 
36.72%6,。 川内 の 836.2% の 順 で , これ ら は 高 率 の 部 落 に 属 
する 。 は 最も 低く 22.8 つい で 低い の は 和 桑原 の 
30.522, 中 原 の 80.62%。 六 十 田 の 31.2%,。 山 町 の 831.222 
31.42 ど で , これら の 部 落 は 低 率 に 属す る 。 
は Pr{z?>X?s1.43}<0.05 の 危険 を も つて 高く , 


は Pr{x?>X?s1.72} <0.01 の 危険 束 を も つて 低い 。 一 人 _ 


当り 排 虫 数 は 平均 6.4 匹 で , 多い 部 落 は 青井 岳 の 9.6 匹 
を 筆頭 に , 前 方 の 8.1 , 正 近 の 7.1 
匹 , 下 富吉 の 7.0 匹 で あり , 少な い 部 落 は 柔 原 の 5.5 


匹 , 麓 の 5.2 匹 , 田原 の 4.6 匹 , 川内 の 4.2 匹 の 順 で , 

最も 少な い 部 落 は 六 十 田 の 8.2 匹 で ある 。 NN.ga. の 感染 
率 は 平均 26.7% で , 高い 部 落 は 下 富 吉 の 39.0%, 正 近 の 
87.92%, 36.02%2, 川内 の 82.62%, 桑原 の 81.62 な 
ど で あ り , 低い 部 落 は 青井 岳 の 19.5 %, 六 十 田 の 18.3 
26, 山 町 の 14.0 お ょ 12.6 % で ある 。 下 富吉 は 
Pr {Zz?2>2?s 1.75}< 0.01, 正 近 は Pr{x?>X?s. 2.20} < 
0.01, 乗 Prfx?>X?s 1.58}<0.05 の 危険 も つて で て 
高く , Pr 2.48} <0.01, 山 町 は Pr{x*> 
2.20} <0.01, 六 十 田 は 1.54} <0.05, 

青井 は Pr {2>x?。1.48} <0.01 の 危険 も つて 低 
い 。 平均 排 貝 数 は 正 近 が 最も 多く 385.8 匹 。 つい て 川内 の 
27.4 匹 , 前 方 の 26.8 匹 , 野上 の 28.8 匹 な ど が 多く , 田原 
が 最も 少な く 4.1 匹 , つい で 中 原 の 5.8 匹 , 麓 の 6.5 
乗 6.8 匹 , 山 町 の 匹 , 六 十 田 の 8.5 匹 , 青 
井 岳 の 9.4 匹 な ど が 少な い 。 

A.d の 部 落 別 感染 率 は 28~4422 の 間 で , NM.a。 の それ 
は 183~89 2 の 内 で 変動 し て いる が , 4.d@ の 部 落差 は 小 
さく , NW.a. の 部 落差 は 大 きい 。 平均 排 虫 雪 の 部 落差 は 
4.d 3.2 ~ 9.6 匹 の で , の それ は 4.1~35.8 
の 間 で 変動 し , N.a. は 4. み に 比 し て その 差 の 開き が 大 
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第 2 表 部落 別 感染 状態 

調査 4. ad. N. a. 
125 65 52.0 54(21) 43:2. 182 45(22) 150° “6:8 
条 原 269 114 42.4 82(49) 30.5. 268 5.5 85(49) 31.6 534 10.9 
正 近 293 144 49.2 111(56) 37.9 2006 35.8 
中 原 157 58 36.9 48(22) 30.6 146 6.6 
下 富 吉 717 362 50.5 263(152) 36.7 1064 7.0 279(162) 39.0 2600 16.0 
川 内 218 105 48.2 82 4:2 92:6° 
前 方 204 92 45.1 358 60(33) 29.4 885 26.8 
向 原 513 205 40.0 192(401) 5,8 127(64) 1454 
山 町 308 108 35.1 96(48) 298 6.2 
田 原 59 24 40.7 20(11) 33;,9 50 4.6 
459 155 33,8 144(70) 31.4 363 5.2 58(29) 1887 
野 上 198 90 45.5 79(39) 39.9 193 5.0 52(28) 26.3 666 23.8 
青井 后 333 4 108(75) 32.4 722 9.6 65(41) 19.5 386 9.4 
飛 松 123 42 34.1 28(14) 7.1 25(15) 234 15.4 
計 4085 1737 ''42.5 1407(766) 34.4 4936 6.4 1091(601) 26.7 10196 17.0 
きい 。 。 4.d の 感染 率 は 最高 51~55 歳 の 80, 
C) 地区 別 年 齢 別 感 染 状 態 : 最低 0~5 歳 の 0, 平均 80.5 あ で あり , 成人 は 小児 に 
i 乗 許 部 落 (第 8 表 ) : 人 口 239 人 , 調査 人 員 125 i 高 率 で ある 。 平 均 排 虫 数 は 最大 26~30 歳 の 56.0 砲 , 


人 。 主として 農業 。 丘 陵 地 。 

釣 虫 の 感染 率 は 大 体 年少 者 に 低く 成人 に 高い 。 最高 は 
86~40 歳 の 1002%, 最低 は 11~15 15%, 平均 52 
ある 。4.d の 感染 率 は 最高 21~25 歳 の 87.52%, 最低 6 
~10 歳 の 17.4, 平均 48.22 で あり , 成人 は 小児 に 比 し 
閉 し く 高 率 を 示し た 。 平均 排 虫 数 は , 最大 56~60 歳 の 
12.5 匹 , 最小 46~50 歳 の 2.8 匹 , 平均 6.8 匹 で , 年 齢 差 
は み られ な い 。AV.a. の 感染 率 は , 最高 46~50 歳 の 80, 
景 低 11~15 歳 の 15%, 平均 36 2 で あぁ あり, A.d@ 同様 成人 
は 小児 に 比 し 著しく 高 率 を 量 し た 。 平 均 排 虫 数 は , 最大 
836~40 歳 の 42.0 , へ ~10 1.0 匹 , 平均 6.8 匹 
で ある 。 成人 は 小児 より 排 虫 数 が 多い 。4.@, NN.a. の 感 
染 状 態 を 比較 する と , 感 梁 率 , 排 虫 数 共に 年 齢 曲線 は 大 
体 一 致し て いる 。 

員 菜 原 部 落 (第 4 表 ) : 人 口 624 人 , 調査 人 員 269 
人 。 主として 農業 。 丘陵 地 。 

釣 虫 の 感染 率 は , 最高 "1 歳 以 上 の 100, 最低 0~5 
の 15.422, 平均 42.4 で あり 成人 は 小児 に 比 


最小 6 


最小 66~70 1.0 匹 , 平均 5.5 で あり , 労働 年 齢 
に 多く , 若年 者 お よび 高齢 者 層 に 少な い 。MV.ga.。 の 感染 
率 は 最高 2 10022, 最低 0~5 の 15.42, 平 
均 81.6% で あり , 成人 は 小児 に 比 し 著しく 高 率 で ある 。 
平均 排 は , 大 46~50 26.6 最小 0~ 5 歳 の 
1.0 10.9 匹 で , 年 齢 は み ら れ な い 。4.d@ と 


NM.a. の 感染 率 は 近似 し て いる が , 排 虫 数 は 4.d 
者 と 若年 者 に i に 対し , NM.a. は 若年 者 層 に の 
少な し 


和正 近 部 落 (第 5 表 ) : 人 口 566 人 , 調査 人 員 298 
人 。 主として 農業 。 丘陵 地 。 

釣 虫 の 感染 率 は 最高 "1 歳 以 上 の 100, 最低 11~15 旧 
の 22.22%, 平均 49.2 如 で あり , 成人 は 小児 に 比較 し 高 率 
を し た 。4.@ の 感染 は , 最高 71 以上 の 
最低 11~15 歳 の 13.0%, 平均 86.8 あ で , 成人 は 小児 に 
し 著しく 高 で ある 。 4 
匹 , 最小 61~65 歳 の 1.0 匹 , 平均 7.5 匹 で 年 齢 変動 は 認 
め ら れる が , 成人 対 小児 の 差異 は み られ な いよ ょ よう で あ 
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年 調査 A. d. N. a. 
0% 5 9 44.4 3 33.3 2 22.2 
。 3 (2) 15.0 2 
16~20 6 667 4(2) 66:7 25 125 
21~25 8 7 87.5 
36~46 3 3 100.0 2 1) 66.7 5.0 06.7 
41~45 6 3 (2) 50.0 5 .2.5 43) 66.7 
46~50 5 4 80.0 4 (3) 80.0 
56~60 8 75:0 62 2%5 12.5 62 75:0 30°150 
61~65 3 2 66.7 2 1) 66.7 6.0 2 (1) 66.7 
66~70 4 250 1 25.0 1 25.0 
ne 1 F000 1 25.0 1 25.0 
計 125 5 52:0 54(21) 43.2 132 6.3 45(22) 36.0 150 6.8 
第 4 表 部 落 の 年 別 感 染 態 
4A. N. 2. 
6~10 82 30 36.6 20(12) 24.4 40 3.3 
79 22 27.8 19(13) 24.0 43 3.3 13 (9 16.5' 79 -8.8 
16~20 B 2 40.0 1 20.0 1 20.0 
21~25 13 7 53.8 10 7(3) 53.8 
26~30 6 5 83.3 3d4) 50.0 56 56.0 602 100.0 31 15.5 
31~35 7 63:6 7(6) 397° 6:2 6(5) 54:5 
36~40 14 6 42.9 42:9 1402 
46~50 14 9 64.3 BE 57.1 186 
51~55 5 4 80.0 4 (2) 80.0 
56~60 6 66.7 4 (2) 66.7 9:0 8 2 2.0 
61~65 6 2 (1) 33.3 4 2) 66.7 8 4.0 
66~70 2 1 50.0 50.0 50.0 24 24.0 
71~ 3 '3 100.0 2 66.7 2 66.7 
計 269 82(49) 30.5 268 5.5 85(49) 31.6 534 10.9 
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第 5 表 正 近 部 落 の 年 齢 別 感染 状態 
0~ 5 19 6 31.6 3 (1) 15.8 5 5.0 3 15.8 
6~10 66 25 37.9 19,(9) . 28.8 29 3.2 21(10) 31.8 69 6.9 
11~15 54 22.2 7 (6) 13.0 17 2.8 148 
16~20 15 53.3 3 (1) 20.0 4 4.0 8 53%3 re 
21~25 17 7 (7) 和 23 3.3 5(5) 29,;4 184 36.8 
26~30 22 7.43} - 22 7.3 116 16.6 
31~35 19 12 63.1 12 (7) 57.8 75 10.7 9 (5) 47.4 188 37.6 
36~40 11 72.7 8X40 RF 22 5.5 6 (3) 54.5 4 1.3 
41~45 13 61.5 6 (4) 46.2 19 4.8 6 (4) 46.2 846 211.5 
46~50 17 7026 12(7) 70;6 178 25.4 7.() 196 49.0 
51~55 13 11 84.6 9 (4) 69.2 26 6.5 53%8 23 
56~60 8 5 62.5 3:44). MS 1 1.0 6 6.0 
61~65 11 6 54.5 6 (2) 54.5 1:0 6 (2) 54.5 64 32.0 
66~70 5 4 80.0 3 (1) 60.0 4.0 4 (2) 80.0 109 54.5 
i~ 3 3 100.0 3 100,0 1 33.3 
計 293 144 49.2 107(57) 36.8 427 7.5 111(56) 37.9 2006 35.8 
表 中 原 部 の 年 別 感染 状 
陽性 
0~ 5 11 4 36.4 i 36.4 
6~10 46 10 B.A 17 5.7 18.4 1.0 
11~15 40 6 1 15,0 4 (3) 10.0 7 2.3 4 (3) 10.0 1.3 
16~20 1 1 100.0 1 100.0 
21~25 6 2 33.3 1 1.0 1 
26~30 6 4 ‘606.7 10;5 38;3 1.0 
31~35 6 3 50.0 3 (4) 50.0 5,0 
36~40 8 4 50.0 500 2.0 4 (1) 50.0 9 9.0 
41~45 8 45 22.5 4(1) 50.0 20 20.0 
46~50 10 6 60.0 6 (3) 60.0 0 る 3 6 (3) 60.0 11 3.7 
51~55 1 1 100.0 1 100.0 
56~60 5 5 100.0 5 (4) 100.0 26 6.5 4(3) 80.0 23 TF 
61~65 6 4 66.7 2.(1) 10:0 (2) 60868:7 24 12.0 
66~70 
71~ 3 1. 93.3 1 2:0 + 4.0 
計 157 58 36.9 48(22) 30.6 146 6.6 37(19) 23.6 110 5.8 
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年 調査 4. 4. N.a 
0~ 5 49 15 30.6 15 (1) 30.6 4 4.0 
6~10 160 60 37.5 48(28) 30.0 101 3.6 29(23) 18.1 114. 5.0 
11~15 163 46 28.2 29(23) 17.8 91 4.0 34(25) 20.9 
16~20 32 21 65.6 13 (7) 40.6 38 5.6 18 (8) 56.2 33 4.1 
21~25 48 29 60.4 23(10) 47.9 %8. 9.8 26(12) 54.2 162 13.5 
26~30 31 24 77.4 24(12) 74.2 126 10.5 19(12) 61.3 
31~35 34 23.. 7.7 23(11) 67.7 110 10.0 21(10) 61.8 75 7.5 
36~40 48 36 75.0 23(13) 47.9 102 7.8 27(17) 56.3 163 9.6 
* 41~45 37 30 81.1 25(15) 67.6 159 10.6 28(17) 75.7 673 . 39,6 
46~50 34 26 76.5 19(11) 55.8 33 3.0 17(10) 50.0 140 14.0 
51~55 23 16, 69.6 12 (8) 52.2 Rs 13 (8) 56.5 93 11.6 
56~60 12 9 75.0 5 (3) 41.7 30 10.0 5 (5) 41.7 222 44.4 
61~653 21 11 52.4 4 (4) 19.1 39 .9.8 11 (7) 52.4 122 17.4 
66~70 12 9 75.0 65) 75.0 7.6 102 20.4 
71~ 13 7 53.8 7 (2) 53.8 10 5.0 7 (2) 53.8 71 35.5 
計 717 362 50.5 263(152) 36.7 1064 7.0 279(162) 39.0 2600 16.0 

第 8 表 部 落 の 年 感染 状態 

4. N. a 

0~ 5 13 4 30.8 3 23.0 2 15.4 
6~10 57 17 29.9 17 (9) 29.8 15 4 6 (3) 10.5 6 2.0 
11~15 39 14 35.9 9 (5) 23.1 2.6 9 (5) 23.1 10 
16~20 11 5 45.4 5 (2) 45.4 12; 6.0 3 1) 27.2 1 1.0 
21~25 8 3 37.5 34 34.0 
26~30 11 6 54.5 5 (3) 45.4 2 : 
31~35 10 7 (4) 70.0 3.8 
36~40 14 8 (6) 57.1 403) 28.6. 239,,79:7 
41~45 15 14 93.3 7 (4) 46.7 16 4.0 12 (7) 80.0 166 23.7 
46~50 14 9 64.3 4 (3) 28.6 Ws: 7.8 7(5) 50.0 139 27.8 
51~55 6 6 100.0 4 (3) 66.7 11 3.7 5 (4) 83.3 240 60.0 
56~60 10 1 6 (6) 60.0 40 6.7 6 (6) 60.0 130 21.7 
61~65 5 3 60.0 2.(1) 40.0 85.0 3 (2) 60.0 32 16.0 

66~70 

71~ 2. 66.7 2 (1) 66.7 6. 
計 218 105 48.2 197 71(45) 32.6 1231 27.4 
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6~10 74 26 35.2 17(10) 23.0 19 1.9 23.0 
11~15 61 0:-32.8 9 (6) 14.8 
16~20 6 3 3 1) 50.0 4.0 
21~35 3 3 100.0 3 (1) 100.0 5.0 
26~30 28.6 1 14.3 
31~35 4 2(2) 50.0 562 281.0 
36~40 11 6 54.5 6 (2) 54.5 
41~45 14 13 92.9 13 (7) 92.9 94 413.5 
46~50 4 3 "7.0 31 (2) 75:0 62 31.0 750 
51~55 3 3 100.0 3 (1) 100.0 7 0 3 (1) 100.0 0 
56~60 2 1 50.0 3 3.0 
61~65 1 
66~70 1 
71~ 6 5 83.3 5 (2) 83.3 5 (2) 83.3 19 9.5 
計 204 92 45.1 73(41) 35.8 333 8.1 60(33) 29.4 885 26.8 
10 表 向原 部 落 の 年 齢 別 感染 状態 
0~ 5 27 4 14.8 3 1 = 
6~10 141 42 29.8 42(25) 29.8 SS 19 (9) 13.5 6 
11~15 141 40 28.4 32(19) 22.7 54° 34 19 (9) 13.5 2 
16~20 25 8 32.0 8 (5) 32.0 5 0 6 (4) 24.0 88 22.0 
21~25 19 12(®) 863:2 59 9.8 4 
26~30 22 11 (3) 50.0 9 3.0 
31~35 21 14 66.7 14 (7) 66.7 59 8.4 14 (8) 66.7 72 = 生 
36~40 21 14 66.7 13 (9) 61.9 907 
41~45 19 183.2 12%} "68682 10(4} 
46~50 28 146 97;2 16(10) 57.2 
51~55 22 14 63.6 45 54,5 80 13.3 
61~65 2 2 100.0 2 (1) 100.0 8 2 (1) 100.0 wg 
66~70 4 3 75.0 3 (2) 75.0 2 05 
計 513 205 40.0 192(101) 37.4 583 5.8 24 920 
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表 山 町 の 年 別 負 感染 状態 


723 


年 調査 A. N. a 

0~5 HU 3 2.3 2 18.2 1 9.1 
6~10 97 24 24.8 19 (8) 19.6 43 5.4 TF Rt 
11~15 90 24 26.7 24(14) 26.7 43 3.1 
16~20 9 6 66.7 6(1) 66.7 57 57.0 
21~25 7 3-.42:9 2 28.6 1 14.3 
26~30 14 9 64.3 4 2.6. 
31~35 17 7 3.5 4 15:. 15,0 
36~40 13 5 38.4 4(3) 30.8 24 8.0 
51~55 12 6 50.0 4(3) 33.3 18 6.0 931 
56~60 10 7 70.0 7(5) 70.0 28 5.6 
61~65 2 
66~70 
71~ 1 
計 308 108 35.1 96(48) 31.2 298 6.2 43(24) 14.0 175 7.3 

第 12 表 田原 部 落 の 年 齢 別 釣 虫 感染 状態 

0~ 5 2 
21~25 5 1 20.0 1 20.0 1 20.0 
26~30 4 2 50.0 S239 90.0 2 1.0 
31~35 4 2 50.0 2:(1) 
36~40 1 
41~45 1 1 100.0 09 
46~50 1 1 100.0 
51~55 1 1 100.0 1 (1) 100.0 て 府 1 (1) 100.0 5.0 
56~60 2 1 50,0 1(1) 50.0 8.0 3.0 
61~65 1 1 100.0 
66~70 1 1 100.0 1 100.0 
71~ 
計 59 24 40.7 20(41) 4.6 13 (7) 22.0 29 4.1 
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724 寄 生 学 雑誌 ・ 第 7 巻 ・ 6 号 
第 13 表 落 の 年 別 感染 状態 
調査 A. d. N. a. 
(検査 ) 当り (検査 々 ) 当り 
0~ 5 25 $F EF 2 8.0 1 4.0 
11~15 137 386 37(20) 27.0 109 5.5 
16~20 10 8 83) 00 4:3 5 (2) 50.0 
26~30 22 10 45.5 105) 50 
51~55 26 9(5) 34.6 50 10.0 5 (3) 19.2 
56~60 7 2 2 (2) 28.6 
66~70 4 1 25.0 
71~ 4 1 9830 1 25.0 
計 459 155 33.8 4400) 31:4 5;2 58(29) 12.6 188 6.5 
第 14 表 十 田部 落 の 年 感染 状態 
0~ 5 3 1 33.3 
16~20 1 1 100.0 1 (1) 100.0 て 0 1 (1) 100.0 1 
21~25 1 1 100.0 1 100.0 
26~30 1 
31~35 3 2.66;7 2 66.7 2 66.7 
36~40 2 
41~45 
46~50 
51~55 2 2 100.0 2 (1) 100.0 0 2 (1) 100.0 まぐ 
56~60 1 1 100.0 
61~65 
66~70 1 1 100.0 1 100.0 
71~ 
(122 ) 
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第 15 表 野上 部 落 の 年 齢 別 多 虫 感染 状態 
調査 A. N. a. 
0~ 5 11 な 2 18.2 
16~20 5 4 80.0 20.0 8 
26~30 12 9 75.0 Wi 5(1) 41.7 375 375.0 
31~35 5 3 60.0 3 (1) 60.0 2 (1) 40.0 2 
36~40 6 3 50.0 2 33.3 1 16.7 
41~45 2 2 100.0 1(1) 50.0 る 
46~50 9 6 66.7 5:( 8 6-(5} 06064472: 
56~60 2 2 100.0 
61~65 3 2 40.0 2010 
66~70 1 1 100.0 1 (1) 100.0 10) 100:0 
71~ 2 1 50.0 50,0 1(1) 50.0 5 
計 198 90 45.5 79(39) 39.9 193 5.0 52(28) 26.3 666 23.8 
第 16 表 青井 岳 部 落 の 年 齢 別 負 虫 感染 状態 
6~10 96 21 21,9 14,(4) 
11~15 65 13 20.0 10(4) 15.4 47 11.8 8 (3) 12.3 
21~25 15 10 66.7 4 (4) 26.7 8 2.0 
26~30 13 9 69.2 6 
31~35 23 16 69.5 16(8. 09.5 9 
36~40 13 8 61.5 4 
41~45 17 12 70.5 12(11) 218 19;8 
46~50 15 10 66.7 10 (9) 66.7 98 10.9 09: 
51~55 15 9 60.0 9(7) 60.0 46 6.6 4 (3) 26.7 5 7 
56~60 17 8 47.1 
71~ 2 2 100.0 2 (1) 100.0 . ; 
計 333 129 38.7 108(75) 32.4 722 9.6 65(41) 19.5 386 9.4 
(123) 
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第 17 表 松 部 落 の 年 多 感染 状態 
0~ 5 12 RS 1 8.3 
6~10 36 5 13.9 5 (2) 13.9 
16~20 3 
26~30 4 1 25.0 1 2530 13 13.0 f 
31~35 5 4 80.0 3 (1) 60.0 4 (3) 80.0 
.36~40 6 6 100.0 2 (2) 33.3 32 “16.0 5 8938 
41~45 5 2 40.0 1 20.0 20.0 
46~50 5 5 100.0 5 (4) 100.0 1 2 
51~55 3 3 100.0 2 19 9.5 3 (3) 100.0 10 3.3 
56~60 
61~65 2 1 50.0 1 50.0 く 
66~70 
71~ i 11 
感 
る 。 NV.a. の 感染 率 は 最高 66~70 歳 の 80%, 最低 11~15 ち 率 ・ 数 共に 成人 は 小児 比較 し て 大 で あ 0 
歳 の 14.822、 平 均 37.9% で , 成人 は 小児 より 著しく 高 る 。 IV.a. の 感染 率 は 41 へ 45 歳 の 75.7 2% が 最も 高く , 6 2 
い 。 平均 排 数 は 最大 41~45 211.5 匹 , 最小 が 36~ ~10 歳 の 18.12%2 が 最も 低い 。 平均 排 は , 56~60 歳 の 
40 1.3 8 匹 で , 濃 し い 。4.4, 44.4 匹 が 最大 , 0~5 の 4.0 匹 が 最小 で あつ て , 率 ・ 
NV.a. 両 種 釣 虫 の 率 ・ 数 の 年 齢 珈 線 は 殆 ん ど 一 致し た 。 数 共に 成人 は 小児 より 大 きい 。4.@ と NN.g. と の 感染 熊 Be 
iv 中 原 部 落 (第 6 表 ) : 人口 3894 ん , 調査 人 員 157 度 は , 率 , 数 共に 近似 し て いる 。 ; 
人 。 主として 農業 を 営農 閑 期 は 出稼 ぎ 。 丘陵 地 。 vi 川内 部 落 (第 8 表 ) : 人 口 875 人 , 調査 人 員 218 
虫 の 感染 率 は 成人 に 高く こと 低 ハ 。4.d の 感染 。 主として 農業 。 平地 。 
率 も , 成人 に 高 を た 。 由 は 年 齢 が の 感染 率 は , 51~53 の 最も 高く 6~ 
れ な い 。ANV.g. の 感 流 率 も A4.d. in た ゞ し 排 虫 数 は 成 10 歳 の 29.9 が 最も 低く , 成人 は 小児 よ り 高 率 を 示し 最 1 
人 に 多く , と の 感染 態度 を 比 た 。4.d@ の は 平均 36.22%, 最高 は 31~35 歳 の 70 し ? 
載 す る と , 率 ・ 数 共 お ゞ ょ そ 一 致す る が , 小児 の 数 に 少 96, 最低 は 0~5 歳 の 28 % で ある 。 平均 排 虫 数 は 4.2 は 。 
し しく が 多い 。 , 最大 は 46~50 の 匹 , 最小 な 6 ~10 歳 の 
vy 下 富吉 部 落 (第 て 表 ): 人 口 1142 人 , 調査 人 員 717 で , 感染 率 ・ 排 虫 数 共に 成人 が 小児 より 大 で ある 。 MN.a. 歳 Z 
人 。 主として 農業 。 平 地 。 の 感染 率 は 平均 8382.622, 最高 51~55 歳 の 88.32%2, 最低 6 人 に 
虫 の 感 は 41~45 歳 の 81.12%% が 最も 高く , 11~15 ~10 の 10.5% で ある 。 平均 排 数 は 27.4 匹 最大 は 36 率 
歳 の 28.22%2 が 最も 低く 平均 50.5% で あり , 幼少 期 は 低 率 ~40 上 部 の "9.7 匹 , 最小 な 16~20 歳 の 1.0 匹 で ある が , | ks 
で ある が , 16 歳 以上 の 成人 期 に 達する と 著しい 高 率 を 示 率 eigog と 比 し 大 で ある 。ANV.a. の 感染 率 , 平均 
し た 。4.d. の 感染 率 は , 66~70 歳 の 75.0% が 最も 高く , 排 貝 数 は 4.@ み の それ に 比 し て 年 齢 差 が 大 きい が , 成人 $6~ 
低い 平均 数 は , 41~45 対 小 の 比 は 本 ! きい 
の 10.6 匹 が 最も 多く , 46~50 歳 の 8.0 匹 が 最も 少な い 。 vii 前 方 部 落 (第 9 表 ) : 人 口 569 人 , 調査 人 員 204 a 
(124) 
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人 , 主として 農業 。 平 地 。 

の 感染 率 は , 21~25 歳 の 100%%, 11~15 歳 の 32.8 
26 を 最高 , 最低 と し て 変動 し て いる が , 成人 は 小児 より 
高 率 で ある 。4.d。 の 感染 素 は 平均 35.8 % で 成人 に 高く 
小児 に 低い 。 和 平均 排 虫 数 は 8.1 匹 で 多少 労働 年 齢 層 に 多 
い 傾 向 に ある が , 年 齢 に よる 変動 が 大 きく , 成人 対 小児 
の 差異 は 認め が た い 。ANV.g. の 感染 率 は 平均 29.42%, 欧 人 
は 小児 に 比 し て 高く ,。 平均 排 虫 数 は 26.8 匹 で 成人 は 小児 
に 比 し 少し く 多い 傾向 に ちる 。 4.@ と NN.a。 の 感染 状 
態 を 比較 する と 本 部 落 で も 年 齢 別 で は 差異 を 認め が た 
い 。 
v 抽 向原 部 落 (第 10 表 ): 人 口 989 人 , 調査 人 員 513 
人 。 農 業 が 過半 数 , 他 は 商業 , サラ リー マン , 自由 業 な 
ど 。 平地 。 

の 感染 率 は , 平均 40.0 最高 61 へ 65 歳 の 100 
9%, 最低 0~5 歳 の 14.8 2 で 20 歳 以 下 は 平均 値 ょ り 低 
く ,。 21 歳 以上 は 平均 値 よ り 高い 。4. み @ の 感染 率 は 平均 
87.422, 最高 は 61~65 歳 の 100 2%, 最低 は 0~5 
11.1 で, 成人 は 小児 より 高 率 で ある 。 平均 排 
5.8 匹 , 最大 61~65 上 17 匹 , 最小 は な 6 ~10 歳 の 2.9 
で , 幼少 期 お ょ び 高齢 層 は 平均 値 よ り 小 さい 。 MV.g. の 
感染 率 は 平均 34.8%, 最高 は 61~-65 央 最低 は 


0~5 838.72 で あぁ つて, 幼少 期 と 高齢 層 は 低 率 で あ - 


。 平均 排 は 15.1 匹 , 最大 は 36~40 の 43.9 
最小 は 高齢 層 の 1.0 匹 で , 大 体 労働 年 齢 層 に 多い 。4A.d 
と NN.g. の 感染 状態 を 比較 する と , 率 は 可 成 り 近 似 し て 
いる が , 数 は NV.g. が 労働 年 齢 層 に 多い 傾向 を 示し た 。 
ix 山 町 部 落 (第 11 表 ) : 人 口 655 人, 調査 人 員 308 
人 。 商 業 , サラ テラ リーマン, 自由 業 な ど が 過半 数 , 一 部 日 
選 
の 感染 率 は 平均 35.12%2, 最高 は 56~60 歳 の 
最低 は eel 82% で , 成人 は 小児 に 比 し 高 率 を 量 
し た が , 老齢 期 の 4 名 は 陰性 で あつ た 。' 4. み 4 の 誤 染 率 
は , 平均 31.22%, 最高 は 56~60 歳 の 7O02, 最低 は 0~5 
歳 の 18.2% で あり , 平均 排 虫 数 は 6.2 匹 , 最大 は 16~20 
歳 の 57.0 匹 , 最小 は 46~50 歳 の 2.0 匹 で あつ て , 率 は 成 
数 で は 年 齢 が み ら れ な い の 
は , 平均 14.0 で A4.48 の を それ に 比 し て 低い が , 最高 
は 56~60 上 の 40.0%, 最低 な 6 ~10 歳 の 7.2 で あり , 
平均 排 由 数 は 7.3 匹 で , 最大 26~80 歳 の 22.7 匹 , 最小 は 
56~60 歳 の 2.8 匹 で あり , 率 ・ 数 共に 成人 は 小児 ょ り 大 
きい 。4.@. と NN.a. の 感染 状態 は か な り 近 似 し て いる 。 
x 田原 部 落 (第 12 表 ) : 人 口 211 人 , 調査 人 員 59 人 。 
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主として 上 農業 。 丘陵 地 。 
本 部 落 の 調査 人 員 は 少な い の で 意味 が 小さ い が , 多 虫 
の 感染 率 は 平均 40.72%% で , 15 歳 未満 の 年 少 者 は 低 率 で あ 


り 成人 は 高 を た 。4A4.@ の 上 率 は 成人 に 高く , 
小児 に 低い 。 平均 排 虫 数 も 大 人 に 多く , 小児 に と 少な い 傾 
向 を 示し た 。ANV.g. の 感染 率 も ほ く 4.@ 同様 で , 成人 に 
高く 小児 に 低い 。 平 均 排 虫 数 は 年 齢 差 が み ら れ な い 。 

xi 芳 部 落 (第 18 表 ): 人 口 1120 人 , 調査 人 員 459 人 。 
農業 半数 , 他 は サラ リー マン , 商業 , 自由 業 な ど 。 丘陵 
地 。 

虫 の 感染 は 平均 33.82 , 16~20 歳 の 80% が 最も 
高く , 0~5 歳 の 12 2 が 最も 低い 。 A4. み @ の 感染 率 は 3 
均 831.422 , 16~20 歳 の 802% 最高 に 0~5 歳 の 
を 最低 と し て 変動 し て いる 。 平均 排 虫 迷 は 5.2 匹 で , 最 

は 51~55 歳 の 10.0 匹 , 最小 は 21~25 歳 の 4 
る 。 率 は 功 少 期 と 老齢 期 に 低く , 数 で は 年 齢 変動 は あ 
が , 成人 と 小児 と の 差 は みる られ な い 。AV.g。 の 感染 5 
36~40 歳 の 55.622 最も 高く 0~5 の 4 
い 。 平均 排 虫 数 は , 831~35 歳 の 15 匹 が 最も 多く , 16~20 
歳 の 1.5 匹 が 最も 少な い 。 すなわち 率 は 成人 に 高く , 数 
は 年 齢 差 が み ら れ な い 。4.d@ と WM.@ の 感染 状態 を 比較 
する と , 明らか な 差異 は みる られ な か つた 。 

x 六 十 田部 落 (第 14 表 ) : 人 口 387 人 , 調査 人 員 

109 人 。 主 と し て 上 農業 , 画業 と し て 杯 業 。 丘 陵 地 。 

多 虫 の 感染 率 は 平均 40.4 % で , 成人 に 高く 小児 に 低 
い の 感染 率 は 平均 31.2 成人 に 高 こ 
低い 。 8.2 匹 で , 年 齢 が み ら れ な 
NN.a. の 感染 率 は 平均 18.8 
児 は 低 率 を 旦 し 平均 排 虫 数 は 8.5 匹 で 年 齢 差 が み ら 
れ な か つた 。4.@ と NN.a. の 感染 態度 は , ほ ゞ 一 致し て 
いる よ ょ うに み ら れ る 。 

x 折 野上 部 落 (第 15 表 ): 人 口 524 人 , 調査 人 員 198 
人 。 半 農 半 杯 。 丘陵 か ら 山 地 に か け て 散在 する 。 

は 平均 45.5 % で , 成人 に 高く 小児 に 

の 感染 率 は 平均 89.9 , 高 率 
ns し た 。 平均 排 虫 数 は 年 齢 差 が 閉 レ し い が , 成人 
と 小児 と の 差 は み ら れ な い 。AV.g. の 感染 率 は 平均 26.3 
26 で , 成人 に 高く 小児 に 低い 。 平均 排 23.8 で , 
成人 に 多い 傾向 が み ら れ た 。4.d@ と NN.a。 と の 感染 態度 

ょ よく 似 て いる 。 

xiv 青井 古 部 落 (第 16 表 ) : 人 口 630 人 , 調査 人 員 
833 人 。 主 に 林業 , 副業 と し て 上 農業, 日雇 ,。 サラ リー マ 

ど 。 山地 。 


(125) 
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の 感染 率 は 平均 88.72%2 で , 最高 は 71 以上 の 100 
26。 最低 は 0~5 9.1 で ある 。4.d@ の 感染 率 は 
平均 82.42%% で , 最高 は 71 歳 以上 の 100%, 最低 は 0~5 
の 9.1% で ある 。 平均 排 は 9.6 匹 で , 最大 は 16~ 
20 歳 の 22.8 匹 , 最小 は 71 歳 以上 の 1 .0 匹 で ある 。 率 は 成 
人 が が 小児 に 比 し 著しい 高 率 を 示し , 数 は 労働 年 上 層 が 小 
児 よ り 多 い 傾 向 に ちる 。AV.g. の 感染 率 は 平均 19.5 2, 


【 寄 生 貝 学 雑誌 ・ 第 7 巻 ・ 第 6 号 


生活 態度 の 異な る 男 と 女 と の 釣 虫 感染 状態 を 調査 する 
と , 第 18 表 の 1, 2 の 通り で ある 。 釣 虫 の 感染 率 は , 全 村 
の 場合 , 男 48.12 に 対し て 女 は 41.92 を 示し た 。 と これ を 
地区 別に 観察 する と , 男 の 最 高 は 下 富 吉 の 54.2%, 最低 
中 原 の 28.62% で あり , 女 は 最高 乗 50.82%2, 最低 田原 
の 25.92 で ある 。 男 に 感染 率 が 高い 地区 は , 田原 , 正 近 
お ぉ ょ よび 下 富 吉 で あり , 女 に 感染 率 が 高い 地区 は , 青井 


最高 61~65 66.722, 最低 は 11~15 歳 の 12.8 で あ 
た 。 平均 虫 数 は 9.4 
うな 成人 と 


り ,。 成人 は 小児 より 高 率 を 
で , 年 齢 変動 は 著しい が , 感染 率 に お ける よ 


小児 の 差 は 明らか で な か つく た 。 


xv 飛 綴 部 落 (第 17 表 ) : 人 口 350 人 , 調査 人 員 123 
人 。 主として 本 業 . 農業 画 。 丘陵 地 C 山 に 囲ま れ た 鍵 


地 う 。 


oy 感染 率 は 平均 84.1 で , 成人 に 高く 小児 に 低 ・ 
。4.2.。 の 感染 率 は 平均 22.8 2 


2 で 。 成人 に 高く 小児 に 
示し た の 感染 


。 平均 排 同様 の 傾向 を 


率 は 平均 20. 82%6 で , 15 歳 未満 の 者 が 平均 よ 
は 平均 より 高い 。 平 均 排 虫 数 は 15.4 匹 で 年 齢 変動 は 明 ら 


り 低 く , 成人 


野上 , 


つた 。 平均 排 男 6.0 に 


, 田原 , 


の 32 部 落 は ’ 


た 。 平均 排 は , 


地区 別に 性 差 を みる と , 感 巡 
六 十 田 , 山 町 , 

り , 女 に 高い 地区 は け 
{x?>Z?s 4.63}<0.05) 正 近 CPr{x? >x?s 6.49}< 0.025) 
有意 の 差 を も つて 男 が 女 よ り 高 率 を 示し レ 
多い 地区 が 林 , 向原 , 中 原 な ど 


お に 


率 で は 男 
正 近 , 


で 


六 十 田 お よび 中 原 で あつ た 。4.d の 感染 率 
は , 全 村 で は 男 の 85.4 % に 対し て 女 の 833.5 で あり , 


が いく ら か 高い 傾向 に ある が 有意 の 差 は み ら れ な か 


し 女 は 6.8 匹 で ある 


高い 地区 が 
川内 な ど で あ 
た くし CPr 


で あり , 女 に 多い 地区 が 野上 , 山 町 乗 津 , 正 近 な ど で 
N.a. の は , 人 で は 9 9 対 


か で な い 。 女 の 25.1 で, 4.d. と 詞 様 に と 少し く 男 に 高い が , 有意 
D) 地区 別 性 別 感 染 状 態 の 差 は 認め られ な か つた 。 平均 排 虫 迷 は , 男 の 17.5 匹 に 
第 18 表 の 1 部落 別 男 の 銘 虫 感染 状態 
人 算定 陽性 数 算定 陽性 数 一 人 
正 近 152 82 53.9 66(33) 43.4 141 4.3 61(31) 40.1 1569 50.6 
中 原 70 20 28.6 20(10) 28.6 
下 富 吉 347 188 54.2 123(82) 35,4 152(83) ‘43:8 
川 内 121 39(23) 32.2 608 26.4 
前 方 86 dl 3i(14) 36.1 119 8%5 35(16) 40.7 
向 原 257 107 41.6 94(56) 36.6 362 6.5 
出 町 158 57 36.1 57(25) 36.1 109 4.4 31(14) 19.6 5 
田 原 32 13 (8) 40.6 (6} 26 4.3 
六 十 田 49 18 36.8 17(10) 34.7 36 3.6 6 (4) 12;2 
野 上 100 41 41.0 38(19) 39.0 5 29 30(16) 30.0 564 35.2 
青井 岳 172 62 36.0 52(81) 890:2 “185:7 
飛 松 59 19 32.2 17 (6) 28.8 8 43 12 (5) 20.4 
870 715 (386) 35.4 2327 6.0 563 (301)_ 
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昭和 33 年 12 月 (1958)] 
18 表 の 2 部 落 別 女 の 感染 状態 

(検査 当り (検査 当り 
67 34 50.8 23 (9) 34.4 25(11) 37.3 
条 原 132 57 43.2 37(26) 28.0 159 6.1 49(30) 37.1 313 10.4 
正 近 141 62 44.0 41(24) 29.0 286 11.9 50(25) 35.4 437 17.5 
中 原 87 28(12) 32.2 59 4.9 
下 富 吉 370 53 70 127(79) 34.3 1469 18.6 
川 内 97 48 48.5 31(20) 32.0 32(22) 33.0 623 28:3 
前 方 118 42(27) 35.6 214. 7.9 
向 原 256 98 38.3 98(45) 38.3 221 4.9 67(26) 26.2 166 6.4 
山 町 150 51 34.0 39(23) 26.0 189 8.2 12(10) 8.0 124 』2.4 
田 原 27 7 7 (3) 25.9 13 4.3 
239 82 34.3 81(40) 33.9 181 2.2 
60 26 43.4 17 9) -28.3 14 (6) 23.3 80 13.3 
野 上 98 49 50:0 41(20) 41.8 138 6.9 2,4 
青井 岳 161 67 41.6 56(44) 34.8 410 9.3 38(25} 23.6 320 12.8 
計 2067 867 41.9 528(300) 25.1 4919 16.4 


692(380) 33.5 2609 6.8 


対し , 女 の 16.4 匹 で 殆 ん ど 変 らち な い 。 と れ を 地区 別に み 
る と , 感染 率 で は 男 に 高い 地区 が , 田原 , 野上 , 山 町 , 

前 方 , 正 近 , 下 富 吉 な ど で あ り , 女 に 高い 地区 が 青井 岳 
六 十 田 , 和 桑原, 中原 な ど で あ る 。 た ゞ し 山 町 CPr {x?> 
8.65}<0.01), 前 方 (Pr{x?>Z?s 9.12} <0.01 , 下 
富吉 CPr {x?>Z?s 6.77}<0.01) の 8 部 落 は 有意 の 差 を 
も つて 男 が 女 よ り 高 率 を 示し た 。 平均 排 虫 数 が 男 に 多い 
地区 は , 野上 , 乗 牽 , 中 原 , 向原 , 正 近 な ど で あ り , 女 
に 多い 地区 は テ 飛 松 , 青井 岳 , 麓 , 六 十 田 , 山 町 , 前 方 な 
ど で あ る 。4.d@ と Wa. の 感染 状態 を 比較 する と , 有意 
の 差 で 4.@ 感染 率 が 男 に 高い 乗客 53.42% : 34.4%) 

で , NN.a. の 感染 率 は 男 34.5 に 対し 女 87.3 と な つて 
いる 。 正 近 で は , 4.@ 男 43.4% : 女 29.0 に 対し , N.a. 
男 40.12% : 女 85.4 % で ある 。 MN.a. 感染 率 が 有意 の 差 を 
示し た 山 町 ( 男 19.6%: 女 8.0%) で は , 4.@ が 男 36.1 
2, 女 26.0% で あり , 前 方 ( 男 40.722 : 女 21.2%%) で は 
男 36.126 : 女 35.62% で あり , 下 富吉 ( 男 43.8 : 女 34.8 
26) で は 4.d み が 男 85.4%%: 女 837.8% で ぁ つ た 。 そ の 他 
の 地区 に お いて も , 4.@ と NM.a. の 感染 率 で は 男女 間 に 
特異 な 傾向 は みる られ な い 。 

(2) 自然 要因 と 感染 状態 


( 


127 ) 


本 村 の 釣 虫 分 布 を 地区 別に 観察 する と , 地区 に ょ っ つて 
著しい 濃淡 が み ら れ , 更に 4.@, NL.a。 の モザ イク 状 の 
交錯 が ある こと と を 前 述 し た 。 し か ら ば この ょ うな 分 布 状 
態 の 拠っ つて 来る 理由 は どう で あろ うか 。 

閉 者 は この 問題 を いく ら か で も 解明 すべ く , 寄生 虫 自 
体 の 生物 学 的 性 状 に 強く 影響 する と 考え られ る 地形 気 
温 , 土壌 pH の 3 要因 と , 4.@ み @, N.a. 両 種 釣 虫 の 分 布 
と の 関係 を 調査 し た 。 

A) . 高度 と 4.d み , NM.a. の 分 布 (第 2 表 , 第 2 図 ) 
部 落 の 高度 と 両 種 釣 虫 の 分 布 と の 関係 を 調査 すべ く , 
本 村 を 140~ 160m, 160~ 180m, 200m 以 上 の 38 地 
形 に 区 分 し , それ ぞ れ の 地区 に お ける 4.@ と MN.a. の 

分 布 状 態 を 比較 する と 次 の 如く で ある 。 

高地 て C 200m 以 上 ) の 青井 岳 , 野上 の 場合 , 感染 率 は 
4.d. が 高く , 平均 排 虫 数 は 野上 の み MN.ga. が 著しく 多 
い 。 優 占 度 を 求め る と , 野上 は 1.51 で Ma. が 優 占 し , 
青井 岳 は 0.57 で 4.d が 優勢 で ある 。 丘 陵 地帯 C 160~ 

180m) で は 4.d@ の 感染 率 の 高い 部 落 が , 中 原 
田原 , 十 田 , 松 な ど で あ り , 排 の 多 
い 部 落 は 中 原 で ある 。 MV.g. の 感染 率 が と くに 高い 部 落 
は な い 。 MV.a. 排 貝 数 の 多い 部 落 は , 桑原 , 正 近 , 六 十 
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田 飛 ど で ある 。 優 占 度 を 求め る と , 優 占 部 
落 は 田原 , 中 原 と な り 優 占 部 落 は 正 
近 飛 十 田 な ど で あ る 。 平地 (140~160m) 
で 4.g の 感染 率 が N.a. の それ に 比 し と くに 高い 部 落 
は 向原 , 山 町 な ど で ある 。ANV.a. の 感染 率 が と くに 高い 
部 落 は な い 。 排 由 数 に お いて , 4.d. の 多い 部 落 は な い 
が , MN.a. の 多い 部 落 は 下 富 吉 , 川内 , 前 方 , 向原 で あ 
つた 。 優 右 度 で みる と 4.@. 優 占 部 落 は 山 町 , NM.g. 優 
占 部 落 は 下 富吉 , 川内 , 前 方 , 向原 で ある 。 す な ね わ ち 本 
村 で は 土地 の 高低 に 拘ら ちず , 感染 率 は 4.@ が 高い 傾向 
に あり , 平均 排 虫 数 は 殆 ん どの 部 落 で N.a.。 が 多い 。 し 
か し 感染 率 と 排 虫 数 か ら 優 占 度 を 求め た 結果 N.ga. は 低 
地 に 優勢 に 分 布 す る 傾向 が み ら れ た 。 平地 で は 山 町 の み 
に 4.d "が 優 占 する こと は 興味 ある 事実 で ある 。 

B) 気温 と の 分 

本 村 は 土地 の 高低 の 差 が 比較 的 に 大 きい 。 釣 虫 仔 虫 の 
活動 力 が 失 な わ れる と 思わ れる 気温 8 °C 以下 に な る の 
は , 山之口 小学 校 の 観測 に よれ ば , 12 月 か ら 38 月 まで で 
あり , 高地 の 青井 岳 小 学校 の 気温 測定 成績 も 前 校 同様 の 
期間 で あぁ る が , 高地 に 存在 する た め 前 校 ょ より 低下 し て い 
る 。 青井 岳 小学 校 の 気温 と 同 程度 と 推定 され る 部 落 は , 
青井 飛 , 野上 で あり , 他 は 山 小学 校 の 気温 と 
近似 する と 推定 され る 。 し た が つて 本 村 の 如き 小さ な 村 
で は , 気温 と 両 種 釣 虫 の 分 布 と の 関係 に つい て は 確か な 
成績 が 得 ら れ な か つた 。 

C) と 4.@, の 分 

釣 虫 仔 虫 の 好適 pH は 6~8 と され て いる が , 4.@ 
は 耐性 の 範囲 が 広く , NM.a。 の を それ は 狭い と され て いる 。 
そる と で 各地 区 の 土壌 pH を 測定 し , pH と 4.d, N.a. 
の 分 布 と の 関係 を 検討 し た 。 即ち 各部 落と も , 4.@ 単独 
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第 3 図 山之口 村 月 別 気温 の 1 
(天神 小学 校 Am 時 観測 ) 
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第 4 図 山之口 村 月 別 気温 の 2 
(山之口 小学 校 Am 時 観測 ) 
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第 5 月 別 地 中 50 cm 温 
(山之口 小学 校 観測 ) 


排 者 。 NV.a. 単独 排 者 , 混合 排 者 お ょ び 卵 陰性 
者 の 4 群 に 分 け て , 各 群 より 4 ~ 5 名 を 任意 抽出 し , 夫 
々 の 庭 の 野菜 畠 の 土壌 を 集め , pH を 測定 する と , 第 
19 表 の 如く で ある 。 即ち 4.@ 単独 は 最高 7.6, 最 低 4.0, 
平均 5.6 で あり , NV.a. 単独 は 最高 6.8, 最低 3.8, 平均 
5.5。 混合 は 最高 7.2, 最低 8.8, 平均 5.5。 虫 卵 陰性 者 
は 最高 7.2, 最低 4.2, 平均 5.4 と な り , 各部 落と も 各 和 君 
の 間 に 特 異性 を 認め る と こと は 出来 な か つた 。 

(3) 社会 要因 と 感染 状態 

宿主 側 の 条件 ,) すなわち 人 間 の 生活 態度 の 一 部 で ある 
職業 , お ょ び 耕 作 面 積 と 両 種 多 虫 の 分 布 と の 関係 に つき 
調査 し た 。 

A) 職業 と 4.@, N.a. の 分 

1 世帯 主 の 職業 別 と の 釣 虫 感染 状態 

全 村 の 世帯 主 の 職業 を 農業 , 林業 サラ テラ リーマン, 日雇, 
商業 , 自由 業 (理髪 屋 , 大 工 , 会 計 士 な ど 特 殊 技 術 を も 
つて 生活 を 営ん で いる 者 ), 左 宮 お よび 瓦 工 (本 村 は 瓦 工 
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第 19 表 排 貝 種別 と 虫 卵 (一 ) 群 に i# け る 各々 自家 菜園 土壌 et 測定 表 


種 由 : — 
平均 最低 平均 最高 最低 平均 平均 最高 最低 


5.48 7.2 4.0 5.3 5.4 
5.2 5.6 4.8 5.12 5.4 
5.4 5.8 5.0 5.5 5.8 
5.45 6.2 4.8 5.32 6.2 
5.8 4.6 5.14 6.2 
5.28 4.0 5.6 5.8 
4.97 5.4 4.4 5.2 5.8 
5.65 6.2 4.8 5.6 6.8 
5.33 6.2 4.8 5:45:; .-6:0 
5.4 5.8 5.0 5.66 6.2 
林 5.6 6.2 5°0 5.32 5.8 
野上 6.08 5.0 5.56 5.8 
6.2 6.8 5.8 6.12 6.8 
6.36 5.8 5.56 5.8 
村 5.57 7.6 4.0 5.52 6.8 


』| 


場 が 多い の で 分 離し た ), 無職 の 8 職種 と し , 本 人 お よび 
その 家族 の 釣 虫 感染 状態 を 調べ た 。 

a 全 村 の 職業 別 と の 感染 状態 (第 20 表 

虫 の 感染 率 は , 日 最も 高く , 47.62, つい で 上 農 
業 の 45.8, 左官 ・ 工 の 41.3%, 自由 業 の 88.422, 商 
業 の 87.726, の 84.822, 無職 の 83.822 の 順 で , 最も 
低い の は サラ リー マン の 28.6 で ある 。4.@. oS た 率 
は 日 雇 が 最も 高く 40.0%, つい で 上 農業 の 85.8%, 自由 業 
の 35.826, 商業 の 82.6%, 枯 業 の 82.3, 左官 ・ 瓦 工 の 


5.0 8.4 


31.5 % の 順 で , サラ リー マン が 最も 低く 24.8 と な つ 
た 。 日 は Pr{z?>X?s 1.26} <0.05 の で サ 
ラリ ー マ ン は Pr{z?>X?s 1.62} <0.01 の 危険 素 で 低い 

平均 排 サラ リー マン が 最も 多く 7.5 , っ いて だ 
官 ・ 瓦 工 の 7.4 匹 , 杯 業 の 6.5 匹 , 日 選 6.5 匹 , 農業 
6.4 匹 , 自由 業 の 6.0 匹 , 商業 の 5.5 匹 の 順 と な つた 。 
AN.a. の 感染 率 は , 農業 が 最も 高く 83.0%,。 つ いで 左官 * 
瓦 工 の 26.1%, 日 選 25.726, 商業 16.226, 自由 業 の 16.1 
6, サラ リー マン 16.0 22, 林業 9.8 % の 順 と な つた 。 


第 20 表 職業 別 家族 全員 の 多 虫 感染 状態 


A. d. N. a. 

日 315 126 (76) 40.0 497 6.5 81 (51) 25.4 
左官 ・ 92 29 (16) 31.5 119 7.4 24 (12) 26.1 
自 由 業 237 85(48) 35.8 287 6.0 38(19) 16.1 9T 4.8 
サラ リー マン 437 125 28.6 106 (55) 24.3 411 7.8 48 (24) 8 189 7.9 
業 297 97(49) 32.6 271 5.5 48(24) 16.2 149 6.2 
農 業 2528 1159 45.8 908 (493) 35.8 3164 6.4 833(459) 33.0 8996 19.6 
林 業 161 56 34.8 52(29) 32.3 187 6.5 15 (11) 9.3 47 4.3 

無 職 18 6 33.3 4“(0) 28 10 
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農業 は Pr{x?>X?s 1.85} <0.01 の 危険 率 で 高く , 自由 業 
は Pr{x?>X?s 1.87}< 0.01, 商業 は Pr{z?>X?s 1.85}< 
0.01, サラ リー マン は Pr{x?>X?s 2.89< 0.01, 林業 は 
Pr{x*>X?s 8.82} <0.01 の 危険 吉 で 低い 。 平 均 排 虫 数 は 
農業 が 最も 多く 19.6 匹 。 つい で 日 選 の 11.5 匹 左官 ・ 瓦 
工 の 10.7 匹 , サラ リー マン 9.9 匹 , 商業 の 6.2 匹 , 自由 
業 の 4.8 匹 , 林業 の 4.8 匹 の 順 と な つた 。 4.d と MN.a. 
の 感染 関係 を 調べ る と , 感染 率 の 差 は 最高 と 最低 と の 間 
で 4.d. 約 2 倍 , NM.a. 約 3 倍 と な り , NN.ga. に 職業 別 感 
染 差 が 大 きい 。 平均 排 虫 数 は 最大 と 最小 の 間 で 4.@ 約 
1.5 倍 ,。 NN.a. 約 4 倍 と な り , NN.ga. の 排 由 数 が 著しく 大 
きい 。 農業, 左 工 の 両 職 業 は 4.@ と NN.a。 の 感 
楽 差 が 小さい 。 し か し 他 の 験 種 は その 差 が 大 きい 。 平均 


排 虫 数 は 自由 業 , サラ リー マン , 商業 , 林業 な ど は 両 種 「 


間 の 差 が み ら れ な い が , 日 雇 , 左 宮 ・ 瓦 工 , 農業 は その 
が 大 きい 。 

b 職業 別 年 齢 別 感 梁 状 態 

i 日 雇 家 庭 の 年 齢 別 感 染 状 態 (第 21 表 ) 

の 感染 は 最高 51~55 歳 の 85.622, 最低 0~5 
の 88.822, 平均 49.6 で , 成人 に 高く 小児 に 低い 。4.@ 
の 感染 率 は 51~55 歳 の 85.622 が 最高 , 11~15 歳 の 80.12 
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が 最低 , 平均 40.0 で , や は り 小児 に 低い 。 和 平均 排 虫 数 
は 6.5 匹 で , 最大 41~45 歳 の 14.4 匹 , 最小 61~65 歳 お ょ よ 
び "71 歳 以上 の 1.0 匹 で , 幼少 者 お よび 高齢 者 に と 少ない 。 
NN.a. の 感染 率 は 最高 21~25 歳 の 60.0%, 最低 0~5 歳 
の 11.1% で 成人 は 小児 より 高 率 を 示し た 。 平 均 排 虫 数 は 
11.5 匹 で , 最大 66~7O 歳 の 89.0 匹 , 最小 51~55 歳 の 8.0 
匹 で , 小児 は 成人 より 少な い 傾 向 を 示し た 。 4.d@ と 
AN.a.。 の 感染 態度 を 比較 する と , 共に 幼少 期 は 低 率 を 示 
し た が , 4.@ は N.ga.。 より 高い 。 平 均 排 虫 数 は 4. み @ で 
は 幼少 期 , 高齢 層 に 少な い が , NN.ga。 は 小児 期 に ら か 
少な い 傾 向 を 示し た 。 

i 農業 家庭 の 年 令 別 感染 状態 (第 22 表 ) 

釣 虫 の 感染 率 は 平均 45.8 で 最高 は 41~45 歳 の 77.5 
6, 最低 は 0~ 5 歳 の 24.8 で , 幼少 期 は 低い が 16 歳 頃 
より 急激 に 高 率 と な り ,。 55~702% の 間 で 変動 する 。4.d@ 
の 感染 率 は 平均 で , 最高 は 831~35 歳 の 69.026, 
低 0~5 歳 の 9.8 , 少 期 は 著しく 低 率 で あり , 高 
齢 者 は 高 率 を 呈 し た 。 平 均 排 虫 数 は 6.4 匹 で , 最大 は 61 
~65 歳 の 13.9 匹 , 最小 は 71 歳 以上 の 2.5 匹 で , 幼少 期 に 
は 少な い 傾 向 を 示し た 。 MW.g. の 感染 率 は 平均 88.0% で , 
最高 41~45 歳 の Y0.0%, 最低 0~ 5 15.02 で , 


第 21 表 日雇 家庭 の 年 齢 別 多 虫 感染 状態 


調査 4. N. a. 

(検査 ) 当り (検査 当り 

0~ 5 9 3 33.3 3 33.3 1 3 
6~10 97 31i(17) 32.0 75 4,.4 14 (8) 14.4 26 3,3 
11~15 113 46 40.7 34(19) 30.1 106 5.6 25(14) 22.2 91 6,5 
16~20 7 | 3 42.9 3 42.9 
21~25 5 3 60.0 3 (2) 60.0 4 2.0 3 (2) 60.0 19 9.5 
26~30 8 5 62.5 5 (3) 62.5 37:5 33 16.5 
31~35 16 107) 80 11.4 7 25 5.0. 
36~40 . 9 5 55.6 5(4 55.6 38 9.5 5 (4) 55.6 56 16.0 
41~45 17 64.7 101 14.4 29.4 34 11.3 
46~50 6 66.7 5 (5) 55.6 30 6.0 5 5) 177 
51~55 6 85,6 6 (4) 85.6 37 9.3 2 (1) 28.6 3 3.0. 
56~60 9 481.8 6 (5) 54.5 13 2.6 6 (5) 54.5 28 5.6. 
61~65 1 50.0 1(1) 50.0 1 (1) 50.0 5 5.0 
66~70 1 1). 3 3.0 1 89 89.0 
71~ 2 08.7 1 1.0 


計 315 150 47.6 126(76) 40.0 497 6.5 81(51) 25.7 586 11.5 
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第 22 表 農業 家庭 の 年 齢 別 銘 虫 感染 状態 
0~ 5 153 38 24.8 15 (2) 9.8 10 5.0 23 (3) 15.0 6 2.0 
6~10 638 AS 150 (80) 221 2.8 115 (62) 18.0 367 5.9 
11~15 572 163 28.5 123 (74) 2 231 3.2 106 (64) 18.5 384 6.0 
16~20 104 59 56.6 41 (23) 39.4 165 Pr : 43 (24) 41.4 203 8.5 
21~25 140 61 (32) 43.6 281 8.8 53 (28) 16;8 
26~30 136 88 64.7 75 (36) 55.4 312 8.7 61 (29) 44.9 1024 35.3 
31~35 116 80 69.0 80 (36) 69.0 303 8.4 65 (37) 56.0' 1102° 6 
36~40 130 86 66.1 57 (32) 43.8 210 6.6 68 (38) 52.8 1046: 28 
41~45 107 TE 68 (41) 63.5 75(45) 70.0 2013 44.7 
46~50 82 67.8 67 (43) 55.4 256 6.0 57 (37) 47.1 
51~55 97 69 71.0 59 (36) 60.8 271 Tb 57 (35) 58.8 574 16.4 
56~60 78 51. 65;4 46 (28) 59.0 189 6.8 43 (26) 55.i 455-.. 17:5 
‘61~66 69 a 26 (13) Rt 168 12.9 30 (15) 43.5 192 12.8 
66~70 33 20 60.6 18 (9) 54.5 76 8.4 18 (9) 54.5 257:., ‘2058 
71~ 34 22 (8) 64.7 20 2.5 19 (7) 55.9 105: 
計 2528 1459:.. 5.8 908 (493) 35.8 3164 6.4 833(459) 33.0 8996 19.6 
23 左 瓦 工 家庭 の 年 齢 別 感染 状態 
銘 a N. a. 
0~ 5 8 3 1 12.5 
6~10 23 8 34.8 6 (4) 26.1 10 2:5 3 (2) 箇 5 48 
11~15 28 3 (2) 10.7 13 6.5 2 (1) 1.0 
19~20 4 2 50.0 1 25.0 
21~25 3 2 66.7 2 "66.7 
26~30 4 1 100.0 1 (1) 100.0 6 6.0 1 (1) 100.0 36 36.0 
31~35 4 50.0 3 75.0 
36~40 6 5 5 (4) 83.3 29 5 (4) 83.3 14 
41~45 5 3 0,0 3 1) 60.0 4 4.0 
46~50 $3 る ) 66.7 6 3.0 
51~55 2 1(1) 50.0 50 50.0 50,0 9 9.0 
56~60 
61~65 4 る 950,60 2 (2) 50.0 $ る 2 (2) 50.0 59 29.5 
66~70 
71~ 
計 92 29(16) 31.5 119 7.4 24(12) 26.1 128 Wr 
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第 24 表 自由 業 家庭 の 年 齢 別 銘 虫 感染 状態 
調査 A. N. a. 
0~ 5 15 6 40.0 4 26.7 2 13.3 
6~10 73 26(12) 35.6 40 3.3 19 (9) 26.0 
16~20 9 4 44.5 4 (2) 44.5 61 30.5 
21~25 2 50.0 2 (1) 50.0 16 16.0 2 (1) 50.0 Ce 
26~30 10 6 60.0 6 (4) 60.0 46 11.5 4) 30:9 3 3.0 
31~35 17 6 35.3 6 (5) 35.3 28 5.6 4 (3) 23.5 55 18.3 
41~45 9 5 55.6 5 (2) 55.6 8:0 3 (1) 33.3 
46~50 9 7 (4) 77.8 26 6.5 48:4 
51~55 8 62.5 5 (1) 62.5 
56~60 5 3 60.0 3 (2) 60.0 S80 
61~65 
66~70 3 1 T9338 1 33.3 
71~ 
計 237 91 38.4 85(48) 35.8 287 6.0 38(19) 16.1 
第 25 表 . 商業 家庭 の 年 齢 別 鉛 虫 感染 状態 
0~ 5 16 3 48.8 2 12.5 1 6.3 
11~15 85 19(10) 22.4 76 7.6 7 (4) ) 3.0 
16~20 7 4 2,0 
21~25 7 2 (1) 28.6 3 3.0 2 2.0 
26~30 10 8 80.0 8 (3) 80.0 5 1.7 5.(2} 0:0 7 3.5 
31~35 12 4 1 1) 
36~40 19 10(8) 52.6 54 6.8 2.5 
41~45 12 60,7 8.(4) 06067 40 4109 
46~50 16 4.1 8(5) 50.0 19 3.8 
56~60 6 3 50.0 2 33.3 I 16.7 


61~65 
66~70 
71~ 2 2, 109,0 1 50.0 50.0 
計 297 112 87.7 97 (49) 5.5 48 (24) 16.2. 149 6.2 
(132 ) 
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表 林業 家庭 の 年 別 感 染 態 
年 調査 N. a 
0~ 5 9 
6~10 46 2.8 2 1) 4.4 8 8.0 
11~15 48 16. 6 16 4.2 1 1.0 
16~20 5 2 4020 1 20.0 1 20.0 
21~25 8 4 50.0 5.5 2 2.0 
31~35 8 4 50.0 を "50 8 6.0 
36~40 5 3 60.0 2 (2) 40.0 4 2.0 
46~50 10 4 40.0 4 2.0 
51~55 3 1 1) 33.3 1 1.0 
56~60 3 3 3.0 1 1.0 
61~65 
66~70 
71~ 1 
計 161 56 34.8 52(29) 32.3 187 6.5 15 (11) の 4.3 
第 27 表 サラ リー マン 家庭 の 年 感染 状態 
年 調査 A. N.a 
0~ 5 23 4.4 (1) 4.4 5 5.0 
6~10 169 17;8. 4 3.4 11 (5) 6.5 15 3.0 
11~15 118 24 20.4 :08 4.3 8 (6) 6.8 12 2.0 
21~25 13 6 48:2 6(2) 46.2 14 7.0 
26~30 13 3 23.1 3 23.1 
31~35 17 10 58.8 9 6.2 6.3 
36~40 17 8.8 5(3) 29.4 24 8.0 
41~45 17 9 52.9 2)- "3. ig 6.0 3 1) 17.7 1 1.0 
46~50 19 11(4 "57.9 156 39.0 
51~55 10 5 "50,0 3 3.0 5,.2 
56~60 3 1 1 1.0 
61~65 4 2 (1) 
66~70 1 1 100.0 1(1) 100.0 1 1.0 1 (1) 
71~ 2 2 100:0 2 (1) 
計 437 125 28.6 106(55) 24.3 411 7.5 48 (24) 
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期 は 平均 より 低い 。 平均 排 虫 数 は 19.6 匹 で 41 へ ~45 歳 の 
44.7 匹 が 最大 , 0~ 5 歳 の 2.0 匹 が 最小 で ある 。4A.d@ み と 
AN.a. の 感染 態度 は 近似 し て いる ょ う で ある 。 

質 左官 ・ 瓦 工 家庭 の 年 齢 別 感染 状態 第 28 表 ) 

釣 虫 の 感染 は 平均 41.38 で , 幼少 期 に 低く 成人 に 高い 
傾向 に ちる 。4.@ と NN.ga. と の 感染 率 は 近似 し , 英 に 成 
人 に 高く 小児 に 低い 。 排 虫 迷 の 年 齢 差 は 明瞭 で な い 。 

iv 自由 業 家庭 の 年 齢 別 感 染 状 態 (第 24 表 ) 

釣 虫 の 感染 率 は 平均 388.4 % で , 最高 46~50 歳 の 77.8 
26, 最低 11~15 歳 の 19.72 で , 成人 は 小児 より 高い 傾向 
に ある が , その 差 は 少な い 。4.d@ の 感染 率 は 成人 が 小 
児 よ り 高く , 排外 数 で は 年 齢 差 が 明らか で な い 。 MN.g. 
の 感染 率 も 4.@ 同様 成人 が 小児 より 高く , 排 虫 数 の 年 
上 差 は みる られ な い 。4.d@ と NM.a. の 年 齢 別 感 染 状 態 は 近 
似 し て いる が , 4.d@ で は 高齢 者 層 き まで 感染 が られ た 。 

v 商業 家庭 の 年 齢 別 感 染 状 態 (第 25 表 ) 

釣 虫 の 感染 率 は 平均 87.7 で , 成人 に 高く 小児 に 低 
い 。4A4.d@ の 感染 率 は 平均 82.6 % で , 最高 は 26~80 歳 の 
80.02%, 最低 は 0~ 5 歳 の 12.5% で , 幼少 期 が 低 率 を 示 
し た 。 平均 排 虫 数 は 5.5 匹 で , 最大 41~45 歳 の 10.0 克 , 
最小 26 へ 30 歳 の 1.7 匹 で 年 齢 差 は みち られ な い 。 AV.ga. の 
感染 率 は 平均 16.2% で , 成人 は 小児 より 高く , 排 虫 数 は 
明 膝 な 年 齢 差 を 認め な い 。 : 

vi 林業 家庭 の 年 齢 別 感 染 状 態 (第 26 表 ) 

銘 虫 の 感染 率 は 平均 384.8 で , 最高 26~30 歳 の 62.5 
2, 最低 0~5 歳 の 02%, 年 少 者 は 成人 に 比 し 少し く 低 
率 で ある 。4.d の 感染 率 は 成人 が 小児 より 高 率 の 傾向 
に ある が , 排 虫 数 は 年 少 者 と 高齢 者 層 に 少な い 傾 向 で あ 
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る 。MNV.a. の 感染 率 は 小児 と 高齢 者 に 低い が , 排 由 数 は 
年 齢 差 が み ら れ な い 。 こ と この 職業 の 家 記 に お ける 4.@ と 
AN.a. の 年齢 感 染 状 態 は 少し く 相 す る ょ うに られ 

vi サラ リー マン 家庭 の 年 齢 別 感 染 状 態 (第 27 表 ) 

釣 虫 の 感染 率 は 平均 28.6 で 幼少 期 は 平均 ょ り 低く , 
16 歳 以上 は 平均 より 高い 。4.@ の 感染 率 は 平均 24.3%, 
幼少 期 は 平均 ょ り 低 く , 成人 は 高い 。 平 均 排 虫 迷 は 7.5 
匹 で 明瞭 な 年 齢 差 は み ら れ な い 。AMV.g. の 感染 率 は 平均 
11.0% で 幼少 期 は 平均 より 低く , 16 歳 以上 は 高い 。 排 虫 
数 の 年 齢 差 は な い ょ う で ある 。4.@ と NN.a. の 年 齢 別 感 
楽 態度 に 著 明 な 相違 は み ら れ な い 。 

C) 職業 別 性 別 感染 状態 

世帯 主 の 職業 別に 家族 全員 の 性 別 感 染 状 態 を 比較 し た 
の が 第 28 表 の 1, 2 で ある 。 

釣 虫 の 感染 率 は , 男 で は 農業 (47.126) が 最も 高く , 
つい で 日 選 , 自由 業 , 商業 , 左官 ・ 瓦 工 , 林業 , 無職 , 
サラ リー マン (82.0 %) の 順に 低く な り , 女 で は 日雇 
(51.5%) を 最高 に 。 左官 ・ 瓦 工 。 農業 , 自由 業 , 商業 
林業 , 無職 。 サラ リー マン (24.9%) う の 順 で ある 。 性 差 を 
みる と , 農業 , サラリ ー マ ン は 男 > 女 自由 業 , 商業 , 
は 男 全 , 日 , 左官 ・ 瓦 工 。 林業 は 男 く 女 の 傾 向 
が みみ られ た 。4.@. の 感染 率 は , 男 で は 最高 農業 (87.7 
2%) に つい で 自由 業 , 日 選 , 左官 ・ 瓦 工 , 商業 , 無職 , 
林業 の 順 で , 最低 は サラ リー マン (26.826) で ある 。 女 
で は 最高 日 選 (44.8%) で あぁ り , つい で 自由 業 , 農業 , 
枯 業 , 商業 , 左官 ・ 瓦 工 , 無職 。 サラリーマン (21.5%) 
の 順 で ある 。 上 農業 , 自由 業 , 左官 ・ 瓦 工 , 無職 。 サ ラリ 


表 (1) 職業 別 の 虫 感染 状態 

本 業 93 31 33.4 29 (15) 31.2 102 6.8 8 (4) 8.6 14 3.5 
サラ リー マン 228 73 32.0 61 (33) 26.8 163 4.9 32 (16) 14.0 93 5.8 
自 由 業 111 43 38.7 41 (24) SS 4.3 16 (8) 14.4 42 5.8 
左官 ・ 瓦 48 16 (8) 33.4 86 10.8 10 (4) 
商 業 141 54 38.3 47 (23) 33.8 80 3.5 17 (10) i 20 2.0 
日 雇 150 65 43.3 52 (31) 34.6 167 5.4 43 (26) 28.7 149 電 
農 業 1238 583 47.1 467(252) 37.7 1638 6.5 435(233) 35.1 4915 21.1 

無 22.2 2 22.2 
計 2018 870 43.1 715 (386) 35.4 2327 6.0 563 (301) 27.9 5277 25 
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表 (2 職業 別 女 の 感染 

調査 4. 2. N. a. 
業 68 25 36.8 23 (14) 33.8 10.3 33 4.7 
すま 209 52 24.9 45 (22) 21.5 248 11.3 16 (8) 12.0 
自 直 業 126 48 38.1 44(24) 34.9 196 7.3 22 (11) 17.5 49 4.5 
左 管 ・ 瓦 工 44 20 45.5 13 (8) 28.6 38.. を 1 14 (8) 31.8 84 10.5 
商 156 58 50 (26) 32.1 31 (14) 19.9 9.2 
に | 選 165 85 51.5 74 (45) 44.8 330 7.3 38 (25) 23.0 437 17.5 
震 業 1290 576 44.6 441(241) 34.2 1526 6.3 398(226) 30.8 4081 18.1 
無 職 9 3 33.3 2 22.2 2 22.2 10 10°0 
計 2067 867 41.9 692(380) 33.5 2609 6.8 528(300) 25,6 4919 16.4 


ー マ ン は 男 > 女 , 商業 , 林業 は 男 侍 女 , 日 選 は 男 < 女 の 
傾向 を 示し た が , 何れ も 有意 の 差 は な い 。 平均 排 虫 数 は 
男 の 最大 が 左官 ・ 瓦 工 10.8 匹 ), っ つい で 林業 , 農業 , 日 
雇 , サラ リー マン , 自由 業 , 商業 で あり , 女 は サラ リー 
マン , 商業 , 自由 業 , 日 雇 , 農業 , 林業 , 左 宮 ・ 瓦 工 の 
順 で ある 。 左官 ・ 瓦 工 は 男 > 女 , 林業 , 農業 は 男 半 女 , 
日 雇 。 サラ リー マン , 自由 業 , 商業 は 男 < 女 で あつ た 。 
4.d. の 感染 率 は 男 > 女 の 傾向 を 示す 職業 が 多く , 平均 
排 虫 数 は 男女 の 傾向 が 著 明 で ある 。 MN.ga. の 感染 率 で 
男 最高 は 農業 つい で 日 無職 , 左官 ・ 
工 , 自由 業 , サラ リー マン , 商業 , 林業 の 順 で 低く な 
り , 女 で は 最高 左 官 瓦 工 (831.82%% う , つい で 農業 , 日 
雇 , 無職 , 商業 , 自由 業 , 林業 , サラ リー マン の 順 で あ 
る 。 上 農業 , 日 万 , サラ リー マン は 男 > 女 で , 農業 は Pr 
{x?>z?s 4.69}<0.05, サラ リー マン は Pr{x?>2%?s 4.54} 
<0.05 の 危険 で 男女 差 を 認め た 。 無職 は 男 , 左官 


・ 瓦 工 , 自由 業 , 商業 , 林業 は 男 < 女 の 傾 向 で ある 。 平 
均 排 由 数 は 男 で は 農業 , 左 宮 ・ 瓦 工 に 多い 。 女 で は 上 農業 
日 殿 ,。 サラ リー マン , 左官 ・ 瓦 工 , 無職 , 商業 , 自由 業 
の 順 で ある 。4.d@ と NM.a. を 性 別 に 比較 すると, 農 
業 と サラ リー マン に 有意 の 差 で NM.g. 感染 率 が 男 に 高 
く , 4.d@ 感染 率 も 男 に 高い 傾向 を 示し た 。4.d み @ の 感染 
率 に 男 > 女 の 傾向 を 認め た 自由 業 , 左 宮 ・ 瓦 工 で は , 

NM.a. 感染 率 は 男 女 で , 男 < 女 の 日 は MN.a. 


・ 男 > 女 と 錯 統 し て いる が , 4.d@ の 感染 率 が 男女 と も 最 


高 は 最低 の 約 2 倍 で ある の に 対し , NM.a。 の それ は 約 4 
倍 強 で ある 。 排 虫 数 は , 土壌 と 関係 の 深い 農業 で は , 
4.d, N.a。 と も 比較 的 大 き い 数 字 を 示し , 左官 ・ 瓦 工 
で は 4.@ が 男 10.8: 女 4.1 と 大 差 を 示し た が , Ng. 
は 男 11.0 : 女 10.5 と 同 程度 で あつ た 。 サ ララ リー マン, 商 
業 の 女 で は , NV.g. の 排 虫 数 が 比較 的 に 大 きい 。 

I 職業 別 就 業者 の 感染 状態 


第 29 表 就業 者 の 感染 状態 


A. ad. N.a 

業 算定 陽性 数 一 人 定 陽 

91 64 70.3 56 (36) 61.5 306 8.5 43 (28) 49.4 
農 業 1128 729 64.6 572(326) 50.0 2655 8.1 562(318) 49.8 7872 21.6 
業 35 19 54.3 15 (9) 42.8 7 (4) 20.0 9 
商 業 101 60 59.4 54 (31) 53.5 168 5.4 28 (15) 27.8 53 3.5 
自 由 業 48 21 43.8 21 (11) 43.7 102 9.3 8 (4) 17.0 25 6.3 
左官 ・ 瓦 工 28 18 64.4 16 (9) 57.1 94 10.4 13 (8) 46.4 118 14.8 
サラ リー マン 77 41 53.2 32 (13) 41.6 86 6.1 17 (7) 224t 22 4.4 
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crds こつ いて 職業 別に 釣 虫 の 感染 状態 を 比較 す 

と , 第 29 表 の 通り で ある 。 

で 農業 の 64.62%, 左官 ・ 瓦 工 の 64.4%%, 商業 の 59.42%, 
林業 の 54.826。 サラリー マン の 53.2 で ある 。4.d の 
は 日雇 が 最も 高く 61.5 2%,。 つい で 左官 ・ 瓦 工 の 

1%, 商業 の 53.5%, 農業 の 50.0%, 自由 業 の 43.722 

te 826。 サ ラリ ー マ ン の 41.6%% で あり , 平均 排 虫 
数 は 左 宮 ・ 瓦 工 の 10.4 匹 , 林業 の 10.1 匹 , 自由 業 の 9.3 
匹 , 日 雇 の 8.5 匹 , 農業 の 8.1 匹 , サラ リー マン の 6.1 
匹 , 商業 の 5.4 匹 と な つた 。AMNV.g。 の 感染 率 は 農業 が 最 
も 高く 49.82, つい で 日 万 の 49.42, 左官 ・ 瓦 工 の 46.4 
26。 商業 の 27.8%2。 サラ リー マン の 22.12%6, の 20.6 
自由 業 の 17.0 で あり , 平均 排 虫 は 農業 21.6 
左官 ・ 瓦 工 の 14.8 匹 , 日 雇 18.2 匹 , 自由 業 6.3 匹 , サ 
ラリ ー マ ン 4.4 匹 , 商業 8.5 匹 , 林業 2.8 匹 で あぁ つた 。 

釣 虫 の 感染 率 は 土壌 と 関係 の 深い 日 選 , 農業 , 左官 ・ 
丈 工 な ど に 高く , 商業 , 自由 業 。 サラ リー マン な ど に 低 

い 傾 向 が み ら れ ,。 と この よう な 傾向 は , 4. み , MM.g. の 感 
率 数 に もみ られ る が , と こと に MN.g。 に その 度合 
が 強い 。 

B) 耕作 面積 と 4. る , N.g. の 分 布 
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て 調査 すべ く , 耕作 面積 別に 家庭 全員 の 釣 虫 感 染 状 態 を 
比較 し た 。 

耕作 面積 別 の 釣 虫 感染 状態 

a 耕作 面積 別 感 染 状 態 第 80 表 ) 

の 感 は , 最高 田 6~9 反 ・ 畑 6 反 以 上 の 47.0 
26, 最低 田 0 反 畑 0 反 の 24.126, 他 は その間 で 変動 し て 
いる 。4.d. の 感染 率 は 最高 田 0 反 ・ 畑 3 ~ 6 反 の 40.0 
26 ( 全 村 の 384.4% と Pr{x?<Z?s 1.19}<0.05 の 危険 
高い ) で ある が , は 台 で ある 。 田 6~ 9 反 ・ 
畑 3~6 反 の 29.72, 田 9 反 以上 ・ 畑 6 反 以上 の 29.5 
2%, 田 9 反 以上 ・ 畑 3~6 反 の 26.2%, 田 0 反 , 畑 0O 反 
の 28.2 2%6 が 低い 。 と くに 田 9 反 以上 ・ 畑 3~ 6 反 は Pr 
(x?>Z2s 1.98} <0.05, 田 0 反 ・ 畑 反 は Pr {x?>x*s 
1.74}<0.01 の 危険 率 で 低い 。 平 均 排 虫 数 は 最大 田 0 反 
・ 畑 0 反 の 10.4 匹 , 最小 田 6~9 反 ・ 畑 0~38 反 の 4.5 
匹 で ある が , 例 村 平均 の 6.5 匹 に 対し て 著 明 な 差 を 示し レ 
て いな い 。 MV.g. の 感染 率 は 最高 田 6 ~9 反 ・ 畑 6 反 以 
上 の 35.422 (Pr{fx?>x?s 1.50} <0.01 , 田 8 ~ 6 反 ・ 畑 
8 ~6 反 の 31.926 (Pr{x?>%?s 1.28} <0.01), 田 3~ 6 
反 ・ 畑 0~3 反 の 82.82% (Pr{x?>X?s 1.88} <0.01), 田 
6~9 反 ・ 畑 6 反 以上 の 35.4 2% (Pr {x?>x?s 1.50} < 
0.01) が 高く , 田 0 反 ・ 畑 3~ 6 反 の 16.0 % ha 


耕作 面積 の 広 狭 が 多 虫 感染 に 如何 に 関係 する か に つい Zs 1.58}<0.01), 田 0 反 ・ 畑 0 反 の 4.82 (Pr {xz2> 
第 30 表 面積 別 釣 虫 感染 状態 

田 0, 畑 0 207 50 24.1 48 (25) 本 259 10.4 10 (5) 4.8 1.4 
田 0, 畑 0~3 730 300 41.1 276(147) 37.8 917 6.2 154 (80) Li 0 40:1 
田 0, 畑 3~6 25 10 40.0 10 (7) 63 9.0 4 (3) 16.0 22 7.8 
田 0~3, 畑 0~3 917 397 43.3 308(180) 33.6 1173 6.6 233(137) 25.4 2620 19.3 
田 0~3, 畑 3~6 _ 231 95 41.1 83 (45) 35.9 274 6.0 53 (31) 2 9615 19.9 
田 0~g, 畑 6~ 97 42 43.3 31 (22) 32.0 194 8.8 31 (20) 2,0 M0 10.5 
田 3~6, 畑 0~3 308 IT44 46.8 112 (66) 36.4 394 5.9 101 (61) 32.8 810 13.1 
田 3~6, 畑 3~6 533 233 43.7 195 (89) 36.6 500 5.6 170(81) 831.9 3152 14.2 
田 3~6, 畑 6~ 243 2 46.1 89 (46) 36.6 310 6.7 78 (39) 32.1 1180 39.2 
田 6~9, 畑 0~3 39 18 36.2 14 (9) 935.9 40 4.5 8 (7) DD.5 - 7 22.4 
田 6~9, 畑 3~6 182 76 41.8 54 (29) 7 212 7.8 55 (30) 30.2 508 17.0 
田 6~9, 畑 6~9 336 158 47.0 119 (61) 35.4 373 6.1 119 (60) 35.4 1464 24.4 
田 9 以 上 , 畑 3~6 61 25 41.0 16 (7) 26.2 46 6.6 15 (8) 24.6 58 7.3 
田 9 以 上 , 畑 6 以 上 176 43.8 52 (33) 29.5 181 5.5 60 (39) 34.1 :: 888 14.9 


| . | | 
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6.52} <0.01) が 低い 。 平均 排 虫 数 は 最大 田 3~6 反 ・ 
畑 6 反 以 上 の 80.2 匹 , 最小 田 0 反 ・ 畑 0 反 の 1.4 匹 で あ 
つて , 作 積 の 広 と 虫 の 関係 は 認め が た い 。 
4.4. と N.a。 と の 感染 状態 を 比較 する と , 感染 率 で 田 
0 反 ・ 畑 0O 反 が A4.@ み , N.a. 何れ も 有意 の 差 を も つて 虹 
低 値 を 示し , と くに Wa. に 著しく , 排 虫 数 も 甚だ し く 
少な い が , 田畑 の 広 狭 に よる 4.d@, NM.a. の 著 明 な 差 は 
認め が た い 。 平均 排 虫 数 も 両 種 と も 面積 と 関係 は み ら れ 
よ うろ で ね る 

b 耕 作 面 積 別 年 齢 別 感 染 状 態 

i 田畑 な し 家庭 の 年 齢 別 感 染 状 態 (第 31 表 ) 

釣 虫 感染 率 は 例 数 が 少な い の で 正確 に は 云え な い が , 
成人 に 高く 小児 に 低い 。 4.@ の 感染 率 は 成人 に 高く 小 
児 に 低い が , NV.g. は 年 齢 層 に ょ り 感 染 を みな い 例 も あ 
り 断 定 を 下 し 難い 。 排 虫 数 の 年 齢 差 は 認め られ な い 。 

田 反 ・ 畑 0 反 家 の 年齢 別 感染 状態 (第 32 
表 ) 

釣 虫 感染 率 は 幼少 期 で は 35 以下 と な り , 16 歳 以上 は 
50 以上 で ある 。4.d. の 感染 率 は 幼少 期 で は 平均 の 
87.825 よ り 低 く 。 と くに 0~5 歳 は 13.38% で 最も 低い 。 
平均 排 貝 数 は 年 齢 差 を 認め な か つた 。 MV.a. の 感染 率 も 
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4.d. 同様 , 幼少 期 で は 低く , 成人 に 高い 。 平均 排 虫 数 
は 小児 か ら 青 年 期 に 少なく , 壮年 か ら 高 齢 層 に 多い 。 

御田 0~3 反 ・ 畑 0~3 反 家庭 の 年 齢 別 感 染 状 態 
(第 33 表 

鋼 虫 感染 率 は 最高 66~70 歳 の 85.722, 最低 が 11~15 歳 
の 25.7 2 で, 幼少 期 に 低い 。4.@ の 感染 率 は 成人 に 高 
く 小 児 に 低い 。 和 平均 排 虫 数 は 最大 61~65 歳 の 16.7 匹 , 最 
小 6 ~10 歳 の 8.8 匹 で あぁ つて, 特異 な 年齢 曲線 は 認め 
られ な い 。AV.g. の 感染 率 は 最高 61~65 歳 の 66.7 2, 最 
低 21~25 歳 の 9.1% で , 幼少 期 は 20 よ ょ より 低く 成人 は 高 
率 で ある 。 平均 排 由 数 は 年 齢 的 差異 を 認め な い 。 4.@. 
と NM.g. の 感染 態度 は か な り 近 似 し て いる 。 

iv 田 0~38 反 ・ 畑 3~6 反 家 奉 の 年 齢 別 感 染 状 態 
(第 84 表 ) 

鋼 虫 の 感染 率 は 20 歳 以下 で は 低く , 最低 は 0~5 歳 の 
21.12% で ある が , 21 歳 以上 で は 高く , 最高 は 41~45 歳 の 
88.9% で あつ た 。4.d. の 感染 率 は 41 ~45 歳 の 88.92% 
最高 , 0~ 5 蔵 の 10.52 が 最低 で , 成人 に 高く 小児 に 低 
い 。 平均 排 虫 数 は 最大 41~45 歳 の 20.6 匹 , 最小 16~20 歳 
の 1.0 匹 で ある が , 年 齢 別 変動 に 特長 は な い ょ う で あ 
る 。AMNV.a. の 感染 率 は 最高 が 41~45 歳 の 55.6%, 最低 は 


第 31 表 田 0 反 , 畑 反 家庭 の 感染 状態 


0~ 5 
6~10 75 6 8.0 6 (2) 8.0 10 5.0 3.) 4.0 
11~15 57 13 22.8 13 (12) 22.8 53 4.4 
16~20 6 2 33.3 1 16.7 1 16.7 
21~25 2 40.0 2 1) 40.0 2 2.0 2 8} 40.0 4 4.0 
26~30 13 8 BL:5 8 (3) 61.5 27 9.0 2 (1) 15.4 3 3.0, 
31~35 3 37.5 7 35.5 
36~40 8.7 1 16.7 1 16.7 
41~45 2 50.0 2 50.0 
46~50 11 8 8 (3) 155 
51~55 4 44.4 4 (2) 44.4 5 2.5 
56~60 1 33.3 1 38.3 
61~65 
66~70 
71~ 2 
計 207 50 24.1 48 (25) 23.2 259 10.4 10 (5) 4.8 1.4 
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第 32 表 田 0 反 , 畑 0~3 反 家庭 の 銘 虫 感染 状態 

年 陽性 数 一 人 定 陽性 数 一 人 
0~ 5 45 8 17.8 6 13.3 7 15.8 

6~10 228 82 35.9 74(35) 32.4 108 3.1 36 (17) 15.8 FE 4.2 
11~15 24T 74 (36) 30.7 196 5;5 38 (18) 15.8 100 5.6 
16~20 14 50.0 7 (2) 50.0 
.21~25 11 "4 63.6 7 (3) 63.6 23 7.6 5 ② 45.4 5 2.5 
26~30 20 11 55.0 1. (3 55.0 40 5.7 5 (3) 25.0 59 19.7 
31~35 34 19 55.9 19(13) 55.9 94 7:2 9 (6) 26.5 62 10.7 
36~40 29 19 65;5 18(15) 62.1 101 6.7 17 (14) 58.6 146 10.4 
41~45 39 21 53.8 20(11) 10 (5) 25.6 106 21. 
46~50 24 4 70.8 16 (11) 66.7 106 9.6 10 (7) 41.7 72 10.3 
51~55 21 11 52.4 8 (4) Bi 17 4.3 8 (3) 38.1 42 14.0 
56~60 16 2 "5.0 12 (8) 75.0 30 3.8 5 (3 1 14 4.7 
61~65 6_ 50.0 3 1) 50.0 3 (1) 50.0 39 39.0 
66~70 2 : 50.0 1 (1) 50.0 3 3.0 も 性) 50.0 89 89.0 
71~ 

計 730 300 41.1 276(147) 37.8 917 6.2 154(80) 21.1 805 10.1 

第 33 表 0~3 反 , 畑 0~3 反 家庭 の 感染 状態 

0~ 5 60 16 26.7 6 10.0 7 許さ 

6~10 291 99 34.0 69 (42) 23.7 137 3.3 58 (34) 20.0 165 4.9 
11~15 222 7 性 4 40 (35) 18.0 143 4.1 24 (24) 10.8 186 7.8 
16~20 27 16 59.3 16 (7) 59.3 29 4.1 る 40.8 69 23.0 
:.26~30 46 34 73.9 28 (13) 60.9 12.2 25 (12) 54.3 
.31~35 54 32 59.3 32 (14) 59.3 120 8.6 23 (13) 42.6 113 送 
.36~40 44 25 56.8 25 (12) 56.8 89 CR 13 (7) 29.6 52 7.4 
41~45 28 16 67.2 9 (9) 32.4 120 13'3 8 (7) 28.6 1261 180.1 
42 27 64.3 17(10) 40.5 157 15.7 
51~55 26 20 0 17 (8) 65.5 50 6.3 12 (4) 46.2 11 2.8 
56~60 17 14 A 12 (9) 70.6 84 9.3 9 (9) 53.0 
61~65 45 10 66.7 6 (6) 40.0 100 16.7 10 (5) 66.7 68 13.6 
66~70 7 6 85.7 5 (3) 71.4 28 9.3 4 (3) 57.1 34 17.0 
71~ 16 11 68.8 9 (3) 56.3 12 4.0 10 (4) 62.5 76 19.0 

計 917 397 43.3 308(180) 33.6 1173- 6.6 233(137) 25.3 2620 19.3 
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34 表 田 0~3 反 , 畑 3~6 反 家庭 の 感染 状態 


A. N. a. 

4 3 3.0 2 (1) 10.5 1 1.0 
27.5 1.5 5 (3 9.8 4 1.3 
33.3 る 1 1.0 2 4 4.0 
70.0 (0* 3.5 6 3.0 
88.9 8(5) 88.9 103 20.6 6 55.6 6 2.0 
44.4 3.3 4(4 44.4 38 9.5 

28.6 7 7.0 

75.0 3 (1) 75.0 3 3.0 

50.0 2 50.0 1 25.0 

41.1 83(45) 35.9 274 6.0 53(31) 22.9 615 19.9 
第 35 表 田 0~3 反 , 畑 6 反 以上 家庭 の 多 虫 感染 状態 

A. N. a. 

6 22,2 0 3 3.0 5 (2) 18.5 2 1.0. 
3 100.0 3 (2) 100.0 1I 
7:5 4(3) . 50:0 20 6.7 
2 50.0 1 25.0 2 50.0 
4 100.0 4(9 10 8.3 (9 4.0 
1 100.0 1 (1) 100.0 6 6.0 
9 90.0 4(3) 40.0 141 47.0 
1 25.0 を ( 2 2.0 
や 1 33.3 2 66.7 

43.3 31(22) 32.0 194 8.8 


(139) 


(1958) . 739 
0~5 19 
2 6~10 68 
11~15 51 
16~20 6 
21~25 10 
26~30 12 
31~35 10 
36~40 17 
41~45 9 
46~50 9 
51~55 5 
56~60 7 
61~65 4 
66~70 4 
71~ 
| 
0~ 5 6 
:9 6~10 19 
11~15 ] 
16~20 3 
-0 21~25 8 
.8 26~30 4 | 
31~35 4 
-4 36~40 3 
.1 41~45 
4 46~50 10 
.2 56~60 5 ] 
.6 61~65 3 
66~70 
.0 71~ 
| | | 
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第 36 表 田 3~6 反 , 畑 0~3 反 家庭 の 多 虫 感染 状態 
調査 A ds N. a 
0~ 5 14 7 7.0 
16~20 17 9 52.9 10(6); . 36 6.0 
21~25 13 7 53,8- -:45 2285 
31~35 9 5 55.6 5 4 2.0 5 (2 55%6 2250 
41~45 20 12 (9) 13 (10) 65.0 9.4 
'61~65 5 3 60.0 10:2 7.5 
66~70 2 2 100.0 2(2) 100.0 35 11.7 
71~ 
計 308 144 46.8 112(66) 36.4 394 5.9 BIO 13 
第 37 表 田 3~6 反 , 畑 3~6 反 家庭 の 銘 虫 感染 状態 
0~ 5 33 12 36.4 6 (1) 18.2 5 5.0 6 (1) 18.2 4 4.0 
15.4 9 4.5 2 (2) 8.5 
1 12.5 2 25.0 
195(89) 36.6 500 5.6 
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第 38 表 田 3~6 反 , 畑 6 反 以上 家庭 の 釣 虫 感染 状態 


0~ 5 10 1 10.0 1 10.0 
6~10 68 23 33.8 16 (8) 23.5 30 3.8 7 3) 10.3 8 2.7 
11~15 61 14 23.0 10 (7) 16.4 20 2.9 6 (4) 9.8 14 3.5 
16~20 4 75.0 3 1) 75.0 § 7.0 
21~25 15 9 60.0 10 (4) 66.7 14 3.5 5 (2) 33.3 5 2.5 
26~30 12 58.3 7 (4) 58.3 34 8.5 5 (3 41.7 386 128.7 
31~35 15 10 66.7 10 (5) 66.7 87 17.4 10 5) 66.7 514 102.8 
36~40 10 7 70.0 2 (1) 20.0 9 9.0 5 3 50.0 8 2.7 
41~45 11 10 90.9 10 (4) 90.9 50 12.5 10 (4) 90.9 81 20.3 
46~50 8 TS 4 (3) 50.0 4 6 (4 75.0 26 6.5 
51~55 11 お 63.5 7 (5) 63.5 35 7.0 7 (5) 63.5 42 8.4 
56~60 6 5 83.3 5 3) 83.3 25 8.3 5 3) 83.3 62 20.7 
61~65 4 3 75.0 2 50.0 2 50.0 
66~70 3 3 100.0 3 (1) 100.0 1 1.0 3 (1) 100.0 22 2 
71 5 3 60.0 3 1) 60.0 1 1.0 3 1) 60.0 5 5.0 
計 243 89 (46) 36.6 310 6.7 78 (39) 32.1 1190 30:2 
第 39 表 田 6~9 反 , 畑 3~6 反 家 庭 の 
(検査 々 ) 当り ( 々 ) 当り 
0~ 5 9 3 33.3 3 1) 33.3 1 1.0 
6~10 50 11 22.0 8 3) 16.0 12 4.0 5 (2) 10.0 2 1.0 
11~15 43 10 23.2 4 (3) 9.3 11 3.7 7 (5) 16.3 17 3.4 
16~20 9 4 44.5 4 (3) 44.5 14 4.7 
21~25 9 8 88.9 6 3) 66.7 27 9.0 6 (3) 66.7 50 16.7 
26~30 12 V4 58.3 6 (3) 50.0 19 6.3 4 (2) 33.3 14 7.0 
31~35 12 ” 58.3 7 (5) 58.3 66 13.2 6 (4) 50.0 150 37.5 
36~40 4 3 75.0 3 (2 75.0 8 4.0 る 50.0 43 43.0 
41~45 6 5 83.3 + 66.7 3 50.0 
46~50 7 3 42.9 3 (2) 42.9 10 5.0 3 (2②) 42.9 78 39.0 
51~55 7 6 85.7 5 (5) 71.4 41 8.2 4 (4) 57.1 490 32.5 
56~60 6 4 66.7 4 1) 66.7 4 4.0 4 (1) 66.7 4 4.0 
61~65 6 4 66.7 4 (2) 66.7 14 7.0 4 (2) 66.7 5 2.5 
66~70 
71~ 2 1 50.0 
計 182 76 41.8 54 (29) 29.7 . 212 7.3 55 (30) 30.2 508 17.0 
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第 40 表 田 6~9 反 , 6 反 以上 家庭 の 虫 感染 状態 

A. a@. N. a. 

03S5 9 4 21.2 3 15.8 2 10.5 
Gsi0 86 18 27.3 12 (9 18.2 18 2.0 45 
11~15 65 17 26.2 11 (6) 16.9 14 る 3 11 (6) 16.9 24 4.0 
21~25 27 14 51.9 12 (6) 44.4 35 5.8 12 (6) 44.4 ' 49 8.2 
26~30 14 11 78.6 168 50:0 438 87.6 
31~35 19 13 68.4 13 (5) 68.4 30 6.0 13 (6) 68.4 123 20.5 
418 7.8 4 22.2 14 3) 77.8 53 17.7 
41~45 18 12 66.7 10 (8) SS.5 70 8.8 10 (8) 55.5 285 28.1 
“44 10 (6 ni4 21 ‘435 
61~65 10 6 30.0 59 59:0 
66~70 10 5 50.0 98 390 50.0 148 74.0 
6 5 83.3 0 50.0 14 14.0 
計 336 9544° 373 119(60) 35.4 1464 24.4 

第 41 表 田 9 反 以上 , 畑 6 反 以上 家庭 の 多 虫 感染 状態 

(検査 ) 当り (検査 ) 当り 

5 

11~15 35 
126 12 46.2 56 9(6) 34.6 172 28.7 
26~30 12 7 58.3 5 (2) 41.7 3 5 (2) 
31~35 2 2 100.0 100.0 12 12.0 
6 60.0 42 40,0 185 9255: 
56~60 9 6 66.7 
66~70 2 2 100.0 2 (2) 100.0 6 3.0 (9) 100.0 19 9.5 
計 176 77 43.8 52(33) 29.5 181 5.5 60(39) 34.1 588 14.9 


\ 
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11~15 歳 の 9.8 で , 幼少 期 で は 平均 以下 で あつ た 。 平 
均 排 虫 数 に 年 齢 差 の 特長 は み ら れ な い 。 4.d と MN.a. 
の 感染 態度 は か な り 近 似 し て いる ょ うぅ で ある 。 

v 田 0~3 反 ・ 畑 6 反 以 上 家庭 の 年 齢 別 感 染 状態 (第 
85 表 ) 

鋼 虫 の 感染 率 は 0~ 5 歳 の 0 を 最低 と し て , 幼少 期 
に 低く 大 人 に 高い 。4.d@ の 感染 率 は 小児 期 に 低 率 , 大 
人 に 高 素 を 量 し た 。 排 虫 数 の 年 齢 差 は みる られ な い 。MN.a. 
の 感染 率 も 排 虫 数 も 年 齢 的 と に は 4.@ と 同様 で あぁ つた 。 

vi 田 3~6 反 ・ 畑 0 へ 反 家庭 の 年 齢 別 態 
(第 36 表 う 

釣 虫 の 感染 率 は 大 人 に 高く ,。 小児 に 低い 。4.d@ の 感 
染 率 は , 成人 で は 30~ 100 2,。 小児 で は 20~830 を 示 
し ,。 成人 に 高い が , 排 虫 数 の 年 齢 差 は 認め が た い 。MN.a. 
の 上 感染 率 も 4.@ 同様 の 傾向 を 呈 し た 。 

vii 田 3~6 反 ・ 畑 8 へ ~6 反 家庭 の 年齢 別 感 染 状 態 
(第 87 表 う 

釣 虫 の 感染 率 は 幼少 期 に 低く 。 成人 に 高い 。4.@ の 
感染 率 は 幼少 期 に 低く , 青年 期 あ た りか ら 高 く な つて い 
る が , 排 虫 数 の 年 齢 変動 は みあ られ な い 。AV.ga. の 上 感染 状 
態 は , 4.@ 同様 て ある 。 

viii 田 83~6 反 ・ 畑 6 反 以 上 家庭 の 年 齢 別 感 染 状 態 
(第 838 表 う 

の 感染 率 は 最高 66~70 歳 の 1002%, 最低 0~5 
の 10.02% で , 成人 に 高く 小児 に 低い 。4.d み @ の 感染 率 は 
成人 に 高く , 小児 に 低い 傾向 に ある 。 排 虫 数 は 労働 年 齢 
層 に 少し く 多 い 傾 向 に ちる 。 MW.a. 感染 率 は 成人 に 高く , 
小児 に 低く , 排 労働 年 齢 層 に 多い 傾向 で ある 。 
ix 田 6~9 反 ・ 畑 3 へ ~6 反 家庭 の 年 齢 別 感染 状態 第 
39 表 

の 感染 率 は 最高 21~25 歳 の 88.92, 最低 6 ~10 
の 22.02% で , 成人 に 高く 小児 に 低い 。A.d@ の 感染 率 は 
成人 に 高く , 小児 に 低い 。 排 虫 数 の 年 齢 変動 は み ら れ な 
い 。AV.ga. の 感染 率 は 4.@ 同様 で ある が , 排 労 
働 年 齢 層 に 多い 。 ; 

x 田 6~9 反 ・ 畑 6 反 以 上 家庭 の 年 齢 別 感 染 状 態 ( 第 
40 表 う 
釣 虫 の 感染 率 は 最高 "1 歳 以 上 の 883.32, 最低 0~5 歳 
の 21.226 で , 成人 に 高く 小児 に 低い 。4.d@ の 感染 宮 は 
最高 1 歳 以 上 の 83.326, 最低 は 0~5 歳 の で , 
に 高く 小児 に 低い 。 排 虫 数 は 労働 年 齢 層 に 多い 。 MN.a, 
の 感染 率 は 最高 81~95 歳 の 68.42, 最低 0~5 歳 の 10.5 
% で , A.d. 同様 の 年 齢 曲線 を 示し た 。 排 虫 迷 は 労働 年 
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に 多い 。 

xi 田 9 反 以上 ・ 畑 6 反 以 上 家庭 の 年 齢 別 感 染 状 態 ( 第 
41 表 

釣 虫 の 感染 率 は 小児 に 低く , 成人 に 高い 。4.d& の 上 感 
染 率 は 最高 66~70 歳 の 100%, 最低 0~5 歳 お よび 11~ 
15 0 , 成人 に 高く 小児 に 低い 。 排 虫 年 齢 差 
は みとめ られ な い 。AV.g. の 感染 率 は 最高 831~35 歳 お ょ よ 
び 66~"70 歳 の 1002, 最低 0~ 5 0 で , 成人 に 高 
く 小 児 に 低い 。 排 虫 数 は 労働 年 齢 層 に 少し く 多 い 傾 向 で 
あつ た 。 

『 面積 別 農 業 専従 者 の 釣 感染 状態 

耕作 面積 別に 農業 専従 者 の 釣 虫 感染 状態 を 比較 する 
と , 第 42 表 の 通り で ある 。 

釣 虫 の 感染 率 は 田 0~83 反 ・ 畑 6 反 以 上 の "4.5, 田 
38~6 反 ・ 畑 6 反 以 上 の 78.926, 田 6~9 反 ・ 畑 0~38 
反 の 71.422 な ど が 高 率 で あり , 田 9 反 以上 ・ 畑 3~6 反 
の 53.028, 田 9 反 以上 ・ 畑 6 反 以 上 の 58.6%, 田 0~3 
反 ・ 畑 3~ 6 反 の 56.1 2% な ど が 低 率 で ある 。4.d@ の 感 
染 率 は , 田 0 反 ・ 畑 0~38 反 の 68.72%2, 田 0~3 反 ・ 畑 
0~3 反 の 62.82%, 田 0~3 反 ・ 畑 6 反 以 上 の 62.8 な 
ど が 高 率 で ある 。 田 9 反 以 上 ・ 畑 3~ 6 反 の 832.4%, 田 
9 反 以 上 ・ 畑 6 反 以 上 の 34.62%, 田 0~3 反 ・ 畑 3 へ ~6 
反 の 839.02% な ど が が 低 素 で ある 。 平均 排 虫 数 は , 田 0 反 ・ 
畑 0~38 反 の 9・4 田 0~8 反 ・ 畑 0~8 反 の 9.5 
匹 , 田 0~ 83 反 ・ 畑 3~6 反 の 9.9 匹 , 田 0~3 反 ・ 畑 
6 反 以 上 の 9.4 匹 な ど が 多く , 田 9 反 以上 ・ 畑 83~6 反 
の 5.4 匹 , 田 9 反 以上 ・ 畑 6 反 以 上 の 6.0 匹 , 田 6~9 
反 ・ 畑 0~ 3 反 の 6.0 匹 な ど が 少な い 。 MV.a. の 感染 率 
は 田 3~ 6 反 ・ 畑 6 反 以 上 の 59.82, 田 6~9 反 ・ 畑 0 
~ 83 反 の 57.12%6, 田 3~ 6 反 ・ 畑 0~ 3 反 の 57.72, 田 
6~9 反 ・ 畑 3~6 反 の 52.82%2, 田 0 反 ・ 畑 0~38 反 の 
50.0 な ど が 多く , 田 0 反 ・ 畑 83~6 反 の 16.72, 田 0~ 
3 反 ・ 畑 3~ 6 反 の 36.622, 田 9 反 以上 ・ 畑 3~6 反 の 
3835.38 2 な ど が 少な い 。 和 平均 排 虫 数 は , 田 0 反 ・ 畑 0~ 3 
反 の 35.0 匹 , 田 0~8 反 ・ 畑 0~38 反 の 40.9 匹 , 田 0~ 
83 反 ・ 畑 3~6 反 の 80.7 匹 , 田 3~6 反 ・ 畑 6 反 以 上 の 
5.4 匹 な ど が 多く , 田 0 反 ・ 畑 3~6 反 の 1.0 砲 , 田 0 
~38 反 ・ 畑 6 反 以 上 の 10.2 匹 , 田 9 反 以上 ・ 畑 3~6 反 
の 39.8 匹 が 少な い 。 上 農業 専従 者 に は 耕 作 面 積 の 広 狭 に ょ 
つて 釣 虫 の 著しい 感染 られ ず , み , NM.a. の 感 
染 率 お よび 排 貝 数 も 面積 の 広 狭 に は 概して 影響 され て い 
な いよ ょ よう で ある 。 
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第 42 表 面積 別 農業 専従 者 の 感染 状態 


A. a. N. a. 

反 定 陽 数 一 人 定 陽性 

0, 畑 0~3 16 11 68.7 11 (7) 68.7 66 9.4 8 (5) 35.0 
田 0, 畑 3~6 12 8 66.7 6 (3) 50.0 22 Fr を 16.7 1 1.0 
田 0~3, 畑 0~3 191 122 63.9 120 (57) 62.8 544 9.5 84 (45) 44.0 1838 40.9 
田 0~3, 畑 3~6 82 46 6.4 32 (21) 39.0 207 9.9 30 (18) 36.6 553 30.7 
田 0~3, 畑 6 以 上 43 32 74,5 27 (19) 62.8 179 9.4 20 (15) 46.5 193 10.2 
田 3~6, 畑 0~3 104 67 64.4 51 (33) 49.1 269 8.2 60 (39) 
田 3~6, 畑 3~6 201 132 65.7 102 (55) 0. て 397 7.3 101 (55) 50.2 954 17.4 
田 3~6, 畑 6 以 上 92 68 73.9 55 (30) 59.8 250 8.3 55(31) 59.8 1098 35.4 
田 6~9, 畑 0~3 14 10 71.4 7 (6) 50.0 36 6.0 8g (7) 4 21.0 
田 6~9, 畑 3~6 72 48 66.7 36 (20) 50.0 165 8.3 38 (20) 52.8 424 2 
田 6~9, 畑 6 以 上 163 106 65.0 80 (42) 49.1 327 7.8 81 (44) 49.7 1311 29.8 


11 5) 32.4 27 5.4 
36 (28) 34.6 167 6.0 


12 (6) 35.3 59 9.8 
43 (32) 41.4 554 17.3 


田 9 以 上 , 畑 3~6 34 18 53.0 
田 9 以 上 , 畑 6 以 上 104 61 58.6 


総括 お よび 考 
1) 感染 の 概要 
農村 は 旋 山 地方 と 共に , 釣 虫 の 淫 況 地 と し て 一 般 の 関 
心 を 集め て いる 。 近頃, 化学 肥料 が 市 場 に 出 廻 つて 来 た 
が , 農家 の 経済 力 で は , 施肥 に 人 開 の に な うぅ 役割 は 依然 
と し て 大 きい 。 釣 虫 卵 お ょ びそ の 仔 虫 の 発育 は 気候 の 影 
舞 を 強く 受け る 。 熱 帯 地 方 は 最適 で , 温帯 地方 は と れ に 


つぐ 。 温帯 に 属し レ 人 区 施肥 の 盛ん な 我が国 は 釣 虫 国 と し . 


て 名 高い 。 本 邦 に お ける 釣 虫 の 分 布 に 関し て は , 古く か 
ら 調 査 が 進め られ て きた が , 終戦 後 か ら 本 格 的 な 調査 段 
階 に 入 つ た 。 多 虫 卵 の 検出 は 検査 方 法 に ょ つて 非常 に 差 
が ある が , 一 応 確実 と され る 集 卵 法 を 採用 し て 調査 し た 
報告 を ひろ つて も , 多く の 業績 が あり , 殆ど の 農村 で 
は 830~502% 以 上 の 惑 染 率 を 示し て いる よう で ある 。 更 に 
A.d と NN.a. の 分 布 を みる と , 小林 ら (1953) は 京都 
富山 , 芝 知 , 兵庫 , 山口 , 香川 の 諸 県 を 調 名 し , 大 部 分 
の 地区 は 4.@ が 優 占 し , NM.g. の 多い 土地 は 釣 虫 感染 
が 濃厚 な と ころ と いい , 松崎 ちら (1951) は 東京 , 千葉 , 
神奈 川 , 埼玉 , 茨城 , 岐阜 , 富山 の 諸 県 の 35 地 区 8 社 か 
ら 卵 子 を 集め 培養 し , 釣 虫 寄生 率 は 決し て 低い も の で な 
く , 4.@ の 多い 地区 28, NV.ga. の 多い 地区 7 で ある と し , 
水野 (1956) は 群馬 県 下 40 個 所 の 町 村 を 調査 し , 濃厚 感 
染 を 認め , か つ 釣 虫 陽 性 率 は 標高 が 高く な る に し た が 
つて 低下 する と 述べ , 小宮 ら (1952) は , 埼玉 県 で N.a. 
優 占 を 認め , 鈴木 ら (1956) は 宮城 県 の 農村 を 調査 し 濃 
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厚 感 染 を みとめ , 大 部 分 は NNW.g. が 優 占 する 地区 で あ 
る が , 高地 に は 4.@ 地区 を 発見 し て いる 。 佐々 木 ら 
(1952) は 県 で 駆虫 し , 排 者 208 名 中 の み 
198 名 , NV.a。 の み 2 名 , 混合 8 名 で あぁ あつ た と いつ て い 
る 。 長 花 ら (1953) は 松江 市 周辺 で 4.@ 優 占 を の べ , 
小宮 山 て 1954) は 川崎 市 で NM.a. 優 占 で ある と し , 佐々 
ら (1957) は 全国 に また が る 三 鞭 鉱 業 株 式 会 社 を 調査 
し , 北九州 , 山口 県 , 東北 , 北海 道 の 何 れ の 事業 所 で も 
4.2. 優 占 を 認め た が , 北海 道 に か ぎり NN.ga。 が か な り 
分 布 し て いる と いう 興味 ある 報告 を し て いる 。 九州 の 
釣 虫 に つい て は , 岡部 ら (1953) は 福岡 , 大 分 , 長崎 の 
諸 県 を 調査 し , 何れ の 地域 で も 濃厚 感染 を 認め , 大 部 分 
の 地区 が 4.d@ 優 占 で ご あつ た が , NN.g。 の 多い と と ころ も 
ある と し ,。 と と に 高地 は 4.@ が 独占 的 で ある と 報告 し 
て いる 。 永吉 ら (1955) は 宮崎 県 南部 で 4.d と MN.a. 
の 寄生 する 率 は 7.9 : 2.6 で ある が , NV.g. が 優 占 する 
と いい , 牟田 口 (1955 う は 福岡 , 佐賀 , 熊本 , 宮崎 の 諸 県 
を 調査 し , 何れ の 地区 で も 濃厚 感染 を 認め , 福岡 , 佐賀 
の 両 県 は 4. み が 多く , 熊本 県 は 4.4. と NN.g. が 接近 
し , 宮崎 県 南部 は NM.ga. が 圧倒 的 応 多く 分 布 し て いる と 
し , 小牧 (1957) は 宮崎 県 中 部 で 4.4。 が 優 占 する が , 
MN.a.。 も か な り 多 いと し , 小笠 原 (1958) は 種子 島 の 調査 
で 4.d と N.a。 は ほ く 同 数 と 報告 し て いる 。 以 上 の 如 
く が 国 に お いて は , いた る と こと ろ に 釣 虫 が , そ 
れ に ょ る 疾病 は 国民 病 の 一 つ に 数 え あ ぁ あげ られ て いる 。 


] 


33 年 12 月 (1958)〕 


著者 の 調査 し た 山 錠 口 村 は , 受験 者 4085 名 中 釣 虫 卵 陽 


性 者 数 が 1787 名 の 42.5% で あり , 僅か 97km? の 積 内 と 


散在 する 10 数 部 落 間 に 著しい 濃淡 が み ら れ た 。4.d と 
AV.g. の 感染 状態 を 比較 する と , 4.@ の 感染 率 は 34.4% 
平均 排 虫 数 は 6.4 匹 と な り , MN.ga. の 感染 素 は 26.72%, 
平均 排 虫 雪 は 17.0 匹 で ある 。 こ と の 成績 を 諸氏 の それ と 比 
較 す る と , 当 村 も 一 般 農 村 に お と ら ず , 釣 虫 が 濃厚 に 分 
布 し て いる と と が うか が える 。 両 種 釣 虫 の 分 布 相 は , 
.4.g. 優 占 型 で つ た 。 

2) 地域 と 虫 感 染 

調査 地 は 農業 主体 で 構成 され た 農村 で あぁ る が , 村内 は 
土地 の 高低 が は げ し く , 部 落 に ょ つて 地形 の 様相 も 違 つ 
て いる と と ろか ら , 山間 部 は 林業 が 営 な まれ , 平地 は 瓦 
製造 に 従事 する と と ころ も ある 。 中 心 部 は 商業 , 自由 業 を 
閉 業 し , 都城 市 に 近い 関係 上 , 通勤 者 も 少な く な い 。 多 虫 
は 全 村 て いる が , 部 落差 が 著しい 。4.d の 感 
染 率 が 比較 的 に 高い 部 落 は , 乗 牽 , 野上 , 向原 , 正 近 , 
下 富 吉 お ょ び 川 内 な ど で あ り , 低い 部 落 は 飛 頑 , 桑原 , 
六 十 田 , 林 な ど で ある 。4.@. 排 虫 数 の 多い 部 落 は 青井 
岳 , 前 方 , 正 近 , 和 飛 松 お よび 下 富 吉 な ど で あ り , 少な い 
部 落 は 和 桑原, 述 , 田原 , 川内 , 六 十 田 な ど で あ る 。 MN.a. 
の 感染 率 が 高い 部 落 は 下 富 正 近 , 川内 , 原 
な ど で あ り , 低い 部 落 は 青井 岳 , 六 十 田 , 山 町 , 栗 な ど 
で ある 。MNV.a. 排 虫 数 の 多い 部 落 は 正 近 , 川内 , 前 方 , 
野上 な ど で あ り , 少な い 部 落 は 田原 , 中 原 , 林 
山 町 , 六 十 田 , 吾 井 績 な ど で あ る 。 各 部 落 に お ける 4.@. 
の 感染 率 は 28~4426, NN.a。 の それ は 18 へ ~89 の 間 で 変 
動 し , 部 落差 は .4.@ が 少な く NN.ga.。 が 大 きい 。 排 虫 数 
は 4.d 3.2~ 9.6 , NV.ga. 4.1~35.8 匹 の 間 で 相違 
部 落差 は 4. み が 小さ く MW.a. が が 大 きい 。 し か し 4.4, 
NV.a. 両 種 と も 一 般 的 傾向 と し て 平地 か ら 丘 陵 地 に 高 率 , 
多数 排 虫 が み ら れ , 丘陵 か ら 山 地 に 低 率 , 少数 排 上 虫 が み 
られ た 。 

8) 年 齢 と 虫 感染 

農村 居住 者 と いえ ども 生活 様式 は 決し て 単純 な も の で 
な く , 地方 に ょ つて 種々 の 要素 が 錯 約 に 働い て 各 人 各 
様 な 生活 を 形成 させ て いる が , 中 で も 年 齢 的 因子 は 宿主 
の 生活 様式 を 著しく 相違 させ , 釣 虫 感染 の 上 に も 大 きく 
影響 し て いる 。 経 皮 感染 の 原因 と な る 土壌 , と くに 人 疲 
が 施肥 きれ て いる 替 地 に 立入 る 機会 の 多少 は , 成人 と 小 
児 と で は 大 い に 異 な り , 成人 悦 の 中 で も 労働 年 齢 層 と 老 
鯛 層 と で は 違う 。 そ こと で 当 村 の 全 住民 を 5 歳 階 級 と 区 分 
し , それ ぞ れ の 多 虫 感染 率 を 比較 する と , 15 歳 未満 の 小 
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児 期 は 20~302% の 低 率 を 示し た が 上 農業 に 従事 し は じ め る 
年 頃 (16 歳 位 〕 か ら 急 激 に 高まり , 成人 期 は 50~702% と な 
つて いる 。4.d の 感染 率 は , 0~5 歳 が 最も 低く 11.92, 
6 歳 か ら 15 歳 まで は 22 強 , 16 歳 頃 か ら 急 に 増加 し , 労 
働 年 齢 層 で は 40~60% を 量 し , 66 歳 以上 の 高齢 層 に お い 
て も 変り が な い 。4.g@. 排 虫 数 は 小児 期 で は 3 ~5 匹 で 
少な く , 労働 年 齢 層 は 6 ~18 匹 で 多い 。 MM.g. の 上 感染 率 
は , 小児 期 で は 12~16% の 間 で 変動 し , 0~5 歳 が 最も 
低く 11.8 で ある 。 16 歳 以上 の 労働 年 齢 層 は 35~5522 

高 率 を 量 し , 高齢 層 と いえ ども 何ら 変化 を みとめ な い 。 
NN.a. の 排 虫 数 は , 小児 期 で は 2~ 5.5 匹 , 成人 で は 8 
~42 匹 で , 成人 は 小児 より 著しく 多数 の 排 虫 が み ら れ 
た 。 多 虫 の 年 齢 別 感染 状態 は , 本 種 の 予防 , 疫学 お よび 
感染 経路 な ど に つい て , 多数 の 識者 に ょ つて し ば し ば ご 調 
査 検討 さ れる 要素 で , ら (1956, 195⑦) は 4.d. 


お ょ び MV.a. が 優 占 する 宮城 県 お よび MV.a. が 優 占 する 


群馬 県 の 農村 で , 浅田 (1955) は Ma. が 優 占 する 広島 
県 の 農村 で , 蒲 (1952 う は 4.@ の 多い 京都 府 の 農村 で , 
大 鈴 (1955 う は 4. み が 独占 的 に 分 布 す る 福岡 県 の 炭鉱 , 
小宮 山 は NM.ga. が 主として 分 布 す る 神奈 川 県 の 都市 と 農 
村 , 小宮 ら は MN.g. が 優 占 する 埼玉 県 の 農村 , 牟田 口 は 
4.d が 多い 福岡 県 の 都市 , 炭鉱 お よび 農村 , 佐賀 県 の 
農村 , 熊本 県 の 都市 , 農村 , NV.ga. が 優 占 する 宮崎 県 の 
農村 で 年 齢 と 感染 と の 関係 を 調査 し , 何れ も 小児 が 
低く 成人 に 高い こと を 認め て いる 。 著 者 の 成績 も 。 こと これ 
ら の 報告 と 人 金 く 一 致し た 。 さ ら に 小宮 ・ 鈴 木 (1956) は 
成人 に 高 率 で ある と こと は 疑い の な い 事 実 で ある が , 老年 
層 は 労働 年 齢 層 に 比較 し て 少し く 減 少し て いる と 述べ て 
いる が , 当 村 に お ける 年 齢 別 感染 曲線 は 一 般 的 な 傾向 を 
示し , 更に 部 落 別 , 職業 別 , 耕作 面積 別に 検討 し て も , 
殆 ん ど 同 様 の 傾向 を 示し た 。 

4) 性 と 釣 虫 感染 

諸氏 の 報告 に ょ よれ ば , 宿主 が 性 を 異 に し た 場合 , 地域 
に ょ つて 釣 虫 感染 に 特色 を 旦 す る こと が ある よう で あ 
る 。 す な ね わ ち 新 門 (1951), 河 井 ら (1952) は 宮崎 県 お よ 
び 中 部 日 本 と に お いて , MV.g。 の 感染 が 女性 に お いて 男性 
の 約 8 倍 認 め ら れ た と し , その 原因 を 生理 的 な 
い に 求 め て いる 。 御田 口 は 宮崎 県 で 4.d み , NN.ga. と も 女 
に 高 率 , 高 濃度 を みとめ ,、 更に 熊本 県 の 調査 で は , 両 種 
と も 性 差 が み ら れ な いと し レ し, 浦 は 京都 府 の 農村 で 性 差 は 
殆 ん ど な い と し , 鈴木 ちら は 宮城 県 で 性 差 は な いと い >, 
小宮 山 は 川崎 市 の 農家 の 20 歳 以上 の 男女 問 に 有意 差 を 認 
め , その 原因 と し て 男 が に 接する 機会 の 多い 
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と と を 主張 し て いる 。 古賀 (1951)〉 は 4.@ が 主 に 分 布 
する 去 海 菊 諸 島 で , 女 が 男 よ り 多 いと し て いる 。 本 村 に 
お いて は , 4.d@ の 感染 率 が 男 85.4 に 対し 女 33.5% で , 
少し く 男 に 高い が 有意 性 は 認め られ な い 。 排 虫 迷 は 男 
6.0 匹 に 対し 女 6.5 匹 で 殆 ん ど 変 ら な い 。 地 区 別に みる 
と , 感染 率 で は 男 が 高い 部 落 て (た だ し 有意 性 を 有する 
の は 2 ), 女 が 高い 部 落 は 1 区 で ある 。 排 虫 迷 は 男 が 多い 
部 落 8, 女 が 多い 部 落 4 で ある 。MV.ga. の 感染 率 は , 男 27.9 
2 に 対し て 女 25.1% で , 少し く 男 に 高い 傾向 が み ら れ た 
が 有意 性 は な い 。 排 虫 数 は 男 17.5 匹 に 対し 女 16.4 匹 で , 
' 余 り 変り が な い 。 地 区 別に 通 覧 する と 感染 率 で は 男 が 高 
率 の 部 落 6 (た くし 3 部落 だ け 有 意 ), 女 の 高 率 部 落 4 と 
な り , 排 虫 数 で は 男 が 多い 部 落 5, 女 が 多い 部 落 6 で あ 
る 。 以 上 の 成績 と ょ れ ぼ ば , 当地 方 で は 特有 な 性 差 を 認め 
な か つた 。 

5) 職業 と 釣 虫 感染 

釣 虫 感染 に 職業 的 な 条件 の 役割 は 大 きい 。 す な わら ち 土 
接する 職業 と くに 人 肥 の 土壌 に まみ れ て 労働 
する か 否 か は , 鋼 虫 感 梁 に 重要 な 条件 と 考え られ る 。 本 
村 居 住 者 の 職業 を 調査 する と , 過半 数 が 農業 関係 者 に ょ 


つて 占め られ る だ が, 外 に サラ リー マン , 日 選 , 林業 , 商 
殊 技 術 を も つて 生計 を 営 な な もの) お ょ び 無 


れる 。 そ の 中 で 土壌 と 接する 機会 の 多い 職業 は 農業 。 左 
和 官 ・ 瓦 工 , 日 雇 の 8 種 で ある 。 就 業者 の 4.4 と Na. 
の 感染 率 は , これ ら 農 業 , 日 選 , 左官 ・ 瓦 工 に 高い 傾向 
に あり , 耕地 接触 の 生 な サラ リー マン , 自由 業 に 低い 。 
排 虫 数 は NM.a. の み に 同 様 の 傾向 が み ら れ る 。 次 に 世 淀 
主 の 職業 別に 本 人 お よび 家族 の 感染 状態 を 比較 する と , 
全 職 種 に 下 つ て 釣 虫 の 濃厚 感染 が み ら れ た 。 即 ち 最 高 は 
日 雇 の 47.6 %, 最低 は サラ リー マン の 26.8 2 で ある 。 
A4.d の 感染 率 は 日 雇 が 最も 高く つい で 農業 , 自由 業 , 
商業 , 林業 , 左官 ・ 瓦 工 の 順 と な り 。 サラ リー マン が 最 
も 低く , 最高 と 最低 と の 差 は 15 で ある 。4.d@ の 排 貝 
数 に は 概して 職業 差 は み られ な い 。MNV.ga. の 感染 率 は 農 
業 が 最も 高く つい で 左官 ・ 瓦 工 , 日 選 , 商業 , 自由 業 
サラ リー マン , 林業 の 順 で 最高 と 最低 と の 差 は 28 必 で あ 
NN.a。 の 排 虫 数 は 農家 が 最も 多く ,。 つい で 日 殿 , 左 
・ 瓦 工 , サラ リー マン , 商業 , 自由 業 , 林業 の 順 で , 
ら は 4.d. が 主 に 分 布 す る 宮城 県 の 一 農村 に お いて , 鋼 
虫 感染 は 農耕 従事 者 に 最も 多く ,。 つい で 上 農業 以外 の 勤労 
者 留守番, 子守, 学童, 幼児 の 順 で 減少 し て いる と 
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べべ , 御田 口 は 4. み が 主として 分 布 す る 佐賀 県 で , 農耕 
従事 者 に 最も 高く , 農業 以外 の 就職 者 , 無職 お よび 家事 


手 伝 は か な り 低 く , 小児 に は 一 人 も 発見 出来 な か つた と 
述べ , 小宮 山 は 農 穴 と 非 農 家 と の 釣 虫 感染 率 は , 502%: 
で つ た と 報告 し 。 柳沢 C1954) も ほ く 同様 な 
向 を 認め て いる 。 

6) 耕作 面積 と 釣 虫 感染 

釣 虫 感染 を 成立 させ る 条件 と し て , 生野 菜 , 漬物 な ど 
の 摂取 と 農耕 地 へ の 立入 りな ど が 考え られ る 。 本 村 に お 
いて は 世帯 間 に と くに 変っ た 食 生活 が 営ま れ て いる と は 
考え られ な い が , 土壌 接触 の 有無 お よび 頻度 に つい て は 
相違 が ある 。 上 農家 に 限ら ず 農 村 に 居住 する 者 は , 自家 業 
園 を 営ん で いる 家庭 が 多い 。 ま た 農家 の 耕地 は 田 と 畑 に 
ょ つて 構成 され , 面積 も 種々 様々 で ある 。 し か し 多 虫 感 


で ある 尿 量 に は 限度 が あり , それ を 施肥 する 


は お の ず か ら 制 限 さ れる 。 


先ず , 耕地 の な い 世 帯 と これ を 有する 世帯 と の 4.@ 
と MN.a. の 感染 状態 を 比較 する と , 前 者 は 後者 より 著 し 
く 低 率 で ある が , 4.@ より NN.ga. に その 度合 が 強い 。 耕 
地 を 有する 世帯 間 で は , 4.d. の 感染 率 は , 田 0 反 ・ 煙 
8~6 反 が 最も 高く 4022, 田 6~9 反 ・ 畑 3~6 反 29.7 
2%, 田 9 反 以上 ・ 畑 6 反 以 上 29.5 %, 田 9 反 以上 ・ 畑 
8~6 反 26.2 2 は 低い が , 殆 ん どの 農家 が 30 2 台 で あ 
る 。 MW.a. 排 由 数 は 田 0 反 ・ 畑 3~6 反 , 田 0~3 反 ・ 
畑 6 反 以上 , 田 6~9 反 ・ 畑 3~ 6 反 の 農 宗 が 多く , 田 
6~9 反 ・ 畑 0~3 反 , 田 9 反 以上 ・ 畑 6 反 以 上 , 田 3 
~ 6 反 ・ 畑 0 へ ~ 3 反 , 田 83~6 反 ・ 畑 83~6 反 の 農家 が 
少な い 。 NN.ga。 の 感染 率 は , 田 6 ~ 9 反 ・ 畑 6 反 以上 ,. 田 
3~6 反 ・ 畑 3~6 反 , 田 83~6 反 ・ 畑 0~8 反 , 田 6 
~ 9 反 ・ 畑 6 反 以 上 の 農 察 が 高く , 田 0 反 ・ 畑 3~6 反 
田 6~9 反 ・ 畑 0~3 反 , 田 0 反 ・ 畑 0~3 反 , 田 0~ 
8 反 ・ 畑 3 へ ~ 6 反 の 上 農 察 が 低い 。 MW.a. 排 虫 数 は , 田 8 
~6 反 ・ 畑 6 反 以 上 , 田 6~9 反 ・ 畑 0~38 反 の 農家 が 
多く , 田 0 反 ・ 畑 83~6 反 , 田 9 反 以上 ・ 畑 3~6 反 , 
田 0 反 ・ 畑 0~38 反 , 田 0~38 反 ・ 畑 6 反 以 上 の 農家 は 
に ょ る 感染 率 , 排 虫 数 の 差 は み ら れ な い 。 次 に 農業 専従 
者 に つい て 耕作 面積 別に 比較 する と , 釣 虫 の 著しい 感染 
は ら れず , 両 種 の 感染 率 虫 数 と も 同様 な 傾向 を 
呈し た 。 し か し 農家 と 非 農家 の 間 の 差 は 著しい 。 鈴 木 ら 
は 農 守 と 非 農 家 と の 間 に は 著しい 差 が み ら れ る が , 農家 
の 場合 耕作 反 別 の 少な い 農 察 と くに 畑 の 反 別 の 少な い 
農家 は , 低 感 染 の 傾向 に ちゅ る が , 有意 差 は 認め られ な か 
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つた と 述べ , (195) は 4.@, Ma. と も に 土壌 関 


係 者 に 感染 が み ら れ , 畑 ょ り 水 田 が 釣 虫 感染 を 助長 させ 
て いる と し , その 原因 は 人 交 撤 布 の 多少 に 左右 され る と 
報告 し て いる 。 両 者 の 報告 お よ ょ び 著者 の 成績 を 併せ 検 対 
する と , 多 虫 感染 が 経 皮 的 に 営ま れる 場合 は , 田 や 畑 を 


と わ ず , 人 苗 撤 布 量 と 施肥 面積 と の 関係 が 問題 の 対象 で 「 


あり , 耕作 面積 の 広 狭 は あま り 重 要 で な い ょ うに 考え ら 
- れ る 。 

7) と N.g. の 感染 態度 の 比較 

A4.4. と N.ga. と の 分 布 お ょ び 感 染 態 度 を 地域 土地 
の 高低 , 気温 , 土壌 の pHL, 年齢, 性, 職業, 耕作 面積 な 
ど 自 然 か ら 人 為 に 下る 諸 条 件 で 比較 検討 する と , 当 村 の 
如き 小 地域 に お いて は 人 為 的 因子 が 強く 働く よう で あ 
る 。 両 種 釣 虫 の 近似 また は 一 致す る 点 は ad 小児 は 低 率 , 
低 濃 度 で ある に 対し , 成人 は 高 束 , 高 濃度 で ある 。Db) 
-4.4 の 高 素 部 落 に N.ga. も 高い 感染 率 を 示し て いる 。 
c) 世帯 主 の 職業 別 , 地区 別に 男 と 女 と の 感染 傾向 は 近 
似 し て いる 。d) 明 上 で は な い が , 人 肥 の 耕地 に 
する 機会 の 多い 農業 , 日 選 の 就業 者 お よび その 家族 に , 
感染 率 が 高く その 機会 の 少な い サ ラリ ー マ ン , 商業 , 
自由 業 の 就業 者 お よび る を の 家族 に 低い 。e) 農 察 は 非 農 
穴 に 比 し て 感染 濃度 が 高い が , 耕地 の 広 狭 に は 影響 され 
な い 。 相違 また は 不一致 の 点 は 2) 4.@ の 感染 率 , 排 
虫 部 落差 が 小さ く NM.a。 の とれ は 大 きい 。Db) 
の 排 虫 数 は , 土壌 接触 の 多少 と 比較 的 無関係 で ある が , 
MV.a. の それ は 土壌 接触 の 機会 が 多い 程 大 きく な る 傾向 
が ある 。 ご) 土地 の 高低 にょ ら ず , 大 部 分 の 部 落 で 4.d. 
感染 率 が NN.a。 よ り 高い が , 優 占 度 を 比較 し た 場合 , 
高地 に 4.@ が , 平地 に N.ga. が 優 占 する 傾向 が み ら れ 
る 。 商業 , 自由 業 , サラ リー マン な ど 土 壌 接触 の 少な い 
家庭 が 多く 居住 する 山 町 に は , 平地 に 拘ら ず 4.@ が 優 
占 し て いる 。 

さき に 著者 (1956 う は , 長期 録 床 中 に 経口 感染 に ょ り 鋼 
虫 の 多数 寄生 を 来 し た 例 か ら , 小宮 (1956 う , 永吉 で 1956) 
ら の 主張 する 如く , 生物 学 的 , 本 態 的 に 4.@ の 感染 経 

は 経口 主 道 , NV.z。 は 経 皮 主 道 と の 見 解 を 発表 し た 。 
水 吉 は , 疫学 的 に は 生態 学 的 条件 の 変動 に ょ り 感 染 経 路 
の 主 道 も 変動 する と し て いる が , 今回 の 調査 成績 と ょ る 
と , 4.d4 と 異な り NN.d. の 排 虫 数 は 土壌 の 接触 回 数 と 
関係 し , また 平地 で は NM.a.。 が , 高地 で は 4. み が 優 占 
する 傾向 に ある の に , 土壌 接触 機会 の 少な い 職 業 家庭 の 
多い 出町 部 落 で は , 平地 に も 拘ら ちず 4.d@ が 優 占 する な 
どの 成績 が え ち れ て いる の で , と の 主張 を 衣 定 し て も 矛 
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盾 で は ある まい 。 


昭和 81 年 8 月 か ら 10 月 まで の 8 ヶ月 間 , 宮崎 県 北諸県 
郡山 村 に 居住 する 可 及 的 全員 を 提出 させ , 
和食 塩水 浮 洲 法 の 検便 に つづ く , 四 塩 化 エ チレ ン ・ ネ マ 
トー ル 併 用 の 集団 駆虫 を 施行 し , 釣 虫 感染 状態 を 疫学 的 
に 調査 し , 下記 の 如き 成績 を 得 た 。 

1) 本 村 の 釣 虫 感染 率 は 42.52%%, A4.d 感染 率 は 34.4 
平均 排 数 6.4 匹 , の 率 は 26.7 平均 
排 虫 数 17.0 匹 と な り , 両 種 釣 虫 と も 一 般 農 村 同 様 濃 厚 に 
感染 し て いる が , 分 布 相 は 4.@ 優 占 型 で ある 。 

2) A.d. の 感染 率 が 高い 部 落 は 12, NV.a。 の それ が 高 
い 部 落 は の 排 の 多い 部 落 は 2, NV.a。 の それ 
が 多い 部 落 は 13 で ある 。4.d@ の 感染 率 は 28~44%,N.a. 
の 上 感染 率 は 18~839% の 間 で 変動 し , 部 落差 は 4.d. <N.a, 
と な り , 排 数 は 4.d 83.2~ 9.6 , N.a. 4.1~35.8 
匹 の 間 で 相違 し , 部 落差 は 4.4 <N.a。 で ある 。4.d と 
NN.a. の 間 に 正 の 相関 性 を 認め た 。 

83) 一 般 に 4. み , NV.a。 の 感染 率 , 排 虫 数 は 共に 小児 
に 低く 成人 玄 高 い 。 

4) 4.d の 場合 , 男 が 高 率 の 部 落 7, 女 の 高 率 部 落 1, 


: 男 の 排 虫 数 が 多い 部 落 3, 女 の 排 由 数 の 多い 部 落 4 と な 


り , NV.a。 の 場合 , 男 の 高 事 の 部 落 6, 女 が 高 率 の 部 落 4, 
男 の 排 虫 数 が 多い 部 落 5, 女 の 排 由 数 が 多い 部 落 6 で 両 種 
と も る 部落 に ょ り 種 々 様々 で , 特異 な 性 差 は 認め られ な か 

5) 世帯 主 の 職業 別に 家庭 の 釣 虫 感染 状態 を 比較 し た 
場合 。 4. の 感染 率 は 日 最も 高く つい で 農業 , 
自由 業 , 商業 , 林業 , 左官 ・ 瓦 工 の 順 で サラ リー マン が 
最も 低い 。 最高 と 最低 と の 差 は 15 必 で ある 。 排 虫 数 は 佐 
し て 職業 差 が な い 。ANV.g. の 感染 率 は 農業 が 最も 高く , 
左官 ・ 瓦 工 , 日 雇 , 商業 , 自由 業 , サラ リー マン , 林業 
の 順 で , 最高 と 最低 と の 差 は 28% で ある 。 排 虫 教 は 農業 
に 最も 大 きく , つい で 日 雇 , 左 宮 ・ 瓦 工 , サラ リー マン , 
商業 , 自由 業 , 林業 の 順 で , 最大 と 最小 の 差 は 15.3 巨 
で , 職業 差 が 甚 し レ しい 。 就 業者 に つい て 同様 に 比較 する と 
両 種 の 感染 率 お よび NN.g. の 排 虫 数 さ , 土壌 と 関係 の 深 
い 日 雇 , 農業 , 左官 ・ 瓦 工 に 高く , 自由 業 , サラ リー マ 
ン に 低い 。4.d@ の 排 虫 数 は 職業 差 が 比較 的 小さ い 。 

6) 4.2., N.a. と も 農家 と 非 農 の 間 に 感染 差 が 
みみ られ , と くに MN.a. に 著しい が , 田畑 の 広 狭 と た ょ つて 
は 差 が 認め られ な い 。 
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7) 本 村 の 如き 小 地域 に お いて は , 各部 落 間 に 気 温 , 
土 壊 pH な どの 自然 要因 に は 殆 ん ど 相 違 だ が み ら れ ず , し レ し 
た が つて 釣 虫 分 布 へ の 影響 も み ら れ な いよ う で あつ た 。 

8) 感染 率 で は 大 部 分 の 部 落 に 4.4 が 多い が , 優 占 

度 で 比較 する と , 高地 に 4.@, に NN.gz. が 
山 町 部 落 は 平地 に 拘ら ず 4.d. が 優 占 する 。 

以上 の 成績 か ら 比 較 的 狭い 地域 に お いて は , 自然 要因 
ょ り 人 為 的 要因 が 強く 働い て いる よう で あり , 両 種 釣 虫 
の 分 布 に つ か の 相違 が 発見 され , 疫学 的 な 感染 態度 に 
も 分 の 相違 が み ら れ る ょ う で ある が ,。 尚 追 究 を 要する 
も の と 考え る 。 

終り に 臨み , 御 校 の 労 を 賜 つ た 小坂 教 授 な 


いる が , 


ら び に 終始 御 指導 を 賜 つ た 永吉 康 証 境 士 に 深謝 し , 併せ 


て 本 調査 に 御 協 力 頂 いた 山之口 村 当局 者 都城 保健 所 の 
諸氏 に 御礼 押し 上 げ ま す . 

本 論 六 の 要旨 は , 第 10 回 日 本 寄生 虫 学会 南 日 本 支部 
大 会 に お # い て 発表 し た . 
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留 米 医 誌 , 15 (9-10) , 632-633. 一 32) 岡部 浩 洋 ・ 出 
口 富 雄 ・ 古 賀 敵 造 (1953) : 負 虫 分 布 調 査 , 第 3 報 大 
分 県 玖珠 郡 に # け る 調査 . 久留 米 医 誌 , 15 (9-10), 

634-636. 一 33) 岡部 浩 古 賀 造 ・ 江 浩 ・ 村 
(1953) : 分 布 調 査 , 第 4 報 長崎 県 北松浦 郡 
に 於 けり る 調査 . 久留 米 医 誌 , 16 (9-12) , 1065-1037 
ー34) 岡部 浩 ・ 古 賀 造 ・ 浩 (1954) : 分 
布 調査 , 第 5 報 大 分 県 日 田 郡 に 於 ける 調査 . 久留 
米 医 誌 , 17 (1-2) , 1-4. 一 35) 岡部 浩 洋 ・ 村 瀬 幹 了 世 ・ 
平木 達 (1954) : 分 布 調 査 , 第 6 報 鹿児島 県 大 
島 郡 喜 界 島 に 於 け る 調査 . 久留 米 医 誌 , 17 (7-8), 73 
-76. 一 36) 岡部 浩 洋 ・ 村 瀬 幹 了 世 ・ 加 茂 正和 (1955) : 

釣 虫 分 布 調 査 , 第 7 報 大 分 県 大 分 郡 由 布川 村 に 於 け 

る 調査 , 久留 米 医 誌 , 18 (3-4), 129-131. 一 37) 小 
等 原義 (1953) : 腸 生 症 , 特に , , 条 
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の 臨床 (1), 日 本 医事 新報 , 1500 号 , 41-45. 一 
38) 佐々 木 才 和子 (1952) : 甲府 地 に ける 
ヅ ゼ ビー 釣 虫 と アメ リカ 釣 虫 と の 比率 に 就 い て , 日 寄 記 
21 年 , 109. 一 39) 蒲 正寿 ・ 川 本 億 二 (1952) : 銅 虫 流 
行 地 報告 , 京都 府 ( 基 の 一 ) , 日 寄 記 , 21 年 , 11. 一 
40) 佐々 学 ・ 林 滋 生 ・ 田 中 寛 ・ 佐 藤 孝 林 ・ 三 浦 昭 子 ・ 
若林 幹太 郎 ・ 折 意 高 田 ・ 徴 華 ・ 黄 
(1957) : 九州 ・ 北 海道 等 の 敵 鉱 労務 者 約 3 万 人 の 疹 抹 
, 境 養 検便 法 併 用 にょ る 寄生 相 の 比較 研究 . 
寄生 誌 , 6(3, 4 , 55. 一 41) 新 門 (1951) : 宮崎 
県 下 一 純 農 部 落 の 寄生 虫 調査 . 第 4 回 寄生 虫 学会 九 
州 地 方 部 会 講演 。 一 42) 志 々 目 塾 (1956) : 経口 感染 
に 依る 銘 虫 多数 寄生 の 一 例 , 第 9 回 日 本 寄生 虫 学 会 
南 日 本 支部 大 会 議 演 要 堅 , 35. 一 43) 鈴木 了 司 (1956) 
宮城 県 一 農村 に ける の 的 調査 と その 考 
日 本 生態 学会 誌 , 6(1) , 20-24. 一 44) 鈴木 了 司 ・ 田 
代 得 子 ・ 青 木 大 輔 (1956) : マビ = 多 虫 の 分 布 し て い 
る 宮城 県 一 農村 に # け る 寄生 虫 の 疫学 的 調査 . 日 本 
公 術 誌 , 3(11) , 538-541. 一 45) 鈴木 了 司 ・ 小 宮 義 
・ 三 由 ・ 井 一 男 ・ 川 島 : 群馬 県 館 
林地 方 の 肝 を と し た 寄生 虫 の 的 調査 . 寄 
生 虫 誌 , 6(2) , 103-107. 一 46) 柳沢 利 喜 雄 ・ 小 林 昭 
夫 ・ 小 平 敬 子 ・ 水 野 哲夫 (1951) : 長野 県 一 農村 に 於 
ける 全 村 駆虫 成績 た 就 い て . 第 1 報 日 寄 記 , 20 年 , 
59. 一 47) 柳沢 利 雄 (1954) : 生 学 上 ょ うり 
た る 釣 虫 Carrier の 問題 . 千葉 医 誌 , 30 (4), 329- 
346. 一 48) 柳沢 利 (1957) : 公衆 生 りみ た る 
多 虫 問題 . 寄生 虫 誌 , 6(3-4) , 237-256. 一 49) 山口 
富雄 ・ 古 賀 疫 造 ・ 渋 江 浩 (1952) : 多 虫 分 布 調 査 , 第 1 
報 , 久留 米 市 附近 の 調査 . 久留 米 医 誌 , 15, 1-2. 一 
50) 吉田 幸雄 (1956) : 多 虫 症 の 疲 学 と 治療 に 関す る 
研究 , 第 1 篇 疫学 に 関す る 研究 . 京 府 医大 誌 , 59 
(2) 278-288. 一 51) 横川 定 (1952) : 多 虫 の 種類 と 其 
感染 経路 に 就 い て . 東京 医事 新 誌 , 69(8), 7-8. 


Summary 


From August to October 1956, at Yamanokuchi 
Village, Kitamorokata Gun, Miyazaki Prefecture, 
the anthelmintic masstreatment was executed and 
the following results were obtained. 

1) The hookworm infection rate was 42.5% ; 
Ancylostoma duodenale (A.d.) infection rate was 
34.4% ; the average number of the discharged ho- 
okworms was 6.4; Necator americanus (N.a:.) in- 
fection rate was 26.7% ; the average number of 
discharged 17.1. Namely, the infection rate of A. 
d. was higher than that of N.a., and the number 
of the discharged N. a. was larger than that of A. 
d.; but generally speaking A.d. was dominant. 

2) Distribution of A.d. and N.a. The author 
made a comparative study of the various phases, 
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ranging from natural factors to social ones, such 
as residentiak districts, high or low ground, tempera- 
ture, pH of the soil, age, sex, professions, cultiva- 
tion area, etc. 

Approximative and similar points between A.d. 
and N.a. 

a) Infants showed low rate and low density, 
while grownups showed high rate and high density. 

b) Those hamlets which had a high rate of A. 
d. also showed a high rate of N.a. 

c) The infection tendency toward these two ho- 
okworms had no distinction between sexes when 
arranged according to the occupations and residential 
sites. 

d) Farmers, daylabourers very often attached to 
farm soil and their families showed a high infection 
rate of both A.d. and N.a., while salaried men 
or those who are engaged in commerce, in the 
higher professions, etc. and their families showed 
a low infection rate. 

e) Farmers showed a higher rate and a higher 
density both for A. d. and N. a., as compared with 
those of non-farmers, but they were not influenced 
by the amount of their farming soil. 

f) In such a small site as our village, there was. 
no distinct difference in natural factors of each 
hamilet, such as temperature, pH of the soil, etc., 
therefore, they had no influence upon the distribution 
of hookworm. 

Different points recognized between A. d, and N.a. 

a) As regards the ihfection rate and the average: 
number of the discharged A.d. each hamlet had 
only a slight difference ; on the other hand, regarding. 
those of N.a. considerably distinct difference could 
be found. 

b) The number of the discharged A.d. had no 
relation with the amount of contact with the farm 
soil, but in the case of N.a. the number of the 
discharged showed a tendency to increase or de- 
crease according to the frequency of the contact 
with the soil. ; 

c) Regardless of the height of the sites, in most 
of the hamilets the infection rate of A.d. is higher 
than that of N.a. but it seemed that in higher 
sites A.d. was dominant and in lower sites N.a. 
was dominant. But in Yamacho Haml : where 
most inhabitants are engaged in commerce, office 
work, or the higher professions A.d. is apparently 
dominant. 

The above mentioned discriminations are consid- 
ered to show a rather wide difference between the 
infection behavior of A.d. and that of N.a. 
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関す る 研究 


(2) 集団 が 多 分 布 に 及ぼ ぎす 影 に つい て 


々 目 


岡山 大 学 医学 部 第 一 内 科 教 室 (主任 小坂 淳 夫 教授 ) 
(昭和 33 年 8 月 28 日 ) 
特 別掲 載 


本 邦 農 村 に お いて は 釣 虫 が 予想 以上 に 深く 温 淫 し, 一 
青 農 村 で は 20~40% の 寄生 率 は 普通 で , 60 以 上 の と こ c こ 
ろ も 多い 。 し た が つて その 病害 は , 小児 で は 答 能 , 身体 
の 発育 に た, 成人 で は 労働 能力 と に まで 及 ん で いる が , 慢性 
の 経過 を と る と こと ろか ら 釣 虫 保 有 者 の 間 で は , 治療 に 対 
する 関心 が 薄い 。 

Pyrite 集団 駆虫 が 盛ん に 行わ れる よう に な つた 

。 人 金村 と いう よぅ に 地域 全体 を 対象 と し た も の は まれ 
た ぬ 実 情 で ご あり, し か も 殆 ん どの 場合 1 回 駆虫 で すま さ 
れ て いる 。 特 有 な 寄生 生態 を 形成 し て いる 釣 虫 は 他 の 線 
虫 閣 と 比 し て 駆虫 が 困難 で あり 1 回 の 作業 で 完全 駆虫 は 
お ろか 財 半 数 駆虫 に も 達し な い ょ うぅ で ある 。 し か し 農村 
に お いて は 釣 虫 の 集団 治療 が 保健 対策 上 重要 な と と は 云 
うま で も な い 。 著 者 は 宮崎 県 北諸県 郡山 之 口 村 に お いて 
村 当 局 者 村民 の 要望 で 昭和 381, 832 年 2 回 の 集団 検便 , 
を 継続 施行 し , その 効果 お よび を が 虫 に 及 
ほす 影響 に つい て , いさ さか 興味 ある 成績 を 得 た の で 報 
告 す る 。 

実施 方 法 

検便 法 : 飽和 食塩 水 浮 洲 法 を 用 いた 。 

駆虫 法 駆虫 前 夜 (15 以上 20&, 中 学生 15g, 
小学 生 10 &) を 服用 させ ,。 当日 テト レン を 30 分 間隔 で 2 
回 に 分 服 小 , 中 学生 は 年 齢 球 , 15 歳 以上 は i5 球 , 老人 
お ょ び 病 弱者 は 12~14 球 ) させ , 2 時 間 後 硫 マ (中 学生 
以上 20g, 小学 生 4 年 以上 15g, 同 8 年 以下 10g) を 上 服 


. 用 さ き 9 の ン 服 用 後 か ら の 排便 は 24 時 間 後 まで 集 


TORU SHISHIME : Studies on the distribution of 
hookworm, (2) Effects of masstreatment on the 
distribution of hookworm (Department of Internal 
Medicine, School of Medicine, Okayama University) 


め 丁 寧 に 油 便 し て , 虫 体 を 採取 し た 。 

算定 陽性 者 数 の 求め 方 : 全 陽 性 者 の 寄生 釣 虫 の 種類 を 
判別 する の が 望ま し い が , 疫学 調査 の 実態 は これ を 著 レ 
く 困 難 と する の で , 駆虫 実施 人 忠 か ら 推 定 し た 。 す な わ 
ち Ancylostoma duodenale( 以下 A.d. と 略す うま た は Ne- 
Ne と し な た 。 陽性 者 に 
比 し 排 虫 者 数 (検査 陽性 数 ) の 極め て 少な い 頃 目 が 生じ 
が , 年 齢 別 ・ 部 落 別 ・ 職 業 別 に 分 析 し 各々 の 総計 を 一 
致す る よう に し て 逆算 し た の で , 大 凡 正 確 な 数 字 が 求め 
られ た も の と 考え る 。 


(1) う 全 村 の 年 齢 別 感 染 状 態 

釣 虫 の 感染 率 : 全 村 の 受験 者 2868 名 中 釣 虫 陽性 者 は 
981 名 の 84.2% で , これ ら を 年 齢 別に 通 覧 する と 第 1 表 
の 通り で ある 。 最 高 は 41~45 歳 の 69.52%, 最低 は 0~5 
歳 の 17.4 で , 15 歳 以下 は 平均 より 低く 16 歳 以上 は 平均 
ょ り 高 い 。 

4. の 感染 状態 : 感染 率 は , 最高 1~45 歳 の 60.0 2 
最低 0~ 5 歳 の 18.8 平均 28.4% で , 成人 に 高く 小児 に 
低い 。 平均 排 は 5.5 匹 で , 71 歳 以上 が 最も 多く 18.5 
匹 , 0~5 歳 が 最も 少な く 1.0 匹 で , 小児 は 平均 より 少 
な く 成 人 は 多く ,。 と くに 老人 に 多 か つ た 。 

NN.a. の 感染 状態 : 最高 41~45 歳 の 51.6 最低 0~ 5 
歳 の 4.1% 平 均 18.0% で , 20 歳 以下 は 平均 より 低く と く 
に 10 歳 以下 は 10 % ょ り 低 い 。46~50 歳 の 3832.1 を 除け 
ば , 労働 年 齢 層 は 40% 以 上 の 高 率 で あり , 老齢 層 で は 66 
へ 70 歳 の 25.0 2%71 歳 以上 の 38.9 で 少し く 減 少し て い 
る 。 平均 排 虫 数 は 14.0 匹 で , 小児 期 お よび 16~20 歳 , 21 
~25 歳 の 青年 期 は 10 匹 以下 と な っ つて いる が , 労働 年 齢 層 
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昭和 33 年 12 月 (1958)】] 
第 1 表 全 村 の 年 感染 状態 
陽性 数 陽性 数 総 排 陽性 数 総 排 上 

0~5 98 17 17.4 13 (1) 13.3 ) 4 (0) 4.1 se 
6 ~10 1030 222 21.6 185(77) 18.0 248. 3,2 75 (31) 137 .4:4 
11~15 951 286 30.0 235(78) 24.7 32 
16~20 52 19 36.5 65) 28.8 15%:4 
21~25 73 41 56.2 31(15) 42.5 31{14) 42.5 
26~30 91 53 58.3 918)-- 8.2 44 3.4 37(14) 40.7 230 16.4 
31~35 101 57 56.4 51(27). - 50,5 274 10.2 46(25) 45.6 735 29.4 
36~40 94 62 66.0 53(28) 56.4 251 9.0 42(22) 44.7 736 33.4 
41~45 95 66 69.5 _57(28) 60.0 148 5.3 49(23) 51.6 517 22.4 
46~50 84 59.5 50(27) 59.5 174 6.4 HY Yt 94 6.3 
51~55 81 46 56.8 36(19) 44.4 1 6.2 35(18) 43.2 174 9.7 
56~60 46 28 60.9 25(10) 54.3 121 . 12.1 12 (5) 26.1 72 14.4 
61~65 34 19 55.8 17(10) 50.0 118 11.8 16 (9) 47.0 4 
66~70 20 40.0 6 (3) 30.0 19 6.3 59 2;0 73 24.3 
71~ 18 7 38.9 27 13.5 24 12.0 

計 2868 981 34.2 814(338) 28.4 1859 5.5 515(222) 18.0 3108 14.0 


許 陽性 数 の 数 字 は 算定 陽性 数 を 示し ( ) 内 は 検査 陽性 数 を 示す , 第 2 表 以下 も と れ に 準 ず 。 


第 2 表 初 年 の 集団 度 虫 の 際 , 陰性 者 及び 陽性 者 で 駆虫 者 , 非 参加 者 の 釣 虫 感染 状態 


A. 


N. a. 


対 象 者 検査 人 員 


初 年 非 参加 者 1303 526 40.4 432(195) 33.2 1134 5.8 308(146) 23.6 2495 17.1 
初 年 陰性 者 977 233 23.8 188(66) 19.3 308 4.7 118(43) 12.1 321 7.5 
初 年 陽性 で 駆虫 者 588 222 37.7 194(77) 32.9 417 5.4 89(33) 15.1 292 8.9 


は 一 般 に 大 きい 。 

(2) 初 年 度 集団 駆虫 の 際 の 虫 卵 陰性 者 お ょ び 陽 性 駅 
虫 者 ; 駆虫 非 参加 者 の 釣 虫 感染 状態 

A) 初 年 度 集団 駆虫 の 際 の 8 分 類 の 比較 

今回 実施 し た 集団 検便 ・ 同 駆虫 に 参加 し た 者 を , 初 年 
度 (昭和 81 年) の 集団 駆虫 に 際 し て 虫 卵 陰 性 で あつ た 
者 , 虫 卵 陽性 で 駆虫 に 参加 し た 者 , 集団 検便 ・ 同 駆虫 に 
参加 し な か つた 者 に 分 ひけ て, 今回 (翌年 ) の 釣 虫 感染 状 
態 を 比較 する と 第 2 表 の 通り で ある 。 初 年 陰性 者 お よび 
駆虫 参加 者 は , 翌年 の 集団 検便 時 まで 殆 ん ど 検便 駆虫 
を 行 つ て いな い が , 非 参加 者 の 一 部 に は 個人 的 に 駆虫 を 
行 つ た 者 が ある 。 し か し その 実態 調査 は 正確 に は 行え な 
か つた 。 釣 虫 の 感染 率 は , 非 参 加 者 が 最も 高く 40.42, 
つい で 駆虫 者 87.7%, 陰性 者 28.8 の 順 と な り , 前 二 者 
は 平均 より 高 率 で ある 。4A4.@ の 感染 率 は , 非 参 加 者 の 
88.22%, 駆虫 者 82.9%, 者 19.3 と な り , 平均 感染 
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率 28.4% に 比 し 陰性 者 だ けが 低い 。 同 排 虫 数 は 非 参 加 者 

5.8 匹 , 駆虫 者 5.4 匹 , 陰性 者 4.7 匹 で 概して 差 が 少な 
い 。 MV.a. の 感染 率 は 非 参 加 者 23.62, 駆虫 者 15.1, 陰 
性 者 12.1%% の 順 と な つた 。 同 排 虫 数 は 非 参加 者 17.1 匹 , 
駆虫 者 8.9 匹 , 陰性 者 7.5 匹 で 非 参加 者 が 断然 多い 。 

B) 初 年 度 駆 虫 者 の 年 齢 別 感染 状態 

初 年 度 集団 駆虫 に 参加 し 翌年 も 集団 駆虫 の 検便 ・ 駆 虫 
に 参加 し た 588 名 に つい て , 年 齢 別に 多 虫 感染 状態 を み 
る と 第 3 表 の 通り で ある 。 

釣 虫 の 感染 率 : 41~45 歳 の 85.1% が 最も 高く 。 0~5 
歳 の 16.72% が 最も 低く 平均 は 87.722 で ある 。 小児 期 は 34 
2%6 ょ り 低 く ,。 16 歳 以上 で は 40% よ り 高 く , と くに 労 和 働 年 
齢 層 が 高い 。 

4.d の 感染 状態 : 感染 率 は 41~45 歳 の 85.1 が 最も 
高く , 0~ 5 歳 の 16.72 最も 低く 平均 32.9% ある 。 
平均 より 高い の は 26~380 骨 の 380.822 を 除け ば 16 歳 以上 は 
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第 3 表 初 年 駆虫 者 の 年 齢 別 鉛 虫 感染 状態 
A. ad N. a. 


性 数 陽性 数 総 排 陽性 数 総 排 上 

0~5 6 1 16.7 0} 0 — 0 0) 0 
6 ~10 194 46 23.7 39(18) 20.1 70 3.9 
11~15 238 81 34.0 70(20) 42 35(10) 14.7 
16~20 5 2 40.0 2 0) 40.0 0 — を 9 0 0 — 
21~25 9 4 6 (4) 66.7 3 (2) 33.3 3 15 
26~30 13 6 46.2 4(1) 30.8 2 (0) 15.4 0 — 
31~35 19 11 57.9 52 13.0 6 (2) 31.6 16 
36~40 10 58.8 (85;3 0 — 
41~45 20 17 85.1 17-(9)- 85.1 6 (3) 30.0 182 60.7 
61~65 6 4 66.7 4 66:7 
66~70 2 1 50.0 1 (0) 50.0 0 — 0) ee 0 3 
71~ 5 3 60.0 3 (1) 60.0 3 (1) 60.0 
計 588 222 37.7 89(33) 15.1 292 8.9 


すべ て で あり , 小児 期 は 30 より 低い 。 平均 排 虫 雪 は た 。 平均 排 虫 数 は 8.9 匹 で , 41~45 歳 の 60.7 匹 , 56~60 
5.4 匹 で , 36~40 歳 の 21.0 匹 が 最も 多く 26~380 歳 の 2.0 歳 の 11.0 匹 が 大 きく , 他 は 平均 より 小さ い 。 


底 が 最も 少な い が , 年 齢 別 変動 に 特長 は な い 。 C) 初 年 度 陰性 者 の 年 齢 別 感 染 状態 : 
NM.ga. の 感染 状態 : 71 歳 以上 の 60.0 2 が 最も 高く , 0 初 年 度 虫 卵 険 性 で あつ た 977 名 の 年 齢 別 釣 虫 感染 状態 

~ 5 歳 , 66~7O0 歳 の 0 が 最も 低い が , 16 歳 以上 で は は 第 4 表 の 通り で ある 。 

均 の 15.1 より 高く と くに 労働 年 齢 層 に 高 率 を 認め 鋼 虫 の 感染 率 : 最高 は 36~40 歳 の 61.2%, 最低 は 66~ 

第 4 表 初 陰性 者 の 年 別 多 感染 状態 
A. N. a 

0~5 28 2 2 (0) 0 -— (0) 0 
6 ~10 432 68 15.8 52(20) 12.0 43 4.3 
11~15 347 96 Hn 82(24) 23.6 | 38(11) 11.0 25 2.3 
16~20 3 37.4 2 (1) 25.0 
21~25 13 5 38.5 2 15,4 5 (2) 38.5 26 13.0 
26~30 15 6 40.0 4 26:7 84 42.0 
31~35 26 10 38.5 10 (3) 38.5 54 18.0 10 (3) 38.5 3S" 志 法 
41~45 24 10 41.7 10 (4) 41.7 13 3.3 
46~50 20 10 50.0 10 (5) 50.0 4 (2) 20.0 
56~60 14 5 35.7 S57 人 5 (1) 35.7 35 35.0 
61~65 9 2 22.2 (0) — 0 — 
66~70 1 0 — (0) — 0 -- (0) — 0 — 
71~ 4 0 — (0) — 0 — (0) 一 0 — 


計 977 233 23.8 188(66) 19.3 308 4.7 118 (43) 12.1 321 7.5 


* 
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70 歳 , 71 歳 以上 の 0%, 平均 は 28.8 あ で あつ て , 61 歳 以 
上 の 年 齢 層 お ょ び 10 歳 未満 の 小児 層 は 低 率 で あり , 労働 
年 齢 層 は 高 率 で ある 。 

の 状態 : 最高 は 36~40 歳 , 46~50 の 50.0 
26。 最低 は 61 歳 以上 の 02, 平均 は 19.8 で , 老人 と 小 
児 に 著しく 低く 労働 年 齢 層 に 高い 。 平 均 排 虫 数 は 4.7 匹 
で , 81~35 歳 の 18.0 匹 , 21~25 歳 の 12.0 匹 , 41~45 歳 の 

5.8 匹 が 多く , 他 の 年 齢 層 は 平均 より 小さ い 。 

NN.ga. の 感染 状態 : 最高 は 36~40 歳 の 61.2 22, 最低 は 
0~5 歳 , 66~70 歳 , 71 歳 以上 の 0 %, 平均 12.12% で , 
老齢 層 小 児 層 に 低く 青 壮年 層 に 高い 。 平均 排 虫 数 は 7.5 
匹 で , 26~80 歳 の 42.0 匹 が 最大 , 61 へ ~65 歳 の 1.0 匹 が 最 
小 で , 平均 より 多い の は 労働 年 齢 層 で ある 。 

D) 初 年 度 集団 駆虫 非 参加 者 の 年 齢 別 釣 虫 感染 状態 

初 年 度 の 集団 駆虫 に 参加 し な か つた 者 1808 名 に つい て 
年 齢 別 感染 状態 を みる と 第 5 表 の 通り で あぁ る 。 こ の 集団 
に こ は その 後 個人 駆虫 を 行っ た 者 が 一 部 含ま きま れ て いる 。 

釣 虫 の 感染 率 : 最高 は 41~45 歳 の 76.422, 最低 は 0~ 
5 歳 の 21.92, 平均 40.42 な り 初 年 度 の 本 村 釣 虫 感 
染 率 42.5% よ ょ より 多少 低く な っ つて いる 。 

4.. の 感染 状態 : 最高 は 61~65 歳 の 68.5 2, 最低 は 
0~5 15.6 %, 平均 88.2 で 成人 に 高く 小児 に 低 
い 。 排 虫 数 は 最大 61~65 歳 の 15.9 匹 , 最小 0~5 歳 の 

1.0 底 , 平均 5.8 匹 と な り 成 人 に 大 きく 小児 に 小さ い 。 
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NN.a. の 感染 状態 : 最高 は 61~65 歳 の 68.5 2, 最低 は な 
0~5 歳 の 6.3%, 平均 28.62 で , 成人 に 高く 小児 に 低 
い 。 平均 排 虫 数 は 17.1 匹 で , 最大 は 36~40 歳 の 41.3 匹 , 
最小 は 11~15 歳 の 4.0 匹 で , 成人 に 多く 小児 に と 少な い 。 

(83) 部 落 別 釣 虫 感染 状態 

全 村 を 15 地 区 に 分 割 し て 釣 虫 の 感染 状態 を 調査 する と 
第 6 表 の 通り で ある 。 ; 

の 感染 率 : 402 以 上 の 地区 は , 前 方 の 43.72。 
十 田 の 40.42% の 2 区, 830~40% の 地区 は 乗 
近 88.822, 野上 88.722, 桑原 36.6, 青井 
88.82%, 向原 383.42, 中 原 83.82% の 8 区 , 20~80% の 地 
区 は 下 富 吉 29.922, 28.72%,。 山 町 28.82。 川内 
26, 田原 25.722 の 5 区 で ある 。 

4.. の 感染 状態 : 40~50% の 地区 は 前 方 の 41、0 の 
み , 80~402% の 地区 は 六 十 田 87.7 2, 正 近 85.0 2 の 2 
区 , 20~30% の 地区 は 向原 29.822,。 29.022。 桑原 28.8 

、%6, 野上 28.022, 山 町 27.42%, 青井 26.22%, 中 原 26.0 
26, 田原 25.726, 24.1%, 川内 22.0%, 下 富吉 20.6 
26, 20.4 12 地区 で ある 。 平均 排 5.5 


で , 田原 の 9.5 匹 が 最大 , 前 方 ・ 川 内 ・ 山 町 ・ 青 井 世 ・・ 


飛 松 ・ 正 近 の 7 地区 は 平均 より 大 と な り , 和 桑原 ・ 中 原 ・ 
向原 ・ 六 十 田 ・ 麓 ・ 野 上 ・ 下 富吉 ・ 乗 童 の 8 地区 は 小 と 
な つて いる 。 

NN.a. の 感染 状態 : 830~40 の 地区 は 前 方 の 31.2 の 


第 5 表 初 年 の 集団 駆虫 , 非 参加 者 の 年 齢 別 負 虫 感染 状態 


4A. N. a. 

0~5 64 10 (1) 15.6 1 1.0 4 6.3 0 
6 ~10 404 108 26.8 94(39) 23.3 103 2.6 36 8.9 85 5.7 
11~15 366 109 29.8 83(29) 22.9 93 3S.2 48 13.1 68 4.0 
16~20 39 14 35.9 12 3.0 6 15.4 22 
21~25 51 30 58.8 23(10) 45.0 44 4.4 23 45.0 73 7.3 
26~30 63 41 65.1 25(10) 39.7 38 3.8 31 49.2 146 < MM52Z 
31~35 56 36 64.3 30(20) 53.6 168 8.4 30 53.6 706 35.2 
36~40 59 41 69.5 38(22) 64.4 208 9.4 27 45.7 661 41.3 
41~45 51 39 76.4 33(16) 64.6 66 4.1 33 64.6 322 2 る 
46~50 39 24 61.6 _ 24(13) 61.6 85 6.6 18 46.2 70 7.0 
51~55 44 30 68.6 25(15) 56.8 98 6.5 25 56.8 159 10.6 
56~60 22 16 72.8 14 5) 63.7 5 15 7.5 
66~70 17 41.2 19 6.3 5 29.4 73. 24:3 
71~ 9 4 44.4 4 (1) 44.4 10 10.0 4 44.4 2 88 
計 1303 526 40.4 432(195) 33.2 1134 5.8 308: 23.6 2495 17.1 


(153 ) 


| 
| 
~ 
) 


754 


【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 7 巻 ・ 第 6 号 


第 6 表 部 落 別 鉛 虫 感染 状態 


部 落 名 検査 人 員 
陽性 数 陽性 数 総 排 数 陽 数 総 排 数 

条 原 191 70 36.6 55(25) 28.8 124 5.0 37(17) 19.4 92 5.4 
59 23 39.0 5 2.5 1.0 
正 近 214 83 38.8 75(36} 35.0 204 54(26) 25.2 581 22.4 
中 原 129 43 8.3 34(15) 26.4 3 4.9 25(11) 19.4 254 23.1 
141 39 3i(16) 22.0 107 293 24.4 
前 方 183 80 43.7 75(46) 41.0 393 8.5 457 13.1 
285 95 33.4 85(33) 29.8 163 4.9 40(16) 14.0 
揚 町 212 60 28.3 58(26) 27.4 165 6.4 22(10) 10.4 35 3.5 
下 富 吉 331 99 29.9 68(32) 20.6 126 3.9 54(29) 16.3 525 18.1 
原 35 9 19 9.5 19 9.5 
野 168 65 38.7 47(16) 28.0 65 4.1 35(12) 20.8 61 
麓 444 151 34.0 129 (51) 29.0 208 0 1 75 (30) 16.9 91 3.0 

十 114 46 40.4 43(15) 37.7 65 72 9.0 
青井 岳 275 93 33.8 272(47}: 26:2 105 6.2 38 (9) 13.8 537 59.6 
飛 松 87 25 28.7 37 6.2 4 1.3 
計 2868 981 34.2 814(338) 28.4 1859 5,5.- 515(222) 18,0. 3108 14.0 


20~80 地区 は 田原 35.7 正 近 25.2 野上 
.20.8 六 十 田 20.2 4 区 , 10~20 地区 は 和 
19.422, 中 原 19.42%2, 川内 17.02%, 
%, 下 富 吉 16.8 向原 14.0 %, 青井 岳 18.8 
12.722, 山 町 10.42% 10 区 で ある 。 平均 排 数 は 最大 
井 岳 の 59.6 匹 っ つい て 川内 の 24.4 匹 , 中 原 28.1 匹 , 正 近 
22.4 匹 , 下 富 吉 18.1 匹 , 前 方 18.1 匹 , 田原 9.5 匹 ,。 六 十 
田 9.0 匹 , 柔 原 5.4 匹 , 向原 5.3 匹 , 野上 5.1 匹 , 山 町 
8.5 匹 , 3.0 匹 , 飛 1.8 匹 , 1.0 の 順 と な つ 

4.d4 と N.a. の 感染 関係 : 感染 率 で は , 4.@ は 20.4 
ー~41、0% の 間 で 変動 し , N.a。 は 10.4~81.2 の 間 で 相 


違 し , NM.a. の 地区 差 が 著しい 。 ま た いずれ の 地区 で も 
A.d& の 感染 率 が NM.a。 の それ ょ より 高い ゞ 田原 の みみ 
で 両者 が 同率 で ある 。 平均 排 虫 数 は 4.d 5.5 匹 , N.a. 
14.0 匹 で あり , 4.@ は 2.5~ 9.5 匹 の 間 , NM.a. は 1.0 
へ ~59.6 匹 の 間 で 変動 し , NM.a.。 の 地区 差 が 著しい 。 ま た 
山 町 を 除い て いづ れ の 地区 で も MW.g.。 の 排 由 数 が 4.d. 
の それ ょ り 大 で ある 。 

(4) 職業 別 就業 者 の 釣 虫 感染 状態 

初 年 度 の 疫学 調査 で 近似 し た 感染 状態 を 示し た 商業 ・ 
サラ リー マン , 自由 業 の 就業 者 ,。 農業 の 就業 者 お よび 林 
業 ・ 日 雇 ・ 左 官 ・ 瓦 工 の 就業 者 と の 3 職種 に 分 け , それ 
ら の 初 年 度 に お ける 駆虫 者 。 陰性 者 。, お ょ び 駆 虫 非 参加 


o 


7 表 職業 別 就業 者 の 感染 状態 
職業 別 別 - 
人 員 陽性 数 陽性 数 数 へ 数 排 下 へ 
業 参加 者 40 1640.0 40.0 28 4.7 8(3) 20.0 27 9.0 
年 者 115 80 69.6 76(33) 66.1 214 6.5 34(15) 29.6 237 15.8 
農 業 1 ク 陰性 者 119 53 44.5 46(20) 38.6 126 6.3 41(18) 34.4 235 13.1 
7 非 参 加 者 358 242 67.6 200(108) 55.8 784 7.3 195(105) 54.4 2245 21.4 
非 参加 者 27 16 59.3 (6) 51.8 -85 14:2 9(4) 23 ‘5.8 
(154 ) 
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者 の 感染 状態 を 比較 する と 第 て 表 の 通り で る る 。 

多 の 感染 率 商業 ちら は 虫 者 非 参 加 者 40.0 
26,。 陰性 者 16.0% で あり , 農業 は 駆虫 者 69.62%, 非 参 加 
者 67.6 %, 陰性 者 44.5% と な り 本業 ら は 陰性 者 61.6 
26, 参加 者 59.82, 駆虫 者 50.0 他 の 職種 と は や ゝ 
異な る 。 

の 感染 状態 : 商業 ちら は 駆虫 者 55.6 非 参 加 者 
40.0%, 陰性 者 12.0 で あり , 農業 は 駆虫 者 66.12,。 非 
参加 者 55.8%2, 陰性 者 88.622, 林業 ちら は 虫 者 50.02, 
非 参加 者 51.822, 陰性 者 46.2% で ある 。 排 虫 数 は どの 職 
種 で も 陰性 者 が 最も 小さ く , 4.5~19.5 匹 の 間 で 変動 し 
て いる 。 

NM.a. の 感染 状態 : 商業 ちら は 非 参 加 者 20.0 %, 陰性 者 
4.0 2%2, 駆虫 者 0 %, 農業 は 非 参加 者 54.4 , 陰性 者 
34.422, 駆虫 者 ら は 非 参加 者 陰性 
者 46.22%, 駆虫 者 25.0 で ある 。 排 農業 が 18.1~ 
21.4 匹 で 大 きく , 林業 ちら が 5.8~21.0 匹 で あり , 商業 ら 
で は 非 参 加 者 に 9.0 匹 みあ られ る の み で 最も 小さ い 。 

(5) 集団 駆虫 初 年 度 と 翌年 度 と の 釣 虫 感染 状態 の 比 

較 

A) 集団 駆虫 初 年 度 の 翌年 度 と の 年 齢 別 感 染 状 態 の 比 
(第 8 表 

の 感染 率 : 初 年 度 と 最高 は 41~45 歳 の 70.722, 最 
低 は 11~15 歳 の 20.9 で , 成人 に 高く 小児 に 低い の に 対 
し , 翌年 度 の 最高 は 41~45 歳 の 69.5%, 最低 は 0~5 歳 
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の 17.4% で 成人 に 高く 小児 低く , 年 齢 曲線 は 近似 し て 
いる が , 各 年 齢 層 で 減少 の 傾向 が み ら れ る 。 

4.d の 感染 状態 : 初 年 度 の 平均 感染 率 は 34.4 % で あ 
つた が , 翌年 は 28.4% に 低下 し , 各 年 齢 で る 全般 的 に 低 
下 の 傾 向 を 認め る 。 た くし 836~40 歳 の 46.6 が 56.4 % 
に 61~65 歳 の 89.5% が 50.022 に 上 昇 し た 。 平均 排 
は 6.4 匹 か らち 5.5 匹 に 減少 し 初 年 度 で は 2.3 匹 か ら 17.8 
匹 の 間 で 変動 し て いた が , 翌年 は 1.0 匹 か ら 18.5 匹 の 尉 
で 相違 し , いずれ る も 小児 に 小さ い 傾 向 に あぁ る 。 

NM.a. の 感染 状態 : 平均 感染 率 の 26.7% が 18.0 に 低 
下 し , 21~25 歳 の 35.02%2 が 42.52% に , 61~65 歳 の 44.4% 
が 472% に 上 昇 し た 他 は , 全般 に 低下 する 傾向 に ぁ り , 両 年 
と も 成人 に 高く 小児 に 低い 。 平均 排 虫 数 は 17.0 匹 が 14.0 
匹 に 減少 し , 初 年 で は 0~5 歳 の 2.0 匹 か ちら 41~45 歳 の 
41.4 匹 の 間 で , 翌年 で は 11~15 歳 の 83.1 匹 か ら 386~40 歳 
の 383.4 匹 の 間 で 変動 し て , 小児 層 ・ 老 齢 層 に 小さ く 労 竹 
年 齢 層 に 大 きい 傾向 を 示し た 。 

B) 部 落 別 初 年 度 と 翌年 度 と の 多 虫 感染 状態 の 比較 

(第 9 表 ) 

虫 の 感染 率 : 初 年 度 で は ら の 
問 で 各部 落 が 相違 し じ て い た が , 翌年 度 は 田原 25.72% か ら 
前 方 48.72% の 間 で 変動 し , 両 年 と も 最高 と 最低 の 差 は 20 
2% 位 で ある が , 全般 に 著しく 低下 し た 。 た さ 前 方 。 太 十 
田 , 麓 の 3 部 落 は 殆 ん ど 変 らち な か つた 。 

A.d の 感染 状態 : 感染 率 は 初 年 度 に 30 以上 を 示し レ 


第 8 表 集団 駆虫 初 年 # ょ び 翌 年 の 年 齢 別 負 虫 感染 状態 


年 感 排 数 感 率 排 虫 数 

初 年 翌 年 初 年 翌年 初 年 翌年 初 年 初 年 年 
0~5 23.0 17.4 11.9 13.3 5.0 『 11.8 4.1 2.0 — 
6 ~10 30.5 21.6 22.6 18.0 15.4 7.3 4.8 4.4 
11~15 20.9 30.0 22.2 24.7 3.9 3:2 14.6 12;7 5.5 所 
16~20 55.1 36.5 40.8 22.8 8.7 2.8 34.0 15.4 9.9 "RG 
21~25 56.1 56.2 43.9 42.5 8.2 4.7 35.0 42.5 7.9 Ta 
26~30 63.4 58.3 54.8 36.2 7.9 3.4 41.4 40.7 30.4 16.4 
31~35 62.8 56.4 61.3 50.5 8.2 10.2 45.0 45.6 26.0 29.4 
36~40 62.4 66.0 46.6 56.4 7.0 9.0 47.6 44.7 20.4 33.4 
41~45 70.7 69.5 58.6 60.0 17.8 5.3 54.0 51.6 41.4 22.4. 
46~50 66.8 59.5 57.2 59.5 8.2 6.4 41.2 32.1 18.6 6.3 
51~55 61.3 56.8 54.9 44.4 8.5 6.2 54.2 43.2 14.3 9.7 
56~60 63.8 60.9 55.6 54.3 6.0 12.1 47.2 26.1 15.2 14.4 
61~65 54.8 55.8 39.5 50.0 10.9 11.8 44.4 47.0 15:5 8.2 
66~70 57.5 40.0 52.5 30.0 7:3 6.3 50.0 25.0 31.5 24.3 
71~ 62.5 38.9 55.6 38.9 2.3 13.5 48.8 38.9 13.3 12.0 
計 42.5 34.2 34.4 28.4 6.4 5.5 26.7 18.0 17.0 14.0 
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第 9 表 部 落 別 駆虫 初 年 # ょ び 翌 年 負 虫 感染 状態 


部 感 率 排 数 感 率 排 虫 数 
初 年 翌年 初 年 翌年 初 年 翌年 初 年 翌年 初 年 翌年 
原 42.4 36.6 30.5 28.8 5.5 5.5 31.6 10.9 5.4 
52.0 39.0 43:2 90;4 6.3 2.5 18;7 6.8 1.0 
近 49.2 38.8 36.8 35.0 7.5 5.7 26.2 35.8 22.4 
中 原 36.9 33.3 30.6 26.4 6.6 4.9 29:6: 
川 48.2 6.7 32;6.. 27.4 24.4 
45.1 43.7 35.8 41.0 8.1 8.5 26.8 13.1 
40.0 33.4 5.8 4.9 : 15.1 5.3 
35.1 28.3 6.2 6.4 7.3 3.5 
40.7 25.7 33.9.. 2577 4.6 9.5 4.1 9.5 
45.5 38.7 39.9 28.0 5.0 23.8 5.1 
33.8 34.0 31.4 29.0 5.2 6.5 3.0 
ペー 田 40.4 40.4 3.2 4.3 18:3 0.2 8.5 9.0 
青井 38.7 33.8 9.6 6.2 9.4 59.6 
飛 松 34.1 28.7 22:8 6.2 15.4 1.3 
計 42.5 34.2 28: 6.4 5.5 17.0 14.0 
た 地区 . 14,20~830% の 地区 1 に 対し , 翌年 度 は 30% 以 上 C) 職業 別 就 業者 の 初 年 度 と 翌年 度 の 釣 虫 感染 状態 の 
の 地区 . 3,20~80 の 地区 12 と 低下 し た 。 し か し 前 方 の 比較 
35.822 が 41.0%, 六 十 田 の 81.2 が 87.7 に , 飛 和 概 の (4 うに 述べ た ょ うな 分 類 に 従い , 就業 者 の 初 ・ 翌 年 の 


22.8% が 24.1% に 少し く 上 昇 し た 地区 もみ られ た 。 平均 比較 を 試み る と 第 10 表 の 通り で ある 。 

排 由 数 は 初 年 で は 六 十 田 8.2 匹 か ら 青 井 岳 9.6 匹 まで の 釣 虫 の 感染 率 : 初 年 度 は 商業 ら 54.0%, 農業 64.62, 
間 で 相違 し て いた が , 翌年 で は 乗 許 2.5 匹 か ら 田 原 9.5 林業 ら 65.62% で あぁ つた が , 翌年 度 は 商業 ら 33.8%, 農業 
克 の 間 で 変動 し 少し く 減 少 の 傾向 を 示し た 。 し か し 有川 63.426, 林業 ら 57.726 に な り , 商業 ちら, 林業 ら は 減少 し レ 
肉 , 田原 , 六 十 田 は & し ろ 増 加 し た 。 た が 農業 は ほな と ん ど 変 らち な い 。 

NN.a. の 感染 状態 : 感染 率 は 初 に お いて 80 上 の 4A.d. の 感染 状態 : 商業 は 47.42 82.4 林業 
地区 が 5,10~20% の 地区 が 4 で あつ た が , 翌年 に お いて ら は 56.526 が 50.0% に 低下 し た の に 反し , 農業 は 50.0% 
30% 以上 の 地区 1,10~20% の 地区 は 10 と な り , 全般 に 低 が 54.42% に 増加 の 傾向 を 示し た 。 和 平均 排 虫 数 は 商業 ちら で 
下 し た 。 平均 排 虫 数 は 初 年 に お いて 田原 4.1 匹 か ら 正 近 は 6.5 匹 が 6.6 匹 に * 農業 は 8.1 匹 が 7.0 匹 に と 余り 変 
nnaar a 翌年 に お いて は 乗 津 1.0 ら な か つた が , 林業 ら は 9.1 匹 が 13.8 匹 と 増大 し た 。 


し か 下 富吉 , 青井 , 十 は 49.82% 45.62% に , 林業 ら は 40.9% が 34.62% に 低下 し 


a 中 原 , 田原 の 5 地区 は むし ろ 増 加 し た 。 た 。 平均 排 虫 数 は 農業 で は 21.6 匹 が 19.7 匹 に , 林業 ら で 
就業 者 の 集団 初 年 よび 翌年 の 職業 別 虫 感染 状態 
釣 A N. a. 
初 年 年 初 年 初 年 年 初 年 年 初 年 
商 業 , サラ リ ; 
ー マ ン , 自由 業 54.0 33.8 47.4 32.4 6.5 6.6 23.4 12.2 3.9 9.0 
農 業 64.6 63.4 50.0 54.4 8.1 7.0 49.8 45.6 2 19.7 


林業 , 日 雇 瓦 工 65.6 57.7 56.5 50.0 9.1 13.3 40:9 34.6 12.4 8.7 
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ら 青 井 岳 59.6 匹 まき で の 間 と な り , その 差 は 大 きく な NN.a. の 感染 状態 : 商業 ら は 23.4 % が 12.2 % に , 農業 . 
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は 12.4 匹 が 8.7 匹 に , ゃ > 減少 し た の に 反し , 商業 ちら で 
は 8.9 匹 が 9.0 匹 に 増大 し た 。 


総括 お よび 考察 


元 来 , 駆虫 は 釣 虫 症 の 治療 行為 の 重要 な 一 部 で ある と 
同時 に , その 感染 源 の 根本 を 絶つ と いう 意味 に お いて 予 
防 行為 と も な る 。 砂 に 予防 対策 の 徹底 を 期し ょ うと すれ 
ば 釣 虫 感染 者 全員 を こと ご ど とく 駆虫 する と こと で ある 。 レ し レ 
か し 社会 事情 は これ を 至難 と する 実 縛 で あり , 全員 検便 
を 企図 すれ ば 住民 の 協力 が 低調 で 戻 便 提出 者 は 半数 に も 
満た ぬ 有 様 で あり , また 検便 の 結果 , 虫 卵 陽 性 と 判定 さ 
れ た 者 の 中 に は 集団 駆虫 に 参加 し な い 者 も 少な く な い 。 
集団 駆虫 に よる 陰 転 率 は 実験 者 に ょ つて 著しく 相違 <10 
へ ~ 1002%) し て いる が , 多く の 場合 40~80% の 効果 を 認 
め て いる 。 と こと れ は 駆虫 剤 の 種類 , 投 与 法 , 下剤 服用 の 有 

無 , 投与 対象 等 いろ いろ の 条件 に 左右 され る も の と 考え 
"られ る 。 し か し いずれ に し て る も 集団 駆虫 を 行う こと に ょ 
つて , その 地区 に 分 布 す る 釣 虫 の 感染 状態 は 低下 し , ま 
た 両 種 釣 虫 の 分 布 相 も 変動 する 。 と くに 集団 駆虫 を 継続 
し て 行っ つた 場合 は , その 様相 は 全く 変化 し , と き に は 0 
2 の 地域 さえ 出現 する 。 すなわち 三谷 (1957) は 京都 府 
の 一 農業 部 落 で 一 年 の 間 に 5 回 の 駆虫 を 施行 し , 18 を 
2.52% に 低下 させ , 柳沢 ら (1957) は 長野 県 の 農村 で 3 
年 の 聞 8 回 の 冬季 集団 を 施行 し 87.8 19.2 
に , 千葉 県 の 一 部 落 で は 三 横 隔壁 式 便所 を 設け 2 年 の 間 
に 4 回 集団 駆虫 を 行い 68.7 2.8% に , 分 離 便所 
を 有 し て いる 千葉 県 五井 町 海保 で は 8 回 の 集団 駆虫 に よ 
つて 60.12% を 17.52%2 に , 選 原 処理 を 行わ な か つた 千葉 市 
一 部 落 で は 1 年 2 回 の 集団 駆虫 で 47.02 を 15.6%% に , 千 
葉 県 三 和 町 分 目 部 落 で は 2 回 の 集団 駆虫 だ け で 77.62 を 
45.62% に 減少 さ せ て いる 。 中西 ら (1957) は 香川 県 の - 
農村 で 2 年 間 に 3 回 の 集団 駆虫 を 行い , 成人 58.9%, 中 
学生 41.0%, 小学 生 21.8 を 平均 20 に 低下 させ て い 
る 。 岩 田 ら ちら (1955) は 山形 県 の 長期 積雪 地区 の 一 部 落 で 
冬季 反 鶴 駆虫 を 行う こと に ょ つて , 51.6 2 を 0 に 撲 
減 し , また 稲垣 (1954) は 伊豆 の 初島 ( 8.4 %) で 6 
年 間 く りか え し 集団 駆虫 を 行い 根絶 させ て いる 。 小宮 ら 
(1953) は 埼玉 県 の 一 農業 部 落 で 冬季 集団 駆虫 を 行い , 
6722 か ら り の 18.52% に 低下 させ , また 排 数 比 と お い 
て 1:Na 5.2 を 4.d 1:MN:a. 0.3 に 変化 さ 
せ た と いう 興味 ある 成績 を 得 て い る 。 

著者 は 本 村 に お いて 役場 , 村民 の 要望 に ょ り 健 康 増進 
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の 目的 か ら 昭 和 31 年 382 年 と 引続き 2 回 集団 検便 に っ つ ゞ く 
同 駆 虫 を 施行 し た 。 住民 8775 名 中 第 1 回 は 4085 名 の 受検 
者 が あり , 陽性 者 は 1787 名 (42.5%), 集団 駆虫 参加 者 
は 1357 名 で あつ た 。 第 2 回 は 2868 名 が 受験 し , 陽性 者 は 
981 名 (34.2%), 集団 駆虫 参加 者 は 686 名 で ちゃ つた な 。 初 
回 は 人 口 の 約 半 数 , 第 2 回 さ 約 8 割 の 受検 者 数 で あつ た 
と と は , 多 虫 に 対す る 一 般 村 民 の 関心 が 低調 で ある と と 
を 示唆 て いる 。 本 村 に お ける の 淫 は 一 般 農 村 
と 同様 に 高く 。 4.@ の 感染 率 は , 2 回目 と お いて 34.4 
26, N.a. の それ は 26.7 で ある 。 排 虫 者 数 は 駆虫 薬 の 
種類 , 投与 法 に ょ っ つて 江 分 の 相違 が ある が , 四 塩 化 ェ エチ 
レン ・ ネ マト ー ル 併用 また は 四 塩 化 エ チレ ン 単 用 の 駆虫 
法 を 施行 し た 結果 で は , 初 年 度 は 4.@ 単独 者 840 名 。 
NV.a. 単独 排 虫 者 175 名 , 混合 排 虫 者 426 名 で ある 。 排 
虫 数 は 4.@ 4936 匹 1 人 当り 6.4 匹 , NM.a. 10196 匹 1 人 
当り 17.0 匹 と な り , 感染 率 比 は 4.d 1 : MN.a. 0.65, 
排 比 は 1 : NW.a. 2.06 と な り 4.@ 優 分 布 
相 を 量 し た 。 を それ が 一 年 を 経過 し た 翌年 度 で は , その 問 
の 初 感染 また は 再 感 染 が 予想 以上 と に 多い ょ う で ある が , 
の 感染 率 は 28.426, NN.a。 の それ は 18.0% と , 4.@ 
6.0 2% N.a. は 8.7 2 減少 し た 。4.@ 単独 排 虫 者 176 
名 , NW.a. 単独 排 貝 者 60 名 , 混合 排 虫 者 163 名 と な り , 
排 虫 数 は 4.@ 1859 匹 1 人 当り 5.5 匹 , N.a. 3108 1 
人 当り 14.0 匹 で あつ た 。 感 染 率 比 は 4.d 1 : MN.a. 0.6 
6, 排 虫 数 比 は 4. み @ 1 : NM.a. 1.67 と な り , 両 年 を 比較 
する と 感染 率 比 で て は 変ら ちな い が , 排 虫 数 比 で は MMV.g.。 が 
其 だ し く 減 少し た 。 年 齢 別に 通 覧 する と 4.d& の 感染 率 
は 36~40 歳 , 61~65 歳 を 除け ば 各 年 齢 層 が 翌年 度 で 低下 
し た が , 排 虫 数 で は 6 ~10 歳 , 11~15 歳 , 81~ 85 歳 , 36 
~40 歳 , 56~60 歳 , 61~65 歳 , 71 歳 以上 の 各 年 齢 層 は 翌 
年 が 多く な り , 他 の 年 齢 層 は 減少 し た 。AN.a. の 感染 率 
は 21~25 歳 , 31~385 歳 の 2 年 上 層 を 除け ば , 各 年齢 層 で 
低下 し , 同 排 虫 数 は 31~35 歳 , 86~40 歳 を 除い て 各 年 上 
層 で 減少 し た 。 部落 別に みて も 初 年 度 に 対す る 翌年 度 の 
両 種 釣 虫 の 分 布 相 は か な り 変 化し た 。4.d み の 感染 率 で 
は 初 年 度 に お いて 40 へ 50 の 地区 1, 80~40 の 地区 
18, 20~80 の 地区 1 で あつ た が , 翌年 度 に お いて 40 
へ ~502% の 地区 1,380~402% 地区 2,20~802 地区 12 
下 し , と くに (438.2 204.%) が 低下 し た 。 同 排 
数 で は 減少 し た 地区 10, 不 変 ま た は 増加 し た 地区 5 で あ 
り , と くに 減少 し た の は 乗 音 ( 6.3 っ > 2.5 匹 ) 下 富 吉 
(7.0 っ > 8.9 ) 青井 (9.6 っ 6.2 ) な ど で あり , 
増加 し た の は 田原 ( 4.6 っ 9.5 匹 ) で ある 。 MW:ga. の 克 


( 157 ) 
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染 率 は 初 年 度 に お いて 80 へ ~40 の 地区 5, 20~80% の 地 
区 6, 10~20 % の 地区 4 で あつ た が , 翌年 度 に お いて 830 
~402% の 地区 1, 20~80 の 地区 4, 10~20 2% の 地区 10 
と 低下 し , その うぅ ち と くに 低下 し た の は 本 風 (36.0 っ > 
18.72%) 下 富吉 (39.0 っ 16.82) C31.6 っ 19.4%) 
向原 (24.8 14.0 松 (20.8 っ 12.7 な ど で あ 
り , 増加 し た 地区 は な い 。 同 排 虫 数 は 減少 し た 地区 10, 
不変 また は 増加 し た 地区 5 で あり, と くに 減少 し た の は 
( 6.8 1.0 匹 ) 向原 (15.1 っ 5.8 匹 ) 野上 (28.8 
ーー 5.1 匹 ) 飛 松 (15.4 っ 1.8 匹 ) な ど で あ り , 増加 し た 
地区 は 中 原 ( 5.8~28.1 匹 ) 田原 ( 4.1 っ > 9.5 匹 ) 青井 
岳 ( 9.4 っ 59.6 匹 ) な ど で あ る 。 就業 者 の 感染 状態 を み 
る と , 4.@ に お いて 土壌 に 接する 機会 の 少な い 商 業 , 
サラ リー マン , 自由 業 で は 47.4 っ 82.4% と 減少 し た が , 
その 機会 の 多い , 日 , 左 瓦 工 は 56.5 っ 50.02% 
と 僅か に 減少 し , 人 葵 施肥 の 田畑 に 立入 つて 作業 する 農 


業 で は 50.0 っ 54.422 と しろ 翌年 度 が 僅か に 増加 し て い 


る 。 同 排 虫 数 は 農業 で は 8.1 っ > 7.0 匹 と 僅か に 減少 し , 
杯 業 ら で は 9.1 っ 13.8 匹 で 増加 し , 商業 らち ら では 6.5 っ 
6.6 匹 で ほとん ど 変 らち な い 。MV.g. の 感染 率 は 商業 ちら で 
は 23.4 一 12.2% と 著しく 減少 し , 林業 らち では 40.9 っ 34.6 
22 と 僅か に 減少 し , 農業 で は 49.8 っ 45.6% と 余り 変っ て 
いな い 。 同 排 虫 数 は 商業 ら 8.9 っ > 9.0 匹 と 増加 し , 林業 
ら で は 12.4 っ 8." 匹 , 農業 で は 21.6 っ 19.7 匹 と 僅か に 減 
少し た 。 以 上 の 如く わずか 1 回 の 集団 駆虫 を 施行 し た と 
と に ょ つて , 翌年 の 本 村 に お ける 4A.@ み , NWN.a. の 両 種 多 
虫 の 感染 率 お ょ び 寄 生 匹 数 は 全般 的 に 低下 し , 分 布 相 は 
著しく 変化 し た 。 著 者 は 比較 的 限局 され た 一 村落 内 に お 
いて , 虫 の 感染 と に で それぞれ 特殊 な に ある 職種 間 の 
釣 虫 感染 状態 を 一 年 を 隔て た 2 回 の 調査 と ょ っ つて 引 り 得 
た の で ある が , と これ ら の 事実 は 野外 に お ぉ お ける 釣 虫 感染 の 
実態 を 示 史 す る も の の よう に 考え る 。 すなわち 土壌 に 

する と と の 少な い 商業 , サラ リー マン , 自由 業 と 比較 的 
土壌 に 接する こと の 多い 林業 , 日 雇 , 左官 ・ 瓦 工 と , 直 
接 人 開 施 肥 の 土壌 に 接する こと こと の 多い 農業 と の 各々 就業 
者 の 間 で , 初 年 度 に お いて 4.@ 感染 率 の 比 は , 0.95 : 
1.0 : 1.18 と 比較 的 近似 し た 数 値 を 示し た が , 翌年 度 に 
お いて は 1.0: 1.5: 1.7 と 土壌 と の 接触 機会 の 増加 に 
応じ て 刻 増 を 示し た 。 MW.a. 感染 率 で は 初 年 度 に お いて 
1.0: 1.7: 2.1 と 土壌 接触 機会 の 多い 程 , 高 率 の 感染 
を 来 し て 居 た が , 翌年 に お いて は 1.0: 2.8: 8.7 と 急 
激 な 感染 率 の 上 昇 を 示し た 。 ま た 各 職 種 の 初 年 度 に お け 
る 陰性 者 で 翌年 陽性 に な っ た 者 は , 商業 5 ら 16.0, 林業 
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ら 61.626, 農業 44.52%% で あり , 4.d@ で は 12.0 2%, 46.2 
%, 38.6 (1: 8.9< 8.2) で あぁ あり, で は 4.0 
%6, 46.2%; 34.4% (1 :11.3 : 8.6) で あつ た 。 本村 
は の 優 占 分 布地 帯 で は ある が , その 感染 と 
虫 体 の 実数 か ら 考 えて , 4.d み と NN.a. の 感染 源 は ほ と 
ん ど 同 様 に 分 布 さ れる も の と 考え られ る 。 に も か ゝ わら 
ず 土 壌 接触 の 機会 の 多少 と ょ っ つて 各 職 種 に お ける 4.@ 
と Na. の 感染 率 お ょ び 感 染 速 度 に 著しい 差 が み ら れ る 
と と は , 両 種 の 感染 経路 に 差異 の ある と と を 示す も の で 
あろ う 。4.d@, NN.a. と る 経 皮 感染 を 来たす も の で ある 
が , 4.@ に つい て は 経口 感染 の 比重 が か な り 大 きい と 
推定 され る 。 


著者 は 昭和 82 年 8 月 か ら 10 月 に か け て 宮崎 県 北諸県 郡 
山 乏 口 村 の 住民 を 対象 に , 再び 集団 検便 同 駆虫 を 実施 し , 
その 効果 お よび それ が 釣 虫 分 布 に 及ぼ す 影 響 に つい て 検 
討 し , 下記 の 如き 成績 を 得 た 。 

1, 今回 の 受験 者 は 2868 名 で 釣 虫 卵 陽性 者 は 981 名 の 
84.2%, 駆虫 参加 者 686 名 , 排 虫 者 3899 名 C4.@. 単独 
排 虫 者 176 名 , MM.a. 単独 排 由 者 60 名 , 混合 排 虫 者 163 
名 う , 排 虫 数 4.@ 1859 匹 , NV.a. 3108 匹 で あり, 前 年 度 
どう ょ う 4.@ 優 占 で あつ た 。 

2, A.d@, N.a. 両 種 釣 虫 の 感染 率 。 排 虫 数 は 共に 成 
人 と くに 労働 年 齢 層 に 大 きく , 小児 に 小さ か つた 。 

83, 初 年 度 の 集団 駆虫 に 際 し 釣 虫 卵 陰 性 で あつ た 者 の 
感染 率 は , 4.d 19.3 % N.a. 12.1 %, 平均 排 由 数 は 
A. 4.7 匹 Na. 7.5 匹 , 同 陽性 で 駆虫 に 参加 し た 者 
の 率 は , 4.d 82.9 % N.a. 15.1 %, 平均 排 虫 
A.d 5.4 匹 N.a. 8.9 匹 , 初 年 度 駆虫 に 非 参 加 の 者 の 感 
は , 4.d 38.2% N.a. 28.626, 平均 排 虫 数 は 4.@ 
5.8 匹 NM.a. 17.1 匹 で あつ て , 本 地方 は 初 感染 また は 再 
感染 が 意外 に 多い と と を 知 つ た 。 

4, 部 落 別 に 感染 状態 を 比較 する と , 4.d。 の 感染 率 
が 40~502% の 地区 1, 80~40% の 地区 2, 20~30% の 地区 . 
12, NN.g。 の を れ は 80 へ ~40 の 地区 1, 20~30 % の 地区 
4,1C~20% の 地区 10 で あつ て ,・ 初 年 度 の 4.d. 40~50% 
1 区 , 80~40% 18 区 , 20~830% 1 区 , N.a. 80~40 %5 
区 , 20~802% 6 区 , 10~20%4 区 に 比べ る と , 低 率 の 部 
落 が 増加 し た 。 

5, 比較 的 土壌 接触 する 機会 の 少な い 商 業 , サラ リ 
ー マ ン , 自由 業 の 就業 者 は , 感染 率 4.d 832.4%, N.a. 
12.2%, 平均 排 貝 数 4.@ 6.6 匹 NM.a. 9.0 匹 で ある が , 
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土壌 に 接する 機会 の 多い 林業 , 日 雇 , 左 宮 ・ 瓦 工 の 就業 
者 は , 感染 50.0 2 N.a. 34.6 平均 排 数 
A4.d. N.a. 8.7 匹 で あり , と くに 人 肥 の 田畑 
に 立入 る 機会 の 多い 農業 の 就業 者 は , 感染 率 4.d み 54.4 
N.a. 45.62 平 均 排 数 7.0 NM.a. 19.7 で 
ぁ る 。 林業 ら お ま び 農業 の 両 職種 の 初 年 度 陰性 者 の 陽 転 
率 は 両 種 と も 著しい 。 

6, 彼 検 者 を 職業 別に 分 類 し て 商業 , サラ リー マン , 
自由 業 と 林業 , 日 雇 , 左官 ・ 瓦 工 お ょ び 農 業 と の 8 職種 
と な し , 各々 の 就業 者 の 感染 率 比 を 両 年 度 に 分 け て 検討 
する と , に お いて は 初 年 度 0.95 : 1.0: 1.13, 翌 
年 度 1.0: 1.5 : 1. て で あり ,。 MW.a。 に お いて は 初 年 度 
虫 前 後 の 感染 状態 は , 4.@ と NM.g. の 間 に 職業 上 明 ら 
か な 有意 の 差 を 認め た 。 こ の と と は 感染 経路 に お ける 差 
異 と 考え られ , 両 種 と も 経 皮 感染 を 来 す も の で は ある が , 
4.d8 に お いて 経口 感染 も か な り 行 な われ る も の と 推定 
る 。 

7, 初 年 度 の 釣 虫 感染 は 42.5 %, 4.d 34.4% の 6.4 
匹 , NM.a. 26.7 の 17.0 匹 で あつ た が 翌年 度 の 釣 虫 感染 
率 は 34.2%, A.d. 28.4% の 5.5 区, N.a. 18.0% の 14.0 
砲 となり , 著しく 減少 し た 。 と くに 4.@ 排 虫 数 の 減少 
に 比 し NN.a. 排 虫 数 の 減少 は 基 だ し か つた 。 

8. 2 回 の 継続 集団 駆 つて 多数 の 駆虫 成虫 を 得 
て て の 効果 を 認め , それ が 今後 の 釣 虫 分 布 相 に 影響 する 
と と を 知 つ た 。 し か し 完全 駆虫 が 達成 され た の で は な 
く 。 更に 初 感染 また は 再 感染 を 意外 に 多く 起 し た 結果 と 
な つて いる の で , 今後 も 繰り 返し 集団 駆虫 を 施行 する 必 
要 を 痛感 し た 。 


稿 を 終る に 臨み , 小坂 教授 の 御 校 闘 を 深謝 し , 終始 御 
指導 を 賜 つ た 永吉 康 臣 博士 た 厚く 御礼 申し 上 げ ま す . 
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Summary 


From August to October 1957, the second anthel- 
mintic masstreatment was executed and the results 
are summarized as follows. 

1) The infection rate of hookworm was 34.2% 
and the rate was: A. d.>N. a. This study present- 
ed the same result as I had obtained during the 
previous year,. On the contrary, the number of 
the discharged worms was: A.d.<N.a; in 
general A. d. was dominant. 

2) The infection rate of the persons, who did 
not show any hookworm eggs at the masstreatment 
of the preceding year, showed A.d. 19.3%, and 
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N.a. 12.1%. The persons who took part in the 
masctreatment the previous year presented rate of 
A.d. 32.9% and N.a. 15.1%, while those who 
did not join the masstreatment presented the rate 
of A.d. 33.2% and N.a. 23.6%. This proved 
that the rates of both first and second infection 
were higher than expected. 

3) In the respective observation of each hamlet, 
the one which had shown a lower infection rate 
presented a higher rate as compared with that of 
the previous year. It also showed that both of the 
infection rates of A.d. and N.a. had decreased 
very much, especially the decrease of the number 
of the discharged N.a. was distinctive as compared 
with that of A. d. 

4) The author divided the examines into three 
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groups-first, those persons engaged in commerce, 
office work and the higher professions; second, 
daylabourers, those engaged in forestry, plastering 
and tile manufacturing ; third, farmers. 

Concerning the infection rate of each group of 
these specified workers, I made a comparative inves- 
tigation between the rate of this year and that.of 
the previous year. In respect to the infection 
behavior of these two years, I recognized a distinc- 
tive difference petween A.d. and N.a. depending . 
on occupation. 

This is proved to be caused by the dissimilarity 
of the courses of infection, that is, both A.d. and 
N.a. carry percutaneous infection, besides, A.d. 
is presumed to carry considerably per oral infection. 
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地方 支部 大 会 演題 目録 
第 5 回 日 本 寄生 虫 学会 北日本 支部 大 会 


演 説 
1. クイ ン ケ 兵 浮 腫 並 びに 一 過 性 肺 浸潤 を 伴 つ た 多 虫 
症 二 例 内 田 忠 男 ・ 八 木 秀 次 
(秋田 中 央 病院 小児 科 ) 木村 正 (眼科 ) 
2. 「 釣 虫 症 の 臨床 的 研究 」 第 一 報 , 角館 地方 に お け 
る 統計 的 観察 高橋 恵一 ・ 木 村 望 ・ 田 中 元 直 
・ 小 (秋田 病院 富岡 真 ( 角 保健 所 
38. 十二指腸 液 中 の 東洋 毛 様 線 虫 の 培養 試験 
岩根 武 次 郎 (青森 増田 病院 ) 
追加 ) 釣 虫 症 及 び 釣 虫 キ ャ リヤ ー の 臨床 的 研究 (血清 
鉄 , 血清 銅 , 好 酸 球 の 消長 ) 
玉山 長 悦 (岩手 黒沢 尻 病 院 ) 
4. 最近 の 宮城 県 に お ける 腸管 内 寄生 虫 温 淫 状況 及び 
集団 駆虫 成績 と つい て 
高 仲 (東北 大 黒川 内 科 ) 
5. 若菜 病 の 一 例 若林 芳夫 
6 . 環 虫 の 運動 と 角 皮 の 構築 学 的 構造 長沢 竜 男 
( 大 外 科 ) 平井 五郎 (第 解 剖 ) 
7. 胆道 迷 入 に ょ る 肝臓 瘍 の 一 例 
浦上 ・ 石 田 喜 一 (青森 東 青 病院 外科 


日 昭和 33 年 7 月 19 日 上) 
場 秋 市 秋 還 立 高等 看護 学院 


8. 邦人 ビリ ルビ ン 胆 石 内 の 寄生 虫 性 異物 に つい て 
沢 前 多 豊 (秋田 中 央 病院 外科 
9. アカ ン ヤ ブ カ の 幼虫 に つい て 
服部 上 作 (北海 道 
10. 野兎 病 ダ = に つい て 
大 原 一 郎 ・ 佐 藤 (福島 大 原 病院 
11. 北海 道産 間 虫 の 分 布 に 関す る 最近 の 知見 
大 野 衛門 (北海 道 研 
12. 包 貝 症 の 二 元 性 1T, 包 虫 に つい て 
大 林 正 ・ 山 下 次 郎 ・ 北 村 利 (北大 
18. 包 虫 症 の 二 元 性 IT, 成虫 に つい て 
山下 次 郎 ・ 大 林 正 士 ・ 北 村 (北大 
追加 北海 道 に お ける 性 の 研究 CI) 
中 村 豊 ・ 長 谷川 (北海 道 研 
「 パ ネル ヂ ス カッシ ョ ヨン 」 
負 虫 症 並 に 東洋 毛 様 線 虫 の 疫学 と 臨床 
司会 参 木 綿 司 (秋田 中 央 病院 
海 藤 勇 (東北 大 黒川 内 科 》 
岸田 隆 (酒田 病院 ) 
菊地 寛 大 外 科 ) 


第 18 回 日 本 寄生 虫 学会 東日本 支部 大 会 


説 
1. 赤痢 アメ ー バ の 商学 的 研究 (C1) モル モッ ト の 経 
腹腔 免疫 に ょ る 免疫 反応 奥島 憲 忠 ( 北 研 寄 生 虫 ) 
2. 実験 的 赤痢 アメ ー バ 感染 モル モッ ト の 免疫 反応 
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福原 文明 (慶太 寄生 

8. 一 自由 生活 性 アメ ー バ に ょ る 免疫 反応 特に 北 塊 反 
応 に っ つい て 大 浦 浩 (慶太 寄生 虫 ) 

4 培養 トリ コモ ー ナ ス の アァ アミノ 酸 利 用 及び ヒス 


| | 
- 
. 
期 日 昭和 33 年 10 月 4 日 
会 場 新潟 大 学 医 学部 


10. 


11. 


12. 


13. 


14. 


15. 


16. 


17. 


18. 


19. 


20. 
21. 


伊 従 茂 ( 慶 大 寄生 虫 ) 


ミン 産生 に つい て 


。 ジ アル ジア ・ ラ ム ブ プリ ア の 細胞 化学 的 研究 


明石 広 小児 科 ) 


・ 培養 Palantidaum と 粉 に っ いて ( 続 ) 


鈴木 ・ 田 所 博之 ( 大 


・ 犬 か ら 感 染 し た と 思わ れる 小児 トキ ソプラ ズ マ 義 


の 1 例 及 び 同 分 離 株 の 性 状 瀬 長良 三郎 
・ 小 池 保 ・ タ ヵ 子 ( 小児 科 ) 


・ トキ ンプ ラズ マ 感 染 犬 に お ける 色素 試験 と 補 体 結 


合 反 応 と の 比較 小池 保 て 慶 大 寄生 躍 ) 


・ 日 本 住 血 吸虫 症 に お ける トリ プ ト フ マフ アン 代 講 


森 和 雄 ・ 杉 本 克彦 ・ 中 込 仕 (昭和 医大 医 動 物 ) 
ミヤ イリ ガイ の 研究 (6) 簡単 な ミヤ イリ ガイ の 
ペトリ シヤ ー レ 飼育 法 

小宮 ・ 小 子 ( 予 研 寄生 ) 
ミヤ イ リガ イ の 研究 (7) O. nosophora と 0. 
hupensis の 交配 試験 ( 子 報 ) 
小宮 孝 ・ 小 邦子 ( 予 研 寄 生 ) 
ミヤ イ リガ イ の 研究 (8)〉 ミヤ イリ ガイ の 殺 員 剤 
に 対す る 抵抗 性 に つい て 保阪 幸男 ( 予 研 寄 生 虫 ) 
宮入 殺 に 関す る 研究 克 石灰 の 殺 
効果 に つい て 3 
飯島 利彦 ・ 大 田 秀 浄 ・ 中 島 進 一 (山梨 医 研 ) 
宮入 中 の 乾燥 に 対す る 抵抗 の 研究 第 1 報 
飯島 利彦 (山梨 医 研 
長野 県 に お ける 水田 皮膚 炎 
那 原 上 ・ 原 郎 ( 信 大 病理 ) 
Notocotylus attenuatus 3 よ Cercaria incerta OD 
mucoid gland 渡辺 強 三 ・ 伊 藤 二 郎 ( 静 大 保健 ) 


「 肺 吸虫 幼虫 の 終 宿 主体 内 移行 に 関す る 研究 (予報 ) 


Evans-blue 注射 に る 体 移行 経 の 追求 
横川 宗雄 ・ 吉 村 裕 之 ・ 佐 野 基 人 
・ 大 倉 俊彦 ・ 辻 守 康 ( 千 大 寄生 躍 ) 
肺 吸 虫 の 治療 剤 に 関す る 研究 (1) 脱 厩 幼虫 に 対 

する 各種 薬剤 の 殺 減 効果 に つい て 

大 村 俊 ( 大 寄生 
肺 吸虫 症 の 和 性 抗体 の 研究 超 分 画 
法 に ょ る 分 離 大 島 智 夫 ( 公 衛 院 寄 生 虫 ) 


肝 吸 虫 の 免疫 に 関す る 研究 松田 忠 泰 ( 群 大 衛生 う ) 
日 本 産 肝 英国 産 肝 の 生態 学 的 比較 研究 1. 
虫 卵 の 発育 と 本 : 邦 に お ける 中 間 宿 主 の 適性 に つい 
上 野 計 ・ 渡 辺 昇 蔵 (家畜 試 ) 
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22. 


23. 


24. 


25. 


27. 


28. 


29. 


30. 


31. 


32. 


33. 


34. 


85. 


36. 


37. 
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肝 皮 感染 予防 に 関す る 研究 PCP (pentachloro- 
phenol) の cercaria に 及ば どす 影響 に つい て 
磯田 政 恵 ・ 吉 村 市 郎 (日 験 医大 病理 ) 
類 駆除 の 研究 谷口 守男 
医 ) 北村 誠 (日 本 化 薬 王子 製薬 工場 ) 
静岡 県 誤 学 校 の 学童 の 銅 虫 感染 の 季節 的 変動 
伊藤 二郎 ・ 坦 保 僚 ・ 杉 本 光男 ( 静 大 保健 ) 
床 便 内 遇 虫 卵 分 布 に 関す る 研究 第 二 報 集団 に お 
ける 貝 卵 分 布 の 臨床 的 意義 に つい て 
中 島忠 一 ( 千 大 三輪 内 科 う ) 
上 銅 虫 卵 培 養 法 の 検 対 西 三郎 
・ 褒 田 昭 夫 ・ 柳 沢 利 吉雄 ( 千 大 公衆 衛生 ) 
組織 化学 的 に 見 た 筒 虫 卵 の 発育 
吉田 美彦 ( 院 寄 生 
Sss 標識 フェ = 油 の 虫 内 へ の 浸透 に 
大 塩 行 夫 
・ 伊 東 保 一 郎 ・ 佐 藤 敏 郎 ( 農 技 研 う 
虫 の 抗原 性 と に っ いて 単 細胞 期 お よび 仔 
虫 銅 虫 卵 の 抗原 性 物質 に つい て 
清水 重 ・ 阿 久 沢 実 (日 医大 寄生 ) 
Visceral larva migrans に 関す る 研究 (1) う 犬 
の マウ ス 器 内 分 布 と その 病変 像 の 経時 
的 観察 吉村 裕之 
・ 原 田 豊 ・ 沢 明 横 川 宗雄 ( 大 寄生 
遇 虫 の 体外 飼育 時 に お ける 代謝 祭 1. ATP, グ 
リコ コー ゲン, アス コル ビン 酸 量 に つい て 一 井 
昭 五 ・ 杉 浦 健 一 ・ 松 本 克彦 (昭和 医大 医 動物 ) 
上 銅 虫 体腔 液 の 蛋白 成分 に 関す る 研究 (第 TT 報 ) 塩 
析 法 に ょ り 分 離し た 各種 蛋白 分 割 の 電気 泳動 学 的 
検討 板東 丈夫 ・ 下 康郎 ( 順 天 大 薬理 ) 
駆虫 効果 判定 に 関す る 研究 第 1 報 一 T.M. 反応 
の 批判 一 北本 治 ・ 高 山 久 郎 ・ 岡 田 周子 
( 伝 研 ) 石崎 ( 研 寄生 ) 
T.M. 反応 追試 成績 松村 竜 雄 ・ 由 上 修三 
・ 黒 梅 芳 音 山幸 子 ( 大 小児 科 
群馬 県 板倉 町 と お ける 釣 虫 に 関す る 調査 
義 周 他 (横浜 大 寄生 
埼玉 県 下 の 釣 虫 の 種類 別 分 布 
松崎 義 周 ・ 渡 辺 弘 夫 ・ 山 下 久幸 
・ 清 水 普 男 ・ 高 橋 達 男 て 横浜 大 寄生 虫 ) う 
試験 管 培養 法 を 集団 検診 に 応用 する 次 の 能率 化 と 
適 の 検討 


つい て 


54 


55 
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33 年 12 月 (1958)] 


佐々 学 ・ 白 坂 ・ 三 浦 昭子 ( 伝 研 寄 
38. 釣 虫 卵 培 養 法 に お ける 便 層 の 厚み に っ いて 
大 久保 和子 
・ 矢 ふ き ・ 柳 沢 利 喜 ( 千 大 
39. 虫 の 発育 に 及ぼ す 影 に つい て 
大 津 水 野 夫 ・ 柳 沢 利 喜雄 ( 大 公衆 衛生 
40. 野鳥 の 食物 の 調査 その 感染 せる 寄生 虫 と の 関係 
町 田 昭 ・ 亀谷 了 (目黒 寄生 館 ) 
41. 南極 園 に て 捕獲 され た アデ リー ペン ギン の 寄生 虫 
いて 
亀谷 了 ・ 小 林 緑 ・ 鈴 木 俊 邦 (目黒 寄生 虫 館 ) 
42. 腸 ト リコ モー ナス の 疾 塊 反応 及び T.M. 反応 
大 ( 慶 大 寄生 ) 
48. エン セラフ アリ ト ゾ ー ン の 
飯野 郎 ( 慶 大 寄生 
44. ミヤ イリ ガイ の 研究 (9) ミヤ イリ ガイ の 雌雄 第 
別 法 と 雌雄 比 ビ と つい て 
小宮 義孝 ・ 橋 本 扶 ( 予 研 寄 生 虫 ) 
45. ミヤ イリ ガイ の 研究 (10) ミヤ イリ ガイ の 温度 反 
応 ) その 季節 的 変化 と 実験 的 名 化 
安 一 男 ( 予 研 寄 生 
46. 宮入 中 の 食性 の 検 対 森 和 雄 ・ 岡 本 謙一 
・ 杉 浦 健一 ・ 中 込 仕 (昭和 医大 医 動 物 ) 
47. 肺 吸虫 症 の 治療 に 関す る 実験 的 研究 
勝 ( 予 研 寄生 
48. Monezia expansa 及び 其他 の 条 虫 の 駆虫 に つい て 
福井 正信 ( 伝 研 寄 生 ) 
49. 土壌 中 の 検査 法 に 関す る 研究 
杉山 太 幹 ( 予 研 寄生 
50. の 風 に ょ る 流 走 に つい て (風洞 実験 ) 
高橋 安雄 (大田 原市) 
田中 貞雄 ・ 柿 沼 計 (関東 東山 農 試 ) 
51. 界面 活性 剤 の 応用 に ょ る の 生死 の 
奥村 和夫 (日 本 医大 第 一 医院 内 科 う ) 
52. の 体外 飼育 時 に お ける 代謝 像 2. 消化 酵素 
に っ つい て ; 
ーー 井 昭 五 ・ 松 本 克彦 ・ 杉 浦 健 一 (昭和 医大 医 動物 ) 
53. 釣 虫 卵 検 お ける 法 と 浮 の 精度 
矢島 ふき ・ 柳 沢 利 喜雄 ( 千 大 公衆 衛生 ) 
54. 釣 虫 卵 の 変性 像 に つい て 
町 田 広 ・ 水 野 哲夫 ・ 沢 利 ( 大 公衆 衛生 ) 
55. 農村 に お ける 釣 虫 及び 環 虫 の 予防 撲 減 に 関す る 研 
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62. 


63. 


64. 


65. 


66. 


67. 


68. 


69. 


72. 


3. 
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第 4 報 撲 の た ゐ の 集団 駆虫 回 数 に つい 
店 田 夫 ・ 小 関 芳 ・ 柳 沢 利 雄 ( 大 公衆 


・ 犬 糸状 虫 抗原 に ょ る ゲル 内 沈降 反応 に っ いて 


小山 三 人 (日 医大 寄生 虫 う 


・ 犬 糸状 虫 の 心臓 外 寄 生 に 関す る 実験 的 研究 I 


家 腔 内 移 験 小栗 夫 (日 大 寄生 虫 


犬 糸 状 虫 に ょ る Arthus 現象 に つい て 


小松 上 沿 (日 医大 寄生 虫 ) 
演 説 


・ 土壌 線 虫 殺虫 剤 の 釣 虫 卵 及び 仔 虫 に 対す る 作用 


岩出 太郎 ・ 徳 地 清 六 (横浜 市 大 寄生 虫 ) 


・ 犬 釣 虫 の 組織 化学 的 研究 て 4) 感染 仔 虫 の 腸管 細 


胞 内 の 黒色 題 粒 に つい て 佐藤 温 重 ( 予 研 寄生 虫 う 


・ 多 虫 感染 者 の 血液 所 見 の 二 三 に つい て 


角田 富雄 ( 千 大 三輪 内 科 ) 大 橋 平 治 
(長野 阿南 病院 ) 田畑 猛 行 (長野 泰阜 村 診 療 所 ) 
多 虫 駆虫 の 難易 に 対す る 一 考案 玉井 太郎 
・ 河 越 竜 方 ・ 秋 山 平 (日 本 医大 第 一 医院 ) 
四 塩 化 チレ ン と 界面 活性 剤 180) の 
に ょ る 駆除 成績 (第 一 報 ) 
鏡 田 義男 ・ 河 野 靖 (日 本 医大 第 一 医院 内 科 う 》 
4 一 ヨー ド チ モー ル に ょ る 釣 虫 類 駆虫 試験 
佐々 学 ・ 林 滋 生 ・ 白 坂 竜 央 ・ 福 井 正 信 ( 伝 研 寄 生 
虫 ) 吉田 文香 ・ 平 島 信子 (小原 療養 所 ) 魚谷 和彦 
(中 野 日 赤 病 院 ) 西田 弘 平 (和信 丈 三根 診療 所 ) 
暁 虫 保 虫 者 の 疫学 相 に つい て 
林 滋 生 ・ 佐 藤 孝 慈 ( 伝 研 寄 生 虫 ) 
暁 虫 の 逆行 感染 に 関す る 実験 的 研究 (第 二 報 ) 
伊東 亭 (日 本 医大 第 一 医院 ) 
マフ マ イラ リア の 免疫 に 関す る 研究 
山本 孝 ( 大 衛生 
ネズ ミ より の Szrongyloides ratti 検出 法 に つ 
いて 田中 寛 ・ 天 野良 冶 (東京 医 歯 大 公 術 ) 
東京 都内 家 SZrongyloides ratti 保育 率 
天野 良治 ・ 加 納 六 郎 ・ 田 中 寛 (東京 医 歯 大 公 衛 ) 
線 虫 Dlogaster sp. の 食性 に っ いて (第 二 報 ) 
国井 喜 章 (関東 東山 農 試 ) 
多頭 虫 の 研究 (1) Centrorhynchus elongatus の 
と っ いて 小林 緑 (目黒 寄生 館 ) 
虫 の 研究 (2 体 の 無機 成分 の 分 析 
野々 部 春 ・ 谷 了 (目黒 寄生 館 
紙上 発表 
南 伊 豆 地 方 の ドロ レス 頸 口 虫 の 分 布 
横川 宗雄 ・ 吉 村 裕之 ・ 重 一 ( 寄生 ) 
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第 14 回 日 本 寄生 虫 西日本 支部 大 会 


演 説 


・ 界面 活性 剤 に ょ る 肝 軽 の 新 集 卵 法 に っ いて 


東 ・ 森 鼻 ・ 福 留 ( 阪 府 大 


・ 大 平 肺 吸虫 の 新しい 第 一 中 間 宿 主 4ssiminea ba- 


rasitologica Kuroda, 1958 (ムシ ヤ ド リ カワ ザン 
ショ ウ ガ イ ) に つい て , 主として , 感染 状況 に つ 
いて 吉田 幸雄 

・ 宮 本 正実 ・ 中 西 靖 郎 ( 京 府 医大 医 動 物 ) 


. 三重 県 及び 愛知 県 に お ける 大 平 肺 吸虫 の 分 布 に つ 


A 吉田 幸雄 
・ 松 尾 喜 久雄 ・ 中 西 靖 郎 ( 京 府 医 大 医 動物 ) 


・ 兵庫 県 北部 豊岡 地方 に と お ける 人 和 肺 吸 虫 症 < 皮 内 反 


応 に と に よる スク リー= ニ = ング テ スト の 成績 ) 吉 田 
幸雄 ・ 宮 本 正実 ・ 中 西 靖 郎 ( 京 府 戻 大 医 動 物 ) 


・ 山口 県 下 の 人 肺 吸虫 症 に 関す る 研究 , 長門 市 に お 


ける 人 肺 吸虫 症 , 西 市 町 に お ける 人 肺 吸虫 症 
細川 修治 ・ 内 野 宮 里 昇 ・ 山 下 司 
・ 今 村 芳 人 ・ 小 野 完治 ・ ・ 松 本 昇 
・ 横 山 敬 ・ 山 下 哲 生 ・ 石 田 俊 行 ・ 加 藤 満 
(山口 医大 病理 ) 


. 鳥取 , 島根 , 岡山 の 三 県 に お ける 肺 吸虫 (第 1 


報 )- 第 2 中 和則 宿主 に っ いて の 調査 
西田 弘 (鳥取 大 公衆 衛生 


・ 釣 虫 卵 の 培養 法 の 検 対 


佐藤 夫 ・ 鳥谷 敏男 ( 京 府 医 大 医 動物 ) 


・ 富 山県 東 確 波 郡 城端 町 装 谷 地区 に お ぉ ける 腸管 寄生 


虫 , 特に 釣 虫 の 調査 
佐藤 ・ 青 野 宏 ・ 男 ・ 佐 藤 有 三 
・ 藤 田 ・ 中 村 夫 ( 京 府 医 大 医 動物 ) 


・ 釣 虫 キ ャ リヤ ー の 実 可 調 査 並び に 駆虫 に つい て 


中 村 ・ 三 浦 好 井 昭 ・ 荒 木 恒 
・ 山 中 直之 ・ 遠 藤 勉 ・ 石 塚 達 ・ 上 田 五郎 
・ 冬 ・ 山 田 宗 定 ( 阪 大 内 科 ) 


(164 ) 


義 


10. 


11. 


12. 


13. 


14. 


15. 


16. 


17. 


18. 
19. 


20. 


21. 


22. 
23. 


24. 


25. 


日 昭和 33 年 11 月 2・3 日 
場 徳島 大 学 医 学部 


金 


愛知 県 を 中 心 と する 暁 虫 調査 と 駆虫 成績 と っ いて 
加藤 勝也 (名 市 大 医 動物 )〕 酒井 隆 ( 公 衆 保健 協会 ) 
愛知 県 下 に お ける 環 虫 の 受精 卵 , 不 受精 卵 の 検出 
状況 (第 2 報 ) 
武田 正義 (名 市 大 医 動物 ) 酒 井 隆 (公衆 保健 協会 ) 
集団 検便 年 間 に お ける 保 育 状況 の 次 的 
観察 その 1 虫 後 検査 時 卵 陽性 者 と その 
後 の 推 移 と 駆虫 効果 判定 時 期 の 問題 
戸谷 徹 造 (名 市 大 医 動物 ) 加藤 勝也 
・ 備 藤 寿 作 ・ 三 浦 光生 ・ 酒 井 隆 (公衆 保健 協会 ) 
線 虫 類 の 分 泌 , 排 護 系 に つい て 
森下 哲夫 ( 医大 寄生 ) 
人 薄 中 に 見 出さ れ た ラブ ヂ チ ス 属 線 虫 の 分 類 
森下 哲夫 ・ 小 林 瑞 穂 ・ 野 々 田 
昭一 ・ 葛 西 米 市 ( 岐 医大 寄生 虫 ) 
ミク ロフ ィ ラ リア の 分 排 に つい て 
小林 瑞穂 ・ 林 春雄 ・ 加 藤 一 夫 ( 岐 医大 寄生 虫 ) 
線 虫 の 食道 腺 こ に っ いて 
羽田 ・ 堀 田 ・ 橋 本 光 六 ( 岐 医大 寄生 
野宮 の 毛 様 線 虫 に つい て 
西村 登 ( 岐 医 大 寄生 


虫 に っ つい て 国井 洋一 ( 医大 寄生 う 
野生 動物 に 寄生 する 糸状 虫 科 の 二 ・ 三 の 種類 に つ 
いて 三 郎 ( 阪 大 徴 研 寄 生 ) 
朝鮮 牛 か ら 見 出し た 住 肉 胞 子 虫 の 形態 的 並び に 

織 化 学 的 所 見 一 色 於 茶 四 郎 ( 阪 府 大 農 験 医 う 


Trichobilharzia corvi (Yamaguti, 1942) に 関す 
る 研究 第 1 報 伊藤 康夫 ( 阪 医 大 病理 ) 
花房 状 器 管 の 形態 と 生理 石川 道雄 名 大 解剖 ) 
アザ ン 染 色 に ょ る の 組織 線 
伊藤 章 ( 医大 寄生 
有 口 虫 の 分 泌 排 系 に つい て 
Hymenolepis nana の 中 間 宿 主体 内 に お ける 発育 


< 


| 
3 
4 
3 
3 
5 
3 
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3 
4( 
8 
41 
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9 
43 
44 


33 年 12 月 (1958)]〕 
に っ いて 近野 誠二 (福井 衛 研 ) 
26. マビ = 釣 虫 の 犬 体 内 に お ける 発育 に つい て 


27. 


28. 


29. 


30. 


31. 


32. 


33. 


34. 


35. 


36. 


37. 


38. 


39. 


40. 


41. 


42. 


43. 


44. 


。 吉田 幸雄 ・ 岡 野 毅 ( 京 府 医大 医 動物 ) 
犬 生活 関す る 知見 補遺 
保 郎 ・ 西 村 猛 阪 大 寄生 
肺 吸虫 の 異 所 寄生 例 一 右 季 肪 部 寄生 例 に つい て 
細川 修治 (山口 医大 病理 ) 井 次 (山口 日 赤 外 科 
小型 大 平 吸虫 幼 虫 の 内 移植 試験 
富村 保 ・ 川 ・ 大 杉 豊 
・ 梶 本 卓 ( 阪 府 大 農 獣 医 う 
実験 的 肺 吸虫 症 の 組織 化学 的 研究 
浜田 三吉 (徳島 大 病理 
鋼 虫 の 異種 属 へ の 実験 的 異 所 寄生 に つい て 
野田 昇 ・ 楠 正 知 ・ 鳥 居 達 生 ・ 堂 本 一 郎 ・ 
松本 恒男 ・ 沢 田 順 ( 阪 市 大 小田 内 科 ) 
虫 症 成因 に 関す る 一 考察 
井 阪 医大 内 科 ) 
に ょ 肉 に 関す る 実験 学 的 研究 
(第 一 報 浜本 中 村 文 昭 ( 阪 医 大 病理 
左 胸部 皮下 形成 し た マン ソン 症 の 一 
る 水田 性 皮膚 
隠岐 島 に お ける 住 血 吸 虫 皮 膚 炎 に 関す る 研究 


北 海道 に 


田部 浩 ・ 男 中 実 岩神 俊平 
・ 御 前 定 ・ 河 村 油 子 ( 阪 医大 病理 ) 


属 線 虫 の 人 体 寄 生 可能 性 こ 
・ 西 村 ・ 近 王 至 阪 大 研 寄生 ) 
クロ ロ プ ロマ ジン の 若菜 病 治療 剤 と し て の 検討 
第 2 報 ツマ ビ = 釣 虫 仔 虫 再 感 染 マ ウス の 肺 所 見 
船橋 良治 ( 京 府 医 大 医 動 物 ) 
1-brom-naphthol ( 2 〉 に る 駆除 実験 
岡野 燕 ( 京 府 医 大 医 動物 ) 
点 と その 対策 
森下 ( 阪 大 研 寄生 ) 
関す る 研究 (続報) 
津田 洋 ( 大 油谷 内 科 
ドウ モイ 酸 の 人 体内 上 銅 虫 の 生態 に 及ぼ す 影 響 に 関 
する 線 学 的 観察 順 ・ 高 型 慎 吾 (広島 市 ) 
G, 製剤 に ょ る 駆虫 試験 
沢田 勇 (奈良 学 大 生物 ) 
芦田 日 出 夫 (徳島 大 病理 ) 


集団 駆虫 の 問題 


肝 吸 虫 症 の 治療 に 


肝 吸 虫 症 の 沈降 反応 


(165 ) 


51. 


on 


56. 


57. 


58. 


59. 


60. 


四国 の 生 虫 病 


61. 


・ 釣 虫 症 の 免疫 学 的 研究 
赤 アメ ー バ の 内 シス ト 形 成 に 


. トリ コモ ナス の 泌 粉 分 解 能 に 


了 リコ モナ スバ 【 
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・ 肝 吸虫 症 の 免疫 学 的 研究 


岡部 浩 洋 長 本 ( 久 大 寄生 


・ 肺 吸虫 の 免疫 小 ( 岐 医大 寄生 虫 ) 
・ 下 虫 集団 検便 時 の 皮膚 反応 及び T.M. 反応 に つ 


いて 飯田 正雄 ( 岐 医 大 寄生 虫 ) 


虫 抗原 の 液 型 物 に つい て 


飯田 ( 岐 医 大 寄生 虫 
出 中 直之 ( 阪 医 大 内 科 ) 
関す る 研究 
(第 2 報 ) 
福 仔 ・ 
培養 法 に ょ 
報 ) 内 恵二 


福田 正道 ・ 高 田 季 久 ( 阪 市 大 医 動物 ) 
る oe トリ コモ ナス の 検査 成績 (第 2 
・ 川 貞 ・ 高 田 季 久 ( 阪 市 
・ 山 文夫 ( 人 科 ) 


. 2-acetylamino-5-nitrothiazole (トリ コ サ ミ ン ) の 


の リコ モナ ス 作 用 つい て 
田中 英雄 ・ 高 田 季 久 ・ 山 田 節夫 ( 阪 市 大 医 動物 ) 


. 各種 薬剤 の 培養 Trichomonas vaginalis に 対す 


川原 
関す る 研究 (第 1 
高田 久 ( 阪 
ミノ 酸 
os ( 阪 大 産婦 人 科 ) 
Plasmodium berghet る 実験 的 研究 <3) 
Sulfamerazine お よび Sulfadiazine に 対す る 耐 
性 の 発現 に つい て 旋 藤 量 平 ( 阪 大 歯科 ) 
TTrypanosoma の 関 する 遺伝 学 的 研究 
第 4 報 猪木 正三 ・ 松 代 阪 大 寄生 ) 
rypanosoma の AK 型 に 関す る 遺伝 学 的 研究 
第 5 報 猪木 正三 ・ 松 代 ( 阪 大 研 寄 生 虫 
Trypanosoma gambiense の 及び 中 へ 
の 感染 試験 
猪木 正三 ・ 松 代 愛 三 ・ ( 阪 大 研 寄 生 ) 
培 Leishmania donovani び L. braziliensis 
る 各種 薬剤 の 検定 
中 ( 阪 大 研 寄生 虫 


特別 講演 
山口 富雄 (徳島 大 学 医学 部 病理 ) 


る 効力 検定 中 村 敏 夫 ・ 


報 ) 亀田 幸 政 ・ rs 


に 対す 


スラ イド 映写 
・ リ コ の 現況 

水 
山 落と 平地 部 落 に お け 


岡部 浩 ( 久 大 ) 


る 小学 校 児童 の 


45 
47 
48 
49 
50 
] 
| | 
53 
55 
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三 年 間 の 上 遇 虫 感染 率 比 較 に つい て 青野 宏 ・ 
中 西 靖 郎 ・ 佐 藤 有 三 ・ 藤 田 栄 附 ( 京 府 医 大 医 動物 ) 


62. 遇 虫 体腔 液 成分 に ょ る アレ ルギー の 実験 病理 学 的 


研究 (TT) 各 臓 器 組織 に お ける 形態 学 的 特長 に 
つい て 浜本 裕二 赤 松 ( 阪 医 大 病理 ) 


63. 大 平 肺 吸虫 と 小型 大 平 肺 吸虫 の 種別 標 徴 の 比較 研 


究 3) 
一 色 於 四 郎 ・ 富 村 保 ・ 荒 川 ( 阪 府 大 


【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 第 7 巻 ・ 第 6 号 


・ 近畿 地区 に お ける 妊産婦 の Toxoplasma 感染 に 
つい て 山崎 光男 ( 阪 医大 病理 ) 


65. 大 阪 地 方 の 老年 者 に お ける トキ ソン プラ スミ ン 皮 内 


65. 


反応 調査 成績 杯 勝 ・ 宮 田 士 郎 ( 阪 医大 病理 ) 
有馬 助 ( 阪 院 病院 ) 
Trichomonas tenax の 電子 顕微 鏡像 第 2 報 超 
薄 切 片 法 に こ に ょ る 観察 

大 野 正仁 ( 阪 大 役 寄生 う 


第 11 回 日 本 寄生 虫 学会 南 日 本 支部 大 会 


演 説 


・ 実験 的 トキ ソン プラズマ 症 に 於 ける 肝 脂 肪 の 組織 化学 


的 研究 . 
藤 ・ 外 山 寛 松 枝 智 久 ( 鹿 二 内 科 ) 


Entamoeba histolytica の 及 び 酸 脱 水素 作 


用 の 細胞 化学 的 


。 に 於 ける Leucocytozoon caulleryzg の 感染 と その 


病理 学 的 研究 石黒 大 農 医 


・ 最近 3 ヵ年 間 に 於 ける 寄生 虫 患者 の 推移 


財津 吉 (門司 市 ) 


・ 母親 の 寄生 感染 の 乳児 発育 に 及ぼ ばす 影 響 


岡 原 哲 稚 ( 久 大 寄生 虫 ) 


・ (示説 ) Beaver 氏 直 接 塗 抹 法 に よる 虫 卵 数 計算 


中 村 実 ( 久 大 寄生 貝 ) 


. 集団 検便 と ょ り 得 た Rhabditis に 就 い て 


篠原 恒男 ( 久 大 寄生 ) 


・ 虫 の 組 学 的 研究 


福島 ・ 政 真哉 ( 鹿 大 内科) 


・ 寄生 並 びに の の 組織 学 的 研究 


原田 公夫 ( 鹿 大 一 内 科 ) 


・ 釣 虫 感染 の 成人 対 小児 の 比率 に つい て 


口 利 幸 ・ 志 々 目 (三井 病院 ) 


八 


11. 
12. 


13. 


14. 


15. 


16. 


17. 


22. 


(166 ) 


日 昭和 33 年 10 月 24・26 日 
場 鹿児島 市 煙草 会 館 ホ ー ル 


RB 


の 臨床 的 観察 中 島 ( 鹿 大 寄生 》 
談 鉱 従業 員 の 釣 虫 症 の 研究 第 8 報 疲労 反応 に つ 


いて 中 村 実 ( 久 大 寄生 虫 ) 
鋼 虫 駆除 に 関す る 研究 中 馬 康 男 ・ 尾 辻 義 人 
・ 外 山 寛 樹 ・ 中 村 精 吉 ・ 東 達郎 ( 鹿 大 二 内 科 ) 
完全 駆除 の 困 性 に つい て 
吉 康 中 島 ・ 末 永治 (串間 市 
症 血 中 機 酸 に 関す る 研究 
三宅 力 ( 鹿 大 一 内 科 ) 
負 虫 症 の 臓器 鉄 に 関す る 研究 一 化学 的 並び に 組織 
化学 的 研究 一 
藤田 礼 一 郎 ・ 竹 田 紋 一 郎 ( 鹿 大 寄生 虫 ) 
銅 虫 虫 体 の 蛋白 分 割 に 関す る 研究 (を と の 1) 


・ 虫 体 の 蛋白 分 に 関す る 研究 (て そ の 2) 


山田 知 章 ( 大 寄生 ) 


・ 虫 体 の に 関す る 研究 (その 3 ) 


岡村 一 郎 ・ 田 買 熊 大 寄生 ) 


(紙上 発表 ) 九州 産 ド ドレ ス の 新しい 宿主 


磯部 親 則 ・ 伊 
・ 野 信 造 ・ 口 一 (熊本 県 衛生 部 


・ 人 体 虫 


岡村 一 郎 ・ 桑原 ・ 岩 田 ( 熊 大 寄生 ) 
有 虫 第 3 期 の 生体 外 (続報 
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83. 
34. 


35. 
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昭和 33 年 12 月 


28. 


24. 


25. 


26. 


27. 


28. 
29. 


30. 


31. 


33. 
34. 


35. 


(1958)] 


大 場 直 材 ( 久 大 寄生 虫 ) 
実験 的 家 症 に 於 ける サー レス 現 祭 つい て 
古野 治 ( 九 寄生 ) 
顕 口 虫 症 の 免疫 学 的 研究 (第 3 報 ) 
梅野 直弘 ( 久 大 寄生 虫 ) 
日 本 住 血 吸虫 症 の 免疫 学 的 研究 (第 2 報 〕 尿 沈 降 反 
応 (続報 ) 田中 隆 六 ( 久 大 寄生 虫 ) 
筑後 川下 流 々 域 の 肝 吸 虫 に つい て 
生 山 哲 一 郎 ( 久 大 寄生 虫 ) 
肝 吸 虫 の 免疫 学 的 研究 長 本 次 ( 久 大 寄生 虫 ) 
肺 吸虫 卵 集 卵 法 に つい て 岩倉 利明 (宮崎 術 研 ) 
鹿児島 県 下 の 肺 吸虫 症 の 調査 研究 (第 1 報 ) 集団 検 
診 成 績 
縄田 千 郎 ・ 今 重幸 雄 ・ 飯 田高 明 ・ 浜 田 真 二 
・ 前 田 利 磨 ・ 楠 元 康 久 ・ 上 川路 睦 博 ・ 倉 内 末 男 
・ 阿 部 康男 ・ 堀 栄 太 郎 ( 鹿 大 寄生 虫 ) 
天草 に ける 肺 吸虫 
助 ・ 井 上 俊一 郎 (長崎 大 研 ) 
大 平 肺 吸虫 抽出 液 びに 内 容 液 に よる アル チ 
= 現 人 荒木 元 ( 九 寄生 ) 
肺 吸虫 症 患 者 血清 と ょ る サー レス 現 介 
宗 典 郎 ( 寄生 ) 
肺 吸虫 症 の 尿 沈降 反応 河原 弘 ( 久 大 寄生 虫 ) 
移 虫 吸虫 の 人 体 寄 生 例 
兵藤 學 美 ・ 松 山 滋 ( 熊 大 寄生 虫 ) 
Anopheles 体内 セタ リア の 
小野 典 雄 ( 久 大 寄生 虫 ) 


(167 ) 


36. 


37. 


88. 


39. 


40. 


41. 


42. 
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和牛 の 鼻 鏡 ステファノ フィ ラリ ア 症 に つい て 
新 美 大 三郎 ・ 河 野 猫 三郎 ( 鹿 大 農 医 う 
フィ ラリ ア 虫 の 発育 に つい て 
大 森 南 三郎 (長崎 大 風 研 ) 
パン クロ フト 系 状 虫 幼虫 の 組織 化学 的 研究 
山路 鉄 三郎 ・ 堀 栄 太郎 ( 鹿 大 寄生 虫 ) 
バン クロ フト 状 虫 仔 虫 に 関す る 研究 川路 清高 
・ 橋 口 俊 照 ・ 大 山 満 ・ 有 園 秀 夫 ( 鹿 大 病理 》 
ミク ロフ ィ ラ リア の 電子 顕微 鏡像 影 井 昇 
・ 堀 栄 太郎 ( 鹿 大 寄生 虫 ) 橋 野 源義 ( 鹿 大 二 内 科 ) 
フィ ラリ ア 状 虫 濃 厚 地 に 於 ける ミク ロフ ィ 
ラリ ア の 定期 出現 性 に 対す る 一 考察 
堀 栄 太郎 ・ 影 井 昇 ・ 山 牙 鉄 二郎 ( 鹿 大 寄生 躍 》 
肝 生 検 と よる フィ ラリ ア 征 の 研究 
喜入 直 次 ( 鹿 大 一 内 科 ) 


児 肉 の フィ ラリ ア 虫 の 検索 


浜田 康治 ( 鹿 大 一 内 科 ) 


・ 状 虫 症 患 者 に ける 焦 性 反 応 に つい て 


(第 2 報 ) 米沢 藤 土 ( 鹿 大 二 内 科 ) 


バン クロ フト 虫 の 降 反 応 


岡部 小 野 典 雄 ・ 田 中 隆 ( 久 大 寄生 虫 


と 併催 


特別 講演 


Tropical medicine in Thailand 


( 泰 国 の 熱帯 医学 の 現況 ) 
Dr. Chamlong Harinasuta 
(バン コッ ク シリ ラー ト 大 学 う 
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会 記 | 


第 15 回 日 本 医学 会 総会 
第 28 回 日 本 寄生 貝 学会 総会 


1) 第 15 同日 本 医学 会 総会 
期 日 昭和 34 年 4 月 4 日 ( 水 ) 
会 場 東京 都 交 京 区 本 郷 東京 大 学 医学 部 第 1 号館 3 階 講堂 
演 題 シン ポジ ュー ム (午前 )…… 生 病 (T)「 虫 症 , 症 」 
(午後 ) …・ 病 (IT)「 本 住 血 症 フィ ラリ ア 症 」 
2) 第 28 本 生 虫 学会 総会 | 
期 日 昭和 34 年 4 月 6 日 ( 金 ) 7 日 ( 土 ) | 
会 場 東京 都 京 区 本 東京 大 学 学 第 21 番 教 室 | 
演題 申込 / 切 昭和 34 年 1 月 15 日 まで に 必着 の こと | 
申込 先 東京 都 千 代田 区 飲 田 町 2 の 10 | 
日 本 医科 大 学 第 一 医院 内 科 教 室 赤 木 勝 座 | 
注意 事項 用 紙 ( 申 込 先 た 用 意 ) に 必要 事項 を 御 記 入 の 上 , 必ず 書留 郵便 で 御 送 り 下 さい 。 同 時 に 800 | 
字 以 内 の 抄録 を 必ず 御 提出 下さ い 。 (図表 写真 は お 断り し ます ) | 
演題 多数 の 場合 は 一 部 示説 に 変更 させ て 頂 だ く こ と が あり ます の で , 同一 機関 か ら 2 叫 | 
以上 提出 の と き は 希望 順に 御 記入 願い ます 。 | 
未 説 変更 の と き は 2 月 15 日 まで に お 知ら せ し ま す 。 | 
スラ イド ライ カ 版 に 限り ます 。 1 枚 毎 に 映写 順序 , 上 下 を 明記 し て 下さ い 。 ( 掛 図 は 
御 し ます ) 
4. 宿泊 所 追 つ て 医学 会 総会 本 部 より 連絡 が ある と 存じ ます が , 当方 に て る も 御 世 話 出来 る と 存じ ま | 
' す の で 御 希 望 の 方 は 宿泊 費 , 其 の 他 に つき 1 月 15 日 千 に 御 一 報 下さ い 。 | 
昭和 33 年 11 月 1 日 | 
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第 28 回 日 本 寄生 貝 学会 総会 会 長 
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